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書翰の部

一、 安立利綱 一等警視

1 明治二〇年 一月一〇日 病気見舞 当地治安異状ナシ

2 明治 年 月三日 贈品添状

二、 安達純 警視属典獄

1 明治二〇年 一月一〇日 （電報）御安着通知

2 明治二〇年 一月一一日 令嬢安着家事報告

3 明治 年 八月二七日 令嬢等昨日那須ヨリ帰京 安立一等警視ヘノ伝言伝エオク

三、 安藤小次郎

1 明治 年一二月二〇日 田上氏ヨリ御聞取ノ如ク開墾負債返済ノタメ三百円都合願ウ

2 明治年月日（歌四首）

四、 安藤則命 司法大書記官

1 明治一六年 二月一二日 高橋福島裁判所判事補民権二関係ノ一件所載新聞名調査請ウ 護送者ノ処置万全

五、 安藤寅之助

1 明治二〇年 六月二八日 蚕糸改良ノ件小牧氏ヲ通ジ黒田公ヘ上申書呈出 他ノ総代ト共に上京面談希望

2 明治二〇年 七月 五日 本日折田正介ヘ面会 柴山氏福島県赴任ノ件配慮願ウ

3 明治二〇年 七月二四日 暑中見舞 養蚕・製糸・稲作ノ状況

4 明治二〇年 七月二四日 （献上絹地一枚）

5 明治二〇年一一月 六日 県下集会ノ状況 県議中政党ノ鼻息ヲウカガウモノアリ 願ノ件配慮願ウ

6 明治二一年 二月一八日 当地悪好放任不可 須賀川ノ鈴木俊安・市原又次郎上京中 府下ノ悪奸ト連絡カ 下旬上京

六、 有馬七郎太

1 明治 年 七月 九日 鹿児島戦後疲弊 奉職願

七、 有馬栄介

1 明治一一年 一月二二日 農地処分・金禄公債受取関係報告 （付）代理委任状書式 一枚

2 明治一二年 二月二八日 金禄公債手続ノ経過報告 （付）三島家家族名控 一枚

3 明治一二年 三月一六日 会計報告 委任状請求 （付）明細書 委任状書式 二通

4 明治一四年 六年一四日 贈品御礼 田畑売却ノ件 鹿児島近況 （付）田畑地価調ベ 二枚

5 明治 年 七月 六日 二男警部補拝命

6 明治 年 九月一〇日 病気見舞

八、 有馬純典 山形・福島県警部

1 明治二〇年 八月 四日 面談希望



九、 有馬純雄

1 明治一九年 九月二九日 西郷大臣・高崎中将・樺山海軍次官御承知ノ件御取計イ願ウ

一〇、 有栖川宮家

1 明治一八年 四月 五日 病気見舞御礼

一一、 有島武 横浜税関長

1 明治二〇年 四月一五日 黒田顧問ノベルジック号横浜到着ノ日取リ

2 明治二〇年 四月一九日 ベルジック号着港ハ今夜カ明朝

一二、 赤司欽一 判事福島県令

1 明治一六年 九月一八日 縁故者川島照治採用願

2 明治一六年一二月 六日 仰セニヨリ履歴書呈出 昨年ハ赤羽工作分局長トシテ会計整理 （付）履歴書 一枚

3 明治一八年 五月三〇日 招待状

4 明治一八年一一月二八日 村上書記官上京転任希望 後任ニ信夫郡長柴山景綱ヲ推ス

5 明治 年 一月一九日 粗品呈上 後刻参上

6 明治 年 三月一〇日 贈品添状

7 明治 年 月一〇日 奈良原氏ノ話ニ今井某ノ件内務大臣ヘ願ズミノ由

一三、 吾妻明彬

1 明治一七年 五月二六日 （久保喜久宛）霊山神社付近古墳発掘 同社社格ノ件

一四、 青木周蔵

1 明治一七年一〇月二三日 那須借地ニ付御高庇ヲ謝ス 西洋農法適用予定 弟三浦恭輔紹介

一五、 荒賀直哉 山形県属福島・栃木県郡長警視属

1 明治二〇年 一月一一日 書記局文書・ 記録両課旧制保守人員過剰ノ件内申 （付）添状 一通

2 明治 年 六月二五日 （荒賀直哉・佐藤信義連名書翰）旧知事上ノ山到着次第報告ス 本日ハ山形泊リカ

一六、 浅井新一 内務権少書記官

1 明治一八年一一月三〇日 （浅井新一・後藤敬臣・吉田市十郎連名書翰）沖縄県令西村捨三ノタメ開宴通知

一七、 浅田徳則 外務大書記官

1 明治一七年一一月八日 鹿鳴館ニテ外務卿演説ノ主意筆記呈上漏洩注意

一八、 朝山義六 山形済生館通訳

1 明治二〇年 八月 九日 ミュンヘン安着

一九、 渥美静

1 明治二〇年 七月二四日 平信

二〇、 伴元敏

1 明治二一年 九月一三日 （伴元敏外山形県北村山郡有志連名書翰）見舞状

2 明治二一年 九月二八日 （伴元敏外山形県北村山郡有志連名書翰）見舞状



三、 馬場兼 栃木県土木課員

1 明治一九年一一月二一日 身上ニ付御高配ヲ謝ス （付）履歴書 一綴

2 明治二〇年 一月 二日 年賀状 懇願ノ件御配慮願ウ

3 明治二一年 六月 五日 七月中郡山迄汽車開業 帰京後参上予定

4 明治二一年一〇月 三日 見舞状

二二、 伊達宗城

1 明治 年一一月三〇日 招待御礼

2 明治 年一二月二二日 火葬場移転一件ニ付歎願

二三、 江口〓 陸軍々医 警察副医長

1 明治二一年 一月 一日 伯林留学ノ報告

2 明治二一年 二月一五日 大迫・図師崎共々勉学 警察医事取調ベ予定 ビスマルク演説筆記及独澳条約送付

二四、 海老名季昌 山形・福島県属警視庁警部

1 明治二〇年 八月 六日 援助金ノ使途ニ付対立士族協議会混乱 中学校ハ県ノ特別下金・日新館費・醵金ニテ設立カ

二五、 榎本武揚

1 明治一九年 四月二八日 山岡鉄太郎門人加藤得爾採用願

2 明治一九年 六月 五日 加藤採用御礼

3 明治二一年 六月一一日 （榎本武揚・渡辺洪基連名書翰）亜細亜協会規則改正及助会金ノ件

4 明治 年 六月二一日 骨粉製造所建設許可ノ件

5 明治 年 七月 七日 風呂釜工夫セル知人紹介

二六、 蒲生仙

1 明治 年 月 九日 （山下房親宛）今般改革ニ付野村政明・有川貞寿・中村純九郎推薦

二七、 五代友厚

1 明治 五年 六月一二日 東京府知事大久保氏拝命 閣下苦心増スベシ 小野善助ノ件ニ付江林嘉兵衛紹介 教部省変革ノ件 松方日

当地出発

二八、 五条為栄

1 明治一六年 七月 五日 参上通知

二九、 後醍院真柱

1 明治 七年一一月 六日 高玉篤義酒田県大物忌神社ヘ転任ノ件

2 明治年一月一日年賀状

3 明治 年 一月二日 書籍返上後刻参上

4 明治 年 七月二四日 安房神社権祢宣多田親愛転任ノ件

三〇、 郷純造

1 明治一八年 三月一〇日 主税局員木村一貫非職ノ件

2 明治二一年 九月 八日 見舞品添状



3 明治 年 四月 六日 招待状

三一、 八田知紀

1 明治 年 一月 六日 明日御招キニ付参上

三二、 花房義質

1 明治二〇年一二月 六日 消防司令宮代志津三郎転職依頼

三三、 長谷文 警視庁警部

1 明治一六年 九月 五日 判決意外 担当県官敗軍ノ将ノ如シ

2 明治二〇年月日（長谷文・中山高明連名書翰）河野確蔵採用御礼

三四、 林三介 一等警視書記局長

1 明治二〇年 七月 二日 御殿ヘ伺候土産品呈出 高辻書記官明朝ハ御迎ニ及バヌ旨申聞ニ付朝水上署ヘ出頭ス

2 明治二〇年 八月 五日 公債・株券御受取ノ件 板垣帰県明後日別筵開催ノ由

3 明治二一年 一月二六日 新任清国領事通知状送付 （付）訳文・名刺 二枚

4 明治二一年 七月二八日 管内平穏 御療養肝要

5 明治二一年八月八日 貸座敷外二業賦金地方税編入ノ件内閣ヘ問合セ

6 明治 年 三月三〇日 御申付ケノ書類呈出

7 明治 年 五月二六日 八木採用ノ件未ダ上申セズ 御指揮迄差控ノ事了承

8 明治 年 六月 四日 別紙辞令ノ件（断片）

9 明治 年一〇月 七日 御安着祝 贈品添状

10 明治 年 月二八日 徴戒処分ニ付上申書摘要

三五、 林友幸 内務少輔

1 明治一二年 一月一一日 招待御礼

2 明治一二年一一月 四日 滞県中御配慮ヲ謝ス 御地模様大臣参議ヘ報告 内務卿巡回中好都合

3 明治一三年 一月二九日 招待状

4 明治 年 九月一四日 明日内務省出頭ノコト

三六、 服部赫之介 山形・福島県警部

1 明治一五年一〇月一九日 無名館探偵ノタメ山形県民ノ名義ニヨリ潜入ノ次第 署真意ヲ知ラズ取調ベアリ 村上書記官ヘ意中

申

2 明治一八年 八月 三日 北海道殖民拡張策 黒田顧問勅命ニヨリ断行ノ外ナシ

3 明治二〇年 八月一五日 警視庁採用願

4 明治二一年 一月 一日 年賀電報

三七、 浜内文作

1 明治二〇年 五月一八日 土地登記関係書類受領

三八、 浜尾新

1 明治 年一二月二五日 学事巡視中厚遇ヲ謝ス



三九、 原純 福島県郡長

1 明治一五年一二月一七日 刀商大槻村デ捕エ取調ベノ〓末今般一挙ニ際シ注文ニヨリ持参セシモノニアラザル由

四〇、 萩原弥次郎

1 明治年月日（佐藤信義宛）参上承知

四一、 橋口とめ

1 明治 年 九月一七日 橋口新助死亡通知

四二、 橋口常彦

1 明治二一年 三月 八日 病気見舞 当家主人快方ニ向カウ （付）三島和歌子宛高崎たか子書翰 一通

四三、 人見寧 茨城県令

1 明治一五年 二月 六日 藤田健警部長ニ採用ノ件内務卿ヘ内申 乗附乗彦採用御礼 土浦始審裁ノ山村謙三採用願

2 明治一八年 六月二二日 三堀運河ノ件面談希望

四四、 土方久元

1 明治一六年 四月一五日 高等法院取調ベノ件ハ過日内・蔵両卿ヨリ御内談ノ通リ

2 明治一六年 四月二八日 仙石起斉御登用ヲ謝ス

3 明治一六年一〇月一五日 片山書記官青森転任ノ件同人ヘ申諭シタク出京取計ラワレタシ

4 明治一六年一一月二六日 鹿鳴館晩餐会招待状

5 明治一七年 三月三一日 村上書記官進級ハ尚早 堀見都賀郡書記警察官ニ採用願ウ

6 明治一七年 五月二六日 明日御参省ノコト

7 明治一七年 五月二八日 不参通知

8 明治一七年 六月 二日 明日出頭ノコト

9 明治一七年 六月 二日 招待状

10 明治一七年 月 日 新道完成ヲ祝ス（七言絶句）

11 明治一八年 八月 七日 渡欧挨拶状

12 明治一九年一二月二九日 黒岩直方紹介

13 明治二〇年 二月 七日 招待状 山田・吉井モ参会予定 （付）紀元節参賀案内状控 一通

14 明治二〇年 三月一四日 仙石起斉採用依頼 （付）土方久元宛仙石起斉書翰 一通

15 明治二〇年 四月二六日 御招待承諾

16 明治二〇年一一月二一日 弥生社行幸二八・二九ノイズレカニ決定 御通知ノコト

17 明治二〇年一一月二二日 黒岩直方ノ件再願 （付）黒岩直方履歴書 一通

18 明治二一年 三月 七日 黒岩ノ件再々願

19 明治 年 三月二三日 御不参遺憾 芳川・島外四・五名参集

20 明治 年四月二日 贈品御礼

21 明治 年八月二九日 招待状岡山県令同行ノコト

22 明治 年一〇月三一日 招待状

23 明治 年一一月 七日 招待状

24 明治 年一二月 一日 招待御礼



25 明治 年一二月二二日 御招待承諾

26 明治 年一二月二六日 招待状

四五、 平田東助

1 明治一六年一二月 三日 （平田東助・桂太郎連名書翰）独逸学協会将来ノ諸件御依頼イタシタク来会請ウ

四六、 平野富二

1 明治二〇年 八月一二日 砲艦鳥海号進水式招待状

四七、 平瀬林左衛門 山形県属

1 明治二一年 一月 一日 年賀状

2 明治二一年四月三日 山形県産物進呈

四八、 広田千秋 根室県少書記官

1 明治一八年 四月一三日 北海道三県巡視内務卿ヘ禀請ニ付繰リ合セ御出張請ウ

四九、 広沢鉄郎

1 明治二〇年一一月二六日 （中原万二宛）私身上ノ件安藤議官ヨリ大阪府高崎警部長ヘ問合セアリシ由 第三局勤務御尽力願

五〇、 桧山六三郎

1 明治一八年一一月二日 留守中御立寄恐縮黒田公当家ヘ御投宿ノ由

2 明治二〇年一〇月 三日 奈良原氏ヨリ日本土木会社入社勧誘サル 渋沢栄一氏ニ御伝達願ウ

3 明治二一年 一月二四日 当社々長ニ旧藩人御推挙願ウ

五一、 桧垣直枝 内務権少書記官

1 明治一六年 二月 二日 出張中御懇情ヲ謝ス

2 明治二〇年 七月二四日 巣鴨火葬場新設岩崎弥之助ヨリ苦情

3 明治 年 五月三〇日 参上通知

4 明治 年 六月 七日 贈品添状

5 明治 年一二月二二日 贈品添状

五二、 本田親雄

1 明治 年五月七日 招待状仁礼氏ヘモ通知

五三、 本間光美

1 明治 九年一〇月二〇日 光貞・耕曹トノ訴訟坂本殿・松平・管・松本十郎等ノ尽力ニテ和解ノ運ビ

五四、 堀基 札幌県令道庁理事官

1 明治 年 四月二〇日 北海道全図進呈

五五、 深川質屋小僧

1 明治二一年 二月二〇日 僂麻質斯治療法

五六、 深田仲栄 福島県属警視属

1 明治二〇年 一月 一日 年賀状



2 明治二〇年 八月 八日 御下命待ツ

3 明治二〇年 八月一七日 警視属第一局勤務拝命

五七、 深田康守 山形・福島・栃木県属

1 明治一八年 二月 六日 樺山書記官新県令拝命 文部省カ宮内省ニ推薦願ウ

2 明治二〇年 一月 一日 年賀状 徴兵検査ノタメ各郡巡回

五八、 深津無一 山形県大書記官

1 明治一四年 三月 二日 御所労ノ由臨時県会閉会式代理ノ件拝承 通常会間近カニ付親睦会ハ常置委員ノミトセンカ

2 明治一五年 七月二三日 福島長平事件折田新県令ニ説明ノタメ村井出京命ゼラレタシ

3 明治一七年 二月 四日 内務省転任無理ナレバ松方卿ノ麾下ニアリタシ

4 明治一七年 四月一〇日 医師山〓曄太郎就職依頼 （付）山〓曄太郎履歴書 一綴

5 明治 年 七月 九日 御不参承知

五九、 船越衛 内務権大書記官

1 明治一〇年 三月二八日 兵隊引揚ゲ御決定ノ由承知 巡査ヘ射的試検ノコト西郷中将異存ナシタダシ鶴岡ヨリ買上ゲノ分使用

コト 松平親懐処分策 内務省宛電報新聞ヘ漏洩ノ件出所不明 西南戦況伝聞 米沢旧知事下向ニ付前島少輔意見

2 明治二〇年一二月二六日 独乙学者入用ノ由 高橋琢也紹介

六〇、 福田治一郎

1 明治一六年一一月二一日 （田中頼庸宛）三島公今回栃木兼任ニ付宇都宮移庁ノ件周旋願ウ

六一、 福地源一郎

1 明治 年五月一一日 招待状

六二、 福羽美静

1 明治一九年 八月 五日 別荘前道路コレラ汚染ノ件 （付）新宿署宛願書 一枚

六三、 福島愿吾

1 明治 年 四月一七日 （中山高明宛）御座山発掘ノ古瓦由来ニ付梅園春男取調記事進呈 （付）福島愿吾宛梅園春男書翰 一通

取調記事 一綴

六四、 藤川為親 栃木・島根県令

1 明治一六年 三月 四日 土佐人出京暗殺ノ企アル由御注意

2 明治一六年 三月二三日 那須水路一件ニ付病気快復次第上京セン

3 明治一六年 三月二四日 那須水路一件代理上京中片山大書記官ニ御談示願ウ

4 明治一六年一二月二三日 引継事務 鈴木与市払下ゲ目利安代金ノ件 高野積成農業資金貸付ケノ件

5 明治 年一二月一五日 参上通知

六五、 藤井希璞

1 明治一七年 一月二〇日 中川四郎紹介 （付）中川四郎履歴書 一枚

2 明治一七年 三月 六日 願ノ件御配慮ヲ謝ス 沢田誠一紹介

3 明治一八年 六月二七日 皇典講究所一件御尽力ニ付有栖川宮御招待



六六、 藤田一郎

1 明治一三年 五月二五日 別紙ノ件本年挙行ニ付尽力請ウ 檄文・報名書有志者特ニ県会ヘ配布願ウ 松方・佐々木公モ賛成

2 明治一七年 三月二七日 高野積成救援乞ウ

3 明治一七年 三月三〇日 社説一覧願ウ 国府氏ト将来ノ事相談 高野ノ件ヨロシク 明日御見送リ略ス

4 明治一九年 一月五日 救援懇願

5 明治一九年 一月七日 本月二〇日返納ニ付救済願ウ川崎八右衛門ラ閣下ニ他意川崎銀行ノ警視庁御用第三三銀行ヘ仰付ラレ

シ 御負債種田・川村ニテ解決セン

六七、 藤田伝三郎

1 明治二〇年 四月 一日 （藤田伝三郎・久原庄三郎連名書翰）日本土木会社及内外用達会社発足

六八、 藤田健 山形県郡長

1 明治一五年 一月二八日 二村（精一）訪問予定面談願ウ

六九、 藤村紫朗 山梨県令

1 明治一八年 九月二六日 （三島通庸・中村土木局大書記官宛）土木費補助請求書進達 多額止ムヲエズ

七〇、 藤野近昌 栃木県警部

1 明治二〇年 一月 一日 年賀状

2 明治二〇年 四月 二日 栃木県ヲ辞シ北海道庁属拝命

七一、 井上良馨

1 明治 年 二月一七日 岩元幸吉紹介

2 明治 年 五月二九日 御招待承知

七二、 井上頼〓

1 明治二八年一二月二四日 （柴山景綱宛）大教院増上寺ヘ設置ノ次第 三島氏ヲ酒田県令ニ周旋セシハ伊藤公 ソノ裏ニ真宗ア

トノ説アリ

七三、 井上馨

1 明治 五年 二月三〇日 建築ノ件談合ノタメ本日府庁出頭

2 明治 五年一〇月一五日 売奴解放ノ件御配慮恐察 劇場興業免許ニ付紀ノ国屋田之助紹介

3 明治二〇年 二月一三日 明日来訪依頼

4 明治二〇年 五月 三日 旅行留守中ノ件ニ付明朝来訪依頼

5 明治二〇年一二月三〇日 護衛巡査配慮ヲ謝ス 命ニヨリ必ズ召連ン 小室ヨリ内々ノ情報同封ス 将来ソノ筋ヲ断タヌヨウ古ノ

名オカクシノコト （付）井上宛小室信夫書翰ー古沢ヨリ別紙申越ス 老婆心黙止デキズ 御沙汰次第参上 一通 小室宛古沢滋差

出封筒 一枚

6 明治二一年六月二七日 病気見舞 一七日帰京追テ参殿地方ノ情況報告セン橋口・木崎人事ノ件依頼

7 明治 年 四月 三日 当方付警部補後任ノ件 山狩ノ兎進呈

8 明治 年一一月一四日 不参通知

七四、 井手亨 福島始審裁判所検事

1 明治一九年 一月二三日 奉職願



七五、 石川孝義

1 明治一九年 四月一八日 面談希望 （和歌二首）

七六、 石井省一郎 土木局長岩手県令

1 明治一三年一一月一一日 栗子隧道貫通ヲ祝ス 出張拝見予定ハ中止

2 明治一四年 五月二七日 関山新道三〇万円支出ノ件時節待ツベシトノ内務卿意見

3 明治一六年 九月二七日 巡回中厚情ヲ謝ス 内務卿宛報告書写送付 仙台ヘ向ウ

4 明治一八年 二月一四日 県内道路開修費一部国庫下渡シ願ウ

5 明治一八年 四月二三日 国道工事県会原案可決 北上川工事共々国庫金下付願ウ

6 明治一九年 五月 九日 帰県挨拶 同県人高田善一御引立テ願ウ

7 明治二〇年 六月 六日 受爵御祝

8 明治 年三月一六日 訪問通知

9 明治 年 四月一〇日 招待状

10 明治 年 七月二二日 招待状

11 明治 年一一月一二日 招待状

七七、 石井祐二郎

1 明治二〇年 二月一〇日 （石井祐二郎外連名書翰）東京綿商社開業式招待状

七八、 石巻清隆 山形県少書記官

1 明治一二年 二月二六日 本日議場見回リ正副議長撰挙見届ケ予定

2 明治一二年 二月二七日 営業雑種税ノ原案不都合ノ点アリ 修正上申ス

3 明治一二年 三月 八日 第一号議案二次会スミ第二号一次会開ク

4 明治一二年 三月一一日 警察費却テ増額ノ勢 議案当日手交ニチハ幼児ノ如キ議員質問長引ク オ見込ノ筋承知ナレド議長要ニ

ヨリ翌日分手交 ココデ拒ムハ正大ナラズ 福地源一郎申越ノ件

5 明治一二年 三月一四日 人家前道路及河川堤防ノ件原案修正 酒田港ノ件原案通リ

6 明治一二年 四月 二日 内務卿ヨリ御指令ノ件付〓ニテ如何

7 明治一二年 四月 七日 議事終了 郡吏員給料ノ件議決金額認可ノ可否オ知ラセノコト

8 明治一二年 四月 七日 決議不認可ノ分内務卿上申秘密ニイタシ置キタシ 明日閉会式ニハ御同車取計ウ

9 明治一二年 八月一八日 大阪上等裁判所判事仰付ケラル

七九、 石原近義 大久保利通義弟 一等警視

1 明治二一年 一月 日 年賀 庁中雑事報告

2 明治二一年 三月 三日 御指揮ノ件内務省ヘ差出シ落着

八〇、 石黒務 福井県令

1 明治一五年一二月二〇日 事件鎮定御同慶 旧会津藩家老保科郡長ニ推挙

2 明治一八年 六月二七日 招待状

3 明治一八年 七月三一日 内務卿宛路線変更歎願書ノ件 当地水害補助申請ノ件

4 明治 年三月一九日 招待状

5 明治 年 六月二三日 静岡県典獄川村矯一郎紹介



6 明治 年 七月 三日 見舞状

7 明治 年一二月二四日 神祇官再興ノ件経過如何

八一、 今村佐藤次

1 明治一八年 四月一七日 二男今村栄喜之進紹介

八二、 市川常孝

1 明治 年 六月 一日 （市川常孝外連名書翰）荒川勇死亡通知

八三、 伊加倉俊貞

1 明治 年 五月二四日 郷友会援助ニヨリ負債返済

八四、 伊地知正治

1 明治一七年 二月一三日 遁世ノ場所見分 的意ニ付申受ケタシ

2 明治一七年 七月二九日 百両差上ゲ

3 明治一九年 月 日 （三島通庸・吉井友実宛）昨日久々ノ快談愉快

4 明治年一月二八日出金断リ

八五、 伊地知四郎兵衛

1 明治二〇年 三月一九日 新聞ニヨレバ御洋行近キ由オ供願イタシ 縁者佐々木仲之助紹介

八六、 伊地知貞馨

1 明治一四年 二月二四日 自著小学校用修身書送付 御県採用如何

八七、 伊東巳代治

1 明治一九年 五月 一日 御垂示ノ件大臣ヘ上達 明朝三田参邸ニ付コノ上御意見アレバ小生執筆 漏洩注意

2 明治一九年 五月 二日 御所見浄書総理認可スミ 内務大臣ヘハ出張御帰京後呈出

3 明治二〇年 五月 五日 東京日々新聞記事出所ノ件 （付）岡本武雄報告書 一通 東京日々新聞編輯人詳明書・絵入自由新聞森

善一請書 一綴

4 明治二〇年 五月 六日 投書送付 （付）伊藤総理誹謗ノ葉書 一枚

5 明治二一年 一月一〇日 伊藤・大山両公西南巡視随行員旅費不足分慰労金ノ名目デ下付ノ件

6 明治 年 五月 一日 訪問通知

八八、 伊東佑忠 山形県属

1 明治一〇年 二月二二日 船越書記官同船仙台経由山形ニ入ル 管内安寧

八九、 伊東林兵衛

1 明治一一年 四月一三日 西南役後窮乏 救済願ウ

九〇、 伊集院兼常

1 明治二〇年 五月三一日 招待御請 祝儀呈上

九一、 伊集院兼寛

1 明治一七年 六月二八日 県庁新築ニ付材木商紹介



2 明治二〇年 五月 八日 時任宮崎県知事元老院ヘ転出ノ件配慮願ウ（二日付） 好都合ニ運ビ御礼 （二通同封）

3 明治 年五月三〇日 訪問予定取消シ

4 明治 年一〇月一四日 参堂依頼セル件追テ履歴書差上グ

5 明治 年一一月 一日 短刀鑑定

6 明治 年一一月一二日 刀剣返却

7 明治 年一一月一七日 土佐絵鑑定

8 明治 年一一月二三日 参上宝刀拝見

九二、 伊藤十郎平 山形県属

1 明治一五年 三月一三日 那須開拓紀事・関山隧道碑文・雄勝等三峠碑文・栗子隧道工事始末記・銘依頼ノ件等ノ運ビ報告

2 明治一五年一一月 日 栗子隧道工事始末記印刷及碑記添削ノ件

3 明治一六年 一月一〇日 御身辺警戒ノコト

4 明治一七年 四月二九日 福島市街道路工事出役ノ模様（二八日付） 三島公暗殺ノ虚報ニ驚ク（二綴）

5 明治一七年一一月一二日 高橋由一ニ同行新道巡回

九三、 伊藤博文

1 明治一八年一二月二八日 身辺警衛警吏人撰ノ件

2 明治一九年 二月 八日 柴山警視登庸ノ件山県ヘ申入レオク

3 明治一九年 五月 七日 黒田顧問ニ小牧書記官随行ノ件森文相ニ示談ズミ 安田ハ茨城県令ヘ転ズ 綿貫副総監年俸ノ件閣議ス

黒田氏旅行内願ノ事情内奏

4 明治一九年 五月二三日 書面返却 山田ノ書面ハ直筆 給仕森下召連レノコト皇宮警察ヘ申付ケオク

5 明治二〇年 二月 六日 御送付探聞書中小生福沢ニ海防費献金ヲ促シタリトノ島田三郎談話ハ無根

6 明治二〇年 三月二八日 御著題字ノ件 序文ニ付意見

7 明治二〇年 五月二三日 添書 （付）伊藤宛中山寛六郎書翰ー第三局長付書記上野直温ノ件 一通

8 明治二〇年 六月一五日 御陪食会通知

9 明治二〇年一一月六日 西南巡回随従警衛員ノ件

10 明治二一年 一月三一日 大隈外相内定 配下ヘ説諭ノ都合モアルベク内報ス （付）大隈外相拝命通知（二月一日付） 一枚

11 明治二一年 二月一六日 一七日地方官招待来臨願ウ

12 明治二一年 三月一四日 吉井帰京快癒伝聞 府知事病状悪化 地方官多数帰県 町村経済論近日閣議ニ付ス

13 明治 年四月一六日 恩賜料理進呈

14 明治 年 四月二九日 来訪依頼

15 明治 年五月五日 面談約束延引願ウ

16 明治 年 五月 九日 （奈良原繁宛）松方故障アリ集会変更願ウ 三島県令ヘ通知ノコト

17 明治 年 九月一三日 招待承知 鮮魚進呈

18 明治 年 九月二九日 来訪依頼

19 明治 年一二月二一日 来訪依頼

九四、 池上雄之助

1 明治一九年一二年二一日 忰雄一郎消息 縁者前川助四郎紹介

2 明治 年一二月二四日 崎山寛好紹介



九五、 池田正三

1 明治一五年 四月一二日 英国帰朝大越成徳弥太郎様ヘ書物献上 斉藤政治県官拝命 御家族福島行ノ節清吉山形ヘ残シ卒業ノト

懇願

2 明治 年 八月一〇日 足立忠恕採用願

九六、 色川圀士

1 明治二一年 六月二一日 海江田・丸山帰京 丸山ニ御忠告願ウ

2 明治 年一一月二八日 酒本氏同伴参上

九七、 怡土信吉

1 明治 年 三月 一日 （中山高明宛）推薦願

九八、 岩下方平

1 明治一一年一一月 九日 笹田光定明日出発

2 明治一八年 三月一三日 森岡兵庫県令上京ニ付新納中三ノ件尽力願ウ

3 明治一八年 六月三〇日 皇典講究所ノ件デ有栖川宮御招待

4 明治 年二月二七日 宮地正道紹介

5 明治 年 六月二二日 鹿児島ニテ士族問題尽力中 士族救済急務

6 明治 年 七月 一日 笹田光定奉職願 早田忠夫増給御礼

7 明治 年 七月二一日 新納中三願達ス

8 明治 年 八月三一日 長崎県士族早田忠夫紹介

9 明治 年一二月一七日 六〇銀行借用金ノ件尽力願ウ

10 明治 年一二月二二日 （断片）

九九、 岩下敬蔵 福島県警部長・郡長

1 明治一六年一一月 八日 栃木県警察ノ実況

2 明治二〇年 一月一八日 帰福通知（断片）

一〇〇、 岩山敬義

1 明治 年 五月二四日 招待状

一〇一、 岩田熊太郎

1 明治二一年 七月三一日 サンフランシスコ安着 日本人悪評洋行制限スベシ

一〇二、 岩村高俊 石川県令

1 明治一六年一一月 三日 藤野警部採用差支エナシ

2 明治二一年 一月 一日 年賀状

一〇三、 岩倉具視

1 明治一一年 三月二九日 三一日面会

2 明治一四年一二月一六日 来訪依頼

3 明治一六年 三月 九日 （藤川為親・三島通庸宛）那須引水ニ付品川ノ意向 農商務省出金ハ困難

4 明治 年 一月一七日 来訪依頼



5 明治 年一二月 四日 来訪依頼

6 明治 年一二月 五日 本日御来訪取消シ

7 明治 年一二月二〇日 （岩倉具視等三大臣連名書翰）岩倉家出頭ノコト

一〇四、 岩倉具綱

1 明治一六年 九月 八日 具視忌明挨拶状 活版

2 明治一六年一一月 日 安積疏水開通式ニテ具視約束ノ扇子三百本送付 （付）配布ノ覚書 一通

一〇五、 泉川健

1 明治一八年一〇月 日 讃岐徳島県ヘ合併サレザルヨウ配慮願ウ

一〇六、 飯田恒男 栃木始審裁判所長

1 明治一六年一二月二四日 投書添状 （付）上都賀郡博徒取締願 一綴

一〇七、 稲葉正邦

1 明治二一年 二月二五日 西沢之助紹介 （付）稲葉正邦宛西沢之助書翰 一通

2 明治 年 八月 六日 来訪依頼

一〇八、 稲葉直五郎

1 明治二〇年 六月二二日 復職願

一〇九、 川上親義 陸軍憲兵少尉

1 明治二〇年 月 日 （益満陸軍歩兵少佐宛）警視庁ヘ転任願 （付）履歴略記 一通

2 明治二〇年一二月二七日 御礼ノタメ本日参上

一一〇、 川田剛

1 明治一二年 二月一六日 （三条実美宛）御下問ニヨリ題字候補列挙

2 明治一五年 一月一〇日 不参通知

3 明治二〇年一〇月二七日 （中山高明・長谷文宛）河野確身上ノ件 二九日那須ヘ出発

4 明治二〇年一二月 九日 河野確採用御礼

5 明治 年 六月 五日 那須碑文ノ件出張ニ付遅延

一一一、 川村伝蔵 栃木県郡長

1 明治一七年 九月 六日 御子息洋行ノ由御相談ニ応ズ

2 明治一七年一〇月一八日 二二日開庁式確定ノ由 民心平穏コノ上延引ハ長官ノミナラズ太政官ノ信用上如何

一一二、 川村純義

1 明治二一年 七月 七日 向ケ岡射的場移転ノ件

2 明治 年 六月二九日 招待状

3 明治 年 七月二四日 招待御請

4 明治 年一一月一四日 参上通知

5 明治 年一二月一三日 贈品添状

一一三、 川畑梓



1 明治 年 四月二二日 （松方正義宛）養蚕伝習ノタメ福島県出向 紹介願ウ

一一四、 川島烈之介

1 明治一八年 一月二四日 （川島烈之介・藤井惇連名書翰）聞込ミ諸件報知 （付）府下景況ノ一斑ー過日ノ運動会ハ有一館生

キ好結果大井等義勇兵募集改進派モ開戦論 一綴

2 明治一八年 二月 四日 （川島烈之介・藤井惇連名書翰）大井憲太郎ヨリ聞キ込ミ送付 面談希望 （付）別紙ー朝鮮事件ニ付

戦論等大井談話 過激策決行カ 一綴

一一五、 川路利良

1 明治八年 一月七日 佐藤八郎兵衛ラ取調ニ付当庁吏員二名兼務ニテ御県御採用如何

一一六、 川路利恭 和泉橋警察署長自費留学

1 明治二〇年 六月二四日 パリ安着

2 明治二〇年 九月一六日 法ノ使用ニ付仏警察使意見 裁判簡易 巡邏ノ実際 海江田・丸山露国巡回中

3 明治二一年 一月 三日 年賀 図師崎・大迫氏無事勉強中

4 明治二一年 三月三〇日 ウィルソン氏勲章売買事件 ブーランゼー将軍非役事件 邦人消息

5 明治二一年 六月一五日 憲兵ノ所轄 警察ト裁判所ノ関係 監獄改良ノ状況 邦人消息

一一七、 川路利雄

1 明治二〇年 六月 日 警視庁医員ノ自宅開業ヲ禁止スベシ

一一八、 片山重範 栃木県大書記官

1 明治一七年 一月二一日 国税徴収費不足ノ件 出張旅費ノ件 栃木義塾ヘ下付金ノ件 定額充実ニ付コノ上採用不能 岡山県令介

ノ竹村尚義人物ハ可 （付）一月分国税徴収費・俸給仕払明細書 一綴

一一九、 加藤済 大蔵省銀行局長

1 明治一五年 三月一五日 紺野執義紹介

2 明治二一年 二月 一日 十大臣同説ニテモ勅裁ニ至ラザレバ希望アリ 山県・吉井・土方説破ノツモリ

3 明治二一年 三月 八日 吉井・仁礼・有村・谷・佐々木熱海滞在中 吉井氏錦地ヘ出向ク由ニ付御高見陳述アレ 地方制度改革

模様如何 王室財産ノ件アクマデ御主張ノコト

一二〇、 加藤淳風

1 明治二〇年一二月二二日 奉職願

一二一、 加藤熙

1 明治 年 六月一二日 礫川神社改祭費補助願 忰府内奉職願

一二二、 金子堅太郎

1 明治一九年一一月 七日 文部省並東京府達ノ件取調ベ （付）柿木原政澄内閣属名刺 一枚

一二三、 金井之恭 太政官・内閣書記官

1 明治一三年 二月 四日 地方官会議御出京ノ由 橋本吉十郎取立御礼

2 明治一六年一二月 一日 天爵大神寄付願 大蔵省三等属松浦匡採用願

3 明治一七年 六月一四日 染川済月俸ノ件



4 明治一七年 九月二六日 茨城県一件御心労ナラン 開庁式答辞案ノ件

5 明治一七年一〇月一五日 三条公御発程日限貴官ヨリ御伺ナサレタシ

6 明治一九年 一月二六日 橋本吉十郎採用願

7 明治一九年 二月 三日 警視庁人事ノ件明四日官報ニ登載

8 明治一九年一〇月二〇日 位階昇叙ノ際御不参名代ニテ御請ノ件

9 明治二〇年一〇月 三日 警視庁官制中刪除ノ件本日裁可

10 明治二〇年一〇月二五日 沢井・中山両名宣旨ノ件本人ヘ達方御取計イノコト

11 明治 年 一月二二日 見舞状 御用召ノ件代理ニテ別紙御請

12 明治 年 五月 八日 見舞品添状

13 明治 年 五月一一日 伏島近蔵紹介 御県下佐々木宇右衛門ニ付陳述ノ件アル由

14 明治 年一一月二日 御招待承諾

15 明治 年一一月二八日 招待状来客土方内務大輔外二、三ノ県令

一二四、 河島清 山形・福島県属東肇耕社社長警視属

1 明治一八年 三月一一日 福島・栃木両県人ノ件 東肇耕社負債ノ処置 今後維持方法 （付）所有地関係入費調・受取類 一綴

2 明治一八年 六月二〇日 （河島清外七名連名書翰）東肇耕社維持困難

3 明治一八年 六月二八日 （佐藤信義宛）小官辞表県令ヨリ促サレタル始末 三島公ノ思召シ貴官ヲ通ジ伺イタシ

4 明治 年 二月 七日 青木周蔵ヘ面会 埼玉県交換示談六ケ敷両三日ノ内御庁出頭ノ由

一二五、 神崎税稔 福島始審裁若松支庁判事長

1 明治一五年一二月一九日 判事赤司欽一出張ノ件司法卿達書奉呈

2 明治一六年 一月一六日 赤司判事三〇余名国事犯見込ミノ由 高等法院開廷云々「日々」ノ記事ヲ喜ブ 裁判所区画改定ニ付生

去就ノ件

3 明治一六年 五月二三日 赤城・佐藤・門奈等免訴実ニ驚愕 高等法院予審判事ノ疎漏カ政府ノ都合カ 繋獄ノ者共種々申立テ

分ハ中央ノ模様待チト庁議一決重罪ノ分保釈願却下セリ

一二六、 海江田信義

1 明治一七年 一月一七日 参上取消シ

2 明治一七年 七月 四日 教院ノ件配慮ヲ謝ス 金銭上ノ件御県下川村伝蔵ヘ相談ノタメ一色本日出発

3 明治一七年 七月 六日 御県下源兵衛堀サラヒノ儀ニ付同志佐々木猛差出ス 引立テ願ウ

4 明治二〇年 四月 七日 洋行ニ付晩餐会招待

5 明治二〇年 九月 九日 スタインニ従イ勉強 受爵貴兄代理拝命ノ由御礼

6 明治二一年 一月二九日 スタイン・フルメッキ両氏トノ交際ニ感銘 図師崎自費勉強中 送金ノ名目ナキヤ

7 明治 年 四月二五日 参上通知 見舞御礼

8 明治 年 六月一九日 事件落着セズ

9 明治 年 六月二〇日 明朝御来訪承知

一二七、 海江田綱範 山形県属

1 明治二〇年一一月一九日 （村井元善宛）白米送付執奏願ウ

2 明治二〇年一一月一九日 新開水田ノ米献上

3 明治二一年 一月一九日 （中山高明宛）岡田〓次郎引受ケノ御自作地今年度予定ノ件



4 明治二一年 一月三〇日 （中山高明宛）桑植付ケノ件 諸経費請求 御貸家借受人決定 （付）借家証 一枚

5 明治二一年 五月二二日 （村井元善宛）岡田引受ケ御自作地植付完了 家屋御貸付ノ件

6 明治 年 三月 七日 （佐藤休作宛）地券状御届取次願ウ

7 明治 年一一月 六日 （村井元善宛）御自作地収穫大豆売上金及家賃送付

一二八、 鹿児島県出張官

1 明治二〇年 八月二〇日 道路開鑿起業費寄付願ウ

一二九、 勝海舟

1 明治 年一〇月 六日 御子息自費学寮入寮ノ件差支エナキ由

一三〇、 勝間田稔 内務少書記官

1 明治 年 二月七日 薩人桑波田正之進紹介

一三一、 楫取素彦

1 明治一九年 七月二二日 朝鮮釜山詰警部師星廉義交代ノ由早々帰庁ノコト依頼

一三二、 樺山資紀

1 明治一五年一二月 二日 巡査三〇名部長二名選抜中 平定後当庁ヘ採用スレバ地方税ニ関係セズ

2 明治一六年 三月 七日 招待状

3 明治一六年 七月 六日 放免者動静 油断ナクバ撲滅可能 日新館等金円投与 郡山移庁・若松分県ニ付意見 管内里道改良ノ件

4 明治一六年 九月二二日 若松立寄ラズ 栗子隧道通過帰京ス

5 明治一六年一〇月三一日 栃木県警部長ニ当庁ヨリ染川採用ノ件元警部長トノ交換オ断リ

6 明治一六年一一月 一日 弥生社撃剣会招待状

7 明治一六年一一月 七日 交換人事ノ件本日上申予定 栃木県警部希望西郷八郎紹介

8 明治一七年 二月 九日 和田正苗紹介

9 明治一七年一一月二一日 内務省御栄転ヲ祝ス

10 明治一八年 二月一三日 野津鎮雄石碑建造費出金依頼

11 明治一九年 六月一七日 東郷翁介転属願 上村峻紹介 （付）上村峻履歴書 一枚

12 明治一九年九月二二日 薩人伊東直治紹介綿貫副総監委細承知

13 明治二〇年 四月一八日 海江田信義送別会招待状

14 明治 年一一月 七日 秩父重綱紹介

一三三、 樺山資雄 栃木県大書記官・県令

1 明治一七年 九月 日 県庁建築予定通リ 臨時県会議決不都合ナレバ不認可ノ外ナシ 那須国道スデニ竣工ノオモムキ 清仏一政

府様子如何 令息一四日出発ノ由

2 明治一八年 一月二三日 （電報）栃木県令拝命

3 明治一八年 二月 八日 御引立御礼 郡長更迭・折田氏転任・書記官川合氏転入等ノ件 塩原御買入レ地代金払込ミノ件

4 明治一八年 二月一〇日 那須疏水開鑿費一八年度予算組入レノ件懇願

5 明治一八年 四月三〇日 師範学校落成開校式執行

6 明治一九年 二月 七日 土産品添状



7 明治一九年一二月一一日 旧県庁払下ゲノ件県会ヨリ裁定請求ノ経過 勝チヲ得ントスル訳ニアラズ苦情ヲ陳ブルノミカ

8 明治一九年一二月二三日 法制局宛ノ書面訂正ノ上内務省ヘ呈出

9 明治二一年 一月一一日 栃木県庁全焼

一三四、 木村三樹三郎

1 明治一六年 一月一二日 （佐藤信義宛）履歴書送付 令公ヘ取次ギ願ウ

一三五、 木村真史

1 明治一七年一一月 三日 （山県有朋宛）奥羽農業改良意見

2 明治一七年一一月二一日 （山県有朋宛）愚見ニ付尊諭ヲ待ツ

一三六、 木村清四郎

1 明治年月二二日別冊返上

一三七、 木原元礼

1 明治 年 三月一九日 病気見舞御礼 関山碑文草稿ノ件

一三八、 北垣国道 京都府知事

1 明治一八年 一月三〇日 琵琶湖疏水工事監督ニ内務省権少書記官南一郎平ヲ希望 （付）内務卿宛上申書 一枚

2 明治一八年 二月 六日 琵琶湖疏水監督ノ件田辺義三郎ハ不可 議会トノ関係上モ南ヘ下命願ウ （付）追啓ー計画ハ一五年ヨ

南ノ着手セシモノ 一通 内務卿宛内申抜書キ 一通

3 明治一八年 五月一〇日 起工式出席請ウ 南権少書記官功労者ニ付随行願ウ

4 明治一八年 六月 四日 起工式終了 第一隧道西口運河ヨリ開始 賀詞万謝

5 明治一八年 七月一一日 水害地巡検ノ由当府下モ御一覧願ウ

一三九、 肝付兼武 山形師範学校首座教諭

1 明治一六年一一月 二日 栃木県令御兼任・増俸祝

2 明治二〇年七月一〇日 桐野利秋子息紹介 （付）名刺 一枚

3 明治 月 二月一三日 栗本鋤雲北海道ニ精通 新道開鑿・開拓方法ニ付意見アリ

一四〇、 菊池武夫 司法大臣秘書官

1 明治二〇年 七月一六日 江口〓ニ代リ山根長崎医学校教諭警察副医長ニ推薦

一四一、 清浦奎吾 警保局長

1 明治一九年一一月二四日 警察費ノ件先日内談ノ通リ 別冊返却

2 明治二〇年一一月 七日 岐阜県令集会届出ノ件別紙ノ通リ （付）岐阜県令第一〇七号 一枚

一四二、 貴島宰輔 山形県属・郡長工部権少書記官

1 明治一六年 五月二八日 工部卿関西巡視 中井大書記官出発ノ予定

一四三、 小林吉十郎

1 明治一九年 三月 八日 巡査刀剣・長靴改良ノ件 大臣護衛官ノ腕車使用中止ノ件

一四四、 小松原英太郎

1 明治二一年一〇月二五日 （牧野伸顕宛）江見鎮夫ノ件好案ナシ 出京中渡辺典獄ヘ御依頼ノコト



一四五、 小牧昌業 文部・農商務大臣秘書官内閣書記官長

1 明治一六年一二月 六日 跡見女学校紹介

2 明治一九年 二月一六日 令息方学習院入学ノ件

3 明治二〇年一二月二一日 木場文部秘書官ニヨレバ大寺ノ後任ハ文部大臣ニテ見込ミノ人アル由

4 明治二一年 五月 五日 大臣秘書官昇級ノ件 牧野・渡辺両氏辞令本日発セラル

5 明治二一年 五月三〇日 内閣書記官長拝命

6 明治二一年 六月二二日 北海道一件評議永山兼任決定 日本鉄道会社残金ニテ道ニ鉄道布設屯田兵モ増加見込ミ 探偵書伊藤長

ニモ従前通リ呈出ノコト

7 明治二一年 七月 五日 （折田正介宛）明朝九時来訪ノコト （付）小牧昌業宛折田正介書翰ー総監総理ニ面会希望 （同紙）

一四六、 米田虎雄 侍従

1 明治一七年 七月 四日 献馬ノ件大イニ御満足

一四七、 近藤芳樹

1 明治一〇年 二月一六日 （海上胤平宛）椎園集序送付 御歌ニ付評 拙著「十符の菅薦」 「明治孝節録」御県下ニ 広メ願ウ

付）椎園集序 一綴

一四八、 児玉少介 建築局事務官

1 明治一九年一二月二七日 書記官長呈出ノ写差出ス

2 明治二〇年 四月一八日 別紙海軍省ノ分総裁御覧ノ上照会ス 本日旧三条邸ヘ移局

3 明治二〇年 四月一八日 建築費大蔵省ヘ通牒ノ写呈出

4 明治二〇年 五月 三日 内閣建築ニ付総理ノ意向ハ四百坪程度 （付）追啓ー松崎技師エンデ氏出迎エ出張 一通

5 明治二〇年 五月 九日 ホープレヒト送別会延期 同氏謁見総理ヘ申入レ願ウ テーゼ雇用費ノ件 アクネルト千葉県下土質検

付）児玉少介宛八木事務官書翰ーホ氏送別会延期ノ件 一通

6 明治二〇年 五月二八日 昇級ノ件協議願ウ

7 明治二〇年 六月 四日 総裁及松方・山県両大臣建築局来臨 出頭請ウ

8 明治二〇年 六月一五日 エンデ氏等構造美術ニ驚愕 奈良ヘハ品川顧問官同行ノ筈 昇級ノ件

9 明治二〇年 七月一八日 二〇日エンデ・ホーグト両人帰国予定

10 明治二一年 六月二二日 身上ノ件感謝 西郷・山県・山田・伊藤議長ヘ陳述御了承ナリ （付）追啓ー井上顧問官ニ尊台病状

告 一通

11 明治二一年 七月二一日 西郷公ヘ内願 コノ上ハ天命ヲ待ツ

12 明治二一年 八月 四日 小生身上ノ件 ドイツ人中確執アリ

13 明治 年 四月一六日 恵贈御礼

一四九、 国司仙吉 工部少書記官

1 明治 九年一二月 七日 道路開鑿費石田秋田県権令ト協議ノ上工部省ヘ助成願ノコト

一五〇、 河野通倫 山形県権参事神奈川県少書記官大審院検事

1 明治 九年一二月二八日 貢租・課出金期限内完納困難 山形県略況 茨城・三重・愛知暴動懸念 和田清貞採用ノ件

2 明治一〇年 一月二八日 （電報）二日出立上京



3 明治一二年 二月七日 村上・筒井・山下等各郡長任命ノ由 神奈川県議員撰挙手続達ス 人民県庁間矛盾アリ 野村県令勉務

4 明治二〇年 一月 七日 年賀 大審院検事拝命

一五一、 河野通〓

1 明治二一年 四月 七日 父通倫死亡通知

一五二、 篭手田安定 島根県知事

1 明治二〇年 四月二五日 依頼ノ件御配慮ヲ謝ス

一五三、 九鬼隆一 駐米特命全権公使

1 明治二一年 一月 七日 御招待承諾

2 明治二一年 一月一五日 御招待不在中ニテ失礼 鮮魚進呈

3 明治二一年 二月 八日 招待状

4 明治二一年 二月二〇日 病気見舞 進物御礼

5 明治二一年 三月一六日 前田一件内務卿ヘ依頼品川尽力ノハズ 大久保将来ノ事有栖川宮ニ相談伊・松伯ハ地方官ノ方有益ト

意見

6 明治二一年五月三日 出発前参上不能米国ヨリノ品延着

7 明治 年 三月一九日 御子息進学ノ効顕ル

8 明治 年 六月二九日 令息近況 廟上ノ事容易ニ御変換ナキヨウ

9 明治 年一二月 四日 来訪依頼

10 明治 年 月 九日 （三島通庸・牧野伸顕宛）御書拝見 面会ノ節万々申上グ

11 明治 年 月二一日 別紙在米令息宛返書オ序デニ送付願ウ

一五四、 久留清隆 山形県属五等警視

1 明治一一年 二月一一日 御邸宅譲受人ハ前島少輔 船越衛ト交渉 （付）久留清隆宛船越衛書翰 一通

2 明治一六年一二月二五日 五等警視拝命 大迫氏新総監 内務卿モ交替

3 明治一八年一二月二六日 新総監巡視ニソナエ各局長集会日表・帳簿等整理中

一五五、 日下義雄

1 明治一五年 七月 九日 会津学校会ヘ寄付御礼 海老名・中条等ト協議会津貧困ニテ私立ハ無理

一五六、 国久寅次

1 明治二〇年 一月 六日 警視属拝命

一五七、 宮内書記官

1 明治 年 六月一九日 陪食会参否伺

一五八、 桑野礼行 福島県郡長

1 明治一九年一二月二九日 越年挨拶

一五九、 倉山（福留）昌親 福島・新潟県警部

1 明治一五年 一月二八日 履歴書奉呈

2 明治一八年 八月 八日 暑中見舞 新潟県下貧民諸所集合スルモ死地ニ入ルノ気力ナシ



3 明治二一年 一月 一日 年賀状

4 明治二一年 九月 一日 見舞状

一六〇、 黒田長知

1 明治二〇年 五月 四日 旧臣永井形見採用願

2 明治二〇年 七月一五日 永井形見警視拝命御礼

一六一、 黒田清仲

1 明治二〇年 四月一三日 父清隆従二位叙位通知

一六二、 黒田清隆

1 明治 八年 三月 七日 酒田一件御相談アル由明日出頭

2 明治一二年 五月一八日 開拓使物産局製造魚肉缶詰試食会招待状

3 明治一五年 七月 一日 士族授産ノ建言送付 北海道移民ノ件教示請ウ

4 明治一五年 七月一五日 幌内煤田事業報告送付 士族授産ノ建言読後御返却ノコト

5 明治一七年 四月二〇日 桑野礼行藤田組一件デ解職 安藤ラハ復職セシモ今ニ無職 採用願イタシ

6 明治一七年 七月 五日 （黒田清隆・安田定則連名書翰）桑野礼行採用御礼

7 明治一八年 九月二九日 故五代病中同氏宅ヘ参リ居リ卒去後浅草辺道楽昨夜ハ上野 不在中度々御来訪ノ由御許シ乞ウ

8 明治一八年一一月二四日 黒田邸御臨幸通知

9 明治一八年一二月 九日 （三島通庸・伊集院兼寛・折田平内宛）御垂示ノ通リ昨夕ノ御詫三条・井上両公ヘ申上グ松方ヘモ

事通牒ス 生ノ酔犯困却ノ限リ

10 明治一八年一二月一三日 （三島通庸・伊集院兼寛・折田平内宛）御忠告肝銘 条公ヘ辞表呈出ハ出来心ニハアラズ 心事御

察願ウ

11 明治一八年一二月一三日 （伊集院兼寛宛）三島・折田両君奔走ナレド辞表奏上後ナレバ成行キニマカス

12 明治一八年一二月一四日 （三島通庸・伊集院兼寛・折田平内宛）西郷殿入来面談 遂ニ兄等ニ違約申シ訳ケナシ

13 明治一八年一二月二二日 湯治ノタメ不在 年末年始欠礼

14 明治一八年一二月 日 税所君来訪 辞表呈出直後三島・折田氏ニ依頼右辞表取戻スハ何事ゾ云々懇話アリ 至急 面談希望 御

任ヲ祝ス

15 明治一八年一二月三〇日 明日熱海ヘ出発 伊藤大臣入来謝罪ス 最後ノ一条卑劣心ヲ生ジ慙愧ノ至 有事別紙暗号表ニテ通知

ウ井上大臣外ヘ謝罪願ウ

16 明治一九年 一月一二日 折田平内・正介両氏ヨリ西村貞陽当地ニ来ルトテ忠告アリ 老台ヨリモ探偵云々忠告アリ 誓ツテ党

ノ如キニ迷ウコトナシ 野ニアリテ時宜ヲ待ツ 財政困難今回ノ大改革ニテ政府一丸トナレバ至誠通ズベシ 顧問ノ位置改革ニテ

消滅 問合セ方小牧ニ依頼 新聞ニモ勿論消滅云々記載アリ 位置ナキモノニ警備不要 本官被免ノ事各大臣ヘ出願ノコト

17 明治一九年 一月二八日 （電報）懇書敬承

18 明治一九年 四月一三日 椿尚賢府庁採用ノ件 染谷巳喜三ノ件依頼

19 明治一九年 五月 九日 明朝外遊願呈出 （付）願写 一枚

20 明治一九年 五月一一日 願御許可 安田転任ノ件感謝

21 明治一九年六月 一日 小牧氏ヲ以テ通知ノ件 伊藤大臣ヘ執リ成シ請ウ

22 明治一九年 六月 四日 漫遊再願本日許可 前田清照ノ件榎本氏ヘ依頼ニ付森岡社長ヘ執リ成シ願ウ （付）榎本宛黒田清隆翰

写ー郵船会社員前田清照同行ノ件森岡氏ヘ依頼願ウ 一通



23 明治一九年 六月二八日 世界周遊先ズ長崎着

24 明治一九年 七月 日 （安田定則宛）総監ノ病如何 （ウラジオストック発）

25 明治一九年一二月一九日 ローマヨリ巡回報告 江口警視病〓残念

26 明治二〇年 一月一八日 スタイン氏ニ受講 海外ニテ報国ノ念倍旧 （付）三条実美宛黒田清隆書翰写ー帝室財産 国会開設制

定ノコト 対支政策平和手段ノ方得策 総理・外相離間策ニ御注意 一通

27 明治二〇年 五月 四日 旧知トテ高知県会議長弘田正郎来訪ニ付問合セ

28 明治二〇年 五月 四日 新聞拝見 離間策ニ注意

29 明治二〇年 六月二七日 生ヲ鉄道局総裁ニトノ閣議ノ際井上「黒田無学酔狂 北海道冗員多ク薩人一千人四百人ニ減ズ 採用

可云々」発言ノ由

30 明治二〇年 七月 九日 明宮殿下臨場漁遊会遠眼鏡デ拝見 （付）進物添状 一通

31 明治二〇年 七月一三日 御配下剣客試合ニ付来訪依頼

32 明治二〇年 七月一八日 松方大臣ノ直話及井上大臣ノ閣議云々ノ件ニ付伺イタク御留守中参上 拙宅出入リ・生ノ起居探偵

閣ヘ報告ハ不可解 条理下示願ウ

33 明治二〇年 七月二二日 令嬢結婚御祝

34 明治二〇年 八月一四日 昨夕伊藤総理入来 条約改正・宮相辞任ノ件談話 宮相ノ件谷・板垣意見書デ痛論 後任 断ル 世情穏

御注意

35 明治二〇年 八月一七日 郵送品到着次第報知願ウ

36 明治二〇年 九月一五日 松方入来 御決定明後日中ニモ発表トノコト 不肖勇進犠牲モ辞サズ

37 明治二〇年 九月一六日 農相拝命 折田氏ヘ明日電信 奈良原氏ヘ兄ヨリ通知願ウ 難題覚悟

38 明治二〇年 九月二七日 高松清通・小川辰之助総理官邸デ暴行ノ由 手抜カリナキヨウ

39 明治二〇年一〇月 三日 ○○ヨリ内密下付 小牧ヘ云々ノ事御通牒感謝

40 明治二〇年一〇月 四日 大事件ニ付明朝面談希望

41 明治二〇年一〇月 六日 例ノ一条松方大臣ヘ問合セ 再度ノ返答ナシ

42 昭和二〇年一〇月 九日 （三島通庸・和歌子宛黒田清隆・滝連名書翰）清仲全快祝招待状

43 明治二〇年一〇月一一日 総理門前デ巡査ト引合セシ者共アリ 宮中包囲・暗殺等ノ情報総理ヨリ承ル

44 明治二〇年一〇月二七日 添書 （付）黒田清隆宛松方正義書翰ー三島氏ノ話ニヨリ内務大臣ト面談 同人今日司法大臣ト面

寛裕ニ過ギザルヨウ注意人選ノ所マデ談合イタスベクトノコト 一通

45 明治二〇年一一月二一日 宮内大臣書翰廻送 （付）黒田清隆宛土方久元書翰ー弥生社行幸日時通知 一通

46 明治二〇年一一月二九日 林有造函館ヘ出発確実 本年中滞在予定ノ由

47 明治二〇年一二月一五日 刀剣ノ件来訪依頼

48 明治二〇年一二月一九日 （三島通庸・和歌子宛黒田清隆・滝連名書翰）招待状

49 明治二〇年一二月二三日 戒厳令発布ノ件漏洩御注意 時任氏尽力云々返事ニ付総理・内・陸各大臣ヘ内示

50 明治二〇年一二月二六日 添書 （付）黒田清隆宛岩村通俊書翰ー林有造二二日北海道ヨリ帰京通俊宅滞在 一通

51 明治二〇年一二月二七日 名刺ノ者副島伯云々トテ両度入来 御管下外ノ探偵カ

52 明治二〇年一二月二九日 護身用短銃進呈

53 明治二一年 一月二七日 山県大臣ヨリ大隈入閣ナレバ三島辞職決心トノ話ニ驚愕 御覚悟通知ナキハ不審

54 明治二一年 一月三一日 申入レ一条内閣・聖上モ異議ナキ御決定故庁内御処置尽力ノコト

55 明治二一年 二月二八日 見舞状



56 明治二一年 三月 二日 時任為基高知県知事決定 （二月二九日付・三月二日付二通）

57 明治二一年 三月二四日 御順快大慶 御来示ノ件総理ヘ申込ム

58 明治二一年 七月二四日 大隈・井上両伯入来熟談 井上遂ニ承諾明日親任式

59 明治二一年八月二日 見舞状

60 明治二一年 八月二三日 見舞状

61 明治二一年 八月二四日 （柴山景綱宛）高木国手ヨリ総監容体承知 上奏モスミ

62 明治二一年 九月一四日 （柴山・折田宛）天皇三島ノ容体御下問

63 明治二一年 九月一八日 （柴山景綱宛）見舞品添状

64 明治 年二月二〇日 見舞品添状

65 明治 年 六月二七日 川村氏英公使云々及有栖川宮ヘ建言差出セトノ寺島氏ノ内話漏洩注意

66 明治 年 八月二七日 亡弟一七年忌粗菓進呈

67 明治 年一〇月三〇日 進物添状 酩酊失礼

68 明治 年一二月二四日 来訪依頼

69 明治 年 月二一日 例ノ件探偵セシニ貴兄配下ノ一人ト名乗ル

一六三、 黒田清綱

1 明治一〇年 二月二五日 山形ハ如何 西国戦況

2 明治一三年 九月二五日 戊辰出張ノコト大略ノミ記ス （付）大久保一蔵宛西郷吉之助書翰写ー三島弥兵衛帰ル 御差図請ウ

枚

3 明治一五年 一月三日 別紙ノ件事実ナレバ大事山田辺ヘ打込ミ願ウ （付）黒田清綱宛折田年秀書翰ー神官ノ 教導職兼務及儀

執行禁止御発令ノ内報 一通

4 明治一六年 一月 八日 諸橋民三・本田親成採用願 （付）本田親成履歴書 一綴

5 明治一六年一〇月三一日 兼務御祝 （付）栃木県官名刺 五枚

6 明治一六年一一月一一日 昇進祝宴不参失礼西郷八郎採用願 （付）名刺 一枚

7 明治一八年一一月一三日 添状 （付）三島通庸宛折田平内書翰ー秘密一件結果如何 一通 折田平内宛時任為基 書翰ー伊集院

内話御尽力ノ効顕ル 一通

8 明治一八年一二月二三日 栄転御祝

9 明治二〇年 一月一五日 新納英彦採用願

10 明治二〇年 五月三〇日 御招待不参

11 明治 年 三月 七日 切通節雄紹介 （付）三島通庸宛切通節雄採用願 一通

12 明治 年四月二日 別紙廻送

13 明治 年 四月二三日 諸橋民三採用願

14 明治 年 四月二八日 愚弟願望一件オ伝エズミノ由感謝

15 明治 年一二月 八日 両高崎氏同行海江田宅訪問依頼

一六四、 蔵田信 山形県郡長栃木県属

1 明治一七年 一月二一日 三島村境界ノ件 （付）両村人民御届 一綴

2 明治一八年 二月 四日 東肇耕社払下ゲ願進達ノ可否伺

3 明治 年 四月二五日 二八日御地ヘツク （電報）



一六五、 丸山正彦

1 明治二〇年 六月一一日 吉田六蔵・中村太三履歴書差出ス

2 明治 年一二月二七日 進物添状

一六六、 丸山作楽

1 明治一七年 五月 七日 阿部重遠採用感謝 山岡ノ門人山本五郎新編小学読本推薦 （付）名刺 二枚

2 明治一七年 六月一九日 自由党決死組戸長役所襲ウ 博徒使イ先生狙撃計画トカ 御注意

3 明治一八年 四月一三日 令嬢入校谷千城ヘ依頼ノ件

4 明治一八年 五月一〇日 （三島通庸・島惟精宛）例会出席 服部・廻氏人事ノ件

5 明治一八年 七月一六日 三益会将来ノ件ニ付参会依頼 高崎氏来会

6 明治二〇年 四月 四日 姫宮御他界紅葉館会合延期

7 明治二〇年 四月二六日 送別御招待出席

8 明治二〇年 四月三〇日 送別ノ宴感謝 養子正彦採用願

9 明治二〇年 五月一一日 （三島通庸・高崎五六宛）図師崎・川路共々香港安着 西・湯地モ昨朝着

10 明治二〇年 八月 三日 受爵御祝 国会開設前御外遊ノコト 養子採用感謝 パリ・ウィーン間巡回報告

11 明治二〇年 八月二六日 スタイン氏聴講 神道ヲ国教トナス件・改良漸進ノ件外有益

12 明治二一年 六月二七日 御招待並祝辞感謝

13 明治二八年一二月 五日 （柴山景綱宛）快癒次第参上

14 明治 年 一月 六日 忠愛主義団結参加請ウ 島惟精モ来会

15 明治 年 四月二六日 宮川哲二郎採用願ノ件デ牧朴真参上

16 明治 年一一月一三日 吉田大輔参上ノ由御意見開陳ノコト

17 明治 年一二月二八日 進物添状

一六七、 町田久成

1 明治 年一〇月二九日 諏訪慎紹介 （付）名刺 一枚

一六八、 町田宝一

1 明治二〇年 八月二二日 議事堂・各省建築ニ付新道建設案 （付）地図 一枚

一六九、 町野重世 山形県郡長

1 明治一八年一〇月三一日 激雨御安着大慶

2 明治二一年 二月 一日 転任希望

一七〇、 牧朴真 内閣法制局書記官

1 明治二〇年 一月一三日 栃木県庁旧建物用材処分ノ件行政上ノ処分ニ属シ県会議権ニ無関係ノ旨裁定ノ予定

一七一、 牧野伸顕 女婿兵庫県大書記官総理大臣秘書官

1 明治一九年 六月 二日 大久保利和留守宅移転通知

2 明治二〇年 五月二二日 （奈良原繁宛）身上ノ件地方実務勉強続ケタク警視庁オ断リノ決意

3 明治二〇年 六月 日 受爵祝

4 明治二〇年一一月一六日 前田正名地方官ナラバ京都府適当カ

5 明治二〇年一二月二九日 保安条例御英断 星他ノ方便求メン 地方警察充実急務 兵庫県警部更迭ノ件 浜本氏ノ 高知・神戸定



期船ニ探偵乗リ込ミ案如何

6 明治二〇年 月一四日 無事帰宅山陽鉄道延長決定

7 明治二〇年 月一五日 着神後峯子元気

8 明治二一年 五月 五日 辞令拝受 万事御教示ニテ重任ニ当タル

9 明治二一年 五月一三日 青山墓地祭典時間変更

10 明治二一年 六月一八日 皇室典範ハ議了ノ由 前田佐賀県知事ニノ件ニテ松方氏訪問予定

11 明治二一年 六月二七日 前田山梨県知事ニ決定 御高配感謝

12 明治 年 月一六日 （石原近義宛）神戸安着 約束ノ品三島家ヘ御届ノコト

13 明治 年 月二六日 （柴山景綱宛）峯子病中御世話ヲ謝ス 義挙録返却 大阪府警部補池田治孝採用願

14 明治 年 月二七日 弟利武出張ニ付明日ノ件見合セ

一七二、 松方正義

1 明治一〇年 二月一四日 御不快押シテ帰県ニオヨバヌ旨内務卿ヨリ承知 内務権大書記官山形出張

2 明治一〇年 五月一九日 貴書岩公ヘ差出ス

3 明治一一年 二月一一日 仏国博覧会出席ノタメ渡航

4 明治一三年 五月一一日 監獄出火ノ際ノ功ニヨリ陸奥宗光減刑司法省ヘ御申立テノ由理由如何 大事ニ付詳報願ウ

5 明治一三年 五月三〇日 先日御尋問ニ及ビタル件 事実ハ宮城県ヨリ申立テノ由ニテ当方ノ誤解ナリ

6 明治一四年 九月一七日 行幸近シ 山形県田舎西洋料理御用捨願ウ

7 明治一五年一一月二〇日 （松方正義・山田顕義連名書翰）芝離宮オイデ請ウ

8 明治一六年一〇月三一日 兼任祝 栃木県製糸家川村氏紹介

9 明治一七年 五月二二日 大蔵省出頭ノコト

10 明治一七年一二月一三日 朝鮮一件外務省会議ニ付昇堂遅延

11 明治一八年 四月二七日 書翰読後内務卿ヘ進達ノコト （付）石井岩手県令書翰ー国道改良・北上川改修費国庫下府願 一通

12 明治一九年 一月一一日 会計局長人撰心当タリアリ

13 明治一九年 二月一〇日 伊東ノ採用ハ見合ワセラレヨ 与倉局長手放サズ

14 明治一九年 九月二〇日 山県ヘ事情陳述 貴兄転職ハ不可トノコト 明朝来訪依頼

15 明治一九年一〇月三〇日 綿貫副総監説得 山県ヨリ委細承知 取調ベ進捗ヲ望ム

16 明治二〇年 三月 九日 「国のすがた」一件今日ニテハ甚ダ面倒 歌子賢女ノ見込通リ一旦ハ書キ候方シカルベシ

17 明治二〇年 三月一六日 四男正雄渡米ニ付招待

18 明治二〇年 九月 九日 井上大臣御地回遊当人意見陳述ナラン 同人辞職ノ内意総理ハジメ一同痛心 板垣・後藤 教唆面倒ノ

勢故早目御帰リノコト切望

19 明治二〇年一〇月一二日 私邸臨幸案内状

20 明治二〇年一二月二六日 条例発布後ノ景況御一報願ウ

21 明治二〇年一二月三〇日 井上毅「先日ノ一件三島君ニ対シ含ム所ナシ 御挨拶タノム」トノコト 辞職モ思イ止マリタル由

22 明治 年 一月 四日 刀剣拝借願

23 明治年一月二五日刀剣返納

24 明治 年 二月一九日 御無事承知

25 明治 年 三月一三日 進物添状

26 明治 年四月一一日 大蔵省出頭願ウ



27 明治 年 四月一一日 参上通知

28 明治 年 四月二八日 御来訪変更願ウ

29 明治 年五月一〇日 出頭ノコト

30 明治 年六月一日 建言云々熟考サレヨ

31 明治 年 六月 七日 参上通知

32 明治 年一〇月 七日 水野ノ談話伝達 全ク氷解ニ付安心サレヨ

33 明治 年一〇月二六日 面会依頼

34 明治 年一〇月二六日 来訪依頼

35 明治 年一一月三日 オ出デ待ツ

36 明治 年一一月二六日 招待状 （二通）

37 明治 年一二月一二日 来訪依頼

38 明治 年一二月一三日 来訪依頼

39 明治 年一二月二三日 来訪依頼

40 明治年月八日両冊返上

一七三、 松平正直 宮城県令

1 明治一五年 二月二六日 陸羽日々新聞社長民権攻撃ノ意志アリ 紹介

2 明治一六年 一月 九日 高等法院仙台設置提案

3 明治一六年一二月 五日 （松平正直外五名連名書翰）地方官主催府知事・内務省諸員招待ニ付参会ノコト

4 明治 年 七月二二日 奥羽新聞記者江口高遠採用願

5 明治 年 月一一日 参上通知

一七四、 松平容保

1 明治 年 九月一二日 内願ノ件裁可請ウ

一七五、 松平慶永

1 明治二〇年 七月一二日 慶民漁遊会陪観礼状

2 明治二〇年 七月二〇日 慶民漁遊会御招待御礼

3 明治二〇年一二月二二日 盗品捜索願

4 明治 年 一月一五日 慶民撃剣角力拝観礼状

5 明治 年 一月一五日 進物添状

一七六、 松平親懐

1 明治一〇年 三月 七日 西郷トノコトハ私義 大義名分ハ不誤 御心配無用

2 明治一〇年 三月 九日 大義ニ於テ西郷ニクミスル筋ナシ 安心請ウ

3 明治一〇年 月一三日 西国ヨリノ信書呈出

4 明治一四年 六月一九日 貸与金申請ニ付松ケ岡開墾・養蚕経営報告

5 明治二一年 四月 九日 参上御都合問合セ

6 明治二一年 五月一七日 郡長江夏喜蔵在郡トイツワリ出京ノ件 権謀詐術黙止デキズ

7 明治二八年一一月二二日 （中山高明・柴山景綱宛）故三島氏事蹟御取調ベノ件

8 明治 年 四月二七日 和田悌十郎採用依頼



9 明治 年 月二〇日 後刻参上

一七七、 松本幸

1 明治二一年一〇月二四日 （牧野伸顕宛）奉職願

一七八、 松本忠太

1 明治一七年一一月九日 栃木県政上御尽力ニ感謝

一七九、 松本時正 山形県警部福島県警部・郡長

1 明治一〇年三月七日 九州一件ニ付鶴岡士族国事犯ノ形勢見エズ

2 明治二〇年 五月二七日 近火見舞 行方・宇多郡役所新築 鉄道株金募集状況 （付）受爵祝 六月二日 一通

3 明治二一年 九月一八日 見舞状

一八〇、 松岡康毅

1 明治二〇年一二月一四日 スタイン氏ニ託サレシ名刺送付 （付）名刺 一枚

一八一、 前田正名

1 明治二一年 七月 三日 山梨県知事拝命御周旋多謝

2 明治二一年一〇月 八日 （牧野峯子宛）通庸病状伺

3 明治 年 月 六日 石原オ遣ワシノ件小生神戸着マデ見合セ願ウ

4 明治 年 月 七日 （牧野伸顕宛）来訪依頼

5 明治 年 月一〇日 西郷・吉井・税所・奈良原ラ参集

6 明治 年 月三〇日 （柴山景綱宛）北村益ニ面会願ウ

一八二、 前田清照

1 明治二〇年 五月二八日 招待御請

2 明治二一年九月七日 見舞状

3 明治 年 四月二四日 進物添状

4 明治 年六月四日 参上通知

5 明治 年六月二五日 米国新発明ノランプ進呈

一八三、 前島密

1 明治一〇年 二月二七日 病気御帰県見合セノ件承知

2 明治一〇年 二月二七日 御発途見合セノ件右大臣モ異存ナシ

3 明治一〇年 二月二八日 閣議鶴岡厳重・速刻処分ノ方針 巡査二・三百名追加臨機招募ノコト 銃器授与ニ付テハ 山形出張陸

省阪元純〓ニ連絡ノコト 御出発前岩倉殿面談希望ニ付出頭請ウ

4 明治一〇年 三月二四日 御県下安寧安心 西辺戦局好転 池田成章米沢士族トノ和解方尽力助力請ウ

5 明治一〇年 五月一六日 巡査応募不振ニ付森長義米沢派遣 荘内ニテ買上ゲノ銃・火薬ノ件

6 明治一一年 四月 五日 来訪依頼

7 明治一一年五月二二日 出頭通知

8 明治一一年 五月二四日 士族開墾地差出ノ書面松平親懐処分マデ一応差戻シ如何

9 明治一一年一一月一七日 御所有地売渡願



10 明治一二年 三月二九日 薄井転任ノ件

11 明治一三年 四月 二日 和久井徳次郎復職ノ件

12 明治 年 二月二八日 来訪依頼

一八四、 三宅新 福島県属・郡長

1 明治一五年 七月一七日 田村郡長入来会議ノ模様及御内命委細承知 池上検事当郡出張当時流行ノ才子 別紙道路 開修見込書

付 来月郡長会議ノ由出県予定 （付）平駅以南道路開修方法見込ー寄付渋滞工事遅延・管理当郡委任願ウ 地図 一綴

2 明治一六年 二月 四日 郡長辞職 在職中出費重ナリ不如意ニ付借用願

一八五、 三島弥太郎

1 明治一五年一一月二二日 自由党頭取ノ一人当地不在 上京中カ 父上身辺危険ニ付御注意ノコト

2 明治一六年 九月一二日 御着県ノ由安心

3 明治一八年 二月 五日 ジラード・カレッジ見学 注文品リスト 教師ノ礼状送付 当地女性・使用人尊大

4 明治一八年 六月三〇日 アムハースト農学校受験 校長宅ヘ下宿 湯地・高橋領事ト面会

5 明治一八年一二月二六日 ニューヨーク旅行詳報 大久保・与倉ト歓談

6 明治一九年 一月一八日 試験結果 校長一家消息 聖教徒作法完璧 園・峯入塾ノ由結婚急グニ及バズ

7 明治一九年 二月二二日 官舎移転ノ由 母上ヨリ校長妻君ヘ呈書ノコト 校内紙編集人トナル

8 明治一九年 三月一二日 当家娘ニ呈書ノコト 父上欧米巡回希望 北海道土地購入ノコト

9 明治一九年 三月三〇日 大試験結果 家族写真評 菊ノ種送付ノコト 加藤大学総長ノ娘渡米

10 明治一九年 四月 一日 イースター説明 当家ニテ誕生祝贈ラル

11 明治一九年 四月一七日 徳死亡涙トマラズ 耶蘇教入信考慮中

12 明治一九年 五月 七日 峯洋行反対 神道ニ付質問

13 明治一九年 五月一五日 たけ書翰末娘ニ渡ス 試験結果 （付）三島たけ宛ビューラー・グリーノー書翰及訳文 一綴

14 明治一九年 六月三〇日 理事ラ校長排斥

15 明治一九年 七月 八日 ボストン・ポートランド巡回

16 明治一九年 八月一一日 休暇旅行詳報 ニューヨークニテ大久保ラ友人ト耶蘇教ニ付論戦 西郷大臣到着予定 農政学学ビタ

17 明治一九年 九月 二日 昇進御兼任ヲ祝ス 樺山愛輔評 寄宿舎入居 日本女性ノ現状 家産ノ件

18 明治一九年一〇月一〇日 農産物競争会見学 キリスト教々育ニツイテ

19 明治一九年一一月二九日 御昇進重病ノタメカト心配 学校雑誌編集 那須農場詳報請ウ

20 明治一九年一二月一九日 試験終了 九鬼氏ニ招待サル 見物・講演詳報

21 明治二〇年 三月一二日 （グレイス・グリーノー書翰訳文）

22 明治二〇年 四月一二日 グリーノー家訪問詳報 勉強多忙 府知事主催夜会ハ如何

23 明治二〇年 六月二三日 受爵祝 高崎安彦ニューヨーク着 写真評 峯結婚祝 オ祝続キ節約ノコト

24 明治二〇年一〇月一六日 フットボール試合ノ件 天文学士トッド面会ノ件

25 明治二一年 一月 三日 休暇・年越シ詳報

26 明治二一年 四月一一日 コーネル大学農学専修ノ件

27 明治二一年 六月 日 卒業式詳報

一八六、 三島和歌子

1 明治一〇年 三月一一日 無事御着県安心



2 明治 月一一月 日 旅先不快ノ由衣食御注意

一八七、 三島通庸

1 明治一〇年 二月一七日 （Leiddel，H．宛）招待御礼

2 明治一〇年 三月 日 （前島密宛）鶴岡士族方向誤ラザル旨申出 松平親懐請書呈出 巡査四百名配置ノ件 出京船越ヨリ聞取願

ウ

3 明治一〇年 四月一二日 （西郷従道宛）予備巡査徴募ノ件手配 当地暴挙ノ萌ナシ

4 明治一〇年 四月一七日 （西郷従道宛）巡査徴募流言アリテ志願不振 出京久留ヨリ聞取リ願ウ （断片共ホボ同文 四通）

5 明治一〇年 四月二〇日 （西郷従道宛）鶴岡士族出願不振 出京松平親懐ヨリ聞取リ願ウ

6 明治一〇年 五月 日 （前島密宛）鶴岡士族菅・松平引率従軍ノ件伝達 無効 松平出京 熊本黒田参軍ニモ説明シタキ由

7 明治一一年 七月 日 （富田藤吉 三条家宛）山形公立病院来月二三日開院 額面文字三条公真筆御依頼願ウ （断片共二通）

8 明治一二年 三月二〇日 （石巻清隆宛）勤倹ノ聖旨三目ニ付御意見同意ナレド土木急激ナル省略ハ不可

9 明治一二年 六月 日 （伊藤博文宛）石巻少書記官休暇願・判任進退等長官ニ相談ナク勝手ニ処置ス （草稿共 五通）

10 明治一三年 六月一八日 （家族宛）湯ノ浜滞在家族宛帰路案内

11 明治一九年 七月二四日 （電報文案） （山下政愛宛）東京郡長ニ採用

12 明治一九年 九月二五日 （山下房親宛）故西郷肖像御恵贈ヲ謝ス

13 明治二〇年 六月 日 （三島弥太郎宛） （受爵関係書類写六点）

14 明治二〇年一一月 七日 （三島弥太郎宛）七時間安眠ノコト 学費洋行ノ樺山ヘ託ス 警視庁多忙ニ付建築局ヲ辞ス

15 明治二〇年一一月 日 （不明宛）弥生社新築開キ案内状

16 明治二〇年一二月 九日 （三島弥太郎宛）帰京九鬼公使ヨリ様子承ル 学問継続ノ件熟考ヲ要ス

17 明治二一年 三月一〇日 （三島弥太郎宛）卒業後欧州巡回費用送付 学費心配無用 大磯新築中 海水浴大流行

18 明治二一年 三月一八日 （伊藤博文宛〉大磯ニテ養生中歩行可能 檄文配布ノ件探偵ヲ命ズ 町村制審議ノ件 時 事新報御一

ノコト

19 明治二一年 七月二〇日 （三島弥太郎宛）高崎五六娘よし子縁組断リ来ル 断然思切リナサルベシ

20 明治 年 四月二三日 （三島弥太郎宛）家内無事

21 明治 年 五月九日 （徳永庄介宛）無断土地売却及支払ノ件問合セ

22 明治 年 五月一四日 （河幡清貞宛）別紙履歴ノ者看守採用願

23 明治 年 五月二八日 （家族宛）安着問合セ 帰県予定通知

24 明治 年 六月一一日 （松平某宛）外務卿ト約束 来訪ナキ故出発ス

25 明治 年 八月 二日 （三島弥二・弥六宛）途中費用差上グ

26 明治 年 八月七日 （喜田一二宛）借金依頼

27 明治 年 九月 二日 （伊地知正治宛）借金返却

28 明治 年 九月一三日 （松方正義宛）面談希望御都合如何

29 明治 年 九月一七日 （伊集院兼寛宛）刀剣鑑定依頼

30 明治 年一〇月二八日 （不明宛）会場ノ件御指揮待ツ

31 明治 年一一月二三日 （伊集院兼寛宛）刀剣鑑定依頼

32 明治 年一二月 九日 （益田某宛）御礼トシテ刀剣進呈 （断片）

33 明治 年 月 日 （不明宛）本年中山形県農事・歓業・架橋等景況

34 明治 年 月 日 （不明宛）掛物鑑定依頼



一八八、 三橋勝到 二等警視

1 明治一九年 一月 日 （折田正介宛）年賀 諸官省改革不日発表 （付）大宮又勝黒田顧問ニ上陳ノ大略 赤坂 出火報告 二綴

一八九、 南一郎平 土木局権少書記官

1 明治一八年 四月 六日 御配慮ニヨリ鹿児島県御用掛ニ決定 土木局決算ノ件報告 （一部欠）

一九〇、 宮川正治 福島県郡長

1 明治二〇年 一月 一日 年賀状

2 明治二〇年 五月二七日 受爵祝

3 明治二一年 一月 一日 年賀状

一九一、 宮之原誠蔵 土木局技師

1 明治一八年 六月 三日 清水越新道進捗状況報告 実地巡検願

一九二、 宮内盛高 皇宮警察長

1 明治二一年二月 一日 閣議決定慨歎閣下入閣希望

2 明治二一年 四月二六日 埼玉県吉見村温泉調査失望

一九三、 宮原敬助

1 明治二〇年 一月 一日 年賀状

2 明治二〇年 五月二八日 受爵祝

3 明治二一年 一月 一日 年賀状

一九四、 宮島誠一郎

1 明治 九年 九月二〇日 内務卿士族授産ニ尽力 小生上杉公ト士族激励米沢出張 元置賜県浅羽徳太郎富岡見学帰県採用願ウ 谷

新道開設ニ人足献上 区戸長別紙ヨリ御取捨ノコト

2 明治一〇年 二月二六日 吉井ハ岩倉方ヘ小生ハ前島方ヘ訪問予定 斉藤篤信ヘ私報停止ニ付官報ニテ通知ノ件

3 明治一〇年 三月二一日 鶴岡静穏 西国戦況 池田帰県士族授産等助力請ウ （付）別啓ー修士館製熊本地図進呈 一通

4 明治一二年 九月二六日 グラント来朝ノ件 御管下水害・流行病見舞 初島長平借金皆済西郷ヲシノビ集会

5 明治一三年 七月一七日 伊藤祐忠転任 新潟海道開鑿ノ件 修史館取調ベ大久保文書ノ件問合セ

6 明治一三年一〇月二〇日 粟子隧道切貫祝辞 大久保公墓参報告ス 碑銘ノ件重野ト相談

7 明治一三年一一月 二日 杉宮内大輔出張新道一覧予定 人夫料献上 （付）明治一〇年献金願書写 一枚

8 明治一四年 六月一三日 巡幸発令御配意拝察 斉藤ヨリ道路ノ件承知

9 明治一五年一二月二七日 中川駿太郎ノ件御高配ヲ謝ス 河野広中一件新聞ニテ承知

10 明治一八年 四月 八日 大山氏送別会通知

11 明治一八年 七月二三日 土方氏欧行送別会通知

12 明治二〇年 一月 三日 招待状

13 明治二〇年 五月三〇日 受爵祝

14 明治二〇年 六月二二日 現状切迫 先生ト吉井・黒田ニ依頼ノ外ナシ 日清間親睦関係ニ採用希望

15 明治二〇年一二月 一日 弥太郎殿洋行中ニ付叙位代理御請報告 （付）請書 一枚

16 明治二〇年一二月二〇日 糞車邸内私道通行苦情



17 明治二一年 一月一五日 弥生社行幸ニ付招待感謝 困窮救助願ウ

18 明治二一年 四月二一日 病状報告 （付）宮島大八年賀状 一枚

19 明治 年四月三〇日 吉井・税所ト共ニ四人微行ノ件

20 明治 年 六月一九日 黒田方参上懐古談

21 明治 年 七月 七日 参上通知

22 明治 年七月一〇日 不参通知

23 明治 年 八月一六日 進物御礼

24 明治 年一〇月 一日 米沢ヘ出発 彼ノ地デ拝顔セン 大木作漢詩

25 明治 年一二月二六日 那須米試食会招待御礼

一九五、 宮越正良 福島県警部

1 明治 年 七月 九日 住居ノ件オイデノ上署長四王天数馬ニ御相談ノコト

一九六、 元田永孚

1 明治二一年 一月一七日 荻昌吉那須ヨリ帰京 御書未着 県庁焼失ニテ御書面モ類焼カ

2 明治二一年 一月二二日 那須払下願一件樺山知事ヘ御一報ヲ謝ス 侍従非職荻昌吉外一名当地出張万事好都合ニ運ブ

3 明治二一年 二月 九日 那須一件樺山知事ノ御厚配ヲ受ク 神宮教会紛紜ノ件好都合

4 明治 年 二月 六日 荘村一郎ノ件御配慮感謝

5 明治 年一二月二二日 招待御礼

一九七、 本富時太郎

1 明治二一年 一月 二日 下谷ニ配属 本庁転任希望

2 明治二一年 四月二〇日 採用願

3 明治二一年 六月 四日 総監枢密院顧問ニ転任トノ説 窮迫ニ付黒田総理ニ面会願呈出

一九八、 物集高見 文科大学教授兼文部書記官

1 明治一九年 七月一一日 生徒採用依頼 （付）生徒名簿 一通

2 明治二〇年 三月 一日 「国のすがた」書加エ 出版取締ニ付学友ノ意見書呈出 童謡・俗謡ニテ愛国的風俗醸成 （付）野中意

見書 唱歌・俗謡試作 二綴

3 明治二〇年 三月一一日 松方ヘ参上御不在 野中ノ建白書ニツイテ 西周訪問無精神教育ニ付論ズ

4 明治二〇年 三月一三日 松方殿不在日取リ未決 高崎殿ヘハ通知

5 明治二〇年 五月二四日 府知事教員ヘ愛国主義示諭 改進新聞ノ反対説言語道断 （付）改進新聞切抜キ 二枚

6 明治二〇年 八月二五日 下田歌子著高崎正風校正国文読本東京府不採用ノ件

7 明治二〇年一〇月二〇日 大流布「佳人ノ奇遇」出版禁止スベシ

8 明治二一年 六月一二日 校務多忙二〇日頃参上 千家氏元老院入リ神道ノコノ末如何

9 明治 年八月九日 逗留御世話御礼

一九九、 最上藩平

1 明治二一年 五月一三日 官権新聞発刊希望

二〇〇、 森有礼

1 明治一九年 二月 二日 学習院御入学ノ件院長決定次第取計ラウ



2 明治二〇年 四月一二日 「国ノすがた」一件本省吏員教科書ニ関与スルヲ得ズ 物集筆記明示セバ教科書タルヲ得ズ

3 明治二〇年 六月 一日 鉄道局総裁ノ件ニ付来訪依頼

4 明治二一年 三月二四日 中学・師範校用倫理教科書案送付批評請ウ

5 明治二一年 四月二六日 倫理教科書批評五月八日マデニ送付ノコト

6 明治 年 五月三〇日 来訪依頼

7 明治 年一二月一六日 有栖川宮御依頼ノ池田猪之介先年小生塾中屈指ノ者

二〇一、 森時之助

1 明治二一年五月九日 （中山高明宛）塩原地所買受ケ条件

2 明治 年 四月 四日 山形県地方税為替方ノ儀御請 柴原知事ニ御一声願ウ

3 明治 年一一月一〇日 福島県為替方御用盛大

二〇二、 森岡昌純 兵庫県令日本郵船会社社長

1 明治二〇年 五月三〇日 受爵祝御招待承諾

2 明治 年一二月二八日 別紙両名取調願御内示次第取締

3 明治 年 月九日 進物添状

二〇三、 諸橋民三

1 明治一八年一一月 六日 新潟県西蒲原郡水利妨害訴訟ノ件 被告ハ自由党県議 （付）訴状写 一綴

二〇四、 村上要信

1 明治一九年 九月三〇日 大日本家畜保護会発起者加入ノ件

二〇五、 村上楯朝 山形県一等属・郡長福島県書記官警視庁第三局長

1 明治一〇年 五月 三日 （村上楯朝・高木秀明連名書翰）前島少輔ヘ面会 苅安新道専断着手譴責免レズ 工事許可土木局ハ同

内局ニ異議アリ

2 明治一〇年 五月 四日 苅安新道許可・雇外人出張・県庁新築費献金ノ件内務省談判ニ付報告

3 明治二八年一一月二三日 引継事務着手 私進退ノ件

4 明治一八年 五月 四日 日新館補助ノ件上京ノ中山ニ御指図願ウ 新任県令案外精密家ニテ各課困却 移庁ニ付県令上京ノ筈

5 明治一八年 五月一五日 （電報）赤司県令上京

6 明治一八年 月 日 本県表面平穏 上京懇願

7 明治二〇年 一月一五日 第三局員転配属ノ件 探偵手当金常額ヨリ支出デキズ

8 明治二〇年 月 日 三局事務ハ機密・緊急ニ付大浦ニ御官宅棟続キ官舎貸与ノ件 （断片）

9 明治二〇年 七月一二日 品川湾漁猟ノ件及谷・板垣関係記事記載各紙差出ス

10 明治二〇年一〇月 一日 毎日新聞停止ノ件御決判請ウ

11 明治二〇年一二月一七日 宮城県電信ノ写呈ス 電信写ー立身惣五郎外呈出ノ建白書ニ添書下付セリ

12 明治二一年 八月 八日 出火報知機架設議案府会呈出

13 明治 年 二月 六日 参上ノ件承知

14 明治 年 九月二五日 掲載紙発見送付

二〇六、 村山松根

1 明治 七年 六月 七日 県官誤解境界ノ件決議ニ至ラズ 大宮司後任 中原磐境神官御採用ノ件 （付）鹿児島新聞写 一通



二〇七、 村井元善 山形・福島・栃木県属

1 明治一六年七月一二日 忰ノ件御礼那須開墾公債・鉄道株券取扱報告 （付）電報 一枚

2 明治 年 二月一三日 鉄道株式払込ノ件

3 明治 年 四月一二日 （村井元善・中山高明連名書翰）苗木買入レ 塩原温泉ノ件

4 明治 年一二月二三日 御所有地差配報告

5 明治 年 月 日 那須大豆売却ノ件

二〇八、 中山高明 山形県郡長福島県土木課長・警部警視属

1 明治一六年 三月一一日 県会土木費原案通り可決 否決論当時ノ乱状トハ黒白ノ差 不良ノ徒排除ノ上運輸ノ実益 知リタル故

白井遠平ガ議長 一身上ノ件

2 明治二一年 四月二九日 六拾銀行支配人本日塩原発帰京

二〇九、 中山寛六郎 内務大臣秘書官

1 明治一八年 六月三〇日 内務卿地方裁判所長招待宴会通知

2 明治 年 五月一七日 出頭通知

3 明治 年九月一六日 出頭通知

二一〇、 中井弘 工部大書記官滋賀県知事

1 明治一六年一一月 二日 滋賀県令ニト伊藤来話 貴兄尽力拝謝

2 明治一六年 月 一日 有川貞信採用依頼

3 明治一六年 月二七日 河野連暴叛雨降ッテ地固マルノタトエ 阿波久次米銀行御用ノ件 （付）名刺 一枚

4 明治一七年 七月一一日 滋賀県令拝命

5 明治一七年 七月一六日 滋賀県ヘ出発 郷田兼徳採用願

6 明治一七年 月二六日 （三島通庸・芳川顕正宛）滋賀県巡視ノ大略 琵琶湖疏水ノ件速ニ許可願ウ 両君実地巡回希望

7 明治二〇年 月二六日 （三島通庸・小野田元〓宛）愚息管理御委任 保護・苛叱願ウ 島行キノ事感謝

8 明治 年 月 六日 来訪依頼

9 明治 年 月 七日 見舞状

10 明治 年 月一〇日 有馬藤太採用願

11 明治 年 月二八日 内藤佳一郎採用ノ件交換ノ手配請ウ

二一一、 中村与八

1 明治二一年 八月一四日 コレラ流行ノ兆ナシ

二一二、 中村太三

1 明治一九年一一月一四日 御祝儀添状

二一三、 中村孝〓 土木局大書記官

1 明治一八年 一月一四日 疏水工事ノ件デ京都府知事上京 指令案・上申案呈出 千阪高雅前戸籍局長送別会

二一四、 中村政房

1 明治一三年 四月一七日 鈴木直勝採用願

2 明治一七年 六月二六日 野間氏不遇 栃木県警部長ニ如何



二一五、 中尾豊岳

1 明治一五年 五月 七日 山形安着 県会議決ノ件遺憾 山形新長官偉業汚サヌ人物切望

二一六、 中尾騰一郎 仙台鎮台少尉

1 明治 年 六月 七日 行軍中山形県道路良好 御写真一葉乞ウ

二一七、 中城善三郎

1 明治二〇年一二月一〇日 長野県出張桑苗買付ケノ件

2 明治 年 五月 九日 （中山高明宛）桑苗代ノ件

二一八、 内閣書記官

1 明治 年一二月二四日 三条公内命ニヨリ御帰県ノ日問合セ

二一九、 内藤利明

1 明治二〇年 九月二五日 神官ニ周旋願ウ

二二〇、 内藤高治

1 明治二一年一〇月二七日 （宮越正良宛）御帰県前一報請ウ

二二一、 永山武四郎 北海道庁長官

1 明治二一年 七月二七日 監獄囚徒土木事業上便益多大 増員セシメタク府県付託ノ囚徒当庁監獄ヘ拘禁希望

二二二、 永山盛輝 新潟県令

1 明治一〇年三月一六日 庄内不穏一件ニ付井上一等属差出ス

二二三、 永峰弥吉 福島県大書記官

1 明治一九年 三月二七日 赤司県令尊父死亡

2 明治二〇年 一月 一日 年賀状

二二四、 成川尚義

1 明治 年 三月一八日 忰義太郎渡米〓別御礼

二二五、 中島竜之助

1 明治 九年 二月二五日 （池田武八宛仲島竜之助外三名連名書翰）松原神社〓官権少教正ヘ推薦

二二六、 奈良原繁 静岡県令日本鉄道会社社長

1 明治一五年一二月一五日 橋本喜六紹介

2 明治一七年 四月一〇日 侍従人選 柴山氏転務ノ件 治水費ノ件内務大臣外賛成

3 明治一八年 五月二〇日 北海道ニ付御教示ノ件デ明後朝参上

4 明治一八年 七月 一日 宇都宮開業近ク多忙 北海道ノ件最早内決ノ由

5 明治一八年一〇月二八日 黒田殿好機嫌見晴楼ニ決ス 伊集院・松村氏同席

6 明治一八年一一月二六日 見舞御礼 黒田邸臨幸ニ出席予定

7 明治二〇年 九月一八日 別紙三氏ヘ呈出ノ可否兄ニマカス （付）伊藤博文・松方正義・西郷従道宛奈良原繁書翰 ー井上外辞

任ハ不可 各大臣動揺遺憾 一綴



8 明治二〇年一二月二一日 森大臣ヘ依頼ノ件 内約ノ人ニ協議ノ上返答ノ由

9 明治二一年 一月一九日 昨冬以来ノ大変革地方ニモ断行ノコト （付）松方正義宛奈良原繁書翰ー地方官ニ厳達シ 地方人民目

一新スベシ 一通

10 明治工一年 五月 九日 伊藤・松方来臨ニ付来訪依頼

11 明治二一年 九月二二日 ロンドン滞在 北海道鉄道許可ノ件 スエズ通覧 レセップス人物評 印旛沼開墾ノ件

12 明治 年 二月二三日 雪中御出京ノ由近日参上

13 明治 年三月二四日 招待状

14 明治 年四月一七日 進物添状

15 明治 年 五月 二日 北畠竜道氏参上ノ由 小生不参

16 明治 年 五月 七日 依頼ノ件手配感謝

17 明治 年 五月 八日 従二位公着京予定 （付）奈良原繁宛鎌田正志書翰 一通

18 明治 年 五月 九日 一一日会延期

19 明治 年 六月一一日 橋場会延期

20 明治 年 六月一七日 招待状

21 明治 年 七月 六日 今夕不参

22 明治 年 八月二四日 株券払込ミズミ

23 明治 年 月二〇日 進物添状

24 明治 年 月二九日 宮内卿方ヘ必ズ参上

二二七、 長与専斎

1 明治一八年 四月一〇日 緒方正規脚気病毒菌発見演述ニ付臨席請ウ

二二八、 長岡護美

1 明治一七年一一月一二日 招待状

二二九、 長崎省吾 式部官

1 明治二〇年一一月二四日 弥生社行幸ノ際御陪食ノ御沙汰内報

2 明治 年 四月一五日 観桜会招待状

二三〇、 日本郵船会社

1 明治二〇年 八月一二日 観蝕船出帆時刻変更

2 明治二〇年一〇月一四日 株券引渡シ

3 明治二〇年一一月一〇日 株主総会案内

二三一、 仁礼景範

1 明治一八年 六月一九日 島津真之介殿出京祝宴通知

2 明治一九年 五月 二日 郷友会幹事当選

3 明治 年一一月一八日 郷友会集会

二三二、 西徳二郎

1 明治一九年一〇月一九日 「中亜細亜紀事」贈呈



二三三、 西村捨三 内務大書記官沖縄県令土木局長

1 明治一六年 九月一七日 建碑一条今年中落着トイタシタク出金ノ件協力乞ウ 印刷局ハ一局千円納ム 島岩手県令 宮城県令ヘ

石切出シ方依頼ノ由

2 明治一六年一一月 六日 松沢栃木県警部長ノ後任ヘ鈴木忠吉採用願ウ

3 明治一六年一一月一八日 寺沢生履歴差上グ 土木工事等ニ御使用願ウ

4 明治一六年一二月 二日 面会願

5 明治一六年一二月一八日 内務卿交替 小生表向キ辞令無シ 寺沢採用願

6 明治一九年 七月二六日 土木局入リ多難 大臣ニ気兼 老閣ノ相続人トシテ雄藩名士ノ伍ニ列シ快然 今回ノ御厚示弱藩ノ出身

テ〓躇ス 大久保公建碑地所・碑面ノ件

7 明治一九年一〇月一一日 御来訪時刻通知

8 明治一九年一二月二三日 令嬢縁組滋賀県士族増島六一郎紹介 （付）増島六一郎略歴外 一綴・一通

9 明治二〇年 五月一二日 清水谷碑石 御一見願ウ

10 明治二〇年一〇月 四日 山形県民閣下追慕 （付）東・西田川郡有志者書翰ー赤川工事ノ件感謝状 一通

11 明治二一年 六月一二日 横川源蔵死亡ノ件

12 明治二一年 七月 一日 横川所有大磯地所家屋売却ノ件

13 明治二一年 九月一〇日 （折田正介宛）三島公容体伺

14 明治二一年 九月二三日 （折田正介・佐藤信義宛）三島公容体伺

15 明治二一年一〇月 二日 （折田正介・佐藤信義宛）三島公容体伺

16 明治 年五月四日 不参失礼

17 明治 年 六月一一日 建碑ノ件明日参上

18 明治 年一〇月一八日 建碑一条大分相運ブ

二三四、 西村勝三

1 明治一九年 六月二六日 議事堂建築用レンガニ付意見

二三五、 新納中三

1 明治一七年一二月二〇日 地方官奉職願 （付）内務卿宛新納中三書翰写（二部）

二三六、 乗附乗彦

1 明治一七年一一月一三日 開庁・開道式終了 中山・折田賞与太刀進呈ノ件 栃木県士族佐藤計四郎紹介 （付）佐藤計四郎履・

漢詩・論文 一綴・一枚

二三七、 野中準

1 明治二〇年一二月二八日 勅令第六七号小生ノ持論ニ付尽力セン

二三八、 野辺地尚義

1 明治一七年 一月 日 起倒流柔術発会案内 （付）出席人名外 四枚

二三九、 野村惟一 栃木県郡長

1 明治一六年一一月 七日 （川村伝蔵宛）栃木県下探訪 旧令勤続哀願ヲ謀ルモノアリ 政党ハ狼狽 万一悪機到来セバ一身ヲ犠

ニ鎮圧ノ決心



二四〇、 野村靖

1 明治 年 七月 五日 別紙御覧ノコト

2 明治 年一〇月一〇日 加治橋典獄ニ大西直哉推薦

二四一、 野島弥太郎 警視庁警部

1 明治二一年 一月二五日 （柴山景綱宛）別紙三島公ヘ呈出願ウ （付）三島通庸宛野島弥太郎書翰ー高知県知事ヘ 転出トノ言

アレド不得策ナリ 一通

二四二、 野津道貫

1 明治一七年 二月 四日 宇都宮兵舎借用ノ件デ明日乃木大佐差出ス

2 明治 年 一月一〇日 不参通知

3 明治 年一二月 三日 射的大会招待状

二四三、 野間政一

1 明治一八年 七月二三日 日本不況ヲ憂ウ 弥太郎氏ト面談 グラント前大統領死去

二四四、 沼崎義徳

1 明治年月日吉田松陰ト同獄援助請ウ

二四五、 乙守速比古

1 明治 年一一月二八日 御鏡在京官社ノ基本確立 蒲生・野崎東京遊学

二四六、 大山巌

1 明治一七年一〇月一一日 在伯林 那須開墾ノ件

2 明治 年 二月 六日 招待状

3 明治 年一〇月二〇日 御身上一件ニ付参上通知

4 明治年月日（大山巌・西郷従道連名書翰）招待状

二四七、 大久保一翁 東京府知事

1 明治 年二月一日 石塚剛紹介

2 明治 年一二月 九日 五条氏採用御礼

3 明治 年 月 日 静岡県士族竹村謹吾紹介

二四八、 大久保利和

1 明治一六年 五月一一日 利通五年祭執行

2 明治 年一二月一三日 （大久保利和・牧野伸顕連名書翰）招待状

二四九、 大木喬任

1 明治二〇年一一月二八日 弥生社撃剣会不参

2 明治 年一二月一五日 招待状

二五〇、 大伴兼武

1 明治一〇年 三月 六日 西南戦況ニ付追伸（断片）

二五一、 大迫貞武 警視庁警部



1 明治二〇年 六月二〇日 パリ安着

二五二、 大迫貞清 警視総監

1 明治 年 一月七日 山本政常復職願 （付）名刺 一枚

2 明治 年 七月二六日 弘田均交換オ捨置キノコト

3 明治 年一〇月 二日 樺山栄熊採用願

二五三、 大河平隆綱 福島県郡長

1 明治一五年一〇月三〇日 署長河沼郡出張 富田警部・諏訪・町野等ト警戒 戸長取調ベ賊党員ナシ （付）大沼郡 被教唆村名

自由党斉藤八四郎海老名・折田ノ宿所探偵中取押エノ件 二通

2 明治一六年 四月 二日 高等法院御苦心拝察 貸与金出願者続出混雑 当郡道路費完納 工事進行上土木課兼務切望

3 明治二八年一一月一一日 （柴山景綱宛）通庸君事蹟記録中他日送付

二五四、 大河原源五郎 福島県郡書記

1 明治一八年一〇月二三日 県官中反目不信アリ

2 明治一九年 三月二三日 党機密看破ノタメ郵書検査事務担当希望

3 明治二〇年一一月一七日 宿屋取締規則発布以来探偵容易 貫属換エノ者及宿屋以外ノ宿泊ニ注意必要

二五五、 大信田貞治

1 明治 年 八月 五日 本庄礼治看守採用御礼 （付）名刺 一枚

二五六、 大浦仲兵衛

1 明治一八年 二月一九日 三島家々系図取調ベ

二五七、 大浦則泰 栃木県副典獄警視庁典獄

1 明治一八年 四月 七日 （電報）内務省出向仰付ケラル

二五八、 大浦兼武 三等警視

1 明治二〇年 九月 四日 児玉軍治消防官採用御礼

2 明治二〇年 九月一八日 朝野新聞発行停止処分ノ件

二五九、 大倉喜八郎

1 明治二一年 六月二三日 奈良原繁洋行ニ付懇親会通知

2 明治二一年九月一四日 見舞品添状

二六〇、 大野義方

1 明治一〇年 二月二三日 熊本戦況不明

2 明治一〇年 月二五日 昨日ノ電報勝敗不明弾薬等催促ノミ

3 明治 年九月八日 （吉田清皓宛）旧邸譲受ケノ件

二六一、 大鳥圭介

1 明治一四年 三月三〇日 日光保存保晃会発起人星野磋玖磨募金ノタメ御地出張ニ付紹介 （付）名刺外 二枚

二六二、 大隈重信



1 明治一一年 五月三〇日 歳入不足 酒税・印紙税脱漏矯正ニ付当省官員派出

二六三、 大塚親俊

1 明治二〇年 六月 二日 受爵祝 奉職願

二六四、 大森鍾一 内務権大書記官

1 明治一八年 七月 五日 大阪出水御出張ニ付府知事宛電文取消シ御含ミノコト

二六五、 大給恒

1 明治 年 五月一六日 私用参上希望

二六六、 大関善親

1 明治二〇年 一月 一日 年賀状

2 明治二〇年 五月二八日 受爵祝

二六七、 小川佗吉郎 警視庁警部補

1 明治二一年 二月一八日 実父巡査拝命御礼

2 明治二一年 三月二〇日 見舞状

二六八、 小原重哉 一等警視

1 明治二〇年 一月 一日 年賀状

2 明治二〇年 一月二六日 府下安静

3 明治二一年四月一一日 田口文蔵長男石合震採用願

4 明治二一年 四月一六日 仏画下絵ノ件 （付）墨絵 一枚

5 明治 年 三月二八日 進物添状 （付）白菜食用法贅言 一通

6 明治 年 五月 五日 石川島分署撃剣会招待状

二六九、 小野田元〓 一等警視東京府島司

1 明治二八年一二月二五日 久留氏五等警視決定 総監交代 群馬県村山郡長紹介

2 明治一九年 三月三一日 内務大臣横浜着 御病気ニ付出迎エ欠席ノ件

3 明治二〇年 八月二一日 三宅・八丈島巡回報告 知事ヘ意見書呈出 （付）進物添状ー中井氏子息官舎同居 一通

4 明治二一年 一月二五日 年賀 島司勧業ノ成果 保安条例閣下ノ果断ニ敬服国家多端ノ時閣下ノ元ニナク残念

5 明治 年 月三一日 進物添状

二七〇、 小瀬秀太郎

1 明治 年 二月 一日 採用願

二七一、 折田平内 山形県令福島県知事

1 明治一五年 七月一四日 山形県令拝命 開拓使残務整理

2 明治一六年 一月一九日 岩村戸籍局長石川県令ヘ転任ノ件

3 明治一八年一一月一八日 西印参上ハ中止 午後御局ヘ伺ウ

4 明治一八年一二月一四日 顧問条公方ヘ御出向キノ由 鈴木ニ模様伺ワセ報知スベシ

5 明治一九年 二月 二日 本県警部山口源之助免官ノ件



6 明治一九年 二月 二日 山下郡長移転御中止ノコト 山口警部ノ件 鶴岡中学校不認可一条県会決議通リトノ御指令不満

7 明治二〇年 一月 一日 年賀状

8 明治二〇年 三月一七日 予算減ニ付仙石起斉・深田仲栄非職トス

9 明治二〇年 五月 二日 小山ヘ昇楼 午前「松」 「井」両公御出デ小生午後拝謁 御意ニ逆ラウ議ハナク国家ノタメ 御憂慮ノ感

服セリ 老台トモ一夕緩話御希望

10 明治二〇年 五月 六日 川印ニ具申 政府ニ云々ハ到底ムズカシク鉄道ノ事ハ賛成ノ由 松印ヨリ他ヘオ話ノ方良策ニ付明朝印

ニ面会セントノ御返事建言私共ヨリ出タルコトフセ置クヨウ依頼セリ

11 明治二〇年五月一七日 永田町ニ謁ス御請一件一昨年ノ轍ヲフムコト懸念ノオモムキ三田ノ方鉄道ナラ御請ケノヨウニ三島

リ説キ込ムベシト約ス 総裁権限ニ付説明アリ 工部省再設不能ノ由

12 明治二〇年 五月二二日 電報添状 （付）折田平内宛折田正介電報ー本日乗船 一枚

13 明治二〇年 六月 九日 調所・時任ニ面会 辞表一条言及ナキ由 昨日角力会ニテ両名ヘ「モシ御呈出ナレバ御沙汰通リイタベ

ク」ト話シオク

14 明治二〇年 九月 七日 塩原・南会津間道路修繕ノ件

15 明治二〇年一〇月 二日 桧原鉱山一件探偵書差上グ 時任一条内務大臣ヘ申入レ黒田大臣ニ依頼願ウ （付）探偵書ー自由党

藤ノ鉱山借区申請ノ動キ 二通

16 明治二〇年一〇月 八日 管内政党平穏 警部長転任ノ件 （付）酒井侯所蔵刀剣写 一枚

17 明治二〇年一一月 一日 安積疏水記念会御欠席人民失望 警部長交換ノ件 政党ノ勢多少波及ボツボツ集会 後藤ノ影響不少

18 明治 年二月二四日 進物添状

19 明治 年 四月二二日 奈良原氏ヘ面会ノ次第明日開申 今夕不参

20 明治 年 五月 二日 条約改正・国会開設切迫憂患ニ耐エズ建白ニ及ブ

21 明治 年 五月 五日 安田知事宅訪問ニ付遅刻カ

22 明治 年 五月二八日 御不在ニ付後刻再訪

23 明治 年 五月三一日 森公御手翰返上

24 明治 年 六月 六日 黒田公ヨリ細書今朝報告

25 明治 年六月一四日 近日出発

26 明治 年九月二二日 明朝参上

27 明治 年一〇月二八日 出頭委細復命

28 明治 年一〇月二八日 黒田方参上宴会場打合セノ次第

29 明治 年一〇月二八日 新橋辺出入リ 二・三用意ノ方可

30 明治 年一一月二七日 砲兵工廠ヨリ猟銃ノ件通知 払下願書式

31 明治 年一二月 六日 刀剣添状

32 明治 年 月 日 貴書敬承

二七二、 折田正介 福島県警部・郡長警視庁消防本署長

1 明治一九年 三月二四日 椿氏身上ノ件デ谷大蔵秘書官ヘ面会 吉田次官・高崎知事ヘモ依頼センカ 黒田顧問護衛ノ件

2 明治一九年 五月二八日 緒形勝義・椎原国太ノ電報ノ添状 （付）副申ー伊集院氏不在 顧問モ他出 一通 電報 一綴

3 明治二〇年 五月二一日 （折田平内宛）上阪今井氏ト面談 現内閣員ノ更迭ハ不得策故此挙ハ至極好案「高」印ニ相談セヨト

コト 「高」ノ意見ハ「小山」ノ去就大ニ痛心成程該事業ハ国防上必要ナレド彼ノ地位ヲヒクメテノ周旋ハ不同意ノ由 「井」

「」大臣近日帰阪故内幕ノ運動探究御工夫ノコト依頼ス



4 明治二〇年 五月二四日 受爵祝電

5 明治二一年 五月 三日 書翰添状 （付）折田正介宛小牧昌業書翰ー御尋一件賛成ノ由 渡辺ノ方勘考ノ上返答ノ由 一通

6 明治二一年 九月一五日 午後出立 内務省暗号ニテ電信差上グ （名刺二枚ヘ鉛筆書キ）

7 明治 年一〇月二一日 家村ノ名ハ住義 宿所ハ対山館

二七三、 折田年秀

1 明治一六年一二月一七日 教院紛争落合以下ニ進退伺呈出ヲ達シタレバコレニテ落着カ 忰御引立願ウ

二七四、 尾形厳彦

1 明治 九年 二月一一日 小田県事務引渡シ未済 鷲尾隆修ヨリ託サレシ別紙人物紹介

二七五、 尾崎三良 太政官大書記官

1 明治 九年 四月 九日 府県職制答議取消ノ件

2 明治一〇年一〇月 六日 本間光明製糸器械ニ付太政大臣ヘ願出 指令ハ県令ヨリ達ノコト

3 明治一一年一一月二〇日 病院新築額面三条殿承諾ノ件

二七六、 長田〓太郎 内務参事官

1 明治二〇年 二月二三日 御新著発〓ノ件許可済

二七七、 岡千仭

1 明治一四年 一月 八日 旧冬御優待ヲ謝ス 「栗子山遊記」重野君ニ謀リ栗本ニ付ス 報知登載ノ予定

二七八、 鬼塚綱正 山形県属・警部

1 明治一一年 七月一四日 （久留清隆宛）鹿児島惨状憫然同県人奉職者醵金 県内諸件報告

2 明治一三年 三月二九日 米沢地方国会論 県会副議長宮島家久時期尚早論 高梨等ノ開設論云々米沢新聞記事ニ付 以後探偵セ

3 明治一五年 一月三一日 （高崎五六宛）小夫進退ノ件後悔 三島県令ヘ伝声願ウ （三島通庸宛高崎五六差出封筒中）

二七九、 荻野興

1 明治二一年 八月二七日 僂麻窒斯特効薬

二八〇、 落合済三 太政官権少書記官

1 明治一四年一二月二七日 三条大臣来訪御依頼

二八一、 奥青輔 農商務権大書記官

1 明治一九年 三月 五日 渡欧ニ付招待状

2 明治 年二月二日 貴県勧業課長人選ノ件

二八二、 奥田教正

1 明治一九年一二月二六日 故生駒嘉平ヘ香花料御礼

二八三、 奥野弦 山形・福島県属警視属

1 明治二〇年 八月二五日 日本鉄道会社払込ノ件

二八四、 鴻雪爪 神道御岳教管長

1 明治二一年 五月 二日 神田雉子町精米所ノ件公平ノ御処分願ウ



二八五、 三条実美

1 明治 五年 六月二八日 出頭申入レ

2 明治 八年 三月一七日 興正寺一件左院ニ付ス

3 明治 八年 五月 八日 出頭通知

4 明治 九年 一月二一日 招待状

5 明治 九年一〇月 四日 無事帰京

6 明治 九年一〇月一七日 巡回中配慮感謝 合併ニ付大任御苦労

7 明治 九年一〇月二二日 （執事丸茂文興書翰）無事帰京 本間ニ盃・写真送付御投与ノコト

8 明治一一年 七月二七日 （執事富田藤吉書翰）御県下中学校額面寸法問合セ

9 明治一五年一一月二九日 （三条実美・岩倉具視連名書翰）県下事情聴取ノタメ岩倉家御入来ノコト

10 明治一七年 九月三〇日 来訪依頼

11 明治一七年一一月一〇日 招待状

12 明治一八年 六月一七日 招待状

13 明治年一月七日 （執事酒井豊明書翰）快気ノ上招待ニ応ズ

14 明治 年五月二五日 来訪依頼

15 明治 年一二月一九日 招待状

16 明治 年一二月二二日 来訪依頼

17 明治 年一二月二三日 出頭通知

18 明治年月日（黎庶昌宛）自書添状

二八六、 西郷従道

1 明治一〇年 四月 八日 庄内士族東京予備巡査ニ召募ノ件貴官処分ニ任ス 松平・菅両人引率上京ナレバ十分ノ都合

2 明治一五年一二月一四日 暴徒捕縛都合ヨシ

3 明治一六年一一月二二日 面談希望

4 明治一八年 八月 四日 土方・大久保・藤波洋行ニ付送別会通知

5 明治二一年 一月二一日 来訪依頼 高知県下動揺ソノ後如何

6 明治二一年 五月 一日 （三島通庸・家族宛西郷従道・清子連名書翰）陸奥公使送別会通知

7 明治 年 一月二〇日 那須関係者出京ニ付招待状

8 明治 年 二月一七日 （西郷従道・吉井友実連名書翰）招待状

9 明治 年 三月 一日 招待状

10 明治 年 五月二三日 相撲不参

11 明治 年一二月一二日 招待状

12 明治 年 月 日 来訪御断リ 開墾一条懇談ハ後ニ譲ル

二八七、 阪元良孝 山形・鹿児島県警部

1 明治一四年一一月一七日 当地警察事務多忙 母智丘神社賑ワウ 家内消息

二八八、 阪元通文

1 明治 五年一〇月一二日 弊郷都城直轄トナル 往年ノ遺風行ワレズ遺憾 御鏡銘彫ノ件

2 明治二〇年 一月 二日 年賀状



3 明治二一年 一月 一日 年賀状

4 明治 年 一月二日 御昇級祝

二八九、 阪元純〓 陸軍省権評事

1 明治 九年一二月 八日 鹿児島不穏 鶴岡死生ヲ共ニスル約アル由内密通知

2 明治一〇年 二月一八日 戦況報告有栖川宮西下庄内響応如何

3 明治一〇年 二月二〇日 参上通知

4 明治一〇年 二月二一日 本日午後一時一五分開戦トノ報アリ

5 明治一〇年 二月二二日 電線中絶戦況不明 仙台鎮台山形ヘ五中隊派遣ノ報アリ

6 明治一〇年 二月二三日 二中隊山形ヘ出発 鶴岡不安 熊本篭城

7 明治一〇年 二月二六日 病中押テ御帰県ノ由

二九〇、 坂内須賀美

1 明治一八年 六月一一日 桜井豊太郎紹介

二九一、 坂部小郎

1 明治二〇年 六月 四日 採用願 （付）歌 一通

2 明治二〇年一〇月 六日 採用願（漢文）

二九二、 坂部教宣 栃木県郡長

1 明治一七年 一月二七日 見舞状

二九三、 佐竹エイ

1 明治二〇年 五月 九日 佐竹義隣死亡通知

二九四、 佐々木宇右衛門

1 明治一五年 九月一三日 電信分局設置私ニ仰付ケナレバ両村遺恨アルマジ （付）分局設置ニ付紛争ノ事情 一通

2 明治一六年 一月二九日 （三島弥太郎宛）進物添状

3 明治一六年 四月一二日 （三島弥太郎宛）月森・東両氏疑獄事件氷解 県令以下狩猟流行 日本鉄道会社線ニ付種種論議アリ

二九五、 佐々木奉光 山形・福島県属

1 明治一八年 三月 日 （佐々木奉光外六名連名書翰）通常県会土木費原案通リ可決

2 明治一八年一二月 一日 礼状（断片）

3 明治二一年 一月 一日 年賀状

二九六、 佐々木高行

1 明治一三年 四月一六日 関山・栗子工事米価高値ニテ人民困難ナラン 後田開墾維持云々其筋ヘ申立置ク

2 明治一四年 九月一二日 （三島通庸・深津無一宛）国久寅二採用御礼

3 明治一六年 二月二五日 北海道県令・旧開拓使書記官招待ニ付同席請ウ

4 明治一八年一二月 日 梨木神社寄付申入レ

5 明治二一年 三月 八日 黒岩直方採用土方共々依頼

6 明治年一月二六日招待状

7 明治 年 五月一四日 来訪依頼



8 明治 年一一月二一日 不参通知

二九七、 佐々木瑞城

1 明治一九年 三月二八日 拝謁願

二九八、 佐野常民

1 明治一四年一二月二六日 （佐野常民・大給恒連名書翰）博愛社報告書送付

2 明治一七年 四月一九日 安蘇郡唐沢山神社祭典出席

3 明治一七年 九月二二日 三条公開道式ノ帰路唐沢山神社御登臨ノコト尽力願ウ

4 明治一七年一〇月二九日 三条公佐野御泊リノ由唐沢山御登臨願ウ

5 明治一七年一〇月三〇日 （佐野常民・大給恒連名書翰）博愛社地方長官ノ加入希望

6 明治一七年一一月 四日 遠祖秀郷事実考出版ニ付進呈

7 明治一七年一二月 二日 唐沢山神社一件上表ス 東明会員参上予定ノ由紹介 （付）太政大臣宛上表ー神社昇格願 一綴

8 明治一七年一二月 五日 唐沢山神社昇格ノ件東明会募集帳題辞ノ件

9 明治一七年一二月 九日 東明会募集簿染筆願 （付）題字 一枚

10 明治一七年一二月二一日 事務引継御出張日付問合セ

11 明治一七年一二月二二日 昇格願書ノ件引継依頼 募集帳趣旨書及贈位歎願書呈出 （付）趣旨書 一枚

12 明治一九年 四月 日 竜池会古美術会優待券進呈 （付）優待券 二枚

13 明治 年 一月 八日 御不参承知

14 明治 年 一月二七日 招待状

15 明治 年二月三日 御不参承知

16 明治 年一〇月一五日 招待状

二九九、 佐藤伊之吉

1 明治一四年一一月一六日 最上川築堤・酒田築港ノ件デ有志出京大蔵省出願 発起人津田長将ヨリ事情聞取リ願ウ

三〇〇、 佐藤志郎 福島県郡長

1 明治一六年 一月一一日 耶麻郡長継続委任願ウ 異動セバ暴動ノ結局ヲ了スル能ワズ 樺山総監推薦ノ恩義ヲ辱シメン

2 明治一八年一二月 一日 山形県令ヘ一身上ノコト依頼願ウ

三〇一、 佐藤信義 山形・福島県属土木局二等属警視属

1 明治 年一一月 二日 （山崎忠和宛）別冊返上

2 明治 年 月 日 村上一等警視ヘ御下命ノ件土方殿承諾 （付） 有栖川宮外五名住所控 一通 （三島総監宛高崎東京府知事差ノ封

筒中）

三〇二、 佐藤繁吉

1 明治 年 五月一九日 兵庫県下醸造法伝習帰県報告

三〇三、 沢井近知 消防司令副長

1 明治 年 八月 五日 暑中御伺

三〇四、 沢井廉

1 明治二〇年一一月二二日 令息宛書翰送付 父近知栄転御礼 電話・消防等実習中 （在シカゴ）



三〇五、 沢田雪渓

1 明治 年 六月 一日 平信 （断片）

三〇六、 沢村高俊

1 明治一〇年一〇月一三日 岸良氏九州出張 帰京ノ節検事ヘ推薦願ウ

三〇七、 実吉安純

1 明治二〇年 二月一九日 招待御請

三〇八、 相良守典 山形・福島県郡長

1 明治二一年 九月二一日 北会津郡長拝命 岩越鉄道ノ件

三〇九、 相良長発

1 明治一九年 二月一二日 屠牛馬場開設ノ件

三一〇、 相良常雄 山形県属

1 明治一二年 五月二九日 （久留清隆宛）測量ニ従事ノママ勧業課兼務ヲ希望 長官ヘトリツギ願ウ

三一一、 埼玉県農夫

1 明治二一年 四月 九日 リューマチス養生法

三一二、 斉藤篤信 山形師範学校校長学習院教授

1 明治一〇年 三月一〇日 巡査徴募戸長ヘ達 隊幹部人選ノ件

2 明治一四年一二月一二日 奉送文

3 明治一七年 四月二一日 非職帰郷 嗣男蕩尽大負債

4 明治一八年 二月 八日 文部省御用掛拝命

5 明治一八年一〇月一五日 学習院教授補拝命

6 明治 年 四月二七日 鷹山写影矢尾板氏ヘ返付

三一三、 税所篤

1 明治一八年一一月一八日 絵画鑑定ノ件 狩野派展覧会通知 （付）展覧会案内・縦覧券 活版 一綴

2 明治 年 七月二四日 不参通知

三一四、 鮫島直之助

1 明治一九年 三月二九日 坂部恭採用願 （付）坂部恭履歴書 一綴

三一五、 鮫島相宣

1 明治一七年 一月二一日 奉職願

三一六、 仙石起斉 福島県属

1 明治一八年一一月一四日 山形県書記官横川氏昇進ノ件土方氏御回答ノ通リ進行中ナリヤ

三一七、 関口隆吉 静岡県令

1 明治一八年一〇月 五日 県下社山工事聯合土功会開設 隧道落成 内申ズミ拝借金一条大蔵卿ヘ依頼懇願

2 明治 年一〇月九日 後藤郷徳紹介



三一八、 下田歌子

1 明治一八年一一月一七日 越前人ニテ恩義アル水野行敏親族ノ尾崎行雄ナルモノ寡言記者ニ不向キニ付報知新聞退職 大分県

官モ辞シ居食イ困却 探偵ニ如何 文才アル由 当人ハ警視希望

2 明治一九年 四月一八日 竹井時猷復職願

3 明治一九年 四月二一日 実弟〓蔵会社創立ノ件 武田忠臣紹介

4 明治一九年 七月 三日 物集氏来訪 大学古典科卒業生編集・教授等周旋願ウトノコト

5 明治一九年 八月一六日 弟事業ノ件

6 明治一九年一二月一六日 「国のすがた」写呈出

7 明治一九年一二月二〇日 「国のすがた」一条民権・宗教者流中々勉強ノ様子 総理ニ題字依頼ノ件

8 明治一九年一二月二八日 物集氏ト序文ノ件相談

9 明治一九年 月二八日 総理宮内兼務改革急進ニスギ尊厳ヲ損ウ

10 明治二〇年 一月 四日 （高崎正風宛）色川氏進化論ト国体保護説ト統合立論 三島・高崎洋学ヲ知ラヌ云々意見

11 明治二〇年 二月 七日 「国のすがた」書キ加エ 井上図書頭・土方両氏意見モ取捨

12 明治二〇年 二月二八日 「国のすがた」本文出来 松方・山県・伊藤各氏序文ノ件 御庁納本期日 物集氏空地拝借願

13 明治二〇年 三月 一日 高崎氏「国のすがた」訂正申入レノ件 娼妓病院移転ノ件 松方大臣ヘ教育ニ付進言

14 明治二〇年 三月 二日 中井氏上京ノ節「国のすがた」・「読本」推薦ノ件

15 明治二〇年 三月 八日 「国のすがた」カリトジ呈出（七日付） 御庁納メノ分ダケ製本センカ（八日付） 二通

16 明治二〇年 四月一〇日 口述筆記ト変更ノ件ニ付内務属官意見

17 明治二〇年 四月一三日 教科書一件尽力願ウ

18 明治二〇年 四月二三日 山県大臣序文依頼ノ件

19 明治二〇年 五月一八日 高崎様来訪 伊沢氏謀略浅カラズ 文部大臣ヘノオ話オコトワリ又伊藤大臣ヘモ私直話ノ方シカルベ

トノ御意見

20 明治二〇年 五月二六日 受爵祝

21 明治二〇年 五月二九日 例ノ一件総理ヘ申入レ 御同意ナリ ソノ弊カネテ高崎氏ヘオ洩ラシノ由

22 明治二〇年 七月 一日 （三島通庸・和歌子宛）みね子様縁組延期伊藤大臣了承

23 明治二〇年 七月二六日 みね子様牧野様ト来訪 「読本」御添状ノ件愛知等六県ノ分知事賛同得タク尽力願ウ

24 明治二〇年 七月三〇日 各府県教科書会議開催ノ由 当府「国のすがた」修身用ニ採用御手配願ウ

25 明治二〇年 八月 二日 「国文読本」教科書会議ニ推薦願ウ

26 明治二〇年 八月 七日 各府県ニ「読本」送付ニ付添状依頼

27 明治二〇年 八月一〇日 御添状御礼

28 明治二〇年 八月二五日 教科書ノ件元田ノ言行相反ス 知事ノ命トテ拙著不採用申立テノ由

29 明治二〇年 八月二六日 元田醜聞ヲ信ジ「読本」不採用ニ決ス 助言請ウ

30 明治二〇年 八月二八日 元田氏「読本」ノ長所発見許可申請ノ由

31 明治二〇年 八月三一日 皇子御名付ケノ佳儀 「読本」府下採用決定

32 明治二〇年 九月 日 「読本」東京府諭達三変 文部官吏民権党ヲ利ス

33 明治二〇年 九月二九日 東京府取消シ一件私ノ不品行ヤ書物ノ悪キタメナラザルコト各府県知事ヘ釈明願ウ

34 明治二〇年一一月二二日 物集氏ノ文部省一件尽力請ウ

35 明治二〇年一一月二六日 物集氏本省ニハ不要大学ニノミ出頭ト申渡サレシ由



36 明治二〇年一一月二六日 物集氏大臣ヘ弊害申立テ

37 明治二一年 三月二八日 高崎知事大患 御管内空地払下ノ件 （付）三島和歌子宛下田歌子書翰 一通

38 明治二一年 四月一二日 府知事交替ノ風説 府下ノミナリトモ同志留置キタシ コノ風潮上層波及カト苦慮

39 明治二一年 五月一六日 御調達ノ件音信ナシ

40 明治二一年五月二七日 御病状伺明日岐阜行

41 明治二一年 六月一〇日 関西キリスト教隆盛 同志社卒業生優秀ニテカノ学者先生人種改良論云々スルニモ及バズ ヤガテ日

人ハ根絶カ

42 明治二一年八月二一日 御厚情感泣不徳ニテ家政乱ル

43 明治 年 五月 二日 参上希望

44 明治 年 五月一一日 見舞状

45 明治 年 五月一二日 蜜尿病養生法

46 明治 年 五月一八日 長谷部仲彦紹介

47 明治 年 八月 三日 物集氏皇室一件尽力ノ由

48 明治 年一〇月一九日 別紙土地・家屋ノ件

49 明治 年一二月 七日 閣下ノ不利ヲ案ズ 府知事交替紙上ニ見ユ

三一九、 白井遠平 福島県会議員・郡長

1 明治二〇年 五月 五日 出京中世話御礼

三二〇、 宍戸〓

1 明治 年 三月三一日 進物御礼

2 明治 年 三月三一日 進物添状

三二一、 品川弥二郎

1 明治一四年一一月 五日 旧勧農局員著士族救済ニ関スル「済漫録」送付

2 明治一五年 三月一三日 地方取調ノタメ省員派遣ニ付協力依頼 （付）実況取調ノ概目 一枚

3 明治一五年 八月一〇日 共同運輸会社創設ノ件誤報多シ 県下荷主問屋ニ趣旨御諭シノコト

4 明治一六年一一月 六日 （吉田六蔵宛）旧棚倉藩士族授産金拝借願ハ県令経由ノコト

5 明治一七年 三月二七日 森尾ヨリ開墾社ノ件承知 内紛解決ニ尽力請ウ

6 明治一七年 五月二八日 絵画共進会閉場式案内 （付）入場券 謄写 一枚

7 明治一七年 七月二五日 毛利元敏那須払下ゲ引受ケ旧臣実地見分 長年賦希望ノ由 疏水ノ件矢板・印南感激

8 明治一七年一一月二八日 那須疏水上願書松方卿ニ押印依頼ノコト

9 明治二〇年一一月一六日 前田正名来訪懇篤ナル御説諭ノ次第承知 同人奉職ノ件配意願ウ

10 明治 年一〇月三一日 小松謙太郎開墾入費伊藤参議ノ補助ニテモ不足 県庁ニテ御工夫願ウ

11 明治 年 月 日 天城山・下田巡回 （名刺書入レ）

三二二、 重野安繹

1 明治 九年 八月一九日 学校名朝暘ノ方穏当カ

2 明治一五年 四月二〇日 栗子新道碑文ノ件

3 明治一五年 七月二三日 「編年日本外史」献本添状



4 明治一六年一一月 九日 不参通知

5 明治一九年 二月 八日 坂部只次郎採用願

6 明治 年 四月一三日 大河平隆綱採用願

三二三、 信太歌之助

1 明治一六年一一月 日 捕鯨資金拝借歎願趣意書（同文三部） 活版

2 明治一六年一二月 四日 栃木県官員品評探索書等追テ進呈 相良正勝・神山永五郎推薦

3 明治一七年 一月二一日 神山永五郎採用願 （付）信太歌之助宛神山永五郎書翰 一通

三二四、 柴恒玄

1 明治二〇年一〇月二一日 採用願

三二五、 柴山景綱 義兄山形県属・郡長福島県警部・郡長二等警視

1 明治一〇年 四月 九日 （電報）御入院ノ由報知待ツ

2 明治一三年 七月一〇日 飽海郡会議病気ニ付欠席 家族消息

3 明治一九年 四月一七日 〓長牛社退社希望

4 明治一九年一〇月二一日 御昇位祝 小原監獄本署長第一・二・三局長ノイズレカニ推薦

5 明治二〇年 一月一五日 （電報）官舎ヘ移転

6 明治 年 六月一三日 老母・松樹消息

7 明治 年 七月二二日 （不明宛）長男孫三様死去ニ付弔辞

8 明治 年 月 日 塩原温泉地所ノ件

三二六、 柴原和 山形県知事

1 明治一七年 七月二八日 片山重範ノコト内務大臣ヘ申立テ

2 明治二一年九月 一日 見舞状

三二七、 島惟精 岩手県令土木局長茨城県令

1 明治一六年 三月二〇日 県令交際費仕払明細書々式問合セ

2 明治一六年一二月二三日 懇親会残金東京府ヘ依託 貴官分送付ノコト

3 明治一七年 三月 三日 土木局長就任祝御礼

4 明治一七年 四月二二日 御歓待ヲ謝ス 土木費補助ノ件速ニ御開申ノコト

5 明治一七年 五月三一日 鯨岡忠蔵御採用ノ件

6 明治一八年 三月一三日 会合御相談ノ件 兵庫県令及奈良原氏ヘモ通知依頼

7 明治一八年 六月一三日 一五日会土方加入ノ件 （付）島惟精宛土方久元書翰 一通

8 明治一九年 五月 八日 生前御面晤難シ 是マデノ御交誼ヲ謝ス

9 明治 年 五月一二日 高崎正風書状廻送

三二八、 島津忠寛

1 明治 年一〇月二四日 樺山御周旋依頼

2 明治 年一一月三日 進物添状早速拝命感謝

三二九、 島津家



1 明治 七年 六月 七日 来訪依頼

2 明治二〇年 九月一四日 忠義様出発延引

3 明治二〇年 九月三〇日 忠義様叙正二位

4 明治二〇年一〇月 一日 招待状

5 明治二〇年一一月二七日 （電報）久光公病状

6 明治二〇年一二月一五日 従一位公葬儀通知

7 明治二一年 五月 四日 忠義様兵庫発九日着京

8 明治二一年 五月 六日 忠義様着京予定変更

9 明治二一年 九月 三日 見舞品添状

10 明治 年 五月 二日 清子様黒田長成殿ト御縁談ノ件報告

三三〇、 清水卯三郎

1 明治二一年 七月三一日 （物集高見宛） 「ことばのはやし」届ケズミ

三三一、 渋沢栄一

1 明治一九年 二月二三日 東京商工会第一次定式会及懇親会招待状

2 明治一九年 五月二四日 昨年九月質屋取締条例ニ付商工会建議書写送付

3 明治二〇年一二月二二日 （渋沢栄一外九名連名書翰）深川・本所有志消防用蒸気ポンプ備付 運転式招待状

4 明治二一年 四月 九日 （渋沢栄一外六名連名書翰）同盟銀行懇親会招待状

5 明治 年 三月 九日 白河製糸社貸金ノ抵当地公証手続写送付

三三二、 新文吉

1 明治二一年三月二五日 採用願

2 明治二一年 四月一六日 採用願

3 明治二一年 五月二五日 採用願

三三三、 椎原国太 福島県警部警視庁警部

1 明治二〇年 五月二四日 栃木県渋川警部ト交換人材ノ件

2 明治二〇年 八月二六日 石川島造船所ヘ漁遊会御用立船礼金ノ件

三三四、 外田重之 福島県警部長心得

1 明治一五年 三月一三日 賦金ノ件御指令待ツ 既決囚八名逃走 （付）報告書ー北条等発起演説会ノ件 河野広中動静 一綴

三三五、 園田安賢 二等警視滋賀県書記官

1 明治一九年 三月 五日 取調ベ延期許可欣然

2 明治一九年一二月二六日 スタイン氏ヘ贈物ノ件感謝 同氏講述筆記差上グ

3 明治二〇年 二月一五日 奉職中御懇情ヲ謝ス 小島鋼次郎滋賀県ヘ採用ノ件 欧州取調復命ノ件

4 明治 年八月二七日 加地〓太郎独書翻訳呈上

5 明治 年一〇月 五日 沖縄県属広田均紹介 （付）名刺 一枚

三三六、 総理大臣秘書官

1 明治 年一〇月一三日 大臣ノ命ニヨリ別封呈上



三三七、 末松謙澄

1 明治二〇年一〇月二六日 （牧野伸顕宛）箇条議了 司法省調査ノ上一一月閣議呈出予定 兵庫県郡書記ノ件

三三八、 杉孫七郎

1 明治一三年一一月 七日 福島県下見分ツイデ貴県開鑿隧道一見ノ予定

2 明治一三年一一月二二日 貴県滞在中御厚情感謝 貴島案内ニテ那須開拓見分

3 明治一四年 九月一三日 （三島通庸・深津無一宛）巡幸御休泊所賄向並取扱方ニ付御注意

4 明治一五年 二月 八日 新道ニ「万世大路」ノ名御下賜

5 明治二〇年 八月 九日 松井定員採用願ノ件林三介ヨリ聞キ取リ請ウ

6 明治二一年 二月一八日 御家族御造営場拝観ノ件

7 明治 年 一月一一日 招待御礼

8 明治 年一二月二九日 （高崎正風宛）山形県令ヨリノ嘱書オ届ケ願ウ

三三九、 菅井誠美 四等警視

1 明治一九年 八月二七日 寺原警保局次長ノ内談ニ支那政府雇英国人天津発ニ付司法省モ雇英国人差向ケノ由 李鴻章ハ政府間

ヨラズ知事・領事間ニテ事ヲ結ブツモリノ由

三四〇、 菅原道明

1 明治二〇年 一月 一日 年賀状

2 明治二一年一〇月 六日 見舞状

三四一、 鈴木大亮

1 明治 年一〇月三〇日 例ノ件宮内卿ヘ陳述氷解 宮城県遠藤温参上

三四二、 鈴木英門

1 明治二〇年 一月 四日 年賀状

2 明治二〇年 五月三一日 受爵祝

3 明治二一年 八月三一日 見舞状

三四三、 諏訪伊助 日新館々長

1 明治二〇年 九月 九日 （諏訪伊助外二名連名書翰）会津私立中学校知事計画中ニ付日新館合併ニ館議一決

2 明治 年一〇月二七日 （中山高明宛）建碑一件郡長集会 （貼付）監獄署人事ノ件 一枚

三四四、 尚泰

1 明治一九年一〇月三〇日 招待状 （付）三島通庸不参通知下書キ 一通

三四五、 田上貞質 三島村戸長

1 明治二一年 一月 五日 （中山高明宛）小作料送付ノ件

2 明治二一年 五月一八日 （佐藤信義宛）桑植付ケ報告 （付）調査書・図面 二枚

3 明治 年一一月一〇日 （田上貞質外二名連名書翰）収穫報告

三四六、 田中光顕 内閣書記官長

1 明治一八年一一月 九日 報告書ノ件面談希望



2 明治一九年一〇月一九日 御用ニ付参閣ノコト

三四七、 田中芳男 農商務大書記官

1 明治一六年 五月一八日 水産博覧会褒賞授与式案内 （付）式順序・入場券 活版 一綴

2 明治一六年一一月 七日 大日本農会品評会招待状 （付）広告 活版 一枚

三四八、 田中国方

1 明治二〇年 八月一五日 平信

2 明治二一年一〇月 四日 見舞状

三四九、 田中栄秀 内大臣秘書官

1 明治一九年 一月 七日 内大臣外出時巡査随従〓止ノコト

2 明治一九年 一月一一日 内大臣巡査随従ノ件

三五〇、 田中章 福島県郡長

1 明治二〇年 一月 一日 年賀状

2 明治二一年 八月二九日 見舞状

三五一、 田中頼庸 神道神宮教管長

1 明治一八年 六月一〇日 平山竜介ハ「すゑを」トイウ由 番地別紙ニテ判然 （付）田中頼庸宛高崎正風書翰 一通

2 明治一八年 六月三〇日 平山奉務ニ付内務卿輔又ハ社寺局長等ヘ御申込ミノコト今日中ニトリカカリ願ウ

3 明治一八年一一月 六日 島津又一会計ノ件松方殿ヘ陳述 川村海軍卿・山県内務卿ヘ相談トノ返答 河村三三銀行 ノ件簗瀬勇

採用願

4 明治一九年 一月二三日 平沼宛御書差出シ依頼 （付）田中頼庸宛岩井易清書翰ー平沼借入金条件トシテ勅任官ノ依頼状ヲ希

一通

5 明治一九年 一月二九日 初午祭招待状

6 明治二〇年 四月 一日 汐留藤岡ヨリ乗船

7 明治二〇年 四月 二日 汐留藤岡ニテ待ツ

8 明治二〇年 四月二三日 扶桑教太〓落成式招待状

9 明治二一年一〇月二三日 （三島弥太郎宛）神葬祭儀神宮教院ニテ執行

10 明治 年 一月 八日 別紙吉永成徳ノ返辞呈上 御尋ネノ所朱点ツケオク

11 明治 年 四月二一日 神典ノ件ニテ参上希望

12 明治 年 六月 二日 締約案実施ノ時ハ石井証人ニ立テズバ伊勢ノ乞食者流押エラレズ 旧師職ヲ試験ノ如キ名義ニテ取組ムモ

リ 篠田時化雄・岩井易清ヨリ聞取リ願ウ

13 明治 年 六月二四日 紅葉館来臨請ウ

14 明治 年一〇月 一日 神宮教院地所ニ付相談アリ両高崎氏共々事務所ヘ御光来乞ウ

15 明治 年一〇月一六日 神饌物進上

16 明治 年一二月一五日 志本甚蔵見込書勘考願ウ

17 明治 年一二月二九日 神饌物添状

三五二、 田代徳平

1 明治二一年 二月一四日 租税及地券書換手数料ノ件



三五三、 田辺良顕 警保局長

1 明治一五年一二月 二日 御内話一件内務卿・総監ト協議

三五四、 竹下弥太郎 福島県警部

1 明治二〇年 七月 八日 柴山氏全快セズ出京無理 各署長ダケデナク警部・巡査モ集メ御直話ノコト

2 明治二〇年 九月一九日 宅間慎資紹介

3 明治二〇年 九月二一日 井上外相退官当然 薩ニ黒田・三島・樺山アリ

4 明治二〇年一〇月 九日 不平党高等官ニ登用セバ変節セン 小石川署長水野寅次郎ハ好例 人事ニ付意見

5 明治二一年 七月 四日 高知県静謐 昨冬出向命ゼラレシ警部・巡査モ解任ヲ待ツ

6 明治二一年一〇月七日 見舞状

7 明治 年 八月二六日 是枝氏病状ニ付斉藤須賀川病院長意見

三五五、 竹村仙次郎 山形県郡書記

1 明治二〇年一二月一七日 （中山高明宛）総監公御染筆取次ギ請ウ

2 明治二一年 九月二一日 （竹村仙次郎・寒河江季三連名書翰）見舞状

三五六、 多田誠立 福島県戸長

1 明治二一年 一月 一日 年賀状

2 明治 年 八月一三日 駒止峠新道開鑿中

三五七、 谷干城

1 明治一九年 二月二〇日 省務上面談希望

2 明治一九年 三月一一日 〓別御礼

三五八、 谷謹一郎 大蔵大臣秘書官

1 明治一九年 三月一五日 華族女学校規則改正ノ件 授業料送金願

2 明治一九年 四月二八日 柳田会計局次長ノ件大臣ハ差支エナキ由

3 明治二〇年 六月二一日 添状 （付）三島園子外三名華族女学校体格検査表 四枚

4 明治 年一二月二九日 松方大臣宛御紙面御他出ニ付預カリ置ク

三五九、 谷山浩

1 明治 年 六月一二日 大山綱昌母死亡通知

三六〇、 辰野宗治 福島県会議員副典獄

1 明治一五年 五月 六日 （中条辰頼宛）河野等県令帰庁マデハ県会議ニツカザル案ヲ発ス 自由党一派ヲ倒スハ会津士ノ一撃

党ヲ組織セン

2 明治二一年 一月 一日 年賀状

三六一、 武井守正 農商務大書記官

1 明治 年一一月七日 参上通知

三六二、 武井甚之進 福島県警部

1 明治一六年 一月 七日 明日御上京ノ由 耶麻郡暴動ノ際喜多方署々長奉職事件始末実地悉皆承知ニ付御随行下命願ウ



三六三、 武田義昌

1 明治二〇年 一月 一日 年賀状

2 明治二〇年 五月三〇日 受爵祝

三六四、 建野郷三 大阪府知事

1 明治一八年 七月一三日 田辺技師枚方工事場未着

三六五、 財部羌 山形県警部五等警視山形県警部長

1 明治一五年一一月 七日 県令上京ノ件書記官代理ハ不可ノ指令アリ 留守中高木ト協力努力ス

三六六、 竜岡資成

1 明治二〇年 三月二三日 宮司ヘ推挙ノ件中井知事ニ依頼願ウ （付）大津神社創営ノ儀建白 一綴

2 明治 年九月二六日 御周旋願

三六七、 高木秀明 山形県属福島県郡長

1 明治 六年一〇月二二日 母智尾神社祭礼ノ件 村山桃作豊臣神社御周旋願 柴山御家内消息

2 明治六年一一月一〇日 母智尾神社祭式ノ模様

三六八、 高木兼寛

1 明治二〇年 五月 日 本院行啓ニ付招待状

2 明治二〇年 五月二八日 招待御請

3 明治二一年 三月 四日 大磯地所水道布設案

4 明治二一年 三月 四日 実験ノ上図面作成ノコト

5 明治二一年 九月 一日 会葬御礼

6 明治 年 七月二四日 御案内承知

三六九、 高木勤 東京始審裁判所長

1 明治 年 五月二六日 （高木勤・野崎啓造連名書翰）招待状

三七〇、 高辻修長 宮内書記官

1 明治二〇年 七月 九日 北白川宮御欠席

三七一、 高島鞆之助

1 明治一五年一一月二九日 （高島鞆之助・仁礼景範連名書翰）出京ノ由高話拝聴希望

2 明治一六年一一月三〇日 招待状

3 明治一八年 五月三〇日 招待状

4 明治 年一〇月一九日 出張中御高配感謝

5 明治 年一一月一三日 （高島鞆之助・野津道貫連名書翰）招待状

6 明治 年一二月二〇日 丹生谷亮之紹介

三七二、 高崎五六 岡山県令東京府知事

1 明治一〇年 二月 九日 吐血ノ由心配

2 明治一五年 六月 六日 県会否決云々御改革断行専要 中尾豊岳引立テ願 （付）高崎五六宛中尾豊岳書翰 一通



3 明治一六年一二月二一日 山岸寛採用願 大審院判事牟田口通照印形一件ニ付御依頼中ノ由本人願通リ御下ゲ戻シ願ウ 新内務

演説 前ノ曖昧トチガイ屹然

4 明治一八年 五月一九日 招待状

5 明治一九年 八月一五日 平尾商会ノ件武田ト面談願ウ 山下区長ニ採用ノ件

6 明治二〇年 三月 日 工芸品共進会招待状

7 明治二〇年 四月二六日 海江田氏外洋行送別会御招待敬承

8 明治二〇年 六月三〇日 芝公園内払下ゲ古屋引直シハ不経済 役人交換一条御高配万謝

9 明治二〇年一〇月 一日 岡伝兵衛消火ノ件拝承 芝公園内建物ノ件委細面談 （付）浮免書換返金領収書 明治八年 一通

10 明治二一年 七月一二日 娘ト弥太郎君トノ縁組オ断リニ付詫状

11 明治 年 二月 八日 来訪依頼

12 明治 年 二月一五日 黒田病気承知 例ノ件海江田ニ相談土方ヘ復命セン

13 明治 年 四月二五日 不参通知

14 明治 年 七月二四日 別紙人員取調ベ呈出

15 明治 年一二月二二日 奈良原ヨリ返答ナシ 小生願望困難ノ様子

三七三、 高崎正風

1 明治 五年 七月 六日 左院ニ付苦心水泡ニ帰セシ由残念 教部省御尽力ノコト 全権大使滞米延引 煉化石家作営造仰出ノ由 リ街

路ノ件

2 明治 六年 一月一五日 （三島通庸・柴山景綱宛）パリ正月景況 仏政情 大使一行当分滞在 〓妻洋学取止メ了承

3 明治一一年 一月一四日 神武天皇尊影天機ニ適ウ 献上オススメ

4 明治一一年 二月 八日 内献御満足金員・銀盃下賜

5 明治一三年一二月二一日 隧道開通祝 安場・中村議官及安川工部書記官ト鉄道願出ノ件相談宮城県令モ同意 著書進呈

6 明治一四年 六月二四日 高橋由一山形行ニ付拝謁願 （付）内田正知採用願 一枚

7 明治一四年一二月 四日 御依頼ニヨリ参謁 行幸ノ節県下治績見分尽力ヤムヲエズトノオ答ナリ

8 明治一五年 二月一八日 三宅新紹介 （付）三宅新履歴書 一綴

9 明治一六年 四月一二日 幼学綱要ノ件宮内卿宛申込マレタシ

10 明治一六年一一月 一日 有川貞信採用願

11 明治一六年一一月 九日 勅任昇進祝進呈 仮名ノ会入会請ウ

12 明治一七年 二月 七日 坪井祥紹介 （付）坪井祥履歴書 一枚

13 明治一七年 三月三〇日 坪井祥採用願

14 明治一七年 四月二〇日 別紙ノ者採用願 （付）小松安五郎履歴書 一通 高崎正風宛吉原重俊書翰ー小松安五郎紹介 一通

15 明治一七年 四月二一日 従弟畠山常正採用願 （付）高崎正風宛岡山県令電報 一枚

16 明治一七年 五月 一日 坪井祥採用願 畠山常正採用御礼

17 明治一八年 三月一九日 橋口採用ノ件児玉ニ依頼 吉井大輔ヨリモ八木某推薦ノ由掛合イ願ウ

18 明治一八年 三月一九日 吉井氏申出見合セシ由

19 明治一八年 四月 七日 令嬢入校下田女史ヨリ返事 （付）高崎正風宛下田歌子書翰 一通

20 明治一八年一一月 五日 村山藤吉採用願

21 明治一八年一二月 日 総監拝命祝

22 明治一九年 二月一二日 コマドメヘオ諭シノ件



23 明治一九年 四月 三日 伊地知季達御採用ニ付西郷海軍大臣仁礼・樺山ト相談一等昇級ナレバトノコト伝言依頼サル

24 明治一九年 四月一四日 故徳子君供物添状

25 明治一九年 六月 三日 別紙進呈 村山過日拝命高配万謝 （付）礼服着用規則 活版 一枚

26 明治二〇年 一月 八日 野崎少将「国のすがた」大賛成ノ由一部進呈 仁礼中将辺ヘ広メ方依頼ス

27 明治二〇年 一月二二日 神宮一件御帰京後田中ヘ申入レタシ 物集尽力セン

28 明治二〇年 二月一七日 観劇招待御請

29 明治二〇年 四月一四日 伊地知貞馨死亡通知

30 明治二〇年 四月一五日 不参通知

31 明治二〇年 四月二三日 「国のすがた」一件伊藤公著者ナド誰デモヨロシトノコト 西白河郡長右著広メ方申シコス 元田直

務課長拝命

32 明治二〇年 五月一八日 比大患ニカノ奇策アルノミ

33 明治二〇年 七月一九日 二三日石原氏ノ懇望ニヨリ牧野氏ノ方ヘ臨席了承乞ウ

34 明治二〇年 七月二三日 不参通知

35 明治二〇年 八月一三日 下田氏「読本」ノ件元田学務課長孤立難行 忠孝主義遂行覚束ナシ

36 明治二〇年 八月一四日 元田ト面談 物集ニ詰問ヲウケタル由 「国文読本」採用ノ意向アリ

37 明治二〇年一〇月一九日 別紙ノ如ク沸騰シズメルハ教育ナリト御立説ノコト （付）高崎正風宛物集高見書翰ー書生運

動・都告改党等沈静ニハ薪除クベシ 一通

38 明治二一年 二月 四日 谷干城ニ御面談希望 日程問合セ （付）高崎正風撰紀元節歌 活版 一枚

39 明治二一年 二月 七日 華族女学校紀元節式典出席乞ウ

40 明治二一年 四月一一日 東京府知事ノ件デ参上希望 御都合如何

41 明治二一年 四月二七日 （高崎正風・鍋島直大連名書翰）仮名ノ会大会通知

42 明治二一年 七月一一日 学習院校長谷干城内定

43 明治二一年 八月 六日 伊地知季達一等警視拝命御礼

44 明治 年五月三日 教正連吉備楽有志集会ニ付勧誘

45 明治 年 五月 五日 岩谷松平北海道猟虎猟引受ケノ件吉田次官ヘ申入レ願

46 明治 年 五月 八日 御足労教正連感激

47 明治 年五月一八日 マキャベリ金言集写進呈

48 明治 年 八月 五日 土産御礼

49 明治 年 九月 九日 地代支払通知

50 明治 年一一月 七日 下田長田ノ件心配 土方・色川等ニ口外無用

三七四、 高橋由一

1 明治一四年一二月二〇日 山形地方写生願 山形新開図誌トシテ刊行希望

2 明治一七年 六月 九日 絹地古鏡油絵・山形県下開拓勝景石版画御一覧ニ供ス （付）亀屋〓五郎受領書 一枚

3 明治一八年 六月一〇日 中山高明殿新道写景ヲ有志家ヘ周旋 師範学校ハ買上ゲ決定他ハ難行

4 明治一九年 一月一五日 別紙故川路利良殿ヘ願出不採用トナリタルモノ 御下命再願

5 明治 年 五月 二日 病中ニ付別紙郵送

三七五、 高橋仲次 栃木県警部長

1 明治一八年 七月二五日 増俸ヲ謝ス



2 明治一九年一一月一九日 御容体伺 栃木県会一七年度以後ノ決算報告ニ付種々質議アリ

3 明治二〇年 三月一四日 国会開設前御欧行ノコト 折田警視同感 随行希望

4 明治二〇年 五月二五日 受爵祝 渋川警部交換ノ件椎原ヘ伝達

5 明治 年 三月三一日 三島村ヘ貸座敷新設出願ノ件

6 明治 年一〇月二二日 見舞状

三七六、 高橋英正 福島県戸長

1 明治二一年 一月 一日 年賀状

2 明治二一年 九月 日 見舞状

三七七、 高橋基一

1 明治二〇年一二月二五日 五等警視ニテハ不満

三七八、 高橋新吉 ニューヨーク領事

1 明治一七年一〇月二三日 令息現況 当地大統領改選間近ノ政情

2 明治一八年 六月二〇日 令息卒業 農科大学入校予定

3 明治一九年 四月二五日 招待状

4 明治二〇年 六月一七日 牧野君ト面会 婚礼ハ一生ノ大礼ニ付同君出京ノ方可ナリ 尊慮伺

三七九、 種子島時恕

1 明治 年 六月二一日 森岡氏ヘ依頼ノ件奈良原・伊地知氏ヲ通ジ尽力願ウ

三八〇、 寺師宗徳

1 明治一九年 四月 六日 史談大会通知

三八一、 帝国工業会社創立委員

1 明治二〇年 九月一九日 創立内祝招待状

三八二、 戸塚文海

1 明治二〇年 五月三一日 受爵祝

三八三、 床次正精

1 明治一九年一二月三一日 西郷先生肖像画実費拝受

2 明治一九年一二月三一日 （山下房親宛）三島公ヨリ肖像画実費以上拝受

三八四、 東郷一介 山形県警部

1 明治一二年一一月一一日 大塚直方採用願

三八五、 飛松正順

1 明治二〇年一一月二五日 平信

三八六、 時任為基 高知県知事

1 明治二〇年 五月二八日 招待御請

2 明治二一年 五月一七日 黒田総理就任御配慮拝察 高知県表面無事 条例発布前当地情況別紙ノ通リ



3 明治二一年 五月二二日 高知県会議長小野道一上京 同人保安条例ノ際拘引直チニ放免 帝政党ニテ嫌疑ノ筋ナシ

三八七、 鳥丸重樹 警視庁警部

1 明治二一年 四月一二日 警視属ニ採用願

三八八、 得能良介 紙幣頭

1 明治 九年一二月一〇日 光明寺僧智格贋札事件山形町近郊贋造所ノ疑アリ

三八九、 富田通信 福島県郡長

1 明治二〇年 四月一三日 「国のすがた」県内学校使用ノ件

2 明治二一年 一月 一日 年賀状

3 明治 年 八月一三日 御来遊ヲ待ツ

三九〇、 富沢純蔵

1 明治一二年 三月 四日 巡幸ノ行在所御用ニテ昇堂デキズ 当地監獄暴動鎮静 （付）新潟県事務仮章程等 一綴

三九一、 富岡敬明

1 明治 年 四月一九日 面談希望

三九二、 遠武秀行

1 明治 年 二月一三日 招待状

2 明治 年 二月一五日 御令閨同伴ノコト

三九三、 徳大寺実則

1 明治一四年一二月一三日 能楽会招待状

2 明治一八年一二月二三日 来訪依頼

3 明治一九年 一月二五日 追々罷免ノ官員モ多数ニ相成ベク府下不穏ノ景況ナキヤ内密御尋ノ御沙汰

4 明治二一年九月一四日 見舞品御下賜

三九四、 徳川家達

1 明治二一年 一月一六日 弥生社行幸招待御礼

三九五、 徳川達孝

1 明治二一年 一月二〇日 弥生社行幸招待御礼

三九六、 徳永正助

1 明治一一年 四月二二日 為換手形送付

2 明治 年 三月二二日 （池田正三宛）三島家居宅売払ノ件

三九七、 土屋重郎

1 明治一九年一二月二一日 （和田勇宛）喜多方町瓜生祐三老母ニ総監ヨリ羽織御恵与ニ付礼状 （付）瓜生祐三礼状 一通

三九八、 月森竜三

1 明治一五年 五月 五日 山形製糸場開業式 方針概略 生糸聯合会組織ノ件

三九九、 都筑馨六 外務大臣秘書官



1 明治二〇年 四月二七日 井上邸出頭通知

四〇〇、 鶴間重正 山形県警部栃木県属

1 明治二一年四月二一日 地所交換ニ付杭打チ立会ウ （付）図面 一枚

2 明治二一年 五月 日 北海道長官ヘ御転任ナレバ採用願ウ

四〇一、 中条政恒 太政官少書記官

1 明治 年 七月 九日 太政官御用掛小池友謙代理ニ差出ス

四〇二、 上杉斉憲

1 明治一〇年 四月一一日 藩祖謙信三百年祭明年ニ延期

四〇三、 上野文雄

1 明治一八年 月 日 愚弟慶雄海軍兵学校受験ニ付身元引受依頼 （付）上野慶雄歎願書 一綴

四〇四、 上野直温 福島県属警視属

1 明治二〇年 四月一四日 「西哲夢物語」トハ別冊ノコトカ コレニ付犯人等取調中

四〇五、 内田政風

1 明治 年 一月三〇日 大木良房紹介 （付）大木良房履歴書 一枚

2 明治 年 四月 五日 下山信之紹介

四〇六、 内海政雄

1 明治二一年一〇月 二日 御病気平癒祈願執行

四〇七、 薄井竜之 山形県大書記官

1 明治一〇年 三月 四日 二日御乗船ノ由 御病中ナレド早々ノ御帰県待ツ

2 明治一〇年 四月一四日 諸事順調 伺ノ件追々御指令アル見込ミ 松山雲平再奉職ノ件如何 熊本未落城ナルモ官軍連勝不遠平

ナラン

四〇八、 和田正苗

1 明治二一年 五月一八日 滞京中配慮御礼 北海道諸件尽力請ウ

四〇九、 和田莞爾

1 明治一三年一二月二一日 那須開墾着手ノ由 樹木栽養ノ件デ拝謁願

四一〇、 脇他三郎 福島県属 山形県郡長

1 明治二〇年 五月三一日 受爵祝

2 明治二〇年一二月 七日 弥太郎様叙従五位御祝

3 明治二一年三月六日 見舞状

四一一、 渡辺千秋 鹿児島県令

1 明治一八年 四月 一日 当県士族授産場製紙巻煙草・飛白織買上願 石版 （付）販売案内書 活版 二枚

2 明治一九年 二月二三日 村松碩三採用願 （付）村松碩三履歴書 渡辺県令推薦状 二枚

3 明治二〇年 四月一〇日 鹿児島県道路開鑿寄付願 （付）寄付金納入手続書 一枚



4 明治二〇年 九月一二日 末弘直方採用願 （付）末弘直方履歴書 一綴

四一二、 渡辺明義

1 明治二〇年 一月 一日 年賀状

2 明治二〇年 六月一二日 養蚕法著述進呈

3 明治二一年 七月二六日 前田正名氏山梨県知事拝命ヲ喜ブ 生糸改良扶桑社順調

四一三、 渡辺長八郎

1 明治一八年 一月一七日 〓長牛社株金下ゲ戻シ願

四一四、 渡辺洪基 工部少輔東京府知事帝国大学総長

1 明治一七年一一月七日 招待状中井県令同席

2 明治一七年一一月二八日 明日出張談合ノ件尽力ノツモリ 仏国工部省事務章程・道路河川取調書呈上

3 明治一八年 三月二六日 井上外務卿帰京ニ付同行拝謁セン

4 明治一八年 六月一九日 招待状

5 明治一九年一〇月二三日 帝国大学臨幸ニ付招待

四一五、 渡辺清 大蔵大丞

1 明治 五年 三月二五日 元和歌山県邸譲受願ノ件

四一六、 渡辺廉吉 法制局参事官

1 明治二〇年 一月一一日 栃木県令・県会間ノ事件ニツイテハ法制局裁定ノ限リニアラズト一決

2 明治二〇年 四月 五日 ルードルフ書翰訳文 （付）三島通庸宛ルードルフ礼状 一通

3 明治二一年 五月一五日 進物添状

四一七、 渡瀬正造

1 明治 年 六月二七日 内田正知紹介

四一八、 綿貫吉直 警視副総監

1 明治一三年 六月 四日 財部羌交換承納感謝 政治儀赴任遅延オ詫ビ

2 明治一四年 二月 六日 保坂盛礼採用願 （付）名刺 一枚

3 明治二〇年 一月三〇日 無事着郷 静養ノ上上京

四一九、 山口三郎兵衛

1 明治一〇年 一月二六日 （元輔宛）蚕室増築費拝借ノ件令公ヘオトリナシ願ウ 庄内謀反ノ流言ハ途方モナキ虚言

四二〇、 山口弘

1 明治 年 九月 二日 突然参上失礼

四二一、 山下房親 三等警視

1 明治二〇年 一月一四日 綿貫氏帰省 園田氏赴任

2 明治二〇年 八月一七日 火葬場千住移転ニ決ス 巣鴨新設ハ不許可申渡ス

3 明治二〇年 八月二四日 深川消毒所落成

4 明治二〇年一二月二七日 松方殿御安堵 今晩ハユツクリセヨト御伝言



5 明治二一年 六月二八日 臨時府会監獄ノ件原案修正 地所池袋村ニ決ス 建築方法紛糾

6 明治二一年 八月三〇日 （佐藤信義・大浦則泰宛）総監病状伺

7 明治二一年八月三一日 （佐藤信義・大浦則泰宛）総監病状伺

8 明治二一年 九月二三日 見舞品添状

9 明治 年 四月二四日 加藤氏辞意堅シ

10 明治 年九月一二日 額面落手願ウ

11 明治 年 九月二七日 弥生神社祭礼角力興行ノ件 （付）山下房親宛安藤某書翰 一通

四二二、 山下政愛 山形県郡長

1 明治一六年 三月二九日 貴島宰輔工部省ヘ転出ニ付後任拝命願

2 明治 年 月二九日 電信支局設置願書差廻シ遷延

四二三、 山田信道

1 明治 年 三月二〇日 御染筆依頼セシ画軸ニ付説明

四二四、 山田寅吉 土木局技師

1 明治一八年 七月三一日 宮城県土木工事現況 北上川改修費ノ件

四二五、 山田豊太郎

1 明治一八年 二月 四日 元白河郡傭 上京勉学中ニ付借金願

四二六、 山田顕義

1 明治一五年一一月三〇日 不測ノ事態ニ備エ早々御帰県ノコト

2 明治一五年一二月 二日 大木司法卿宅訪問ノコト

3 明治一六年 五月一三日 山形県大書記官転任ノ件承知

4 明治一六年一一月二六日 鹿鳴館招待状

5 明治一七年一〇月二一日 三条公ニ随行デキズ 明春実地検分セン

6 明治二〇年 八月二〇日 集治監ノ件ニテ北海道行 林三介同行願

7 明治年一月一一日出頭通知

8 明治 年 二月二四日 招待状

9 明治 年 三月一七日 招待状

10 明治 年 四月一〇日 御不快ノ由当方ヨリ参上

11 明治 年五月三日 面会明後日ニ願ウ

12 明治 年 五月二五日 面会期日延期

13 明治 年一二月一五日 招待状

四二七、 山沢静吾

1 明治 年一二月 八日 有川貞一採用願

四二八、 山岡直記

1 明治二一年 七月一九日 父鉄太郎死亡通知

四二九、 山岡鉄太郎



1 明治 九年 八月二二日 山形県大属沢村高俊引立テ願

2 明治一四年 二月一一日 信太歌之助石材御用宮城県出張 開国社捕鯨ノ件

3 明治一四年一〇月 四日 開拓希望ノ者紹介 （付）山岡鉄太郎宛小木曽富吉書翰 一通 図面 三枚

4 明治一五年一二月 四日 静岡県木村三樹三郎紹介 （付）名刺 二枚

5 明治一六年 一月 二日 （奈良原繁宛）木村三樹三郎郡長ニ採用県令ニ依頼願ウ

6 明治一六年 九月 三日 真言宗東寺営繕大勧進ノタメ吉堀教正貴県ヘ派出

7 明治一六年一二月 三日 信太歌之助面会願

8 明治一七年 一月三〇日 （安藤則命宛）元警視局加藤得爾県令ヘ紹介乞ウ （付）加藤得爾履歴書 一綴

9 明治一七年 二月一三日 真言宗東寺伽藍営繕大勧進ニ付貴県奨勧希望 （付）僧侶名刺 二枚

10 明治二〇年 二月一二日 近藤欽一郎採用願 （付）履歴書 一綴

11 明治二〇年一二月 六日 大炊御門師前警部採用願

12 明治二〇年一二月三〇日 大炊御門師前採用御礼 （付）名刺 一枚

13 明治 年 四月一九日 竹内泰造採用願 （付）名刺 二枚

14 明治 年 五月一〇日 伊藤秀治郎面談希望

15 明治 年 五月一二日 古屋浩平身上ノ件承諾感謝

16 明治 年 五月一四日 松岡古武採用願 （付）前田清照名刺 一枚

四三〇、 山城祐之 土木局御用掛

1 明治一八年 一月 六日 清水越工事人選請負ニ御改正ノコト

2 明治一八年 八月一三日 清水越開道式随行希望

3 明治一八年一〇月一三日 函嶺開鑿ノ件出張希望

四三一、 山県有朋

1 明治一七年 九月一一日 開道式不参 遠カラズ仙台行ニ付通行セン

2 明治一七年一〇月二〇日 栃木県下事情建議書送付 農商務卿ヨリオ聞取リナラン 改進者流ヨリノ報道カ

3 明治一八年 二月 七日 招待状 （付）三島審査委員宛芳川東京市区改正審査会長書翰ー定刻前参会ノコト 一通

4 明治一八年一〇月 五日 招待状

5 明治一九年 三月二八日 予備金ノ件松方大蔵大臣ヘ協議ノコト

6 明治二〇年 五月 三日 序文差出ス

7 明治二〇年一一月 四日 各県政党人名中山口県摘録送付願ウ

8 明治二〇年一二月 二日 後藤象二郎建議書呈出 今明日中印刷ニ付スベク取締御注意

9 明治二〇年一二月一二日 高知・愛媛ヨリノ内報差出ス 高知県知事出京実況聴取 全県狂奔ノ形況

10 明治 年 三月二二日 来訪依頼

11 明治 年 八月二五日 見舞状

12 明治 年九月二一日 面談承諾

13 明治 年一〇月一四日 書面返却

14 明治 年一二月一〇日 来訪依頼

四三二、 矢板武

1 明治一八年 五月一九日 （矢板武・印南丈作連名書翰）疏水工事落成近シ 鉄道測量開始両原開墾ニ無上ノ幸福



2 明治二〇年 二月 六日 （矢板武・印南丈作連名書翰）両村共有神社世話役田上貞質氏引受ケ願ウ

3 明治二一年 九月 九日 見舞状

四三三、 矢部重高

1 明治一六年一〇月二一日 （奈良原繁宛）会津紛紜ノ際無実ノ嫌疑ニテ拘引 奉職願 （付）覚書 一通

四三四、 矢部潔 山形県警部福島県郡長山形県属

1 明治一六年 三月一四日 高等法院ノ件恐察 樹苗園一条御内意拝承

四三五、 安田定則 農商務三等出仕茨城県令

1 明治一七年 六月二二日 木村一貫ノ件主税二等属ナレバ差繰リ可能トノ郷氏意見

2 明治一七年一一月二一日 内務省出仕御祝 御招待森有礼ト兼約出欠不明

四三六、 安田善次郎

1 明治二〇年 三月一七日 父死亡通知

2 明治 年一二月二〇日 年末挨拶

四三七、 安生順四郎 栃木県会議員・郡長

1 明治一五年一〇月二〇日 日光保存村上氏ヘ依頼 尽力請ウ

2 明治一六年一一月一〇日 各府県長次官招宴会主閣下御自任ノコト 日光官費修繕願却下 日光杉並木保晃会ヘ下付 悪木伐木光

道改良セン 学校設立・塩原新道両件ニ付愚見行ワレズ去月議員辞職 県会 有害無益

3 明治一六年一二月二六日 伊藤参議ト面会ノ次第明朝報告

4 明治一七年 一月二六日 栃木町不穏 此際不平之徒ト着実之者相集メ師範学校・中学校据置キ旧県庁ヲ医学校トスル願書奉呈

シメン 右御採用ナレバ人民一致他事業御施行上好都合 豪商釜屋佐次兵衛方ヘ大勢押入リ苦情申立テ中ニ県庁用ニ新開ノ入船

町民ク憫然

四三八、 安場保和 参事院議官福岡県知事

1 明治一七年 四月 六日 本田太造採用願

四三九、 吉井友実

1 明治一〇年 二月二六日 （宮島誠一郎宛）御書ノ趣承知 児童輩ノ方略ニハ困却 明朝存慮申入レン

2 明治一五年 一月二九日 福島御兼任ノ由 隧道成功祝儀ニ短刀進呈

3 明治一六年一一月 二日 栃木御兼任祝 出立日時通知願ウ

4 明治一九年 二月一二日 麹町署大滝新十郎改正後モ御使用願ウ

5 明治二〇年 五月 二日 御同遊差支エノ旨承知 （付）三島通庸宛中央衛生会通知 一枚

6 明治二〇年 五月一七日 電気会社ニ電気灯依頼ノ所未許可ノ由 早目ニ許可願ウ

7 明治二〇年 七月 九日 婚儀期日決定次第牧野ヘ通知セン

8 明治二〇年 九月二二日 明宮御引移リニ付警備依頼

9 明治二〇年 九月二二日 以前近衛兵暴発ノ折皇居近クニ放火駈付ケル勅奏官ヲネラウ策略アリ 麹町・四谷辺取締ノコト

10 明治二〇年一〇月 七日 官制刪除ニテ別紙ノ署奏任官選定ノ筈ニ付大滝新十郎採用願ウ （付）署名控 一枚

11 明治年一月七日参上通知

12 明治 年 一月八日 日本鉄道会社新年会招待状



13 明治 年 二月 七日 進物礼状

14 明治 年 六月一九日 平田門人ノ按腹家紹介 宮内大臣昨日帰京 （付）大武知康名刺 一枚

15 明治 年一二月 九日 保晃会ノ件大蔵卿ヘ申立テ願ウ

16 明治 年一二月一〇日 招待状

四四〇、 吉井幸蔵

1 明治二一年 一月 七日 招待御請

四四一、 吉田二郎 ニューヨーク領事

1 明治二〇年 三月一七日 令息近況

四四二、 吉田文三 警視庁警部

1 明治二〇年 八月三一日 黒田顧問令息危篤

四四三、 吉田六蔵 福島・栃木県郡長警視属

1 明治一六年一〇月三一日 栃木御兼任祝 東白川郡改進党再起ノ対策 旧棚倉藩士族授産ノ件品川大輔ニ通ジアリ 尽力請ウ

2 明治一六年一一月一二日 一身上ノ件配慮ヲ謝ス 棚倉在職中実効上ガラズ栃木ニテ挽回 士族授産出願ノ件 品川大輔ヨリ別来

書 茨城ヘノ道路常置委員実地検分

3 明治 年 三月一四日 奥羽鉄道ノ件懇談ニ付出席願

4 明治 年 六月一一日 上都賀郡以前任用ノ牛島実親根室県奉職希望ニ付湯地県令ヘ紹介乞ウ

四四四、 吉田珠以

1 明治二一年 月 八日 見舞品添状 （付）警視庁職員看護宿直組合セ表 一通

四四五、 吉田清成 外務大輔農商務次官

1 明治 四年一一月一四日 旧品川県庁上地ノ由 当方ヘ払下ゲ願

2 明治一六年三月四日 御上京ノ由定メテカノ一件ニテ御多忙ナラン 図師崎助幹採用願

3 明治一七年 九月一九日 開庁式招待ノ外国公使回答状況

4 明治一七年 九月二〇日 仏公使ハ不参

5 明治一七年一〇月 四日 九鬼公使桑港安着 令息モ無事ナラン

6 明治一七年一一月二一日 内務省転任祝 御招待不参

7 明治一九年 八月 六日 外務省通商局長浅田徳則那須開墾注目 兄其地滞在ヲ幸イ開墾ノ〓末御聞カセ願ウ 拙生モ一地所希望

井上・山県昨日出発今度ハヨキ土産アル御積リナリ

8 明治二〇年 三月一一日 取引所条例案審議中 高橋局長書類持参 御意見如何

9 明治 年 五月二九日 御招待遅参カ

10 明治 年六月二九日 主税属岡田新三郎御県出向ニ付紹介

11 明治 年 七月二三日 総理方参上ノ所山県伯別宅ニ滞泊ノ由 晩マデニ再訪 寸ヲ争ウノ時油断セザルツモリ

12 明治 年一一月 七日 伊藤氏ト面会 内談ノ件異論ナク農商務卿ト相談決定ノ由 元老院ハ御望ミ通リニユカズ シバラク地方

要務御気張リノコト

13 明治 年一一月一四日 刀剣鑑定会招待

14 明治 年一一月二二日 御参会如何 西郷・松方外出席



四四六、 吉田清英 酒田・鶴岡県属埼玉県大書記官・県令

1 明治一〇年 月一九日 （吉田清英書翰ト推定）松方公ヘノ一封タシカニ御届ケ 昨今確報ナキ由 警視庁明日頃 巡査クリ出シ

由 鶴岡ノ景況報告シオク

2 明治一四年一二月一三日 （吉田清英書翰ト推定）勅書写呈上 御不快ノ由届ケオク 諮問案九・一〇号及常置委員 ノ件済ミ

九日地方官大臣・参議ヲ招待

3 明治二〇年 三月一二日 前田兼寛ニ付御内示承知 直チニ辞サシメン

4 明治二一年一〇月八日 病気見舞ニ対シ御礼状拝謝令息御帰朝ノ由

四四七、 吉田清皎

1 明治一一年 二月一七日 （吉田清皎・久留清隆連名書翰）御邸宅譲渡ノ件

2 明治 年一〇月二一日 （久留清隆宛）令公御宅売払一件

四四八、 吉原重俊 大蔵大丞

1 明治 九年 四月一二日 租税納期分割ニ付意見 御高按如何 （付）納期分割案 一通 改租総額及八年分石代 納総額 一通

四四九、 芳川顕正 東京府知事内務大輔

1 明治一六年 一月二〇日 戸長進級ノ件当府規定参考ニ供ス

2 明治一六年 九月 五日 御苦心ノ事件過日結了 施政順調ナラン

3 明治一七年一〇月一五日 地方長官懇親会招待状

4 明治一七年一一月二一日 御栄転祝宴不参

5 明治一八年 七月 四日 御病中ナガラ内務卿ト計画・補助ノ件相談ノ上明後日御西下ノコト

6 明治二〇年 五月 三日 立木警視ヲ沖縄県書記官ヘ群馬県書記官河野忠三ヲ三等警視ヘ上奏

7 明治 年 五月一六日 不参通知

8 明治 年 六月 五日 招待状

四五〇、 横川源蔵 福島県属山形県書記官

1 明治一五年一二月 七日 取締強化ハ此時 （断片）

2 明治一五年一二月 九日 仙台地方手配緊要 折田県令ト協議御処分ハ奥羽各県一様ニ行ワレタシ

3 明治一五年一二月二〇日 元老院審議ノ状況 土方ヘ県地事情陳述 平島松尾具状書呈出ノ由居所不明ニ付再来ヲ 待チ捕縛ノ配

ス 吉田正雄探偵中

4 明治一六年 一月二一日 （三島弥太郎宛）別紙ノ如ク駒場農学校教師参校次第通知ノ由 （付）高野瀬定則書翰 二通

5 明治一六年 三月 三日 （横川源蔵・原純連名書翰）士族就産ノ件調印近キ見込ミ 旧知事書面写呈上 御用掛連 大イニ尽力 下

不日出京

6 明治一六年一二月一九日 兼任地御安着ノ由 当地無事

7 明治一七年 五月 八日 有栖川宮自筆ノ文字ニ付回答

8 明治二〇年 三月二七日 農商務省ヘ転任希望

9 明治二〇年 五月二八日 林務官拝命

10 明治二〇年 八月二五日 福岡県下赴任 本省勤務希望

11 明治 年 二月 八日 見舞状

四五一、 弓野俊夫 福島県属



1 明治一九年 六月 二日 民間不景気 信夫橋七月開橋式予定 高湯・庭坂間疏泉工事八月竣工見込ミ

四五二、 湯地定之

1 明治 七年 九月二七日 （上床八十右衛門宛湯地定之・吉田清皎・柴山景綱連名書翰）御舎弟郡山大介病死ニ付妻 ぬい事実三

島方ヘ引取リタシ

2 明治 八年 三月一九日 縫殿引取リ一件報告 正宮光道寒川神社ヘ周旋依頼 宝田通経・中江甚之丞採用願 （付） 湯地定之宛宮

光道書翰 一通

四五三、 湯地定基 開拓使少書記官根室県令

1 明治 九年一〇月 一日 柴祐介採用願 家内消息 （付）三島通庸宛湯地定之書翰 一通 湯地定基宛柴祐介書翰 一通

2 明治 九年一二月一〇日 七重勧業課試験場蚕室建築 恒吉勝重差向ケニ付御県ヨリ養蚕家推薦希望

3 明治二〇年 七月二〇日 ベルリン安着 各地農業景況 ペン書 （付）佐藤信義宛大島正人添書 一通

4 明治二〇年一二月 一日 黒田公入閣ハ貴君ノ尽力ノ賜 図師崎氏ニ援助願ウ ペン書

四五四、 湯地善右衛門

1 明治 年 九月 一日 愚息信義ニ付善処方依頼

四五五、 図師崎助幹 福島県警部 京城領事官出向四等警視留学

1 明治一八年 五月一三日 当地赴任 在留支那兵日々射的行イ兵隊引上ゲノ談判調ウニ兵営ニソノ気配ナシ

2 明治一八年一〇月一二日 大院君帰国 我公使館訪問排日ノ意ナキヲ示ス

3 明治二〇年 五月 九日 丸山・海江田・川路・大迫氏ト共ニ香港着 日本婦人ヲ当地ヘ誘イ利ヲ図ルモノアリ 当市取締情況

4 明治二〇年 六月一七日 パリ着 当地警察面白カラズ 文部省ヨリ留学ノ法学生中共和主義ニ染マルモノアル由 留学フランス

ケハ不可

5 明治二〇年 七月 三日 大迫氏トベルリンヘ直行 （付）パリ警視庁第二局長トノ問答書 二枚

6 明治二〇年 七月二三日 ベルリン戸籍調査厳密 警察事務ハ人民ニ懇切 （付）リヨン府コーヒー店等ニ対スル警察令 二枚

7 明治二〇年 九月 日 （図師崎助幹・大迫貞武連名書翰）ベルリン及地方警察取締状況 自治政ニシテ人民自ラ 注意行届ク

8 明治二一年 一月 一日 年賀状

9 明治二一年 一月二四日 当地国会開催中ナレド国民ハ政談ナク職分ヲ守ル 風俗取締状況

10 明治二一年 四月二二日 ベルリン大学入学 自治体仕組取調送付 仏・独国民性ノ相違 欧州政体学ニテハ王室ハ 国体ニ非ズ

11 明治二一年 六月一五日 フリドリヒ三世逝去 同帝及太子人物評

12 明治 年 二月 五日 （三島弥太郎宛）柴山君非職ノ由 宿所問合セ

四五六、 調所広丈 札幌県令元老院議官

1 明治一九年 一月三〇日 伊集院同行松方伯ニ面会ノ所黒田伯ヘノ話ハ伊藤ヲ通ズルハ不可伯自身試ミル由 孔明ノ 三顧ノ手ゲ

ナリト大笑サル 黒田伯ガ例ノ一刀両断云々ノ事ニ立及ブヲ嫌ウ由

2 明治一九年一一月二二日 丸山公憲採用願 近所騒音取締府庁ヘ出願 貴君ヘモ歎願

3 明治二〇年 五月二八日 受爵祝宴出席

4 明治二〇年一一月二三日 弥生社新築祝撃剣角力会出席

5 明治 年 七月一一日 進物添状

四五七、 城親友

1 明治二〇年 一月 一日 （城親友・中村章重連名書翰）年賀状



2 明治二一年 九月二四日 見舞状

四五八、 城親良 山形県属

1 明治一六年 三月二六日 城親元三島村戸長及学務委員拝命御礼

2 明治二〇年 一月 一日 年賀状

3 明治二一年九月九日 見舞状

4 明治二一年 九月一八日 見舞状

四五九、 筆者不明

1 明治 七年 二月二三日 （季成宛八十郎書翰）当方正月・靖献社祭事報告 佐賀ノ党朝規ニソムキ鎮兵ト一戦 二丸公鎮撫御下

カ 巨魁ハ江藤旧参議トノ説

2 明治一〇年 四月 九日 （松平親懐宛直綱書翰）巡査徴募ノ件鶴岡デハ困難 内務省達ヲ得タ上着手セン

3 明治一六年 三月一六日 （敏次郎書翰）小貫隼太採用願 （付）小貫隼太履歴書 一枚

4 明治一九年 月 日 山内輹茨城県ヘ採用ノ上徳島県ト交換イタシタク島県令ヘ談合願ウ

5 明治二一年 九月二五日 弘瀬重正・西原清東保安条例ニ付大臣方ニ伺ノ件アル由ニテ上京 （断片）

6 明治 年 一月二一日 （大浦宛岩田某書翰）今日不参 佐藤氏モ不出

7 明治 年 六月 一日 那須千町歩払下ゲ願ノ件私ニ御委任希望 （三島通庸宛久留清隆差出ノ封筒中）

8 明治 年一二月一五日 （もと書翰）書生上原猛ニ養育願

9 明治 年 月 日 「五風散」試用サレタシ

四六〇、 Boissonade，G．E．

1 明治二〇年一一月二七日 弥生社御招待出席

2 明治二〇年一二月 二日 御招待御礼 ペン書 （付）訳文（裏面）

3 明治 年 五月一〇日 （村松守義宛）拙文ジャパン・ヘラルド掲載ニ付総監ノ厚配感謝 （付）訳文 一枚

四六一、 DeMartino，R． イタリー公使

1 明治二一年 四月二三日 阿部氏警視庁ヘ推薦 ペン書 （付）訳文 一枚 村松守義宛 DeMartino書翰訳文 一枚

四六二、 Leiddel，H． 米沢中学校教師

1 明治一〇年 二月 四日 米沢中学校来校希望

四六三、 Stein，E．V．

1 明治二〇年一一月 二日 招待御請 父ヨリ伝言アリ ペン書 （付）訳文 一通

四六四、 Stein，L．V．

1 明治二〇年 九月二一日 進物礼状 ペン書 （付）訳文 一枚

四六五、 Todd，D．P． アムハーストカレッヂ天文台長 日本皆既食観測隊監督

1 明治二〇年 八月一九日 進物礼状 ペン書 （付）名刺 一枚

四六六、 賀状・見舞状・名刺

1 明治一八年年賀状 稲田忠三 一通

2 明治一九年年賀状 市川義方 小池勉堂 田口卯吉 三通



3 明治二〇年年賀状 原近知 林悦之丞 本多鐐吉 保坂盛礼 藤本亀蔵 今井鉄太郎 石井扶 岩田通 伊藤有隣 加藤安義 香野賢助松田

定次郎 三浦義司 中尾重道 仲田信亮 西村新七 野口福三郎 小幡忠〓桜井豊太郎 関真一 渋川未明 相馬親元 菅井直英 杉崎富 鈴

木忠良 田口信成 高木正年 常盤条太郎 氏家吉古四郎 山辺知一 矢野弁介 三一通

4 明治二一年年賀状 安楽兼道 朝岡運吉 蜂須賀茂韶 石津正一 片岡直温 廻武彦 毛利雄蔵 中井忠寛 小幡嘉兵衛 佐藤与吉 末斉介

多田誠修 富田善吾 内山信太郎 渡辺玄〓 一五通

5 明治二一年見舞状 渥美友成 石神喜平次 伊藤新平 黒河内良 町野主水 西川正順 西沢之助（二部） 大谷恭揖 荻善述 小櫃一 東

郷重光 渡辺正時 吉永成徳 一四通

6 名刺 二七枚

書類の部

東京府関係

四六七、 府政一般

1 府政意見書 鈴木魯 明治五年六月 一綴

戸長選挙入札法 学校設立 庁内書類検印ノ件外

2 内田勘右衛門・桑原文蔵意見書 一通

市中議事院役人撰方ニツイテ 小学校建造外

3 小区事務遅滞ノ理由 明治五年七月 一綴

4 拾得物処置ノ件 明治五年一〇月 一綴

勘解由小路家僕ノ忰拾得物届出ニツイテ （付）届書 添書

5 郷村戸長給料ノ件外 藤弥某 明治六年一月二日 一綴

郷村戸長給料 伊藤国友殺害 左院御用「日新真事誌」発行人ブラック委任不可

6 刈谷県邸家作見積書 明治四年一一月 一綴

7 府庁建築・修繕費ニ付達 三条太政大臣 明治六年八月三日 一通

四六八、 租税・戸籍

1 地税ノ件外 藤弥某 明治五年一〇月 一綴

地税ノ件 外人芸妓ニ乱暴 幼児餓死

2 増税御布告ニ付上申 明治五年一〇月 一綴

増税一ケ年延期ノコト

3 地税納メ方改良ノ件上申 藤弥某 明治五年一〇月 一枚

4 府下戸籍人員聞小間概略 藤井八十衛・福井豊之助 明治五年二月 一綴

（註）小間 宅地二〇坪をいう

5 第三大区永田町坪詰表 一綴

四六九、 士族

1 〓夷ノタメ五両持逃ゲノ件 島田介七 明治五年三月 一綴

2 〓夷主張金子強要ノ件 明治五年四月 一枚

高知県人小山一郎久留米邸ニテ金子強要

3 旧土浦藩士弾薬隠匿ノ件 島田孝正 明治五年六月 一綴

藩士笠間旧城ヘ弾薬隠匿



4 元水戸貫属集会不穏ノ件 明治五年八月 一綴

5 士族〓夷主張不穏ノ件 明治五年八月 一綴

（付）誓書

6 対朝鮮策風説 明治五年九月

イ 府下ノ硬論 （付）煽動文書写 一綴

ロ 刀商刀剣値ツリ上ゲ風説 一枚

7 水戸県下ノ状況報告 匝瑳胤常 明治四年一二月一三日 一綴

士卒開墾授産資金ニツイテ

8 士族禄制ニ付意見書 明治五年一〇月 一綴

9 元柳川藩士等所置 明治五年 一枚

四七〇、 兵・邏卒・官吏

1 数寄屋河岸ニテ親兵暴挙ノ件 明治五年二月二四日 一枚

2 御親兵酔乱ノ件 明治五年二月 一綴

3 兵一〇名禁錮刑ニ処セラレタル件 明治五年四月 一綴

除隊ノ目的ニテ同盟本省ヘ迫ラントス

4 邏卒粗暴ノ取扱ニテ被疑者死亡ノ件 匝瑳胤常 明治五年二月二五日 一綴

5 伊東某正院探索方トテ各県下ニテ無礼ノ件 匝瑳胤常 明治五年六月七日 一綴

6 脇坂家家従邏卒ニ乱暴ノ件 明治五年六月 一綴

7 大坂丸払下ゲニ付官吏収賄ノ件 明治五年一〇月 一綴

8 官員詐称ノ件外 明治五年 一綴

官員詐称詐欺 兎不正売買 絵師皇居ノ図引取リ

四七一、 犯罪等取締

1 金剛院強盗殺人ノ件匝瑳胤常 明治四年一二月一三日 一枚

2 第一大区一六小区ヘ達 明治四年一二月 一綴

家毎鳴子ヲ下ゲ遅滞ナク屯所ヘ注進ノコト （付）匝瑳胤常添書

3 出火報告 匝瑳胤常 明治五年二月二七日 一綴

元会津添邸内長屋ヨリ出火

4 盗難・殺害報告 明治五年二月 一綴

古屋とみ盗難 遊女清川殺害

5 香取神社触下小林勇吉贋札所持ノ件 明治五年四月 一枚

6 巷説・流言報告 明治五年五月 一綴

都下ニ珍事ヲ記シ読売リスルモノアリ 四月下旬以来ノ巷説・流言

7 富坂下ニテ強盗ノ件 明治五年五月 一枚

8 強盗捕縛ノ件外島田孝正 明治五年七月 一綴

強盗捕縛 盗賊重傷セルモ逃亡 勝安芳邸ニテ家来下僕殺害 山口県貫属悪業

9 少年学問志シ家出上京ノ件 明治五年八月 一枚

10 青松寺住職及雇女殺害ノ件 明治五年八月 一枚

11 賭博取締ニ付意見 藤弥某 明治五年十月 一綴



12 深河町水価騰貴ノ件 島田卯七 明治五年一〇月 一綴

13 盗難報告 明治五年一二月七日 一枚

第四大区鍜冶職田中藤吉被害

14 紛失新紙幣足柄県下ニテ発見 明治六年一月 一枚

15 馬車ヒキ逃ゲ報告 明治 年一二月 一枚

16 盗難報告 明治 年一二月 一枚

両国香具職赤坂ニテ荷物強奪サレタル件

17 英・仏芸妓取締ノ要点 一綴

18 正親町邸内ニテ銀貨鋳造ノ件探聞書 一綴

四七二、 地方ノ状況

1 秋田県下ノ風聞外島田孝正 明治五年六月 一綴

秋田港改良案ニ付苦情 秋田県下卒・穢多親交ノ次第 富岡出張土木寮中属酔乱

2 山梨県下一揆ノ風説 明治五年八月 一綴

3 岡山県現況報告 明治五年一〇月 一綴

石部岡山県権参事書翰抜萃

4 大津・京都・大阪略図 明治五年 一枚

山形県関係

四七三、 引継書類 三島通庸ー折田平内 明治一五年九月

1 演説受書 明治一五年九月八日 一綴

2 戸数人口職分表 （第一号） 一綴

3 御写真並県印其他受取目録 （第二号） 一綴

4 賞盃数表 （第三号） 一綴

5 官軍墳墓並招魂社掃除及修繕料等積置金調 （第四号） 一綴

6 庶務課取扱事務未済件名調 （第五号） 一綴

7 県会之概略 （第六号） 一綴

8 勧業施行略述・明治一四及一五年度地方税勧業費受払調 （第七号） 二綴

9 地籍費受払仕訳書 （第八号） 一綴

10 明治一四年度地理課雑収入金仕訳書 （第九号） 一綴

11 関山新道開鑿費御下渡ノ儀上申書類 （第一〇号） 一綴

12 関山新道支線開鑿ニ付〓合会決議書 （第一一号） 一綴

13 雄勝新道関係条約書 （第一二号） 一綴

14 小国新道目論見及費金請求願書類 （第一三号） 一綴

15 明治一四年度土木費予算及現金受払差引書 （第一四号） 一綴

16 明治一四年度土木費報告及常置委員諮問之大意取調書 （第一五号） 一綴

17 明治一五年度土木費予算及現金受払差引書 （第一六号） 一綴

18 橋〓掃除及雪除規則並諮問案 （第一七号） 一綴

19 狩川堰修繕費御下ケ之儀上申並目論見帳 （第一八号） 一綴

20 八谷新道開鑿ニ付照会書 （第一九号） 一綴



21 三川橋外橋銭受払差引調書 （第二〇号） 一綴

22 各郡諸願伺未済之件 （第二一号） 一綴

23 衛生事務之沿革 （第二二号） 一綴

24 済生館関係書類 （第二三号） 一綴

職員表・生徒表・患者表・沿革記

25 教師老烈及通弁諸費取調書 （第二四号） 一綴

26 済生館出納表 （第二五号） 一綴

27 明治一四年度国税収入仕訳書 （第二六号） 一綴

28 明治一四・五年度地方税関係仕訳書 （第二七号） 一綴

29 印界罫紙及免許鑑札現数調 （第二八号） 一綴

30 諸勘定帳進達済及取調中理由演説調 （第二九号） 一綴

31 明治一四年度経費元払差引調 （第三〇号） 一綴

32 明治一四年度地方税収支調書 （第三一号） 一綴

33 明治一四年備荒儲蓄金受払調書 （第三二号） 一綴

34 明治一四年度雑課収支調 （第三三号） 一綴

35 明治一五年度経費元払差引調 （第三四号） 一綴

36 明治一五年度地方税収支調書 （第三五号） 一綴

37 明治一五年度備荒儲蓄金受払調書 （第三六号） 一綴

38 明治一五年度雑課差引調 （第三七号） 一綴

39 公債貸下ニ係ル演説及調書 （第三八号） 一綴

40 福島長平負債償却法預金抵当調 （第三九号） 一綴

41 諸抵当品調 （第四〇号） 一綴

42 諸官省及各府県禀議並往復中未済調 （第四一号） 一綴

43 明治一五年九月五日現金調 （第四二号） 一綴

44 庁中備品目録 （第四三号） 一綴

45 教育方法外 （第四四号） 一綴

教育方法・諸表・県立師範学校沿革・学務課取扱金調

46 警察区画及巡査配置並市街郡村取締方法 （第四五号） 一綴

47 水力機織場沿革並経費元払調 （第四六号） 一綴

48 既決監建築概略並図 （第四七号） 一綴

49 既決監囚就役調 （第四八号） 一綴

50 明治一四年度地方税監獄費仕払調外 （第四九号） 一綴

明治一四年度地方税監獄費仕払調・地方税監獄費ノ内宮城集治監費仕払調・国庫御下渡金仕払調・地方税雑収

入調 ・国庫雑収入調・地方税監獄建築修繕費仕払調

51 未決・既決在監人名簿 （第五〇号） 一綴

52 山形城趾牧畜場演説受書 一綴

53 別段演説受書 一綴

師範学校内製糸所ノ件 山形中学校建築費ノ件



54 別段引継演説 一綴

鶴岡警察署新築ノ上ハ建物明倫女学校ヘ復ス件 朝暘学校校内ニ神宮設営ノ件

55 各課署等別途金引渡目録 一綴

56 別途金並諸物品受取目録 一綴

57 手調物受取目録 一綴

58 電信暗号綴目録 一綴

59 諸帳簿並図書受取目録 一綴

60 庶務・勧業課用馬匹・馬車調 一綴

四七四、 県政一般

1 山形県管内景況上申書 三島県令 一綴

三県合併以来県治施行ノ概略

2 三島県令施政ノ回顧 東郷実政 一通

明治七年農民騒擾 県令各村巡回 鶴ケ岡移庁外

3 石巻清隆（県書記官）意見書 明治一二年三月一九日 一通

天皇三条ノ目ヲ下サルニ付官吏減給・減員土木諸計画当分差止ムベシ

4 七州会同ニ付意見書 明治九年 一綴

富強ノ基礎ハ羽陸ノ開化ト会同集議ニアリ

5 山宮咸一（県八等属）建白書 明治一二年三月 一綴

良吏・黠吏弁別ノコト 新任登用法

6 県政ニ関シ一論三策 臼井帆艫治（葛沢学校訓導） 明治 年七月二四日 一綴

交通・都市問題

7 庶務関係雑書類

イ 人事関係控 一綴

ロ 県令出張経費控 一枚

ハ 各郡事務進行控 一綴

8 戸長添書 助川正猛外二名 三島県令宛 明治一〇年五月一八日 一枚

9 県令宛通知

イ 出頭通知 史官 三島酒田県令宛 明治七年一二月四日 一通

ロ 「使清弁理始末」下賜通知 三島酒田県令宛 明治八年三月一二日 一枚

ハ 領収書呈出催促状 大蔵省府県係 三島鶴岡県令宛 明治九年二月九日 一枚

ニ 乗馬天覧通知 （付）吹上御苑出入鑑 三島山形県令宛 明治一四年一二月九日 一綴

10 電信暗号ニ関スル内達書

イ 暗号記載法ニ付山形県宛大蔵・内務卿内達 明治八年一二月一七日 一綴

ロ 記載法変換ニ付県令宛内務卿内達 明治九年一〇月三一日 一綴

ハ 警察暗号取扱方県令宛内務卿内達 明治一一年七月一三日 一枚

ニ 預リ金電信渡シ暗号ニ付県令宛伊東出納局長通知 明治一二年三月五日 一綴

ホ 警視局暗号改正ニ付県令宛安藤中警視通知 明治一二年一〇月一〇日 一枚

ヘ 暗号改正ニ付県令宛大蔵卿通知 明治一二年一一月一二日 一綴



ト 県令宛深津大書記官ノ返納要求暗号表ニ付報告 （付）内務省ヨリノ照会 明治一四年一一月二四日 一綴

チ 開拓使・仙台鎮台ヨリ電信暗号表及写 一綴

11 電報綴 明治一〇年三月 一綴

県・開拓使間事務電報

12 送辞

イ 送県令三島君上京序 肝付兼武 （付）拓本 明治一四年一一月 二枚

ロ 送県令三島君序 山形師範学校生徒 明治一四年一一月 一綴

ハ 送三島県令帰任山形序 送高橋子行帰米沢序 長井吉徳 明治一五年一月 一綴

ニ 奉送三島公帰任所序 長井吉徳 （付）題辞 明治一五年三月 二枚

ホ 送三島先生赴干福島序 松圭 明治一五年三月 一枚

ヘ 奉県令公書 天野涛太郎 明治一五年三月 一枚

ト 県令転任ニ際シ郡産織物贈呈添状 朝倉最上郡長 （付）郡長宛郡民総代紹介依頼 明治一五年一〇月 一綴

チ 奉送詞 棚橋方英 一枚

四七五、 制度・組織 県会

1 米沢有志社県会設置ノ建白 五十嵐力助・丸山孝一郎 明治九年一〇・一一月

イ 三島県令・薄井参事宛 （付）県会定制草案及選挙定制 置賜支庁添書 本庁第一課指令案 一綴

ロ 同 三島県令宛 一綴

ハ 米沢有志社定則 一綴

2 議事堂之儀ニ付上申 木村東田川郡長外一〇郡長 明治一一年一二月一八日 一綴

建築費割当テ新任戸長拝命後各町村ヘ協議

3 常置委員旅費日当支給ノ件伺 三島県令 内務卿宛 明治一五年一月 一綴

他ノ会ノタメ出県命ゼラレタル委員ノ旅費日当ノ件（同文二部） （付）白根内務書記官面談通知・伺書返戻

通知

4 通常県会閉会通知電報 深津大書記官 三島県令宛 明治一五年六月三〇日 一枚

5 南村山郡高札議員名 一枚

6 鶴ケ岡県ヘ改称ノ布告 三条太政大臣 明治八年八月三一日 一枚

7 府県職制並事務章程 明治八年一一月三〇日 活版 一綴

（太政官達第二〇三号）

8 第二回地方官会議関係書類 明治一一年四・五月

イ 三島通庸意見 一枚

ロ 内務・大蔵卿ヨリ参集通知 一枚

ハ 御陪食会ニ付伊藤議長達 一枚

9 陸羽地方官会同之儀ニ付伺書 明治一一年 一綴

陸羽地方未開 県治講究ノタメ地方官会同允可願

10 第三回地方官会議関係書類 明治一三年二・三月 一綴

閉院式達 勅語 陪食会ノ勅語 （付）徳大寺宮内卿添書

11 地方官諮問会開催ニ付内務省達 明治一四年一二月三日 一部活版 一綴

（付）諮問会概則 諮問六件ー府県会規則増補修正按・区郡部会規則修正按・地方税規則修正按・営業税雑種



税規則改正按・達按・布告按

12 地租改正関係書類

イ 戸籍改メ・地租改正ニ付心得書 明治八年 一枚

ロ 貢租納期ニ関スル吉原重俊宛三島県令答申 明治九年四月三〇日 一綴

ハ 減租ニ関スル地租改正事務局達及調査心得書 明治一〇年一月一五日 一綴

ニ 地租改正伺ノタメ出京県官ニ付三島県令依頼状 一通

13 駅逓局関係書類

イ 駅逓官職制達書 明治一三年四月・一五年八月 一綴

ロ 駅逓局事務条例案（朱字修正付） 一綴

ハ 山形県逓送図 一枚

14 衛生課新設ニ付訓示 山田内務卿 三島県令宛 明治一四年一一月三〇日 一枚

15 郡吏旅費支給方上申書 貴島飽海郡長 三島県令宛 明治一三年三月二八日 一枚

16 地方官員俸給関係書類

イ 判任官以下月給改定・区戸長身分取扱ノ件三条太政大臣達 明治六・七年 一枚

ロ 改正反別ニテ月給定額算出ノ件三島県令伺 明治一一年 一枚

ハ 筆生月給ノ件飽海郡長上申書 明治一四年 一枚

17 地方警察費比較表 明治一五年 木版 一綴

明治一四・五年度増減比較表及人口比例表

18 県内警部配置表 一綴

四七六、 人事

1 酒田県職員名簿 一綴

2 山形県職員名簿

イ 山形県職員録 （付）各郡職員録 明治一五年四月 活版 一綴

ロ 課長・部長名一覧 一通

3 県官吏名簿送付依頼 西村内務省庶務局長 三島県令宛 明治一三年二月二六日 一枚

4 区長拝命請書 高木政一 鶴岡県庶務課宛 明治九年三月四日 一枚

5 奉職中誓約書綴込 明治九・一〇年

イ 誓約書（一〇部） 一綴

ロ 三島通庸自筆文案 一通

6 加藤警部免職ノ件回答案 三島県令 川路大警視宛 明治九年九月二七日 一綴

転任前庁規違反ノ由本日免職 （付）川路大警視ヨリ通知 伺書

7 職員採用ノ件ニ付回答 三島県令宛

イ 海軍省原田祐之御採用ノ件 川村海軍大輔外 明治一〇年一月 一綴

ロ 小川忠和・指宿通行採用承諾 楠本東京府知事 明治一〇年二月 一綴

ハ 山岡昌仲大蔵省ヘ採用ノ件通知 大隈大蔵卿 明治一二年一一月 一枚

8 雇用交渉ニ付電報 貴島一等属 三島県令宛 明治一〇年四月 一綴

9 畔柳八等属精勤賞支給ノ件伺 高木一等属 明治一四年四月五日 一枚

10 山形県警部山口源之助辞職ノ始末書 明治二〇年 一綴



裁判所トノ懇親会ノ席上原判事補ニ失敬辞表差出ノ〓末

11 米沢居住士族紹介 鈴木忠良（米沢署警部） 野間警部宛 明治一〇年三月六日 一枚

非職ノモノ一二名採用願

12 自薦状 三綴・一枚

梅沢了三・小関茂四郎・青木胤彦・無署名ノモノ

13 専任県令要求ノ建議 宮島家久（県会議長） 山田内務卿宛 明治一五年七月 一綴

県会全会一致専任県令任命建議（同文二部）

14 県令転任反対ノ上申書 各村戸長 各村総代人 佐々木参議宛 明治一五年七月 三綴

三島公福島県令専任反対（三部）

四七七、 治安・警察

1 各鎮台長官ヘ内諭 陸軍卿 明治一〇年一月 一綴

農民蜂起ニ付地方長官ヨリ出兵要請ノ際ノ心得 （付）三島県令宛内務卿添書

2 兇徒聚衆ノ際地方官心得 大久保内務卿 明治一〇年三月四日 一枚

防禦ニ止マリ討撃シ軍務ノ権内ニ侵入スルヲ得ズ

3 集会取締方達書 伊藤内務卿 明治一一年一二月四日 一綴

（付）県令宛松田内務書記官添書

4 鶴ケ岡県景況 明治八年一〇月 一綴

県令管内巡回・鶴ケ岡移庁等ニ付暴挙圧政ノ風聞

5 山形県一条聞書 明治一〇年一月二四日 一綴

県庁建築等人民苦情多シ

6 山形県ノ景況ニ付聞書 諏訪棣 財部警部宛 明治一二年九月二四日 一通

新聞投書ノ件 奥羽巡幸ノ際人力車夫拘留ノ件 返還スベキ租金ニテ最上川架橋ノ件外

7 地券証印税贏余金処分問題判決案 明治一三年

イ 証印税贏余金ヲ山形公立病院増築費ヘ充当スルヲ不当トスル被告山形県令原告佐藤伊之吉訴訟ノ判決案 （付）

判事小松弘隆宛田中司法卿内訓─判決案論旨穏当ヲ欠ク 一綴

ロ 判決案 主理判事本間季明 一綴

8 山形新聞一件告訴状案 海老名二等属 明治一四年一月 一綴

「百姓ニ代ッテ当局諸公ニ奉ルノ書」ハ職務上ノ栄誉ヲ妨害セルモノ （付）山形新聞四六一号 活版

9 県政紛争諸件報告綴 一綴

米沢・福島間其他新道開鑿ノ件 米沢市街路線改設ニ付家屋移転料ヲ給セズ並ニ警察署建築費徴収ノ上路線変

更等ノ件 上ノ山新道開設等ノ件道敷増幅ノ件 県庁新築ノ挙並献金取上方ノ件 米商拘留ノ件 訴訟裁決ニ依リ官

ノ弁償ニ帰スベキ金額下渡ノ件 区務所ヲ郡役所ニ引継キ並地券証印税贏余金ヲ病院建築費ニ充ツルノ件ニ付

佐藤伊之吉拘留ノ件 民費架橋々銭収入ノ件文部省下ケ金ノ件 油戸村石炭鉱ノ件 問屋営業差止ノ件飽海郡長圧

制ノ儀物議アルノ件 郡役所建築寸志金説諭ノ件 中学校新築ノ件

10 山形県巡査不法逮捕一件書類

イ 山形裁判所富田判事・本田判事補ノ命ニヨリ鳥居重太・重兵衛逮捕ノ件上申書（二部） 巡査山田教之外三

名

明治一九年三月七日 一綴



ロ 犯人人相書本田判事補 明治一九年三月八日 一枚

ハ 不法逮捕ニ付巡査根津甚五郎ニ対シ告訴状 鳥居〓巣 明治一九年三月一一日 一綴

ニ 告訴人訊問調書 一綴

ホ 被告人訊問調書 一綴

ヘ 不起訴処分通知山形裁判所検事 明治一九年三月一九日 一枚

ト 富田判事鳥居某ヲ猥リニ拘引セシ事実探偵ノ略記 一枚

四七八、 ワッパ事件

1 松平内務少丞酒田県出張示談ノ裁決 明治七年七月 一綴

租税改革 過納分返却

2 壬申年納諸雑税下戻達書 酒田県出納課 明治七年八月五日 一綴

戸長宛納方内役手当給等雑税下戻達書

3 騒擾ニ付臨機処分許可ノ達 三条太政大臣 酒田県宛 （付）捕亡金覚 明治七年九月一七日 一枚

4 酒田県権参事菅実秀免職願 史官宛 明治七年一一月四日 一枚

5 太政大臣達書 三島県令宛 明治七年一二月五日 一枚

人民沸騰ノ件処分方取調伺出ノコト

6 県吏辞職願 三島県令宛 明治七年一二月二〇・二二日 一綴

春山安均・林行義・小美和業修・今泉義制・渡部茂苞・高田義和

7 林内務省出張官ノ達三島県令宛 明治八年一月一〇日 一枚

至急答弁ノコト

8 兼勤被免願 別府景通（警視庁） 三島県令宛 明治八年一月二四日 一枚

就縛者糺弾微力ニテ勤応シガタシ

9 酒田県聴訟課調書及証人申立書 明治八年二月

イ 金井質直・本多允釐・佐藤七兵衛・渡会重吉・佐藤直吉・板垣金蔵・佐藤与吉・小林八右衛門ノ調書 一綴

ロ 金井質直及本多允釐ノ部証人申立書 一綴

10 酒田県某ヘ正院ニテ事件説明ノ次第報告 三島通庸 明治八年三月 一通

林帰京後ノ申立ニ対シ内務卿ハ県令一任トテ控置カレタル由 三条・岩倉以下ヘ陳述上都合

11 内務省宛答弁書ノ添書 三島酒田県令 明治八年三月 一枚

当県不都合ノ件御下問ニ付別紙呈出

12 正院出頭通知（二部） 三島通庸宛 明治八年四月 二枚

13 騒擾処分ノ件伺通リ裁下ニ付通知 史官 三島県令宛 明治八年四月三〇日 一枚

14 地方官会議ヘ代理派遣ノ伺書 三島県令 太政大臣宛 明治八年五月二〇日 一綴

代理松平親懐派遣如何（同文二部） （付）内務卿宛添書

15 隆安寺住職ノ歎願書 板垣法勧 三島県令宛 明治八年九月八日 一枚

農民打寄ノ宿仕リ寛大ノ御処分歎願

16 御巡回ノ達書取扱ノ次第上申 石原美和（戸長） 庶務課宛 明治八年九月八日 一枚

17 元老院書記官派遣ノ達 後藤元老院副議長 三島県令宛 明治八年九月二三日 一枚

森藤右衛門建言ノ件取調ニ付沼間権大書記官外三名派遣

18 家禄ノ件主任者出頭ノ催促状 沼間元老院権大書記官 三島県令宛 明治八年一〇月一八日 一枚



19 元老院取調ニ関シ三島県令上申書 明治八年一一月 一綴・三通

森藤右衛門ノ件御取調中不審ノ件明瞭ノ裁判希望（同文七部）

20 三島通庸出京届

イ 届（伺ヲ経ズ出京不都合ノ朱書アリ） 明治八年一〇月二九日 一枚

ロ 理由説明書─元老院取調ニ不満 意書面ニ尽シガタシ（同文二部） 明治八年一二月二日 一綴

21 沼間書記官出張中費用ノ件添書 吉田清英（七等出仕） 三島県令宛 明治八年一二月二四日 一枚

22 森藤右衛門建言事件ニ付歎願書 吉田清英（県令代理） 三条太政大臣宛 明治八年一二月三〇日 一綴

元老院派出員ノ処置民間騒擾ヲ招ク 県ノ処分ニ錯誤アリヤ 至当ノ処分歎願（同文四部）

23 東京曙新聞（第六五二号） 明治八年一二月五日 活版 一枚

（大森宗右衛門寄書 「近事鶴ケ岡景況」掲載）

24 編輯人ニ対スル判決 明治八年一二月二八日 二綴

対曙新聞長谷川義孝・報知新聞藤田茂吉（同文二部）

25 投書一件ニ付東京裁判所トノ往復書類

イ 新聞記事事実相違ノ儀ニ付上申 三島通庸（同文四部） 明治八年一二月八日 一綴

ロ 裁判所長通知─執事差出ノコト 明治八年一二月二七日 一枚

ハ 詳細書取上申 三島通庸 明治八年一二月二八日 一枚

ニ 大森宗右衛門原籍取調御届 三島通庸 （付）第二大区区長及戸長惣代理報告書 吉田清英（七等出仕）上申書

明治八年一二月二八日 一綴

ホ 御尋之儀ニ付上申 三島通庸 明治九年五月二四日 一通

26 藤田茂吉・長谷川義孝ヲ弁護スルノ書 森藤右衛門 明治九年 一綴

27 片桐敏有（権少属）報告書 明治九年三月一三日 一枚

森藤右衛門当地滞在 千葉弥一郎酒田下リ差留メ探索セシメン 金井不快ニ付大審院裁判近ヅキ百姓難渋

28 吉田柔則宛質問状 金井允釐・大友宗兵衛．森藤右衛門 明治九年五月二四日 一通

臨時裁判所ニオケル県庁答弁ノ正否ニ付質問

29 与内米廃止ニ関スル書類

イ 出作与内米廃止ノ件県令宛本間正七郎外四名ノ願書 明治九年五月八日 一綴

ロ 与内米明治八年度分ヨリ廃止ニ付区・戸長宛県令布達 明治九年六月一七日 一枚

30 森藤右衛門訴訟事件ニ付県官出頭ノ達 大久保内務卿 三島県令宛 明治一一年二月四日 一枚

政府ヨリ人民ヘ返償トノ審判内議ニ付県官書類持参出頭ノコト

31 原告請求条項ニ付県当局申立書 明治一一年 一綴

原告請求ノウチ第二・五・六条ニ付雑税還償ノタメ御下渡金上申 各雑税取立調 一四条ニ付不当申立テ

32 開墾士族ヨリ上申書及趣意書 林源太兵衛外（山形県士族）

イ 県令宛上申書─人民ヘ返償ノタメ御下渡金ノ内達ナレド御嫌疑ノ上ハ開墾地一切差上ゲニ決ス 明治一一年

三月二四日 一綴

ロ 開墾地差出ニ付趣意書 明治一一年三月三一日 一綴

33 開墾士族勉励ノ件

イ 林源太兵衛外ノ願書─御疑念解ケ開墾従事ニ付勉励ノ公達下付願ウ 明治一一年四月二日 一枚

ロ 山形県宛内務省達─開墾益々勉励ノコト （付）三島県令添書（二部） 明治一一年四月二一日 一綴



ハ 開墾士族上申書─松平親懐処分寛恕ナキ故御請取消シノ外ナシ 一通

34 旧酒田県訴訟一件ニ付出頭通知 大隈大蔵卿 三島県令宛 明治一一年五月二一日 一通

35 待罪書 木村順蔵（東田川郡長） 三島県令宛 明治一二年一月二三日 一枚

森藤右衛門訴訟ノ下戻金最上川架橋経費トシテ差出ノ件進退伺

四七九、 西南戦争

1 島津久光鹿児島派遣ノ勅語 明治七年二月一三日 一通

2 台兵派兵ノ件電報写 明治一〇年二月二三日

イ 船越書記官宛内務省電報─台兵二中隊出張 一枚

ロ 内務省宛山形県電報─士族不穏出兵依頼 （付）三島県令宛松田内務大書記官添書 一枚

3 派兵要請ノ次第回答 船越内務書記官 大沼少佐宛 明治一〇年三月二・三日 一綴

急報ニヨリ要請セルモ暴挙顕然ニハアラズ （付）熊谷内務属次第書

4 秋田県ヘ出兵ノ件往復書類

イ 秋田県令宛堀尾中佐掛合書ー鶴岡平穏ニ付往来人差止メ見合セノコト 明治一〇年三月二日 一枚

ロ 堀尾中佐宛秋田県令照会─暴発ノ恐レアリ近接地ニ付二中隊出兵請ウ （付）探索書 明治一〇年三月五日 一

綴

5 薄井大書記官回答 三島県令宛 明治一〇年三月六日 一綴

鶴岡事情好転 御出張前面会説明セン 命ニヨリ警部二名ノミ出張

6 開拓使ヨリ情報依頼 柳田開拓使少書記官 三島県令宛 明治一〇年三月六日 一枚

不穏ナレバ通知請ウ

7 鎮台ヘ呈出書類案添書（二部） 村上楯朝 明治一〇年三月一一・一二日 一綴

8 鶴岡事件経過報告 船越内務書記官・薄井大書記官 三島県令宛 明治一〇年三月一四日 一綴

二月一四日ヨリ県令帰県ノ三月八日マデ鶴岡ノ状況ト処分ノ〓末

9 鶴ケ岡士族請書 三島県令宛 明治一〇年三月一四日 一綴

武井則光・長沢光久・北楯蔵太・林源太兵衛・山口三郎兵衛

10 内務省宛上申案 三島県令・船越内務書記官

イ 彼ノ地異変ナカルベシ（電報） 明治一〇年三月一三日 一枚

ロ 松平親懐ト面会 請書差出ス 明治一〇年三月一四日 一枚

11 鎮台宛景況報告 三島県令・船越内務書記官 堀尾中佐宛

イ 鶴岡平穏 松平親懐説諭予定 巡査召募中 明治一〇年三月一二日 一綴

ロ 親懐県令ト面会請書差出ス 明治一〇年三月一五日 一枚

12 三島県令上申案 明治一〇年三月一五日 一綴

鶴ケ岡平穏 親懐請書差出ス（大久保内務卿宛 一部 岩倉右大臣・松方大蔵大輔宛 一部） （付）松平親懐請書

第七大区区長保証書

13 鶴ケ岡平穏ノ旨通知 三島県令

イ 福島・宮城県令宛 明治一〇年三月一四日 一枚

ロ 新潟県令宛 （付）同県ヨリ県官出張通知 明治一〇年三月一五日 一綴

14 台兵引上ゲニ関スル書類

イ 三島県令・船越内務書記官宛鎮台兵引上ゲ通知 明治一〇年三月一六日 一枚



ロ 堀尾中佐宛二中隊屯在願 明治一〇年三月一七日 一枚

ハ 堀尾中佐宛二中隊屯在依頼電文案 明治一〇年三月一八日 一枚

ニ 二中隊残留ノ件ニ付三島県令・船越書記官宛堀尾中佐掛合書─巡査ヲ以テ取締ノ御存意ナレバ残留ノ要ナ

キ筈（付）兵事新聞写明治一〇年三月一九日一綴

ホ 掛合書ニ対スル回答文案堀尾中佐宛 明治一〇年三月 一綴

15 第七大区区長等ノ願書 服部民卿（区長）外六名 明治一〇年三月二八日 一綴

鶴ケ岡士族御嫌疑氷解ニ付人心安堵ノタメ其旨告諭願ウ （付）指令案

16 内務卿ヘ上申写 船越内務書記官 明治一〇年三月二八日 一枚

山形出発前協議三項 台兵残留・巡査募集・火薬買上ゲノ件

17 巡査徴募ノ趣旨追申 前島内務少輔 三島県令宛 明治一〇年四月九日 一綴

徴兵ニアラズ志願ヲ本来トスルモ誘導モ可 非憤家士族ノ骨子ヲ抜キ鎮撫上利益不少

18 応募旧藩士ニ対スル激励状 戸沢正実（元新庄藩主） 明治一〇年四月 一通

召募ニ速応神妙ノコト

19 前島少輔ト面接報告 久留清隆 貴島宰輔宛 明治一〇年四月二一日 一枚

前島曰ク「巡査徴募ハ時期遅レ 出発新庄士族休足ノコト 所持銃器類買上ゲノコト」

20 電報綴 明治一〇年

イ 鶴ケ岡ノ状況ニ付大久保内務卿・三島県令往復電報 一綴

ロ 大久保内務卿戦況報告 一綴

ハ 三島県令ヨリ前島内務少輔宛 一綴

ニ 鶴ケ岡探偵報告 一綴

ホ 薄井大書記官ヨリ県令宛 一綴

ヘ 西村開拓使大書記官電報 一綴

ト 東京出張貴島一等属ヨリ県令宛 一綴

チ 西郷中将・船越内務書記官外ノ電報 一綴

四八〇、 士族

1 有地富右衛門一件書類

イ 家禄復給マデ御貸下ゲノ件鶴岡士族有地富右衛門歎願書 明治七年一二月 一枚

ロ 酒田県ノ司法卿宛処分伺書下戻願及返却届 明治八年七月 一綴

2 士族軍功再調不服申立書類 桜田永太外（秋田県士族） 明治一一─一四年 一部活版 一綴

弁駁書 戊辰軍功ニ付勲賞願 旧秋田藩国事尽力手続書

3 上杉鷹山ニ関スル書類

イ 県令宛新貝卓次願書─徳行録ニ序文下賜願ウ 明治一一年一〇月 一綴

ロ 三島通庸序文（同文四部） 明治一二年九月 一部石版 一綴

ハ 同（奉書） 一通

ニ 上杉治憲位階昇進ニ付三島通庸建議（同文三部） 明治一五年一月 一綴

4 士族授産金下付ニ付照会 品川農商務少輔 明治一四年一一月一四日 一綴

県下実況取調上申ノコト （付）深津大書記官添書

5 士族授産金ニ付所見 深津山形県書記官 県令宛 明治一五年三月一九日 一枚



金額内示ヲウケ地方官ニテ細部決定ノ方良策

6 酒田県貫属士族・家禄総計 一枚

7 米沢士族ノ弊風ニ付上申 中川英右 一綴

四八一、 行幸

1 巡幸請願ノ建議 中山高明（北村山郡長）・村上楯朝（南村山郡長） 松方内務卿宛 明治一三年 一綴

2 御巡幸通輦沿道宿駅並供奉人名一覧表 明治一四年七月 活版 一枚

3 巡幸日程 明治一四年 一綴

4 行幸行列控 一枚

5 米沢行在所ヘ参上通知 徳大寺宮内卿 三島県令宛 明治一四年一〇月二日 一綴

（付）深津書記官添書

6 巡幸祝辞 明治九ー一三年 一綴

埼玉・磐前・宮城・岩手・青森・山形・三重各県令及名古屋裁判所判事ノ祝辞

7 巡幸祝詞草稿類 明治一四年

イ 謹而奉命起草（二部） 斗ケ沢汪（六等属） 一綴

ロ 再奉命本県景況起草 斗ケ沢汪 一綴

ハ 奉祝臨幸表（二部） 斎藤篤信（師範学校長） 一綴

8 三島県令祝詞 明治一四年 一綴

（付）添書 （同文四部）

9 奉祝表 山形師範学校生徒 明治一四年九月三〇日 一綴

10 賜酒記文 師範学校教員・生徒 明治一四年一一月 一綴

11 上ノ山樹苗園臨幸略記 明治一四年 一綴

12 東置賜郡迎鑾紀恩碑拓本 明治一七年 二枚

四八二、 土木工事

1 工事費民費課出関係書類 明治九年一一月

イ 民費課出ノ件ニ付各大区々長・小区戸長ノ県令宛請書 一綴

ロ 区長・戸長宛入費課出上納ノ達 （付）入費概算（同文二部） 一綴

2 土木工事竣成調書類 山形県 明治一六年七月

イ 工事竣成調書 一綴

ロ 道路・橋〓・堤防其他工事箇所取調概表（明治元年ー一四年） 一綴

3 人夫差出人名簿 一綴

海軍省中秘史小森沢長政外在京山形県人一三名ノ住所・官名録及差出人夫銘細書

4 板谷峠新道開鑿ニ付献夫 浅羽徳太郎（米沢通運会社株主）外三四名 明治九年八月 一綴

5 板谷峠新道開鑿ニ付請書 第八・九・一〇大区区・戸長 三島県令宛 明治九年一一・一二月 三綴

6 苅安新道開鑿ノ儀ニ付伺 三島県令 大久保内務卿宛 明治九年一二月 一綴

（付）地図及目論見帳 山形・福島両県結約書

7 中野新道開鑿ノ儀ニ付上申 山吉盛典（福島県参事） 大久保内務卿宛 明治九年一二月 二綴

（付）実測図 目論見帳 潰地調帳 （同文二部）

8 三島山形県令上申書 前島内務少輔宛 明治一〇年四月 一綴



苅安新道御指令前着手ノ件時機遷延ハ人心ニ関係 隧道ハ地中ノ工事ニテ潰地等差支エモアルマジク最早三分

通リ出来ニテ中止ハ不可 村上一等属等出京ニ付聴問願ウ

9 内務省トノ交渉経過報告電報 出張県官 三島県令宛 明治一〇年五月三ー一四日 一綴

10 新道開鑿御手伝ニ付建白 五十嵐力助・丸山孝一郎（第一〇大区士族総代） 明治一〇年五月一四日 二綴

民費賦課・人民服役ノ如キ脅迫圧制ナリ（同文二部）

11 土木局工師エッセルニ関スル書類 明治一〇年七月

イ 苅安工事検査ニ際シG．A．Echer寄付ノ件区長報告書・受領書・エッセル宛回答案・内務省宛上申案 一綴

ロ 「道路ノ建議」 G．A．Echer 一綴

12 苅安新道関係踏査報告書 高木秀明 明治一〇年一〇月 一綴

（付）新道実地凡見賦 川蒸気船製造見込書 村上一等属添書

13 抗甲山名称ノ件 斎藤篤信（第一〇大区区長） 明治一一年一月一九日 一綴

古老ハ栗子山ト唱ウ （付）山宮一五等出仕宛斎藤篤信添書

14 工事関係書類

イ 開鑿費金支払仕訳書 明治一二年一月 一綴

ロ 栗子隧道堀込経費積書並比較調 一綴

ハ 明治一二年度隧道堀込ミ請負書類 一綴

ニ 栗子隧道堀込ミ届 明治一二年一二月・一三年四月・五月・六月 一綴

15 栗子山隧道切貫ニ関スル書類 明治一三年一〇月

イ 祝電綴 （付）海老名季昌添書 一綴

ロ 県令宛石井土木局長返書 一枚

ハ 隧道検査ノ件ニ付内務省電報 （付）復文 添書 一綴

ニ 内務卿・土木局長宛切貫報告電文 一枚

16 進退窺書 深津大書記官 三条太政大臣宛 明治一五年三月 一綴

苅安新道修繕費ヲ水害費決算書ニ誤記セル件

17 栗子新道工事始末記 伊藤十郎平 明治一五年

イ 栗子新道工事始末記 一綴

ロ 栗子山隧道工事始末記 （付）付録及工事始末第二回記 一綴

18 栗子山隧道洞門摸造伺書 高橋由一 明治二〇年五月一日 一綴

内国博覧会場入口ニ洞門摸造ノ件

19 高畠新道関係書類 明治一四年一二月

イ 東置賜郡役所南北道路修繕等ノ始末 伊藤十郎平（九等属） 一綴

ロ 高畠・花沢村間道路開鑿調書 脇田丕（元郡書記） 一綴

20 宮城県庁ト交渉ノ報告書 伊藤祐忠（四等属） 明治九年一二月 一綴

両県間道路ノ件略々承諾 （付）村上一等属添書

21 宮城県ヘノ隧道開鑿費下付伺 三島県令 大久保内務卿宛 明治一一年四月 一綴

（付）道路・橋〓修繕・開鑿・築造経費概計表

22 関山隧道之儀ニ付上申 中山高明（北村山郡長） 三島県令宛 明治一二年二月六日 一綴

天童マデノ路線民費醵金ノ件受益ノ他郡ヘモ命ゼラレタシ （付）伊藤祐忠三等属添書



23 松方内務卿電報 三島県令宛 明治一三年四月二六日 一枚

関山開鑿費ノ件

24 関山開鑿費増金請求ノ件 松平宮城県令 三島県令宛 明治一四年一〇月二七日 一綴

宮城県ヨリ単独上申済ニ付ソノ後ノ処置如何 （付）松方内務卿宛宮城県上申書 早川宮城県属申開書

25 関山新道路線変更ノ件報告 藤田建（西村山郡長） 高木秀明宛 明治一五年三月一四日 一綴

変更ノ時ハ不服輩蜂起イタスベク云々

26 北東部道路開鑿実地見分報告書 河島清（五等属） 村上一等属宛 明治一〇年二月八日 一綴

猿羽根新道 金山新道

27 猿羽根新道隧道ノ件電報 薄井大書記官 県令宛 明治一〇年二月一一日 一枚

28 新道開鑿費下付ノ件伺 石田秋田県令・三島山形県令 前島内務少輔宛 明治一〇年八月 一綴

29 塩根・雄勝峠開鑿費下付願 三島県令 大久保内務卿宛 明治一〇年 一綴

30 山形県下新道関係図面

イ 新道図面 一枚

ロ 新道・橋〓図（二部） 二枚

31 道路仕様図 一綴

平・断面図

32 測量技術官員派遣ノ儀ニ付伺書 三島県令 大久保内務卿宛 明治一一年五月 一綴

酒田港改修ノタメ技官派遣命ゼラレタシ

33 汽船北越丸借出シノ件回答 高野為隆（新潟税関長代理） 三島県令宛 明治一一年九月一七日 一枚

一部損所アリ酒田港ニハ危険

34 建言賛成書 鳥海時雨郎外 明治一四年一一月 六綴

佐藤伊之吉等ニヨル最上川築堤・酒田築港ノ建言ニ対スル賛成書

35 鎌倉堤実地取調書 荒木伊左衛門（勧業世話係） 明治一三年六月三〇日 一綴

最上郡萩野村用水工事ノ件 （付）東〓（四等属）添書 図面

36 最上川改修関係図面

イ 最上郡古口町村水害ノ図面 一枚

ロ 改修工事飽海郡分担分 一枚

ハ 北村山郡土生田・六田村付近堤防調査図面 一枚

37 公立病院建築ニ付諭達書案 元八・九・一〇大区区・戸長宛 明治一一年七月八日 一綴

元置賜県所轄人民建築費負担ノ件

38 県庁新築之儀ニ付伺 三島県令 大久保内務卿宛 明治九年一二月二〇日 一綴

献金・地所差出シアリ民費ニテ新築許可願ウ （付）柏倉知郷地所差上ゲ願

39 県庁新築開庁式祝詞類 明治一〇年一一月三日 一綴

40 開橋式祝詞及碑文

イ 赤川架橋開橋式祝詞 有田勉次外三名 一通

ロ 鶴見橋開橋式祝文 朝暘学校生徒二一名 一綴

ハ 酸川のはしの詞 一通

ニ 常磐橋碑文（拓本） 一枚



41 栗子山新道開通式祝詞及式次第 明治一四年一〇月 一綴

三島通庸・田辺新七郎・金井之恭祝詞 式場図 式次第

42 新道碑文及祝詞

イ 碑文ノ件ニ付伊藤十郎平報告 一綴

ロ 雄勝三嶺新道碑文 一綴

ハ 詠磐石新道長歌並反歌 一通

ニ 関山隧道関係碑文類 一綴

ホ 上山新道碑記 一綴

ヘ 万世大路関係碑文・祝詞類 一綴

四八三、 産業・金融

1 最上郡開墾ノ儀ニ付伺 三島県令 大久保内務卿宛 明治一一年五月 一綴

地方庁資力不足内務省直轄開墾ノ件

2 草薙村開村ニ付誓約書 薄衣孫右衛門（鶴岡）・石川政信（草薙村）外一一名 明治一四年七月一九日 一綴

3 南村山郡開墾民ノ歎願書羽嶋利兵衛（藤吾村）外一一名 明治一四年一〇月 一綴

村上楯朝郡長ノ開墾指揮継続歎願

4 上山付近新田開発見込図面 一枚

5 木綿殖産ノ建議 伊藤佑忠（三等属） 明治一二年一二月六日 一綴

6 虫害対策ニ付献言書 阿部六兵衛（南村山郡） 明治一四年九月一二日 一綴

7 農業振興意見 一綴

農学校開設 洋式農法採用（同文三部）

8 桑苗植付奨励ニ関スル達 三島県令 区・戸長宛 明治一〇年一二月五日 活版 一綴

（付）植付届書及苗木拝借願書（雛形） 区・戸長心得書

9 後田開墾場蚕室之図 二枚

10 山形県製糸場関係書類 明治一五年五月四日

イ 山形製糸場開業式訓示 深津大書記官 一綴

ロ 祝詞 山形製糸場同盟人 一綴

ハ 山形県製糸所全図 一枚

ニ 繰糸場建図 一枚

11 勧業試験場千歳園図面 一綴

（第二事務所行幸時ノモノ）

12 養鶏資金調書 一綴

（家鶏豢養所ノモノカ）

13 明治一七年山形県統計表 活版

イ 山形県物産調 輸出表 輸入表 面積周囲広袤調 戸数人口民有地並地価調外 一綴

ロ 輸出物品賃金表 一枚

ハ 輸入物品賃金表 一枚

14 民有林栽培意見書 中村政之助（八等属） 明治一三年二月一七日 一綴

栽培方法九ケ条



15 官林木払下ゲノ件内達 西郷農商務卿 三島県令宛 明治一四年一二月二四日 一枚

止ムヲ得ザルノ外払下ゲズ

16 来生彦左衛門有功事蹟取調書 来生彦左衛門（飽海郡） 明治一九年六月二五日 一綴

植林・開墾等先代ノ事蹟

17 私立勧業之儀ニ付上申書 信太歌之助（銅山開坑人） 三島県令宛 明治一〇年一一月 一綴

県内資金ヲ集メ興業ニ付全権委任希望

18 田川郡石炭山開採之儀ニ付伺 三島県令 大久保内務卿宛 明治一一年五月 一綴

政府直轄着手ノ件 （付）油戸邑石炭分析表

19 石脳油試坑履歴書 細谷荘右衛門（西村山郡） 明治一四年一〇月一一日 一綴

飽海郡草津村石脳油試坑以来ノ事歴及現状

20 国立銀行創立ノ件ニ付内達 大蔵省 三島県令宛

イ 金禄公債証書ニヨリ国立銀行創立許可ノ件 明治一〇年三月 一枚

ロ 士族中不適当ナル出願者ニ注意 明治一〇年八月 一綴

21 会社株主資格ノ件取締方内達 左大臣熾仁親王 三島県令宛 明治一四年五月六日 一枚

会社ニ直接関係ノ職務アル者株主タルハ不都合ニ付取締ノコト

22 本間信十郎卜和解致シ難キ始末上申 本間光美 明治八年九月 一綴

23 常平局御用米納入一件書類 明治一四・一五年 一綴

酒田渡辺作左衛門常平局御用米納入ニ不都合アリタル件常平局・県当局往復文書

四八四、 教育・宗教

1 鳴鶴・操松両校開業式次第（同文二部） 明治八年七月一日 一綴

2 鶴岡学校新築費ニ付願書案 明治九年四月七日 一綴

小野組預金ノ内一時立替下渡シ願 （付）学校建築係添書

3 大山村小学校建築諸払調 （付）貴島宰輔添書 明治九年一一月一五日 一綴

4 学資金保続ノタメ公債買下ゲノ件内達 内務・大蔵省 三島県令宛

イ 学資寄付金ヲ以テ公債買下ゲ希望ノ学校大蔵省ヘ申出ノコト （付）公債定価調 明治八年一二月 一綴

ロ 政府売下ゲ公債中一部中止・一部定価改正ノ件 明治一〇年四月 一綴

5 土生田学校落成式祝詞 清水常吉（北村山郡巡校掛） 明治一二年九月一二日 一枚

6 山形県師範学校生徒祝辞綴 明治一二年一一月 二綴

伊藤内務卿臨視ニ際シ祝辞

7 山形県師範学校付属女学校生徒作文綴 明治一二年一一月 一綴

8 済生館関係書類

イ 済生館改進法建議 教頭老烈 （付）館長添書（二部） 明治一四年七月 一綴

ロ 老烈教頭ト筒井館長トノ不和解消ノ件深津書記官報告書 一綴

9 六県〓合医学校設立ニ付取調依頼 深津大書記官 島田内務少書記官宛 明治一四年一一月二一日 一綴

陸羽六県〓合医学校設立決定ニ付費用支出方法等取調願 （付）〓合衛生会決議案及説明 蒟蒻版

10 府県長官ニ対シ教育ニ関スル演述控 福岡孝弟（文部卿） 明治一四年一二月一七日 活版 一綴

11 師範学校長上申案 斎藤篤信 明治一五年三月 一綴

修身科授業・付属小学校ノ件外



12 酒田中学校下付金取扱方伺 深津大書記官 三島県令宛 明治一五年五月三一日 一綴

下付金学務委員ノ所管ヘ移シ郡役所ノ管理ヲ請ケシムル件 （付）郡役所ヘ達案 学務委員ノ伺書案及取扱規程

13 元山形県令三島閣下之臨校ヲ祝スル文 横山八次（高等二級生） 明治一五年九月一一日 一通

14 鶴岡県小学校建築絵図面 四枚

15 山形県師範学校縮図 二枚

16 朝暘学校石碑拓本 一枚

17 大物忌神社関係書類

イ 神官任状行違ノ件上申 吉田清英 三島県令宛 （付）神官補任状写 明治八年一二月二四日 一綴

ロ 蕨岡・吹浦両口紛争ニ付県社寺課常世長胤蕨岡村鳥海時雨郎等ニ与シ収賄ノ件吹浦村側上申書（二部） 一

綴

ハ 宝永元年鳥海山中郡境調停書類（裏図面） 一枚

ニ 大物忌神社社格之儀ニ付願 （付）大物忌神社昇格請願趣意書 石神喜平次（宮司）外四名 山県内務卿宛 一

綴

ホ 神社及麓拝殿之図 一枚

18 鳥海山大物忌神社並月山神社由緒 一綴

19 出羽三山維持会設立ノ儀ニ付伺 波多野春万侶（宮司） 柴原知事宛 明治二〇年九月 一綴

（付）三山維持会意趣書 官国幣三山神社維持会規則

20 由豆佐売神社上地之儀ニ付願 今野玉記（田川湯村） 吉田県令代理宛 明治九年三月一〇日 一綴

上地ノ山林払下ゲ願書 （付）村長宛取扱所添書

21 草薙神社創設関係書類 明治一一年一二月 一部活版 一綴

県指令案 神社明細雛形 県令宛願書 （同文四部）

22 三島公ノ分霊奉〓願 富沢寿昌 柴山景綱宛 明治二二年二月二六日 一綴

栗子山母智尾神社ヘ合祭

23 庄内神社境内場所割リ 二枚

四八五、 地図・図面

1 山形県全図 一枚

2 山形県全図

イ 明治一二年 活版 一枚

ロ 明治一七年 活版 一枚

3 酒田県管下大・小区別図面 一枚

飽海・田川郡

4 山形県管下大・小区別図面 二枚

5 村山各郡関係地図

イ 北村山郡関山付近 一枚

ロ 同東根村 二枚

ハ 北村山郡・最上郡境猿羽根山付近 一枚

ニ 山形市街図 一枚

ホ 西村山郡睦合・月岡付近 一枚



ヘ 同寒河江付近 一枚

6 置賜各郡関係地図

イ 南置賜郡米沢付近 一枚

ロ 同米沢・高畠付近 一枚

ハ 米沢市街図 二枚

ニ 東置賜郡赤湯村付近 一枚

ホ 同二井宿村付近 一枚

ヘ 同亀岡・高畠村付近 一枚

ト 西置賜郡小国付近 一枚

チ 改正第八大区全図 一枚

7 東田川郡関係地図 一枚

余目村付近

8 山形・仙台方面里程図 一枚

9 山形・女鹿間里程図 二枚

酒田経由（二部）

10 建築図面 一綴

福島県関係

四八六、 引継書類 三島通庸ー赤司欽一 明治一七年一二月

1 引受書総目録 明治一七年一二月二五日 一綴

2 県治事務演説引受書 （一号） 二綴

（付）管内人口戸数引受書

3 内記課簿冊引受目録 （二号） 一綴

4 庶務課事務演説書引受目録 （三号） 一綴

5 庶務課簿書引受目録 （四号） 一綴

6 庶務課帳簿目録 一綴

7 土木課事務演説書引受目録 （五号） 一綴

8 土木課演説書付属書類引受目録 （六号） 一綴

9 土木課簿書引受目録 （七号） 一綴

10 土木課備品引受目録 （八号） 一綴

11 衛生課事務引受演説書 （九号） 一綴

12 衛生課簿書引受目録 （一〇号） 一綴

13 収税課事務演説引受書 （一一号） 一綴

14 収税課簿冊引受目録 （一二号） 一綴

15 収税課簿書引受目録 （一三号） 一綴

16 一三号付属書 五綴

（1） 訴訟並文通界紙及証券印罫紙廃品現在高引受目録

（2） 地券用紙現在高引受目録

（3） 諸鑑札現在高引受目録



（4） 証券印紙並煙草印紙廃品現在高引受目録

（5） 証券印紙ノ内損傷印紙現在高引受目録

17 収税課備品引受目録 （一四号） 一綴

18 会計課事務演説書引受目録 （一五号） 一綴

19 一五号付属書 二一綴

（1） 明治一七年度諸費予算調

（2） 会計規定

（3） 金銭出納処務順序

（4） 明治一七年一一月二五日現金有高表

（5） 同日末渡金明細書

（6） 明治一七年度雑収入予算調

（7） 出納勘定目録及決算証書調

（8） 放債金調書

（9） 農商務省仕訳書

（10） 開拓資本金調書

（11） 税外収入等天号証調

（12） 貸下金証書調

（13） 儲蓄籾所在調

（14） 国立銀行及銀行類似会社表

（15） 為替方抵当仕訳書

（16） 各郡役所為替方抵当

（17） 明治一七年度賦金予算調

（18） 据置金区分調書

（19） 壬申安石代二割間金調書

（20） 社倉穀資本金調書

（21） 第百銀行預ケ金調書

20 会計課簿書引受目録 （一六号） 一綴

21 一六号付属書 七綴・一袋

（1） 出納金銭引受目録

（2） 備品引受目録

（3） 消耗品引受目録

（4） 調理未済件数引受目録

（5） 第六〇国立銀行公債証書預引受目録

（6） 諸調書引受目録

（7） 計算表

（8） 貸長家引受目録及絵図面

22 会計課明治一七年度経費及徴税費実費調 一綴

23 現金調書 一綴



24 兵事課事務演説書引受目録 （一七号） 一綴

25 兵事課簿書引受目録 （一八号） 一綴

26 学務課事務演説書引受目録 （一九号） 一綴

27 学務課簿書引受目録 （二〇号） 一綴

28 学務課簿冊引受目録 （二一号） 一綴

29 勧業課事務演説書引受目録 （二二号） 一綴

30 勧業課簿冊引受目録 （二三号） 一綴

31 勧業課簿冊及属具引受目録 （二四号） 一綴

郡山農学校

32 勧業課簿書引受目録 （二五号） 一綴

若松出張所

33 勧業課備品引受目録 （二六号） 一綴

若松出張所

34 警察本署事務演説引受書 （二七号） 一綴

35 警察本署警察費引受目録 （二八号） 一綴

36 警察本署警察費引受証憑 一綴

37 警察本署簿書引受目録 （二九号） 一綴

38 各警察署事務演説引受書 （三〇号） 一綴

39 福島警察署事務引受目録 （三一号） 一綴

40 桑折警察署事務引受目録 （三二号） 一綴

41 中村警察署事務引受目録 （三三号） 一綴

42 平警察署事務引受目録 （三四号） 一綴

43 白河警察署事務引受目録 （三五号） 一綴

44 須賀川警察署事務引受目録 （三六号） 一綴

45 郡山警察署事務引受目録 （三七号） 一綴

46 若松警察署事務引受目録 （三八号） 一綴

47 喜多方警察署事務引受目録 （三九号） 一綴

48 坂下警察署事務引受目録 （四〇号） 一綴

49 国事・贋貨紙幣・常事秘密事務引受目録 一綴

50 監獄本署事務演説書引受目録 （四一号） 一綴

51 監獄本署簿書引受目録 （四二号） 一綴

52 四二号付属書 六綴

（1） 庶務係付属簿書引請目録

（2） 付属物品引受目録

（3） 会計金銭引受目録

（4） 敷地及建坪引受明細調

（5） 工業係諸機械引受目録

（6） 為替抵当品引受目録



53 監獄若松支署事務演説引受書 （四三号） 一綴

54 監獄若松支署簿書引受目録 （四四号） 一綴

55 四四号付属書 三綴

（1） 敷地並建坪引受明細調

（2） 工業諸機械引受目録

（3） 付属物品引請目録

56 監獄中村支署事務演説引受書 （四五号） 一綴

57 監獄中村支署簿書引受目録 （四六号） 一綴

58 四六号付属書 二綴

（1） 敷地及建坪引受明細調

（2） 付属物品引請目録

59 監獄平支署事務演説引受書 （四七号） 一綴

60 監獄平支署簿書引受目録 （四八号） 一綴

61 四八号付属書 三綴

（1） 出納金員調引請目録

（2） 敷地並建坪引請明細調

（3） 付属物品引請目録

62 監獄白河支署事務演説引受書 （四九号） 一綴

63 四九号付属書 一綴

敷地並建坪引受明細調

64 監獄白河支署簿書引受目録 （五〇号） 一綴

65 監獄白河支署備品引受目録 （五一号） 一綴

66 事務引継困難ケ条 一綴

四八七、 県政一般

1 赤司新県令ノ施政 明治一八年 一綴

人事及県庁移転問題ニオケル無能・任地不在等秕政報告

2 県庁移転ニ関スル建議

イ 岩瀬郡須賀川ヘ移庁ノ建議 小山優吉 （付）岩瀬郡長添書 明治一五年五月三日 一綴

ロ 安積郡桑野村ヘ移庁ノ建議 開成社外開墾社総代 明治一五年一一月一〇日 一綴

ハ 郡山ヘ移庁ノ建議（二部） 一綴

3 勅諭ニ付芳川東京府知事ノ通知 県令宛 明治一五年一一月二四日 一綴

軍備拡張ニ付地方官ヘ勅諭 増税尽力ノコト（同文二部） （付）勅諭

4 若松大火ニ付中条署長報告書 明治一六年五月一日 一綴

被害調査 原因ハ放火カ （付）張リ文ノ上申 若松平民斎藤八四郎 張リ文写 村上少書記官添書

5 明治一六年新年式ニ付達 三島県令 各郡役所・警察署宛 明治一五年一二月二一日 活版 一綴

6 交通・宿泊費報告 一綴

宇都宮マデ往復ノ分

7 暗号ニ関スル書類



イ 農商務書記官ヨリ県令宛暗号改正通知 （付）暗号表 明治一五年九月八日 一綴

ロ 秘事暗号ニ付県令ヨリ各郡長宛内達 （付）暗号表 （同文三部） 明治一五年一二月一三日 一綴

8 県令宛通知

イ 陪食会通知 徳大寺宮内卿 明治一五年一一月三〇日 一枚

ロ 神嘗祭参拝ノ儀ニ付達 徳大寺宮内卿 （付）内務書記官添書 明治一六年一〇月一二日 一綴

ハ 出頭通知 内閣書記官 明治一六年一〇月二九日 一通

ニ 観菊会案内状 杉宮内大輔 （付）心得書 内務書記官添書 明治一六年一一月一〇日 活版 一綴

ホ 馬匹献上許可通知 宮内書記官 明治一七年七月四日 一枚

9 福島県令宛公信電報 （六部） 一綴

10 三島県令転任ニ関スル書類

イ 福島三島県令ノ儀ニ付建言宇作見順吉外（磐城国楢葉郡） 山田内務卿宛 明治一六年一〇月二〇日 一綴

ロ 栃木県令兼任祝辞 友野信平 明治一六年一一月 一通

ハ 上書 諏訪伊助外四名（日新館総代） 明治一七年八月一四日 一綴

ニ 福島県民情上申 宮川正治・桑野礼行（郡長総代） 明治一七年一二月六日 一綴

四八八、 制度・組織

1 府県会規則ニ付意見書 村上少書記官 明治一五年一一月一六日 一綴

内務卿指揮ノ権限ヲ明確ニスベシ外 （付）添書

2 府県制度改正案 明治一五年一一月二二日 蒟蒻版 一綴

府県会規則・地方税規則・府県官職制ニ関スル改正案 （付）意見諮問ノ件内務卿内達 漏洩防止ノ件添書

3 内務省公達案ニ付意見書 三島県令 明治一五年一一月二五日 一綴

郡区長月俸・戸長撰任及辞令・郡区吏員給料支弁・府県会常置委員ノ件

4 内務卿演説 明治一五年一一月二七日 石版 一枚

地方警察費額ト巡査人員トノ比例ヲ大差ナカラシムル件

5 府県制度改正意見 島岩手県令

イ 府県会規則中議場整理ノ条ニ付議場ニオケル警察権強化上申 （付）三島県令宛添書 明治一六年三月一日 一

綴

ロ 議長ノ求メナクトモ警察官臨監セシムル件伺 明治一六年三月三日 一枚

ハ 政党撲滅ノタメ府県制度改正急務 府県再編案ノ大要 明治一六年 一綴

6 戸長懲戒処分ニ付訓示 山田内務卿 三島県令宛 明治一五年七月一日 一綴

公金遺失ニ付テハ官吏懲戒例ニヨリ処分ノコト （付）明治一四年山吉福島県令伺

7 行政官吏服務紀律 明治一五年七月二七日 活版 一綴

（付）服務紀律説明 官省院庁府県宛三条太政大臣内達

8 郡長雑給予算之儀ニ付上申（同文二部） 村上少書記官（県令代理） 山田内務卿宛 明治一六年二月二七日 一綴

（付）明治一五年度前半期郡長雑給実費調 明治一六年度郡吏員給料旅費及庁中費予算県会議案中雑給予算 明治一六年

度郡長雑給予算

9 菊多・磐前・磐城郡戸長改撰関係書類

イ 戸長当撰者及採任之儀上申 廻三郡郡長 村上少書記官宛 （付）戸長当撰高点表 戸長採挙人名表 明治一六年

三月一四日 一綴



ロ 戸長改撰事務執行〓末並概況調 （付）県令宛廻郡長添書 明治一六年三月一五日 一綴

10 文官撰挙内規ニ関スル書類

イ 文官撰挙内規 （付）慰労内規 三条太政大臣内達 明治一五年一二月二六日 一綴

ロ 撰挙内規ニ付各省伺及回答抄録 （付）内閣書記官長添書 明治一六年六月一一日 一綴

ハ 回答一部訂正ノ達 （付）内務書記官添書 明治一六年六月二八日 蒟蒻版 一綴

ニ 郡長奏任ヘ撰挙ノ件山田内務卿内達 三島県令宛 明治一六年九月四日 一枚

11 町村事務諮問会関係書類

イ 町村事務諮問条件 山田内務卿 三島県令宛 （付）諮問会開会通知 明治一六年一一月一七日 蒟蒻版 一綴

ロ 町村事務諮問ニ付在京地方長次官意見 （付）山田内務卿宛芳川東京府知事（在京地方長次官総代）添書 明

治一六年一二月四日 活版 一綴

ハ 町村吏員心得草稿 明治一六年一二月 活版 一綴

12 金銭出納事務ニ付達案 明治一六年二月三日 一綴

各課署金銭出納事務ハ会計課ヘ引渡シノコト （付）佐治六等属決裁伺

13 戸長役場管理町村之儀ニ付上申 三島県令 山県内務卿宛 明治一七年五月二七日 一枚

五月七日付訓示ニヨル戸長役場分割ハ不当ニ付据置キ上申

14 会計上ノ問題ニ付伺 村上少書記官 三島県令宛 明治一六年六月二五日 一綴

矢部潔担当ノ負債県庁ヘ引取リノ件外

15 監獄署用材ノ件上申 村上少書記官 三島県令宛 明治一六年七月九日 一綴

一等官林及神社上地林ヨリ払下ゲ許可願

16 監獄署規則改正案 大浦則恭（副典獄） 明治一七年一月二三日 一綴

福島・栃木両県監獄署諸規則ニツイテ

17 警察区画改正ニ付建言書 竹下弥太郎（棚倉署々長心得） 三島県令宛 明治一七年七月二〇日 一綴

棚倉署ヲ白河署所属分署トセル改正ニ反対 （付）東白川郡全図

四八九、 人事

1 福島県職員録 一冊

明治一六年度 明治一七年一月新任マデ

2 福島県郡吏職員録 一冊

明治一六年度 明治一七年一月新任マデ

3 福島県町村戸長職員録 一冊

明治一六年度 明治一七年一月新任マデ

4 福島県職員録 活版 一冊

明治二一年七月一日改正

5 町野東白川郡長上申書 三島県令宛 明治一五年六月二九日 一枚

橋本庸行郡書記採用取消シノ件

6 日向警部ノ儀ニ付上申書 中条若松署々長・沼沢河沼郡長・折田警部 村上少書記官宛 明治一五年一〇月二七日 一枚

日向勝見土木課員命ゼラレ福島赴任ノ件延期願

7 椎原石川署々長上申書 明治一五年一二月二九日 一枚

当署詰巡査賞与ノ件



8 佐藤耶麻郡長上申書 明治一六年一月四日 一綴

郡書記昇級・採用・処分ノ件

9 廻菊多・磐前・磐城郡長上申書 明治一六年一月一七日 一枚

奥野音門郡書記採用ノ件

10 沼沢河沼郡長上申書 明治一六年三月一九日 一綴

砂河・柴山両郡書記昇等願 （付）砂河・柴山履歴書 村上少書記官添書

11 職員採用ノ件ニ付回答 三島県令宛

イ 大蔵省職員採用承諾 松方大蔵卿 明治一五年 一枚

ロ 玉利武助巡査部長採用了承 樺山警視総監 明治一六年 一枚

12 任用報告書 村上少書記官 三島県令宛 明治一七年四月一七日 一枚

芳賀郡書記橋口常彦当県任用両県兼務ノ件

13 伊集院福島署々長具状書 明治一七年八月二八日 一綴

大河内巡査ガ元巡査大平徳次ノ醜行ヲ福島新聞ヘ投書セシハ松田前署長ノ指示ニヨル （付）大河内巡査開申

書 証拠書類 内偵者上申書

14 西白河・岩瀬両郡々長荒賀直哉ニ関スル書類

イ 荒賀西白河郡長着任報告ー事務錯雑官衙ニアルマジキ体裁 明治一五年五月 一綴

ロ 岩瀬郡民ノ郡長留・改任要求（四部） 明治一六年八・九月 一綴

ハ 荒賀前郡長ノ郵便局人事ニ付開申 橋本伝右衛門（岩瀬郡） 明治一七年一〇月 一綴

15 伊達郡長柴山景綱ニ関スル書類

イ 奏任官推薦書類（三部） （付）履歴書 明治一六年二・六・一一月 一綴

ロ 福島県ヘ再任ノ悃願書 植松琢磨 明治二〇年三月 一綴

ハ 県官ヘ再任ノ願書 明治二〇年五月 一綴

16 郡長更迭歎願書 斎藤義一（伊達郡） 明治二〇年一二月九日 一綴

高木郡長製糸業扶桑社郡治上妨ゲァリトテ解散ノコト知事ニ謀ル ソノ他秕政多ク更迭ノコト歎願

17 原作蔵外四名推薦状 横川源蔵 明治一五年一二月 一綴

18 自薦状 四綴

島〓恒・小瀬秀太郎・小沢寅吉．白戸当能

19 大河内頼安外五五名名簿 一綴

20 人事・地方税関係控 一綴・一枚

四九〇、 租税

1 明治一四年度府県地租及地租割一覧表 一綴

全国府県地租及地租割ト歩合及平均表

2 娼妓貸座敷賦金支払内達ノ訂正 山田内務卿・松方大蔵卿 県令宛 明治一五年二月一八日 活版 一枚

3 明治一六年度賦金調 明治一六年一一月一五日 一綴

賦金予算差引調 別途金仕払調 （付）県令宛村上少書記官添書

4 地租納期ニ付上申書 石黒福井県令外七県令 明治一六年一一月一七日 活版 一綴

納期延期申立ノ件ニ付各県令宛協議書 地租納期ノ儀上申 （付）藤村山梨県令添書

5 収税長撰任ニ付内訓 松方大蔵卿 明治一七年五月二〇日 一枚



6 地方税等収支金取扱願 村上光雄（第六〇国立銀行） 明治一七年六月 一綴

北会津外三郡収支金取扱第三一国立銀行ヨリ譲渡ノ件

7 各郡長ヘ県令諭達之大意 明治一七年七月一四日 一綴

国・地方税徴収ニ付注意 開道式ニ備エ道路修補ノ件

四九一、 士族

1 一般殖産華士族授産伺並ニ規則方法概略 明治一一年三月 一部活版 一綴

一般殖産及華士族授産方法・安積郡内開墾方法 三条太政大臣宛大久保内務卿伺 （付）禀議スベキ旨内務卿内

達

2 士族授産ノ方法ニ付上申 三島県令 三条太政大臣宛 明治一五年五月三〇日 一綴

各府県士族戸数ニ応ジタル資本金ヲ地方長官ニ委任ノコト（同文三部）

3 久留米開墾社関係書類

イ 久留米開墾社紛議落着ニ付山田内務卿宛山吉福島県令上申書 （付）太田栄外二名・森尾茂助外二名双方ノ

請書 明治一五年一月二五日 一綴

ロ 太田栄外二名ノ開墾資金拝借願ー久留米開墾社元分離員五四戸財産分割遷延ニ付困窮 （付）九等属渡辺三

平

決裁案伺 明治一五年二月八日 一綴

ハ 久留米開墾社報告書ー改称及役員改選ノ件 明治二〇年一一月一四日 一枚

4 安積郡開墾士族補助願 一枚

5 士族就産係人事ノ件 海老名季昌 明治一五年一二月一〇日 一枚

米野庫ノ採用不都合

6 会津士族就産実施ニ付報告書

イ 開衙．着手ノ順序協議 若松出張横川一等属 （付）受書・調印日割・区画及御用係人名 村上少書記官添書

明治一六年二月二六日 一綴

ロ 横川一等属出張復命書ー出願人査定・受書調印・資金貸与ノ次第 （付）御用係演説筆記 就産人宛松平容保

申入書 什長心得書 願書・履歴書・戸籍調書類書式 明治一六年四月 一部活版 一綴

7 若松市中什長撰任区割表 笠間留治郎外二名 明治一六年四月七日 一綴

（付）什長給料ニ付願書

8 会津士族就産ニ付和田勇（勧業課）報告書

イ 若松大火士族類焼届 （付）就産士族類焼戸数人数業種別内訳 明治一六年五月一一日 一綴

ロ 会津士族就産概況（付）就産士族製造物品報告表 明治一六年八月二四日 一綴

9 会津溟〓会大意 明治一六年二月二五日 一綴

就産金御貸与ニ付運営ノ大略

10 会津士族上申書 内田藤八外二名 明治一七年一二月二五日 一綴

就産精進ノ心根新令公ヘ御申継乞ウ

11 旧会津藩士族就産金貸下方法調 福島県 明治二〇年四月 一綴

就産不成功ニ付資金処分新方針伺 （付）就産金現在調外資料（五部）

12 旧棚倉藩士族授産金拝借願 中島久外九名 明治一六年九月二〇日 三綴

（付）養蚕・製糸予算調書 東白川郡長副申（同文三部）



13 本郷地方旧藩士ノ前途目的 一枚

陶器出荷・返済金上納ノ方法

14 就産資金拝借之儀ニ付再懇願 神尾永之助外一四名（秋田県士族） 秋田県令宛 明治一六年五月一四日 一綴

（付）収没家禄金精算書 開墾費予算書 収穫予算調

四九二、 水利・開墾

1 移住者貸与金及土地取扱方法 福島県 明治一五年三月 一綴

信夫郡及伊達郡内新道新宿駅付近開墾移住者ヘ資金・土地貸付方法

2 猪苗代湖疏水一覧表 農商務省安積疏水係 明治一五年九月 一枚

3 安積疏水通水式関係書類 明治一五年一〇月一日

イ 式執行順序及式場図 一綴

ロ 岩倉具視・徳大寺実則・松方正義・西郷従道祝辞 一綴

4 三島県令式辞 明治一五年 一枚

5 獄則違犯被告人調書 明治一六年三月二〇日 一綴

馬場益蔵重禁錮処刑中通水式費用割賦取戻シノ件ニ付外部ト通信セシ件

6 水門番及川筋取締人心得書 明治一六年四月一八日 一綴

（付）堀割筋取締方之儀ニ付伺

7 水路維持方法取調ノ達 西郷農商務卿 明治一六年五月四日 一綴

猪苗代湖疏水事業追テ県ヘ引渡ノタメ維持方法取調ノコト （付）村上少書記官宛県令指図書 疏水係費用予算

表

8 疏水路壱ケ年修繕予算調 一綴

9 猪苗代湖疏水ニ付建言書 小林久敬（岩瀬郡） 明治一六年一一月一八日 一綴

現疏水安積郡ノミヲ利ス 岩瀬郡ニ新設建言 （付）明治一一年伊藤内務卿宛建言書写

10 安積疏水記念会招待状 川口半右衛門外五名（疏水関係人民総代） 三島通庸宛 明治二〇年一〇月一〇日 一枚

疏水民間保管記念会ニ臨席乞ウ

11 水田潅〓ノ法ヲ振興スルノ議 熱海貞爾（宮城県士族）・諸橋民三（新潟県平民） 明治一六年九月 一綴

12 伊達郡茂庭付近水路測量図 一枚

13 伊達郡湯野村堰碑文 寛永一〇年・正徳三年 一綴

四九三、 産業・金融・交通

1 養蚕資金拝借願 津田種作・種助（伊達郡） 県令宛 明治一五年四月三〇日 一綴

2 白河製糸会社ヘ貸付ニ付第一国立銀行預リ書類 明治一五年七ー九月 一綴

地券ヲ抵当トスル件ニ付岩淵白河製糸会社々長宛承諾書 鈴木惣右衛門外一七名（岩瀬郡西川村） （付）岩瀬

郡長ノ 地券預リ証書・西川村戸長ノ添書外

3 生糸荷造所創設ニ付意見 渋沢栄一 明治一五年八月二四日 一綴

県庁ハ保護ニトドマリ不干渉ノ方シカルベシ （付）生糸荷造所創設ニ付必要ノ件々

4 県下各製糸器械所ノ沿革 明治一五年 一綴

二本松・白河町・川俣村・喜多方町各製糸器械所ノ沿革

5 福島県下巡遊記抜書之略 大河原源五郎（田村郡） 明治二〇年二月 活版 一綴

各郡蚕糸業概況



6 蚕糸改良ニ付上申書

イ 自由製造主張ノ者扶桑社ヲ妨害粗製濫造 安藤寅之助外三〇五名 明治二〇年五月 一綴

ロ 粗製濫造防止願 安藤寅之助外各郡総代 明治二〇年六月二八日 一綴

ハ 蚕糸改良ノタメ柴山景綱福島県ヘ赴任ノ件上申 安藤寅之助 明治二〇年七月五日 一綴

7 産馬方法起立概略 八田部五兵衛 明治一五年二月 一綴

西白河郡西郷産馬組来歴

8 牧馬ニ関スル意見書 神尾吉弘

イ 牧畜意見上申書 （付）貸付方法・馬戸籍証雛形（同文二部） 明治一六年二月 一綴

ロ 産馬改良奨励法ノ大略 明治一六年一〇月 一綴

9 須賀川産馬会社関係書類

イ 村上少書記官上申書─利益金貸付ハ官ノ保護ト民間拠金ニ対シ不都合ニ付社長官選スベシ 明治一六年三月 二日 一

綴

ロ 現社長解職ニ付村上少書記官上申書─委員自由主義ノモノ多ク官選ニ反対 影山ヲ官吏侮辱ニテ処刑ノ上ナラバ 針

路ヲ転ズベシ （付）委員・県当局間交渉書類（甲・乙・乙′計三部） 明治一六年五月九日 一綴

ハ 橋本七郎（岩瀬郡）ノ建議─該社自由党ノ巣窟ニ付改良方法及資金拝借願 明治一七年一〇月 一綴

10 軍馬局生駒交換規則 一枚

軍馬ニ関シ軍馬局・県庁間ノ交換規則

11 印刷業者ヘ資金貸付ノ件 明治一五年六月 一綴

県庁御用印刷業者ヘ賦金ヨリ資金貸付ノ件ニ付県・内務省間往復文書 （付）警保局長・横川一等属添書

12 官金貸付諸会社調査復命書 柴山貞固（勧業課） 明治一五年六月三〇日 一綴

人参改良及紡織業弘業会社・マッチ製造穉松社・喜多方製糸会社ノ営業調査報告 （付）横川一等属宛添書

13 貸下金返納延期願 佐藤泰次（社長）外一名 明治一六年五月 一綴

弘業会社営業報告及明治一六年度以降見込

14 殖産資本金拝借願 阿部茂兵衛（安積郡） 明治一七年五月 一綴

（付）物産方履歴書

15 煙草製造ノ実況 一綴

製造高減少ノ原因 検査ノ実況

16 安積郡金山由来 菅原雪斎 明治二〇年一月一一日 一綴

原石御見分・高籏山金山開山上申

17 巡視請願書 白井遠平外四名 三島土木局長宛 明治一七年一二月一六日 一枚

磐前郡殖産ソノ他起工事業ニ付御出張巡視願ウ

18 日本銀行条例ニ付内達 松方大蔵卿 県令宛 明治一五年七月一日 一枚

19 公債証書紛失届ニ関スル内達 松方大蔵卿 県令宛 明治一五年一二月二七日 一枚

20 日本鉄道会社書類

イ 特許条約書（同文二部） 明治一四年 活版 一綴

ロ 定款 明治一四年 活版 一綴

ハ 定式臨時総会議事規則 活版 一綴

ニ 理事委員選挙手続ノ事 株金払込期限ノ事（同文二部） 活版 一綴



ホ 建議三一番議員 一枚

ヘ 創立委員氏名 理事委員投票氏名 役員報酬ノ事 一綴

ト 内務・大蔵卿宛伺ー株金収受及利子配賦ヲ銀行ニ掌理セシメズ県庁管掌トスル件 山形・福島・群馬・埼玉

県令 明治一五年六月一四日 一綴

チ 株金並利子収配取扱ニ付県庁宛社長吉井友実依頼状 （付）取扱順序概略 明治一五年一一月 一綴

リ 日本鉄道会社株金加入高調 三宅菊多・磐前・磐城郡長 明治一五年一二月二九日 一綴

ヌ 三島通庸加盟証書送付願 （付）盟約之証（二枚） 深津無一添書 明治一六年三月 一綴

ル 株式仮券状 （付）庶務課添書 明治一六年八月 活版 一綴

ヲ 日本鉄道会社振興策建言 折田正介（安積郡長） 明治一七年 一綴

ワ 三島通庸宛常乗証送付通知 明治一九年一二月 活版 一枚

21 会津地方鉄道布設ノ件ニ付拝謁願 稲田綱吉（福島県） 三島総監宛 明治二〇年一〇月二日 一綴

22 若松馬車鉄道築造仕様目論見書 一綴

若松・郡山間

23 岩越鉄道線路図 一枚

郡山・新津（新潟県）間

24 海漕業ノ実況 森沢徳夫 明治一六年三月 一綴

明治一四年ノ実況 海漕ノ便ヲ開キ海軍ノ拡張ヲ望ム

25 猪苗代湖蒸汽船修繕費拝借願（同文二部） 内国通運会社蒸汽船取扱所株主総代五名 明治一六年一一月二二日 一綴

（付）出納表及発船時刻表 村上少書記官添書 郡長代理添書 武藤勧業課七等属決裁案伺

四九四、 衛生・教育・宗教

1 明治一四年度病院費ノ儀ニ付伺 山吉福島県令 土方内務大輔宛 明治一四年八月一九日 一綴

病院費中地方税支弁分県会議決額ニテハ維持不能

2 須賀川病院存続歎願書 内藤八十八外一九名 三島県令宛 明治一五年一二月 一綴

病院地所・建物・産馬会社株券郡長名儀ニ書替方歎願（同文二部） （付）荒賀岩瀬郡長添書

3 病院維持ニ付願書 関良一（私立若松病院） 県令宛 明治一七年六月 一綴

経営困難ニ付監獄囚徒治療委任希望

4 幼学綱要下付ニ関スル書類 横川一等属 明治一五年一二月一五日 一綴・一枚

管下学校ヘ頒布ノタメ二千部下付ノ上申書決裁案伺 （付）勅諭（同文二部）

5 郡山農学校長ノ件禀議 村上少書記官 三島県令宛 明治一六年五月八日 一綴

校長給料県会否決ニ付安積郡長ニ兼務サセタシ （付）文部省宛福井県伺（電報）

6 教育令改正ニ付建言 三島県令 福岡文部卿宛 明治一六年一〇月 一綴

学務委員官選 俸給地方税支弁 協議費中学資怠納者モ公売処分適用

7 福島医学校規則改正ノ件禀議 村上少書記官 三島県令宛 明治一七年五月一九日 一綴

職制並事務章程改正ニ付文部卿宛伺案 （付）更正案

8 我塾新成ニ付所感（同文三部） 堀江章 明治一七年七月 活版 三枚

9 祝辞 明治一七年一二月 一綴

三島前県令新令ト共ニ学校巡回ノ際祝辞（四部）

10 日新館報告書 明治一八年四月 活版 一綴



第三回報告 明治一七年日新館維持費金請払仕訳明細書 （付）添書

11 伊達郡霊山神社関係書類

イ 神格昇進ノ件ニ付意見 湯川潔（社寺局） 明治一六年七月一七日 一綴

ロ 図面 三枚

12 伊達郡国司神社創建願 佐藤多賀知（願人総代） 村上少書記官宛 明治一七年三月 一綴

13 都都古別神社関係書類

イ 棚倉城趾ヘ御復遷ノ儀上申 有本久豊（宮司）外三名 （付）信者懇願書 一綴

ロ 神社復遷略図 一枚

14 八槻村近津神社関係書類

イ 社名ヲ都都古和気神社ニ復シ官社加列ノ儀御願 氏子総代 一綴

ロ 白河郡八槻村神社考証 明治七年 一綴

15 羽山御陵墓取調書 犬塚又兵 明治一七年七月一〇日 一綴

（付）伊藤十郎平添書

四九五、 地図・図面

1 北会津郡地図 一枚

（町村名・戸長役場・戸長名記入）

2 南会津郡一覧表 明治一七年九月 活版 一枚

3 大沼郡全図 一枚

4 伊達郡略図 一枚

5 福島・宇都宮間宿泊里程図 活版 一枚

6 福島ヨリノ里程控 一枚

7 西白河郡役所新築図面 三枚

福島事件関係

四九六、 探聞書・報告書 一 県外

1 国会請願総代人名簿 一綴

2 自由党盟約・自由党規則 （部分写） 明治一四年一〇月一八日 一綴

3 府下政党各派探偵書 明治一五年四月 一綴

改進党・帝政党・福沢派ノ近況 （付）田辺警保局長添書

4 自由・改進両党情況内報 田辺警保局長 明治一五年五月二日 一綴

谷重喜岐阜ヨリ帰京後藤象二郎ニ面談ノ摘要 党員ハ相原ノ取調ニ疑惑ヲ抱ク 兇変後自由党盛大改進党ト同盟

ノ気運

5 自由党臨時会関係書類

イ 寧静館ニオケル準備会出席者 会議内容 明治一五年六月八日 一通

ロ 井生村楼ニオケル臨時会決議事項 土佐派ニ付内紛報告 明治一五年六月一七日 一綴

ハ 地方部ヨリ出京人名 一綴

6 集会条例ノ件ニ付臨時会合ノ景況

イ 集会条例改正追加後幹事林包明喚問ニ付集会ノ探索書 明治一五年六月二八日 蒟蒻版 一綴

ロ 兵ヲ起ス云々二九日協議ノ景況 一枚



7 高知県下各党社概略表 （付）中条若松署々長添書 明治一五年六月 一綴

8 自由党近来ノ内状 田辺警保局長 明治一五年一〇月七ー二〇日 石版 一綴

総理洋行ニ付自由党ノ内訌 （付）訂正文

9 福島事件ニ付本部ノ動向 明治一五年一一月 一綴

本部派遣員ノ件 群馬県激派ノ真意 伊賀我何人・斉藤壬生雄・山崎重五郎等ニツイテ

10 府下自由党員協議ノ景況 明治一五年一二月三日 一綴

馬場・末広・大石等事件ヲ協議委員派出決定 （付）田辺警保局長添書

11 岩倉右大臣暗殺謀議ノ件

イ 福島県人脇元義男調書・自首書 （水戸軽罪裁判所） 明治一五年一一月二二日 一綴

ロ 横川源蔵宛司法省名村権大書記官返書ー河野トノ関係不明ナレド右府公暗殺謀議人名報知 明治一五年一二

月六日 一通

12 自由党馬場派ノ動向 明治一五年一二月一一日 一綴・一枚

馬場派日々協議 出京中ノ反板垣土佐壮年輩入塾 （付）改進派名簿

13 在京党員ニ関スル探偵書

イ 本部ヘ事件報知アリ外 明治一五年一二月六日 一通

ロ 河野捕縛ニ付党員景況 明治一五年一二月一八日 蒟蒻版 一枚

ハ 福島県訴訟ノ件星効ナシト主張 明治一五年一二月 一通

14 宮城県下自由党員ノ情況 明治一五年一二月三〇日 一綴

事件実況判明後救援活動中止ニ決ス 琴田岩松立チ回リノ件 （付）松平宮城県令添書

15 長坂八郎探偵書 明治一五年一二月 一通

長坂挙兵河野等救出ノ手筈

16 東京府下近況探知書 明治一六年一月一五日 石版 一枚

各政党熱心ヲ失ウ 各新聞不盛運 陸奥出獄ノ影響外 （付）田辺警保局長添書

17 宮城県下関係者探偵書 池上忠次郎（探偵雇）・高橋五郎（巡査） 明治一六年一月二六日 一綴

伊藤道友・中村米蔵・須藤林蔵ニツイテ

18 高知県景況 野本恒一（巡査） 明治一六年一月二七日 一綴

立志社動向 県官自由党関係者免職 （付）中条警部添書

19 群馬県帝政党関係者ノ通報 明治一六年一月 一綴

丸山武十郎外県下自由主義ノ者挙動

20 岩手県自由党員ノ件回答 島田岩手県警部長 明治一六年二月二二日 一綴

村松亀一郎首唱ニヨリ当県ヨリ楳内・豊川両名仙台集会ニ出席 （付）往復電信文

21 高田事件関係書類

イ 樺山警視総監宛永山新潟県令通知 （付）既・未就縛人名 明治一六年三月二二日 一綴

ロ 現地出張中川警部補復命書・副書 （付）村上少書記官添書 明治一六年四月八日 一綴

ハ 長谷川三郎ニ対スル新潟裁判所足立検事宛武田看守長告発書 （付）大島安治・長谷川さち宛長谷川三郎書

翰写 明治一六年三月一九日 一綴

ニ 長谷川三郎調書 八木原繁祉外二二名捕縛ノ件赤木高田署々長宛足立検事命令書 明治一六年三月一九日 一綴

ホ 鈴木昌司宛山際七司・加藤勝弥連名書翰写 一綴



22 明治一六年自由党定期大会ノ景況 明治一六年四月 八枚

四月二〇・二三・二四・二五・二六・二七・二九日分探偵書 蒟蒻版 七枚

明治一六年例会議案 活版 一枚

23 自由党遊説ノ新趣向 明治一六年 石版 一枚

路傍ニテ講談下等輩・博徒ニ財産平権論ヲ説ク 民権家官途希望ハ探索ノタメカ

24 板垣留守中土佐人探偵書 明治一六年

イ 島地挙兵主張谷応ゼズ 一綴

ロ 福島・高田事件ニ付自由党大集会ノタメ土佐ヨリ出京ノ報アリ 一通

25 在京自由党員ノ挙動 明治一六年 一綴

福島事件ハ河野暗殺ノ策略・高等法院ノ結果ニヨリ起ツベシ・黒田三島ヲ扇動外党員意見

26 各地政党並人意運動ノ略 一綴

埼玉・群馬・長野・新潟・石川・滋賀・三重・愛知・静岡各県総評

27 宮城・岩手両県在住自由党員名簿 一綴

四九七、 探聞書・報告書 二 県内（除会津地方）

1 棚倉立憲改進党設立来歴 明治一五年四月 一綴

沼間等来遊結党ニ至ル概略

2 岡野知荘帰県ノ件報告 井口白河署々長 明治一五年五月一七日 一枚

3 三春目下ノ景況岩下三春署々長 明治一五年五月一七日 一枚

示野潤・杉山重義滞在 党員村落出没農民扇動

4 各自軒親睦会ノ要件 松本時正（警部） 明治一五年五月二二日 一綴

圧制ニ付県令ヘ忠告・自由主義拡張・会場借用等ノ件 河野・平島・岡野・佐藤清演説

5 外田警部長心得報告 明治一五年五月二九日 一綴

県議大概帰村 上京予定党員名 自由党若松部盟約等印刷 各署長召集取締協議予定

6 石川郡内民権党ノ概況 明治一五年 一綴

自由党及第二嚶鳴社動向 （付）郡内民権党員名

7 杉村福島署々長報告書

イ 秋庭信詮国事探偵ニ使用ニ付手続詳細 明治一五年六月一五日 一綴

ロ 井上定五郎探偵雇ノ件 河野ノ談話 書翰入手工作 秋庭奥羽七州会臨席ノ見込 一綴

8 君島須賀川署々長報告書 明治一五年九月二二日 一綴

須賀川病院願下ゲ事件 道路開鑿問題 自由党戸長等勧誘 （付）須賀川病院関係書類

9 田内二本松署々長報告書 明治一五年九月二四日 一綴

琴田岩松自由懇親会ニ来会 学事・物産・運輸・町村会等ノ現況

10 井口白河署々長報告書 明治一五年九月二五日 一綴

政談演説会概況 河野広中白河本町投宿 （付）白河署巡査見聞書

11 急進党組織ノ件報告 岩下警部 明治一五年一〇月六日 一通

東北社会党本社ハ白川ニ置キ総理植木・発起人琴田岩松ノ予定 現政府〓覆ヲ目的トス

12 昨夜ノ景ヲ上申 中村富吉・竜造寺豊太郎（福島署巡査） 杉村福島署々長宛 明治一五年一〇月一八日 一綴

来客トノ問答要点外無名館潜入報告



13 無名館付近尾行報告 一枚

（付）地図

14 福島裁判所判事補高橋親義素行ノ件上申 明治一五年一〇月 一綴

自由党ト関係民権家ノ裁判ニ不都合

15 会津騒擾ニ付福島部ノ動静 岩下三春署々長 明治一五年一一月一四日 一綴

自由党福島部救援策 派出員決定外

16 会津派出ノ党員名 明治一五年一一月 一綴

三春・福島・群馬・本部ヨリ会津出張者一覧 暗号表

17 河野広中帰県ニ付電文案 明治一五年一一月 一枚

河野帰県ニ付出京書記官代理ニテハ如何

18 磯貝六郎報告書 一通

河野・田母野外ノ動向 （田母野所持ノ付記アリ）

19 改進党沼間守一一行遊説ニ付探偵書

イ 白河署々長上申書ー白河発棚倉着 懇親会平穏 明治一五年一一月二九日 一枚

ロ 棚倉署々長上申書ー懇親会ハ党主旨説明ノミ 自動館ノ件探偵中 明治一五年一二月四日 一綴

ハ 安孫子某ノ探偵報告ー白井遠平・沼間ト面接ノ次第 沼間ノ三島評及演説要旨 （付）三郡々長三宅新添書 明

治一五年一二月四日ー一〇日 一綴

ニ 福衡某ノ探偵書ー沼間・狩野元吉等平・小名浜ニオケル演説要旨 明治一五年一二月六日ー一一日 一綴

ホ 自動館設立之趣旨 西白河郡発起者 一綴

20 西白河郡書記上申書 三島県令宛 明治一五年一二月六日 一枚

当地異変ナシ

21 岩瀬郡帝政党組織ニ付内達 田辺警保局長 三島県令宛 明治一五年一二月九日 一枚

条例ニ抵触セズ認可ノコト

22 遠田中村署々長上申書 明治一五年一二月二〇日 一綴

管内過激ノ徒腕力ニ及ブ気力ナシ （付）巡査探偵復命書 柴山警部宛添書

23 三宅菊多・磐前・磐城三郡郡長報告書

イ 当地自由党松本操・飯田護拘引御英断感服 酒井・琴田二兇取逃ガス 益友社・共同会ノ件 沼間来郡ノ件 明

治一五年一二月二五日 一綴

ロ 書記・雇昇給ノ件 鉄道株金ノ件 平自由・改進党静謐 沼間来郡中県令ノ人望ヲ傷ツケタル件 明治一五年一

二月二九日 一綴

24 有馬平署々長報告書

イ 決死赴任 御意ヲ煩ワス儀ナシ 明治一五年一二月二九日 一綴

ロ 平軽罪裁判所判事福原資忠自由・改進主義ヲ容認 明治一五年一二月三〇日 一枚

25 信夫郡探偵報告 指宿通行 明治一五年一二月三〇日 一綴

上飯坂村外二村自由党員挙動

26 吉田東白川郡長内申書 明治一六年一月二日 一綴

管内改進党勢力萎靡 勤王主義東部白川会勢力拡大 （付）東部白川会趣意書

27 福島県下民間ノ事情 岩手県警部 明治一六年三月三日 一綴



県民概シテ県令ヲ憎ム 河野等奪回計画 県令醜聞 人心荒レ他県人ヲ警戒 （付）島岩手県令添書

28 改進党恒屋盛服ヨリ聞込ミノ要旨 明治一六年三月 一綴

白川会景況 当時上京東白川郡民ノ件 （付）吉田東白川郡長宛三橋勝到警察使添書

29 大倉村付近探偵書 椎原三春署々長 明治一六年一〇月二〇日 一通

照山秀元石沢村ニ来リ集会予告 三輪信左衛門自由餅ヲ搗キ自由挽回ヲ説ク

30 改進党親睦会ニ付報告 竹下棚倉署々長心得

イ 党員募集・村会選挙運動・弁士招待等党勢挽回策協議 （付）巡査復命書（三部） 明治一六年一一月六日 一

綴

ロ 茨城党員ト聯合観葉会ノ件 （付）巡査探偵書 明治一六年一一月一三日 一綴

31 県下政党親睦会ノ景況 一綴

一周年記念自由党親睦会ニ付椎原三春署々長内申書（明治一六年一一月二九日） 改進党親睦会ニ付竹下棚倉

署々長 心得報告書（明治一六年一二月一日） （付）外田警部長添書

32 田母野秀顕病没ニ付上申書 椎原三春署々長 明治一六年一二月一四日 一綴

屍体引取リ・寧静館仮埋葬式・毛髪郷里ヘ持帰リタル次第上申（同文二部） （付）外田警部長添書

33 東白川郡貧民集合ノ件報告 竹下棚倉署々長心得 明治一七年一月二一日 一綴

借金返済不能ニ付郡衙ヘ歎願ノモノ百余名集合 （付）返済法ニ付御願 自首及捕獲人名

34 菊多郡人民集合ノ件報告 外田警部長 明治一七年四月一五日 一綴

年賦返済請求シ山中集合 兇徒聚衆ノ犯跡ナシ （付）平署ヘ出張ノ復命書

四九八、 政談演説会

1 政談演説会関係書類 一 （明治一五年一月五・六日 福島町） 一綴

認可届 演題 会主平島松尾

2 政談演説会関係書類 二 （明治一五年三月一四日 石川郡石川村） 三綴

イ 鈴木重謙巡査侮辱一件ニ付石川署巡査上申書・告発書

ロ 白河軽罪裁判所検事宛告発書 （付）演題要旨 外田警部長心得宛添書

ハ 臨監巡査裁判所出頭手続書 （付）椎原警部添書

3 政談演説会関係書類 三 （明治一五年三月三一日 福島町） 二綴

イ 認可届 会主阿部又郎開会届 演題

ロ 琴田岩松ノ演説中解散命令ノ〓末朝野新聞掲載ノ件警保局長ヨリノ照会及回答案 （付）記事抜粋 中止解散

処 分届

4 政談演説会関係書類 四 （明治一五年四月一日 福島町） 一綴

無届ニ付福島裁判所検事宛日向警部告発書 （付）集会人名 福島署々長宛上申書（二部） 巡査告発書（五部）

傍聴人聞取書 外田警部長心得伺

5 政談演説会関係書類 五 （明治一五年四月二日 東白川郡伊野上村） 一綴

嚶鳴社員演説会過激論ナキ旨萩警部上申書 （付）開会届 演題及内容筆記

6 政談演説会関係書類 六 （明治一五年四月五日 福島町） 一枚

阿部又郎ノ演説ニヨリ中止処分ノ件県令宛福島署々長届

7 政談演説会関係書類 七 （明治一五年四月七・八日 三春町） 二綴

イ 認可届 会主柳沼亀吉開会届 演題 菅村太事ノ演説ニヨリ中止解散処分ノ件上申書



ロ 八日分認可届 会主琴田岩松開会届 演題 琴田岩松ノ演説中止処分ノ件上申書

8 政談演説会関係書類 八 （明治一五年四月九日 石川郡母畑村） 一綴

認可及臨監報告 会主渡辺忠兵衛開会届 演題

9 政談演説会関係書類 九 （明治一五年四月一五日 福島町） 三綴

イ 認可届 幹事平島・田母野開会届 演題

ロ 阿部又郎官吏侮辱ニ付調書 （付）田中検事宛添書（同文二部） 公判言渡書

ハ 解散処分ノ件警保局長宛回答

10 政談演説会関係書類 一〇 明治一五年四月一七日 一綴

自由演説会取扱手続等ニ関スル各警察署質疑ニ付外田警部長心得回答案

11 政談演説会関係書類 一一 （明治一五年四月一八日 石川郡石川村） 一綴

聴衆少数停会ノ始末臨監上申書 会主関根常吉開会及停会届 演題

12 政談演説会関係書類 一二 （明治一五年四月二一日 三春町） 一綴

柳沼亀吉ノ演説ニヨリ停止解散処分ノ件県令宛上申書 内務卿宛届案 幹事琴田岩松開会届 演題

13 政談演説会関係書類 一三 （明治一五年四月二二日 三春町） 一綴

内務卿宛届案 示野潤官吏侮辱ニ付告発書 （付）県令宛添書（同文二部） 中止解散ノ件上申書 認可届 幹事柳

沼亀吉開会届 演題

14 政談演説会関係書類 一四 （明治一五年四月二三日 若松町） 一綴

内務省宛届案 原平蔵ノ演説ニヨリ解散処分ノ件上申書 認可届 会主笹原辰太郎開会届 演題

15 政談演説会関係書類 一五 （明治一五年五月一日 石川郡石川村） 一綴

不都合ナキ旨臨監報告 会主関根常吉開会届 演題 （付）井口警部添書

16 政談演説会関係書類 一六 （明治一五年五月二日 喜多方町） 一綴

認可届 会主三浦信六開会届 演題 無事閉会ノ旨臨監報告 演説内容筆記

17 政談演説会関係書類 一七 （明治一五年五月三日 福島町） 一綴

認可届 幹事平島松尾開会届 演題

18 政談演説会関係書類 一八 （明治一五年五月八日 石川郡石川村） 一綴

笠原忠節本人限リ演説中止処分ノ旨臨監報告 内容筆記 会主笠原忠節開会届 演題

19 政談演説会関係書類 一九 （明治一五年五月一四日 福島町） 一綴

示野潤ノ演説ニヨリ中止解散処分届 会主平島松尾開会届 演題 臨監報告及内容筆記

20 政談演説会関係書類 二〇 （明治一五年六月一五日 福島町） 一綴

平島松尾ノ演説ニヨリ中止解散処分ノ件上申書 会主徳永与志吉開会届 演題

21 政談演説会関係書類 二一 （明治一五年六月一六日 福島町） 一綴

解散処分後巡査ニ投石武子庄二郎告発書（二部） （付）田中検事宛添書 訊問調書

22 政談演説会関係書類 二二 （明治一五年八月七日 福島町） 二綴

イ 岡野知荘ノ演説ニヨリ解散処分届 会主岡野知荘開会届 演題 田中検事宛告発書（同文二部）

ロ 岡野知荘ノ大審院宛上告書・追加弁明書

23 政談演説会関係書類 二三 （明治一五年九月二六日 白河町） 一綴

河野広体ノ演説ニヨリ中止解散ノ旨臨監報告

四九九、 県会



1 在京外田警部長心得報告 三島県令宛 明治一五年四月三〇日 一枚

内務省諮詢会ノ件 県会議案否決ニ付御上申書相達シ其筋尽力中

2 県会議事報告 （前半欠） 平島松尾 明治一五年五月五日 活版 一綴

3 県令弾劾ノ条々 明治一五年五月五日 一綴

各自軒会場ニ掲記セル一九条

4 河野広中・山口千代作出頭拒否ニ関スル書類 明治一五年五月八・九日 一綴

県会開会中出頭命令ニ付県・両名間往復文書

5 議事日誌呈出ニ関スル書類 明治一五年五月九・一〇日 一綴

議長宛呈出命令・県令宛拒否回答 拒否権ニ付内務卿宛県令伺

6 県会決議不認可之儀ニ付上申 （一） 三島県令 山田内務卿宛 明治一五年五月二二日

イ 上申書─決議不認可原案施行然ルベキヤ （付）県会議決書 一綴

ロ 内申書─毎号否決決議ニ至ル実況 （付）県会党派〓末 議員出席表 探偵書 一綴

7 備荒儲蓄法ニ関スル原案施行ノ上申書 三島県令 山田内務卿・松方大蔵卿宛 明治一五年五月二二日 一綴

（付）同議案否決ノ県会決議書

8 議事経過報告 村上少書記官 三島県令宛

イ 一九日以後会議概況 （付）号外議案否決ニ付議長宛書記官達及議長回答 明治一五年五月二三日 一綴

ロ 一九日分議事報告 二三日分閉会報告 明治一五年五月二四日 一綴

9 親睦会景況 村上少書記官 明治一五年五月二四日 一綴

此席ニ集合スルモノ即自由党トナシ云々演説 出席者一覧

10 明治一四年度警察費外ニ関スル原案施行ノ上申書 村上少書記官 山田内務卿宛 明治一五年五月二五日 一綴

（付）三議案及説明 県会ノ否決決議書 一部活版

11 警察雇費ニ関スル原案施行ノ上申書 村上少書記官 山田内務卿宛 明治一五年五月二五日 一綴

（付）同議案審議ニ付少書記官・議長間往復文書（四部）

12 地方税仮徴収ノ件伺 三島県令 山田内務卿宛 明治一五年五月 一綴

明治一五年度地方税議案否決ニ付原案ニ準ジ仮徴収ノ可否伺（同文二部）

13 県会決議不認可之儀ニ付上申 （二） 三島県令 山田内務卿宛 明治一五年五月三〇日 一綴

決議認可ニ及ビ難シ 尤モ原案修正地方税額削減ノ上施行然ルベキヤ （付）県会決議書

14 県会閉会後ノ状況 中山高明（土木課長） 明治一五年六月二日 一綴

議員ト人民ノ思想相反ス 原案通リ英断アリタシ 各所ニ議員改選ノ声アリ

15 花香恭次郎外二名官吏侮辱事件告発書 中山恒之助（警部補） 福島軽罪裁判所検事宛 明治一五年七月一七日 一綴

県会始末書中長官侮辱ノ件告発書 参考書（二部） （付）県令宛添書

16 三春活版所臨検処分報告書 中川恒之助 福島軽罪裁判所予審掛宛 明治一五年八月五日 一綴

県会始末書印刷所臨検報告書 調書 差押目録 本多多本・平山忠蔵訊問調書外 （付）県令宛添書

17 県令宛添書 村上少書記官 明治一五年一一月二二日 一枚

岡野知荘上告書・花香恭次郎刊行物ニ関スル書類送付ノ添書

18 臨時県会開設之儀上申 河野県会議長 三島県令宛 明治一五年一一月一三日 一枚

19 県会ノ状況ニ付報告 村上少書記官 三島県令宛

イ 明治一六年臨時会決議ノ通リ認可 閉会後ノ親睦会出来宜シ 明治一六年二月二七日 一綴



ロ 明治一六年度地方税支出予算議案訂正ノ件 （付）訂正細目 議長・常置委員宛訂正ノ達 明治一六年三月二日

一綴

20 明治一六年度県会議事筆記

イ 郡吏員関係費・会津地方道路工事費補助ノ件外 明治一六年三月九・一〇日 一綴

ロ 雑種税審議 明治一六年三月二四日 一綴

ハ 監獄建築費・県庁移築ノ件外 明治一六年三月二六・二七日 一綴

21 福島県県会議員名 一部活版 一綴・一枚

五〇〇、 探聞書・報告書 三 県内（会津地方）

1 耶麻郡自由党景況佐藤耶麻郡長 明治一五年四月 一枚

自由主義ノ主タル者官途ニツカシムレバ郡治上好都合 瓜生直記板垣見舞ノタメ公金持去リノ件

2 路線裁定ニ付耶麻郡ノ景況内申 佐藤耶麻郡長 明治一五年七月一一日 一綴

熱塩近村連合会臨時会開会要求 自由党ノ原・前田・宇田発議者ヲ辞ス外

3 清水屋事件報告書 松本時正（警部）

イ 若松清水屋ニテ宇田・田母野帝政党ニ襲ワレタル件ニ付報告 村上少書記官宛 明治一五年八月二九日 一綴

ロ 宇田成一誓文（同文二部） 明治一五年八月一七日 一綴

ハ 辰野宗治宛宇田成一詫状 明治一五年八月一七日 一枚

ニ 田母野秀顕謝罪状（同文二部） 明治一五年八月一七日 一綴

4 帝政党維持ノ件上申 村上少書記官 三島県令宛 明治一五年 一枚

維持費三万円拝借申出日新館補助ノ名目ニテ許可センカ

5 景況内申 佐藤耶麻郡長 明治一五年九月五日 一綴

宇田等出訴同意者募集中 熱塩・米岡両村出夫セズ

6 若松地方六郡道路之儀ニ付内申 長沼河沼郡長・中条警部 明治一五年一〇月四日 一綴

出訴中二村説諭ニ応ズ 尾野本村公売処分免レズ 中島友八ニ面会

7 人民出訴ノ情況報告音羽薫（喜多方出張土木課員） 若松土木出張所宛 明治一五年一〇月九日 一通

人民出訴決定 同意者七千 出夫・出金ナク処分ノ外ナシ

8 目今ノ景況内申 佐藤耶麻郡長 明治一五年一〇月一〇日 一綴

出訴ノ主旨四ケ条 処分着手考究中

9 中条若松署々長宛探偵書

イ 耶麻郡景況探偵概略 川井善平（探偵雇）・渡部三六（巡査） 明治一五年一〇月八日 一枚

ロ 探偵書 宝田伝八（探偵雇） 一綴

ハ 探偵書 川井善平・渡部三六 明治一五年一〇月一二日 一綴

10 説諭ノ次第報告 佐藤耶麻郡長 明治一五年一〇月一二日 一綴

百方説諭 応ゼザレバ厳重処分

11 六郡長会同ノ件 佐藤耶麻郡長 明治一五年一〇月一四日 一綴

出訴ニ付郡長会同予定 県庁ヨリ一名出席願ウ （付）委任状写 県令宛代理報告者差出ノ添書

12 加治木喜多方署々長呈出ノ探偵書 明治一五年一〇月一七日 一綴

宇田成一ノ母ヨリ密偵ノ聞書 清水屋事件ニ付宇田ノ弁明

13 一二日喜多方地方景況 富田若松署警部 明治一五年一〇月一七日 一綴



各村出訴費用取立テ状況 耶麻郡長ハ公売処分強行ノ意見 音羽御用掛ハ良策ナラズト反対

14 外田警部長心得添書 明治一五年一〇月一九日 一枚

（注 五〇〇ー一二・一三ニ添付ノモノカ）

15 目今景況 佐藤耶麻郡長 明治一五年一〇月二三日 一綴

郡内四二ケ村若松裁判所ヘ出訴 戸長辞表呈出絶エズ

16 一〇月二三日以来ノ景況 佐藤耶麻郡長 明治一五年一〇月二七日 一綴

出訴中服役差控届ノ状況 郡長会同公売処分ノ件外確認 （付）秋山郡書記復命書─財産取調ノタメ出張 戸長・

人民説諭ノ次第

17 浮説流言ニ付上申書 佐藤耶麻郡長 明治一五年一〇月二八日 一枚

今日ノ状況ニ至ルハ郡長ノ責任ニ付免官トノ流言意ニ介セズ御英断ノ主旨遵奉

18 南会津郡ノ状況 黒金南会津郡長 明治一五年一〇月二八日 一枚

出訴ノ動キ隣郡ヨリ侵入

19 道路開修事件ニ付部内ノ状況上申 新田東蒲原郡書記 明治一五年一〇月二八日 一枚

当郡民間動揺ナク代夫金皆納

20 警備状況上申 折田警部・海老名一等属 明治一五年一〇月二八日 一枚

巡査配置 熊倉村等ノ状況

21 川島屋探聞記 明治一五年一〇月二九日 一枚

各村探偵 熊倉村竹鎗ノ用意アル旨風聞アルモ動揺ノ模様ナシ

22 若松地方ノ景況報告電報 折田警部・海老名一等属 明治一五年一一月一日 一綴

人民説諭効ナシ 公売着手セバ蜂起カ 六日内務卿巡視ノ由ニ付公売見合ワス

23 佐藤耶麻郡長弁明書 明治一五年一一月五日 一綴

御譴責恐縮 赤心令公ヘ貫透セズ 赴任以来ノ自由党対策苦心ノ大略

24 景況佐藤耶麻郡長 明治一五年一一月一九日 一綴

煽動者勢力ヲ失ス 暴動アルマジ 戸長会議開催 新合・小舟寺村処分状況 煽動者一覧 （付）受書呈出状況一覧

村上少書記官宛添書

25 耶麻郡景況 加治木信夫郡書記 明治一五年一二月一五日 一綴

人気平穏 道路費上納順調

26 帝政党ニ関スル内申書

イ 武井警部内申書─海老名一等属小官ヲ侮辱暴動当夜ハ蔵ニ潜ミイタル由帝政党警戒ノコト 一綴

ロ 佐藤耶麻郡長内申─海老名処分ナレバ若松士族一同辞職政治妨害セン 中条・松本・町野等集会 一枚

ハ 海老名処分ノ件非役ニテハ有害ニ付山形県ヘ御依頼如何 一通

27 佐藤耶麻郡長内申

イ 東郷実平ヲ喜多方署長ニ推挙 明治一六年一月六日 一枚

ロ 人民前非悔悟 旧会津藩士景状不穏 （付）柴山景綱宛添書 明治一六年一月二四日 一綴

ハ 会津地方景況書添書 明治一六年一月二七日 一枚

28 大沼郡吏告発書一件書類 明治一六年一月 一綴

若松署巡査探偵書─大沼郡長外三名悪業告発書ノ筆跡ハ実在ノ署名者ノモノニアラズ （付）建言書 小柴七十

郎・ 松本安吉（九九ケ村総代大沼郡戸長）三島県令宛（明治一五年一二月） 小柴・松本ノ筆跡鑑定資料 外田



警部長心得添書

29 耶麻郡動向報告 中山一等属 明治一六年二月二三日 一綴

若松ニテ放免ノ者恐怖ノ体ニテ謹慎 道路ノ件順調

30 若松監獄ノ件上申 中条若松署々長 明治一六年五月一二日 一綴

看守ラ在監自由党員ノ密事往復ニ協力カ （付）探偵書

31 不正工事廃止ノ出訴ニ付報告 高崎宮城県警部長 外田警部長心得宛

イ 訴訟状却下セラレタルモスデニ数百部配布ノ模様 （付）訴状（原告赤城平六外一八名・被告福島県令三島

通庸） 村上少書記官添書 明治一六年八月六日 一綴

ロ 訴状訂正再提出 訴状証拠書類ノ件 来県訴訟人名 （付）村上少書記官添書 明治一六年八月九日 一綴

32 会津地方民情探偵報告 外田警部長心得 明治一六年八月一一日 一綴

赤城等仙台ニテ出訴 高等法院公判ノ模様遺憾 会津地方平穏 （付）喜多方署ヨリ探偵書 会津出張松本警部上申

書（二部） 中条警部ヨリ報告

33 探偵復命書 川井善平（若松署雇） 中条若松署々長宛 明治一六年一一月二七日 一綴

服役囚ヲ救出シ当署襲撃セントノ風説ハ虚説

34 外田警部長巡視報告 明治一六年一一月三〇日 一綴

一周年喜多方各所平穏 侮辱事件公判不日開廷

五〇一、 道路工事

1 中央ト交渉ノ経過報告 村上少書記官 明治一五年七月二日 一綴

工事費補助一件内務省了承大蔵省ヘモ陳述 士族授産金ノ件外

2 三方道路補助費ニ付内務省宛上申書 三島通庸

イ 九万八千円下渡願 明治一五年五月三〇日 一綴

ロ 明治一五年度分至急下渡願 明治一五年八月一二日 一枚

ハ 明治一五年度後半期下渡願 明治一五年八月三一日 一綴

3 工事服役ニ関スル書類

イ 耶麻郡各村惣代服役受書 明治一五年九月一八日 一綴

ロ 不服人名 理由取調ニ付郡長宛上郷村戸長受書 明治一五年一〇月二二日 一枚

ハ 服役ニ応ゼザル村々並人員 一綴

ニ 熊倉村民開申書・受書 一綴

ホ 米岡村民受書 明治一五年一一月三日 一枚

4 遠藤直喜外建言書 三島県令宛 明治一五年一一月一一日 一綴

民情具陳七条嘉納アラバ説諭ニ勉メン

5 岩手県令島惟精意見書 明治一六年一月 一通

土木費或ハ民力ニ堪エザルモノアランカ少シク工事ニ斟酌加エラレヨ

6 道路開修費ニ付上申書 村上少書記官 山田内務卿宛 明治一六年六月 一綴

三方道路・陸羽街道開修費明治一六年度分一時ニ御下付許可願ウ （付）県令宛村上少書記官添書

7 東京街道開鑿ニ付内申大河平北会津郡長 明治一六年九月一〇日 一枚

郡内上小塩村地内工事完了報告

8 若松地方道路工事検査報告書 石井土木局長 山田内務卿宛 明治一六年九月二六日 一綴



積雪ヲヒカエ速成ノタメ明治一七年度分クリ上ゲ支給スベシ

9 土木費献金ノ件歎願 佐藤忠望（伊達郡農民） 山田内務卿宛 明治一六年一〇月 一綴

郡役所新築費及国道不足分人頭賦課シ官吏暴行ニテ献金強制（三部） （付）県令宛西村内務書記官添状

10 三方道路開修費補助請求上申書 村上少書記官 内務卿宛 明治一七年六月 一綴

（付）人民惣代歎願書・六郡長添書 目論見帳 官・民費元払勘定書

11 開道式期日ニ付伺書 山室重明外一一名 明治一七年八月一一日 一綴

イマダ工事竣工セズ 九月開道式トノ伝聞真偽伺

12 開道式関係書類 明治一七年

イ 県令答辞（五部） 一綴

ロ 若松開道式順序・式場図 活版 一綴

13 開道見積書 石原三九郎 明治一七年一一月 一綴

北会津郡東山ヨリ西白河郡黒川村マデ

14 道路開修補助費下渡願 赤司福島県令 三島土木局長宛 明治一八年五月四日 一枚

15 会津三方道路略図 二枚

16 北部新道略図 一枚

若松ヨリ山形方面

17 北会津郡東山温泉付近道路改修図 一枚

18 碑文類

イ 会津新道碑 一綴

ロ 修陸羽道記（三部） 一綴

五〇二、 事件発生ニ付往復文書

1 捕縛命令書 三島県令 明治一五年一一月二九日 一綴

村上少書記官宛 若松出張海老名一等属及折田・中条両警部宛 佐藤耶麻郡長宛

2 新合村ニテ捕縛人名 明治一五年一一月二九日 一綴

3 事件発生ノ報告 県令宛 明治一五年一一月三〇日

イ 海老名一等属・折田警部上申書 一綴

ロ 海老名一等属・中条警部電報復文 一枚

4 無名館ヘ出張セル巡査名 一枚

一二月一日河野広中拘引ノタメ出張ノ人名

5 村上少書記官電報復文 県令宛 一綴

事件発生ヨリ河野捕縛マデ（五部） 明治一五年一一月三〇日─一二月二日

6 佐藤耶麻郡長報告書

イ 新合村本部ニテ捕縛ノ電報復文 明治一五年一二月一日 一枚

ロ 事件発生以来ノ景況 明治一五年一二月二日 一綴

7 検事出張ノ達大木司法卿三島県令宛 明治一五年一二月四日 一枚

宇田捕獲事件ニ付林検事出張

8 武井喜多方署々長報告書 若松裁判所服部検事宛 明治一五年一二月六日 一綴

喜多方署乱入ノ〓末



9 若松出張外田警部長心得上申書 村上少書記官宛

イ 訊問着手ノ件（二部） 明治一五年一二月六日 一綴

ロ 菅井警部検事補兼任ノ件 明治一五年一二月六日 一枚

ハ 被告人護送ノ警部補若松滞留ノ件 （付）大崎警部補上申書 明治一五年一二月七日 一綴

10 奸民暴挙之儀ニ付上申 三島県令 岩倉右大臣外四名宛 明治一五年一二月九日 一綴

事件報告 国事犯ノ罪状明白 （付）別紙書類ノ目次

11 君島須賀川署々長報告書

イ 影山正博．市原又次郎ノ挙動 明治一五年一二月六日 一綴

ロ 影山・市原・鈴木俊安拘引 （付）巡査増員願 明治一五年一二月七日 一綴

ハ 影山外二名家宅捜査 （付）押収無名館報写（四部） 明治一五年一二月八日 一綴

ニ 影山等若松ヘ送致ノ件 明治一五年一二月一二日 一枚

12 白河署管内拘引者名

イ 桑名清兵衛外三名若松送致ノモノ 一枚

ロ 桑名小太郎外六名証拠調ベ中ノモノ 一綴

13 椎原石川署々長上申書 明治一五年一二月一二日 一枚

吉田光一・笠原忠節ヲ拘引 吉田正雄上京逃走

14 村上少書記官報告書

イ 官吏侮辱事件関係者捕縛ノ件 林検事トノ協議順調 河野外取調中 会津地方各郡長ヘ通達ノ件々 明治一五年

一二月一〇日 一綴

ロ 高等法院開設ノ件中央ニ徹底ノ要アリ 河野等検事ヘ送付 明治一五年一二月一五日 一綴

15 和達宮城県少書記官ノ回答 明治一五年一二月一八日 一綴

山口千代作・平島松尾出京 （付）探偵書（三部）

16 宮城県出張探偵報告 大浦則恭（警部） 明治一五年一二月一九日 一綴

山口千代作出京ノ由 当地ニオケル救援ノ動キ 河野広体福島滞在ノ由

17 吉田正雄捜査書類

イ 東京住所不明ノ件石川署々長ノ回答及人相書 （付）白河署々長添書 明治一五年一二月一九日 一綴

ロ 埼玉県滞在中探偵書 （付）吉田埼玉県令添書 明治一六年一月二四日 一綴

18 杉村白河署々長報告 三島県令宛 明治一五年一二月二〇日 一綴

旅人検査厳重 山本吉〓・阿部又郎等捕縛訊問 帝政党隆盛

19 赤司判事着任ノ件報告 村上少書記官・外田警部長心得 県令宛 明治一五年一二月二四日 一綴

判事着任協議ノ次第 別紙本日マデ拘留ノ人名取調ベ送付

20 中川喜多方署々長心得上申書 三島県令宛 明治一五年一二月二六日 一綴

捕吏積雪ニ苦シム 田母野・赤城・門奈踪跡不明

21 拘引報告書 椎原石川署々長 明治一五年一二月二九日 一綴

鈴木重謙外四名拘引

22 白石巡査探偵復命書 明治一五年一二月三一日 一綴

山口千代作・平島松尾高砂丸ニテ出京カ

23 逮捕人名 明治一五年一二月



イ 河野広中等一一二名ノモノ 一綴

ロ 六八名ノモノ 一綴

24 侮辱被告人名 一綴

若松拘留一〇名 福島拘留一一名 未就縛三名

25 磐前郡関係拘引者名 一枚

26 在京中県令宛外田警部長心得上申書

イ 特別内規則草稿写携帯ノ上巡査出発 明治一六年一月九日 一枚

ロ 平島松尾外一〇名被告人名追加ノ件 明治一六年一月二七日 一綴

27 無名館書類検閲ニ付具申井口警部三島県令宛 明治一六年一月二五日 一枚

尾形源助預リ書類ハ自由新聞株金募集ニ関スルモノ

28 訊問経過報告 落合警部 三島県令宛 明治一六年二月二四日 一綴

田母野訊問セルモ村松亀一郎ハ耶麻事件ニ無関係ト申立テ

29 電報綴

イ 捕縛報告外 明治一五年一一月三〇日─同一二月三一日 一綴

ロ 護送報告外 明治一六年一月二日─同五月六日 一綴

五〇三、 押収書類・写

1 県下自由党員書翰 明治一四年 一通

山川善太郎書翰写 奸奴山川県下各所ニ出入リ 吾党ノ天地ニ容ルベカラズ

2 新聞株金募集ニ付依頼状 平島松尾・河野広中 高松嘉績宛 明治一四年一一月一一日 一綴

本月末マデニ株主氏名書添エ回金依頼 （付）岩瀬郡県議市原又次郎宛高松嘉績回覧添状

3 河野広中書翰 田母野秀顕宛 明治一五年三月二三日 一綴・一通

株金募集・党勢拡張外留守中福島支部ノ諸活動ニ付指示（同文二部）

4 自由党福島部報写 明治一五年五月二日 一綴

中央本部臨時大会開催通知 府下政党樹立ノ概況 板垣遭難ニ付岡野知荘檄文 （付）県令宛山口警部添書

5 改進会関係書類 明治一五年五月 活版 一綴

心得・約書外

6 壁谷可六書翰 園辺好幸宛

イ 三島着任ヲ待チ辞職センカノ由理由示サレヨ 明治一五年二月一二日 一通

ロ 県会ノ景況御報道多謝 三島辞職セシムルハ至難 県民経済ニ御留意ノコト 明治一五年五月一五日 一通

ハ 無比ノ大事件 勝ヲ制スルハ至難ナレド不〓不屈ノ精神鼓舞サレヨ 明治一五年六月四日 一通

7 急進党盟約及血盟書 明治一五年七月 一綴・一枚

8 杉山重義「寄書」 一綴

イ 福島自由新聞誕生ヲ賀ス 明治一五年七月

ロ 鎌田逮捕ニ付佐藤恒介自殺一件 大沼郡公売処分状況（裏面） 明治一五年一一月

9 六郡連合会臨時会開催ノ件 佐治与松外連合会議員三名 明治一五年七月 一綴

他ノ大沼郡出身議員ヘ臨時会予定通知

10 六郡連合会申合書 明治一五年七月一六日 二綴

道路開鑿施行手続書中下付金決定後改メテ連合会ノ再審ヲ要ス旨ノ主意確認（二部）



11 宇田成一書翰 明治一五年七月 一綴・一通

工事施行順序ニ付諮問アリタル時ハ「着手ノ際ハ改メテ連合会ヨリ請求スベキモノ」ト回答ノコト（同文二

部）

12 花香恭次郎書翰 無名館諸君宛 明治一五年八月五日 一綴

出張中見聞録 革命ノ難易ニ付意見

13 田母野秀顕手帳写 明治一五年八月

イ 人名控 一通

ロ 会津地方巡回日記 一通

14 会津地方ノ状況ニ付報道 明治一五年八月 一枚

六郡連合会防衛ノタメ人民会議所ノ四方ヲ囲〓云々

15 田母野秀顕書翰 琴田岩松・井上平吉宛 明治一五年九月三日 一枚

画工訪問一幅ヲ得タリ（暗号ナラントノ朱書アリ）

16 権利回復同盟第三期会書類 明治一五年九月二七日 二綴

議事順序 決議 権利回復ノ規約書（同文二部）

17 訴訟委員ニ対スル委任状 五十嵐武彦外一七名 明治一五年一〇月六日 一綴

六郡連合会議員選挙不当ノ事外三条ニ付訴訟一切ノ委任状（同文二部） （付）佐藤耶麻郡長添書─郡吏派出

人民 説諭中

18 六郡連合会不服ノ主意概記 明治一五年一〇月 一綴

第一項予算金額ヲ議定セザル件第二項臨時会ノ請求ニ応ゼザル件第三項路線擅定セシ件第四項決議ニ反シタル

施行ノ件（後部欠）

19 権利回復規約書改正追加 明治一五年一〇月 一綴

20 河野広中書翰 無名館佐藤外四名宛 明治一五年一〇月二一日 一枚

近日帰県 板垣ヨリ委嘱ノ要件・参事院ノ件デ帰県遅延 送金願

21 平島松尾電報復文 寧静館宛 明治一五年一〇月二四日 一枚

若松ニ事アリ

22 無名館報 明治一五年一〇月二九日 一枚

「若松地方有事」ハ誤報 河野不日帰館ニ付御出福乞ウ

23 寧静館ノ書翰 無名館平島松尾宛 明治一五年一一月二日 一綴

全国党活動概況 総理洋行ニ付後事ヲ議ス

24 誘説委員組分ケ及特別内規約 明治一五年一一月一四日 一綴

25 宮部〓紹介状 明治一五年一一月一九日 一通・一枚

群馬県党員伊賀我何人外四名応援ノタメ派遣（部分写共二部）

26 無名館檄文 明治一五年一一月二六日 二枚

会津人民救援呼ビカケ（二部）

27 自由党一統ノ達書 三島通庸・海老名季昌・中条辰頼宛 明治一五年一一月二八日 一枚

斬首申付ケ云々

28 無名館留守某ノ書面 植木枝盛宛 明治一五年一二月三日 一綴

河野外逮捕ノ模様



29 共心坊書翰 愛沢寧堅宛 明治一五年一二月六日 一枚

吾党領袖瑣事ノタメ拘束サル コノ失策ノ理由ヲ示セ

30 小針重雄書翰 三浦文治宛 明治一六年八月二日 一綴

県下言語絶エ悲憤ニ堪エズ 中央ノ根本ヲタオスハ君ト僕等ノ任

31 野口勝一書翰 西丸健夫宛 明治 年一二月五日 一通

東京ノ状況住所ダケデモ知ラセヨ

五〇四、 調書・証拠書類 暴民反跡

1 山本吉〓調書 一綴

（明治一五年一二月一八日 白河署）

2 脇本豹申調書 一綴

句引状 自首届 調書（明治一六年一月一一・二五日 福島署）

3 高田弘調書 一綴

（明治一六年一月一四日 中村署）

4 衣山正広調書 一綴

（明治一六年一月一四・二五日 中村署・福島署）

5 花香恭次郎告発書 一綴

田中検事宛岩下警部告発書 調書（明治一六年一月一七日 福島署） 盟約書 （付）岩下警部追書

6 安積三郎調書 一綴

（明治一六年一月二二日 福島署）

7 栗原足五郎調書 一綴

（明治一六年一月二二日 福島署）

8 田母野秀顕調書 一綴

第一次ヨリ第四次マデノ調書（明治一六年一月二三日ー二六日 若松署） （付）外田警部長心得上申書

9 平島松尾調書

イ 福島部通信委員ニ関スル調書 一枚

ロ 調書（明治一六年一月二四日 若松署） 一綴

10 河野広体調書 二綴

（明治一六年一月二五・三一日 福島署・中村署）

11 苅宿仲衛調書 一綴

（明治一六年一月二五日 福島署）

12 小豆畑健吉調書 一綴

送致書 検事宛石川署々長意見書 調書（明治一六年一月二六日 石川署）

13 山口千代作調書 一綴

（明治一六年一月三〇・三一日 若松署） （付）外田警部長心得添書

14 影山正博調書 一綴

（明治一六年三月四日 高等法院）

15 阿部又郎窃取事件証人調書 明治一六年三月二五日 一綴

証人川久保ナカ訊問書



16 盟約書蔵匿事件関係調書

イ 佐々木卯三郎妻チヨ調書 明治一六年五月三日 一綴

ロ 樋口和七調書 明治一六年五月七日 一綴

ハ 佐々木卯三郎調書 明治一六年五月七日 一綴

17 暴民反跡甲福島県 明治一六年一ー二月 蒟蒻版 三綴

三島県令上申書及第一証カラ第一五証ノ丙マデ計二三点ノ証拠書類（同文三部）

18 暴民反跡 乙 福島県 明治一六年一ー二月 蒟蒻版 二綴

番外一号カラ一八号マデ計一八点ノ証拠書類（同文二部）

19 暴民反跡丙福島県 明治一六年一ー二月 蒟蒻版 三綴

山口千代作調書・山口守太郎書翰・河野広中書翰計三点ノ証拠書類（同文三部）

20 証拠書類綴 一綴

イ 喜多方署々長ノ事件報告書

ロ 当地景況

ハ 特別内規則（暴民反跡甲第一証）

ニ 本部ヨリ発令（甲第三証）

ホ 六郡惣理本部ヨリ発令（甲第二証）

ヘ 捜査及捕縛報告

ト 荒尾覚造ノ暗号（甲第一二証）

チ 安積戦ノ内報（乙第一号）

リ 安積戦ノ内報（乙第三号）

ヌ 瓜生直七調書（甲第一一証）

ル 安積戦ノ内報（乙第二号）

ヲ 外田警部長心得上申書

ワ 無名館檄文（甲第五証ノ丙）

カ 無名館報

ヨ 寧静館宛無名館報告（乙第一三号）

タ 無名館佐藤清ノ会津出張報告

レ 河野宛山口千代作書翰（乙第六号）

ソ 無名館報（乙第四号）

ツ 平島松尾宛自由党幹事ノ書翰（甲第五証ノ甲）

21 証拠書類目録 一綴・一枚

五〇五、 公判関係書類

1 赤司判事出張ニ付司法卿達 明治一五年一二月一六日 一綴

福島始審裁判所・判事赤司欽一宛各一部

2 大木司法卿内訓 福島始審裁判所宛

イ 国事犯・常事犯ノ区別等本件処分ノ方針（同文二部） 明治一五年一二月一六日 一綴

ロ 付和随行者ハ寛典ニ処スベシ 明治一五年一二月二三日 一枚

3 罪刑適用ニ付意見書 明治一五年一二月 一綴



現在マデノ口供証拠デハ国事犯ト断定シガタシ（警視庁用紙）

4 糺治意見書 西岡逾明（宮城控訴裁判所長） 明治一五年一二月 一綴

「特別内規則」・「六郡総本部ヨリノ発令書」ノ二証拠ニヨル糺治方針

5 西岡宮城控訴裁判所長書翰 三島県令宛 明治一六年一月一〇日 一綴

高等法院ハ当裁判所ニ設ケラレタキ旨上申願ウ

6 上野国良公判言渡書 明治一六年一月五日 一綴

付和随行ニ付罰金二円 （若松軽罪裁判所）

7 一月中言渡済ミ人名 明治一六年一月

イ 一月四日ヨリ一七日マデ計八五名 内罰金七九名免訴六名 一綴

ロ 一月六日言渡シ分ニ付村上少書記官報告 一綴

8 岡野知荘被告事件ニ付通知 名村司法大書記官 三島県令宛 明治一六年二月一日 一枚

上告判決スミ 大審院ヨリ福島軽罪裁判所検事ヘ書類送致

9 荒賀西白河郡長内申 明治一六年二月六日 一枚

永野普観ノ免訴不当

10 若松裁判所判決ニ付報告 外田警部長心得 三島県令宛

イ 管轄違イ言渡シノ者・公判済ミノ者・免訴ノ者報告 明治一六年二月二日 一綴

ロ 禁錮刑見込ノ者田母野拘置ノ件一四日護送囚人割リ管轄違イ及罰金言渡シノ者報告明治一六年二月一二日

一綴

ハ 重罪以下ノ見込ノ者・免訴見込ノ者一覧 一綴

11 飯島佐平太裁判言渡書 明治一六年二月一三日 一綴

重禁錮五年（若松軽罪裁判所） （付）外田警部長心得添書

12 高等法院陳述ニ関スル記事取締ノ件

イ 河野等ノ陳述公表セル記事取締ニ付県令伺・内務卿指令（付）外田警部長心得伺書同人添書 明治一六年九

月三〇日

ロ 朝野新聞記事写 明治一六年七月二〇日ー八月四日 一綴

栃木県関係

五〇六、 引継書類 三島通庸ー樺山資雄 明治一八年一月

1 引受目録 明治一八年一月 二綴

2 内記課演説書 一綴

3 内記課帳簿目録 一綴

4 庶務課演説書 一綴

5 庶務課帳簿目録 乾 一綴

6 庶務課帳簿目録 坤 一綴

7 庶務課図書目録 一綴

8 県会備付物品目録 二綴

常置委員会及県会備付物品目録

9 土木課演説書 一綴

10 土木課帳簿目録 一綴



11 衛生課演説書 一綴

12 衛生課帳簿目録 一綴

13 衛生課物品目録 一綴

14 衛生課帳簿目録 一綴

宇都宮・栃木病院

15 衛生課物品目録 一綴

宇都宮・栃木病院

16 収税課演説書 一綴

17 収税課書籍書類目録 一綴

18 会計課演説書 一綴

19 会計課帳簿目録 一綴

20 会計課物品目録 一綴

21 会計課抵当品引渡目録 二綴

官金・地方税ノ分 備荒儲蓄金ノ分

22 会計課預金・貸付金証書調 二綴

23 会計課諸決算証写 一綴

明治七ー一七年

24 出納局及国債局天号証写 一綴

25 本県経費仮決算帳 二綴

明治一六・一七年分

26 府県徴税費仮決算帳 一綴

27 地方費仮払未精算仕訳書 一綴

28 明治一六・一七年度地方費支出一覧表 一綴

29 兵事課演説書 一綴

30 兵事課帳簿目録 一綴

31 学務課演説書 一綴

32 学務課帳簿目録 一綴

33 学務課書籍目録 一綴

34 書籍縦覧所書籍目録 二綴

和漢書・洋書

35 勧業課演説書 一綴

36 勧業課帳簿目録 一綴

37 警察本署演説書 一綴

38 警察署及分署巡査派出所位置 一綴

39 警察本署帳簿書籍目録 一綴

40 警察本署取扱出納仕訳書 一綴

41 警察本署物品目録 一綴

42 警察本署雑件調書 一綴



43 各警察署帳簿目録 天 一綴

栃木警察署帳簿目録

44 各警察署帳簿目録 地 一綴

鹿沼・佐野・宇都宮・真岡警察署帳簿目録

45 各警察署帳簿目録 人 一綴

足利・喜連川・太田原警察署帳簿目録

46 監獄本署演説書 一綴

47 監獄本署引継目録 一綴

48 監獄宇都宮支署引継目録 一綴

49 監獄足尾支署引継目録 一綴

50 秘密ニ関スル警察事項演説書 明治一七年一二月二〇日 一綴

国事警察ニ関スル演説書 贋造紙幣ニ関スル演説書 贋造紙幣発見高取調表

51 演説書付帯書類

イ 郡吏員・戸長選挙内規 一綴

ロ 現在金穀調書 一綴

ハ 現在諸印紙調書 一綴

ニ 現在備荒儲蓄所有公債証書調書 一綴

五〇七、 県政一般

1 栃木県政務ノ現況 明治一六年 一綴

県官評定書 警察・監獄・勧業・学務ノ現況

2 県民性ニ付意見 大塩広太 明治一六年一一月三〇日 一綴

進取ノ気力ニトボシ

3 県治摘要 神山永五郎（足利町） 明治一七年 一綴

政党ノ自滅 各署・郡衙ノ親睦 学事ノ萎靡外

4 県令宛出頭通知 内務書記官 三通

明治一七年一月九日・五月二二日・一一月六日

5 県令宛電報綴 明治一六・一七年 一綴

6 送辞 戸田三男（宇都宮町） 明治一八年一月一日 一枚

奉送三島故栃木県令序

7 警察新報発〓ニ付願 大沢基輔・福地源一郎 明治一七年一〇月 活版 一綴

機密ヲ要セザル警保上ノ事項報知願ウ（同文二部）

五〇八、 制度・組織

1 明治一七年地方制度改正関係書類 明治一七年五月

イ 区町村費怠納者処分・戸長役場所轄区域・戸長選任等ニ付内務卿訓示 一綴

ロ 町村会及町村連合会規則達案 郡・戸長心得達案 （付）決裁伺 樺山少書記官添書 一綴

2 地方官出京ニ関スル内達 熾仁親王（左大臣） 明治一七年五月三一日 一枚

年一度一〇月出京ノコト

3 明治一七年一〇月地方官諮問会関係書類 明治一七年一〇月



イ 戸長進級定例 （付）芳川東京府知事参集通知 蒟蒻版 一綴

ロ 郡・区長俸給給与定額ノ儀ニ付上申 芳川東京府知事（各府県総代） 蒟蒻版 一綴

ハ 区町村会法改正後ノ状況ニ付答申 芳川東京府知事（各府県総代） 蒟蒻版 一綴

4 府県土木課ノ組織ヲ定メラルル之議 島土木局長 山県内務卿宛 明治一七年一〇月 一綴

各府県土木事務事業ノ拡張ニ相応セシムベシ （付）東京大学・工部大学卒業生奉職調 府県土木官吏組織改正

ヲ要スル俸歩割表 府県土木官吏現員俸給表

5 見込条目 一枚

各課各部分合ノコト外

6 大蔵省ヨリノ達 明治一七年一月二三日 一枚

庁経費現金大蔵省管守ノ件

7 議案及説明 栃木県 明治一七年

イ 県会書記給料支給規則第一条改正議案・同説明 活版 一綴

ロ 備荒儲蓄法施行規則・明治一七年度公儲金徴収及儲蓄金穀割合・同規則改正説明 活版 一綴

8 新地租法発行ノ理由 山県内務卿・松方大蔵卿 明治一七年三月一五日 石版 一綴

地租改正条例六章・八章ヲ廃スベキ理由

9 収税事務各県引継ニ付内訓 松方大蔵卿・郷主税官長 明治一七年五月 一綴

収税長及属ノ人選・収税課新設・収税事務整理ニ関スル内訓 （付）成川書記官訂正通知

10 地方税各科目各課署分担表 一枚

五〇九、 人事

1 栃木県職員録 一綴

（明治一六年一一月一日改正）

2 栃木県郡吏名簿 一綴

（明治一七年五月一七日改正）

3 栃木県警部拝命請書 高橋仲次・伊集院平輔 明治一七年一月七日 一綴

4 佐藤信義辞令 一枚

5 人事関係書類綴 一綴

県官人事ニ付島根県トノ往復書類 明治一六年一二月ー一七年一月

6 教員人事ノ件回答 芳川東京府知事 明治一七年二月一日 一枚

東京府訓導木村鈴採用請求ニ応ジガタシ

7 県官昇級内申書 三島県令

イ 河内郡長川村伝蔵奏任推薦 松方内務卿宛 （付）川村伝蔵履歴書 明治一七年五月二七日 一綴

ロ 樺山資雄少書記官大書記官ヘ推薦 山県内務卿宛 一通

8 人事ノ件進言 忠君愛国社総代 明治一六年一一月 一綴

現県官吏因循無能 （付）栃木県官郡吏人品表

9 戸長採用ノ儀ヲ建言ス 元栃木町有志総代 明治一七年二月七日 一枚

栃木町戸長ニ柳某ヲ推挙

10 自薦状・履歴書

イ 桑波田正之進 （付）履歴書 明治一六年一一月 一綴



ロ 小宮寛制 明治一七年一月 一枚

ハ 野口福三郎 明治一七年二月 一綴

ニ 横手万作 （付）履歴書（二部） 明治一七年四月 一綴

ホ 窪田盛義 明治一七年四月 一綴

ヘ 石崎毎次郎 明治一七年四月 一枚

ト 馬場兼履歴書 一綴

五一〇、 治安・警察

1 下都賀郡自由党ノ状況 明治一六年一〇月 一枚

西水代・西方・吹上各村全村党員ナルモ実情ハ有力者ノ強迫ニヨル 西水代村事件後脱党者アリ

2 自由党臨時会ノ景況 明治一六年一一月一一日 一綴

大会開会直前ノ状況

3 県下自由党ノ形勢 国府義胤（下都賀郡） 藤田一郎宛 明治一六年一一月二三日 一綴

表面鎮静ナレド不穏ノ確証アリ

4 三島県令暗殺ノ件外 明治一六年一一月三〇日 一綴

藤公治死亡 板垣帰県ノ原因ハ山崎重五郎・照山峻三等決死隊ニアリ 栃木県相田清人短銃求メ田村力蔵等ト血

盟県令ヲラ（付）西村内務大書記官添書

5 足利地方ノ状態 得原佐太朗 明治一六年一二月一一日 一綴

長阪八郎・伊賀我何人・照山峻三等足利地方ニテ人民教唆

6 自由党ノ政略及内情 明治一七年六月 一綴

文武館（有一館）設立 党内決死派及博徒ノ内情 関西懇親会 鉄道開業式不穏外

7 秩父事件調査復命書 増田甚平（探偵雇） 伊地知足利署々長宛 明治一七年一一月一二日 一綴

（付）三島県令宛足利署々長添書

8 改進党ノ内情 明治一七年 一枚

掌事小野梓脱党カ 毎日派条約改正ニ熱中

9 栃木県下ノ概況 明治一七年 一綴

三島県令秕政一四ケ条

10 自由・改進党加盟ノ戸長名簿（改進党名簿同文二部） 二綴

11 岩手県令島惟精ノ建言 明治一六年一一月 活版 一綴

刑法ノ改正ヲ請ウ建言 学術演説者ヲ検束スルヲ請ウ建言

12 栃木署逮捕人名報告 図師崎栃木署々長 三島県令宛 明治一六年一二月 一綴

一二月中管内強盗・賭博犯逮捕人名

13 頼母子講取締上申 須藤良三郎（安蘇郡） 三島県令宛 明治一七年二月二五日 一綴

五一一、 土木工事

1 県庁移転反対建言 上都賀郡鹿沼有志 明治一六年六月 一綴

2 県庁用地上地願 宇都宮贄木町等五ケ町総代

イ 上地願（二部） 明治一五年 一綴

ロ 上地願 明治一六年五月 一綴

ハ 仮庁舎トシテ台陽寺使用ノ件追願 明治一六年 一綴



ニ 上地ノ上献金願 明治一七年一月八日 一枚

3 県庁移転ニ付献金願 鈴木久右衛門外（宇都宮町）

イ 内務卿宛願 明治一六年一一月 一綴

ロ 県令宛願 明治一六年一二月四日 一綴

ハ 県令宛願 明治一六年一二月一四日 一綴

ニ 有志宛協力願 （付）移転・献金願 明治一七年一月 一綴

4 献金方取調復命書 折田正介（一等属）・辰野宗治（五等属） 明治一六年一二月二三日 一綴

宇都宮人民献金ノ件確証アリ （付）献金請書 銀行宛契約書 諸色御積書 西洋造御積書 敷地略図

5 新築費出金内訳 一枚

6 仮県庁御開設願 宇都宮町人民総代 明治一七年一月二八日 一綴

旧宇都宮県庁ニ仮県庁開設願

7 栃木県仮県庁分課設置見込之場所 一綴

8 移庁ノ件演説書 野村惟一（前上都賀郡長） 吉田上都賀郡長宛 明治一七年一月一四日 一綴

当郡移庁ニヨル便宜少ナク募金至難

9 新築現場石棺発掘一件書類

イ 発掘ノ件県令宛樺山少書記官報告書 （付）目録・図面 （二部） 明治一七年五月七日・九日 一綴

ロ 石棺考 梅園春男 明治一七年五月一〇日 一綴

ハ 山県内務卿宛発見届（二部） 明治一七年五月一四日 一綴

ニ 発掘品納付之儀ニ付上申 西郷農商務卿宛（二部） 明治一七年六月七日 一綴

10 県庁開庁式関係書類 明治一七年九月

イ 県令答辞（同文五部） 一綴

ロ 開庁式宴席心得 一綴

ハ 来賓宿割リ一覧 活版 一枚

ニ 県庁造築碑文乗附乗彦 一枚

11 県庁移転ニ関シ裁定請求一件書類

イ 具状書─旧県庁処分ニ際シ県知事ガ専断ヲ以テ県有財産ヲ処分シタル件 田中栃木県会議長 山尾法制局長官

宛 明治一九年一二月 一綴

ロ 山尾法制局長官宛樺山栃木県知事具状書 明治一九年一二月 一綴

12 河内郡役所新築目論見絵図面 明治一三年一月 一枚

13 師範学校建築費上納金ニ付契約書 坂本八郎治外（宇都宮町及接続村総代） 第三三国立銀行宇都宮支店宛 明治一七

年一月二九日 一綴

14 塩原新道土木費ニ関シ参事院ヘ裁定請求一件書類 明治一七年九月

イ 具状書─事業ヲ先ニシ不足予算追加議案提出セルハ県令議権ヲ犯シタルモノ横堀栃木県会議長福岡参事院

議長宛 樺山県令代理弁解書 （付）参事院議長宛樺山県令代理添書 一綴

ロ 山王峠ニ至ル新道図面 一枚

15 田中正造ノ通知書 明治一八年二月一一日 一枚

道路敷地田畑潰地価金御下付ノ件ニ付樺山県令ト面会ノ次第阿部楳四郎宛通知

16 三島弥太郎書翰 柴山景綱宛 明治二八年一〇月一九日 三通



読売連載ノ「田中正造昔話」中県庁売却代金及奥州・会津街道ノ件甚ダ不条理 逐条反対意見 告訴カ弁明書掲

載カ 今後ノ対策（三部）

17 栃木県近事ニ関スル建言 島田三郎・角田真平 西郷従道宛 明治一七年九月 一綴

県令ノ施政過激急行土木ノタメ人身財産ヲカエリミズ（付）「人民郡長ニ献金ノ減少ヲ哀願セシ事」─高沢惣

平 （安蘇郡）外ノ廻郡長宛歎願書 明治一七年三月三一日 島田三郎・角田真平添書

18 負傷退役軍人ノ賞勲局宛伺書 明治一七年九月一四日 一綴

五賀房吉道路人夫免役ノ件申立テ （付）診断書 三条太政大臣宛大給賞勲局副総裁添書

19 日光街道開修目論見帳 （三部） 栃木県 明治一七年一〇月二七日 三綴

20 土木工事外打合セ控 明治一七年 一通

那須郡寄付金・堤防修築・山王峠新道予算・臨時会対策外

21 開道式答辞（同文四部） 三島通庸 明治一七年 一綴

22 国道改修事業誌 二綴

（付）国道改修事業調 （同文二部）

23 塩原新道事業誌 二綴

（付）塩原地方道路開修事業調 （同文二部）

24 三県新道画帖関係書類

イ 高橋由一先導ノ次第報告伊藤十郎平 明治一七年一〇月・一一月 一綴

ロ 画帖目録 一綴

ハ 三県新道画帖序 重野安繹・岡千仭 明治一八年一一月・一二月 一綴

25 熊ケ谷ヨリ足利町ヲ経テ佐野町ニ至ル測量図 一枚

26 塩原方面新道略図 一綴

27 日光街道付近献地ニ付新道図面 一枚

28 寺岡・小俣村間二等路改良測量図 一枚

29 那須方面隧道図面 二枚

五一二、 産業・金融・交通 那須三島農場関係書類ハ三島弥太郎文書ニアリ

1 那須疏水関係書類

イ 飲用水路工事費下付通知 那須郡役所戸籍課 肇耕社宛 明治一六年六月一六日 一枚

ロ 田用水路開通ノ儀上請 藤川栃木県令 西郷農商務卿宛 （付）工事概算 明治一六年 一綴

ハ 疏水利益見込 樺山栃木県書記官 土木局宛 明治一七年一一月六日 一綴

2 中禅寺湖水開鑿ニ関スル書類 明治一七年一月

イ 実測主任官派出ノ件上申書案 栃木・群馬県令 農商務省宛 （付）樺山六等属決裁伺 群馬県令宛回答案 群馬

県民開鑿及実測願 栃木県民開鑿願 一綴

ロ 仕様書類 一綴

ハ 地図 二枚

3 麻苧生産維持ニ付伺 吉田上都賀郡長 三島県令宛 明治一七年一月一二日 一綴

（付）発起人名簿 甲号肥料貸付規則 書類雛形（三部） 乙号意見書 明治一七年一月一二日

4 地所之儀ニ付建議 関根〓次郎（安蘇郡） 山県内務卿宛 明治一七年一月二四日 一綴

土地売買法規不備ノ件 （付）三島県令宛内務書記官添書



5 村名ノ件ニ付歎願 松井通知外一七名（苗倉村開墾士族） 明治一七年 一綴

拝受セル新村名採用ノ件新県令ヘ演説請ウ

6 輸出入金額概算 一枚

足利・桐生・佐野・栃木・鹿沼ニツイテ

7 鋳物由緒 正田治郎右衛門（安蘇郡） 安政六年八月 一綴

代々禁裏献上品鋳造ノ次第

8 塩原村鉱泉分析表 明治一七年八月一三日 一綴

（付）県令宛樺山少書記官添書

9 貸座敷業移転ノ請願書

イ 宇都宮市街地貸座敷ヲ駅外ニ移転ノ件 赤羽程三 明治一七年三月 一綴

ロ 同 福田治一郎外二名 一綴

10 宇都宮私立銀行設立願 斎田都一 三島県令宛 明治一七年二月 一綴

（付）設立目論見書

11 年賦金未納之儀ニ付上申 井狩利祐（戸長） 廻下都賀・寒川郡長宛 明治一七年四月四日 一綴

旧藩貸下金未納者別件デ身代限処分ノ件 （付）県令宛郡長代理添書

12 鉄道路線決定ニ付願書 明治一六年一二月二八日

イ 日本鉄道会社線足利・栃木・鹿沼ヲ経テ宇都宮ニ至ル路線採用懇願 木村半兵衛外（足利郡等四郡総代）

（付）廻郡長添書 地図 一綴

ロ 四郡人民総代上陳書 一綴

13 「トコビール」鉄路敷設起工ノ御保護願 小泉友次郎外一名（足利郡） 明治一七年一月一四日 一綴

14 鉄道開業式御臨幸時刻表 明治一七年五月一日 活版 一枚

上野・高崎間御車発着時刻表

15 桐生．足利間小鉄道路線図 一枚

16 宇都宮ヨリ鉄道線路略図 一枚

17 氏家・白河間鉄道概線路ノ図 一枚

18 黒田清隆意見書 三条太政大臣宛 明治一六年一二月六日 一綴

鉄道振興・士族授産・海軍増強ノ件外 （付）付録及鉄道各路里程及建設費概算

五一三、 教育・宗教

1 幼穉園開設ノ件報告 福島愿吾（宇都宮町） 三島県令宛 明治一七年五月一五日 一綴

（付）見込地約定書 約定済及示談中人名

2 足利学校再興関係書類 明治一七年五月

イ 足利学校再興ニ付寄付募集要項 全国一般宛 足利・〓田郡民宛 県庁・郡役所吏員宛 （付）県令宛佐藤足

利・ 〓長伺 一綴

ロ 五月一六日付朝野新聞 活版 一綴

ハ 足利学校敷地略図 一枚

3 栃木県師範学校・第一中学校図面 一綴

4 唐沢山神社関係書類

イ 藤原秀郷贈位賞賜ノ件藤川栃木県令願書 同佐野常民願書 唐沢山神社社格決定ノ願書 明治一五年一二月 一



綴

ロ 唐沢山神社官社加列ノ儀ニ付上申藤川栃木県令山田内務卿宛明治一六年八月二九日 一綴

5 日光山満願寺関係書類 明治一六年一二月

イ 満願寺永続方法ノ儀ニ付歎願 天台宗満願寺 一綴

ロ 法親王御墓地之儀ニ付願 天台宗輪王寺 一綴

ハ 満願寺本坊及付属境内建物概表 一綴

6 日光諸社案内記 木版 一綴

7 東照宮付近図面 一枚

五一四、 地図・図面

1 下野宇都宮市中之図 二枚

2 栃木・福島・山形三県巡回日程表 一綴・六通

甲乙丙三案（六部） 宿泊調（同文三部）

3 新潟・福島・栃木三県巡回日程表（同文三部） 明治 年九月五ー一五日 三通

4 栃木県各郡役所間里程図 一枚

5 足利・熊谷間見取粗図 一枚

6 宇都宮・足利方面略図 一綴

7 下野国郵便線路之図 栃木県 明治一六年三月 一枚

8 宇都宮警察・監獄署図面 一綴・一枚

9 下塩原字福渡戸ノ図 一枚

土木局関係 臨時建築局

五一五、 制度・組織

1 土木局移管ニ関スル意見書案 石井土木局長 明治一六年一一月一二日 一綴

土木局ヲ工部省ヘ移管スベシトノ佐々木工部卿上申ニ付反対 土木費地方負担ニテ他ノ民政ト分ケガタシ

2 土木局組織改正意見書 三島土木局長 山県内務卿宛

イ 土木局組織改正ノ議─土木事務内治ト密接ニ関係スルヲ以テ工部省移管ハ不可 （付）土木官職制 土木局事

務章程外 明治一八年二月 一綴

ロ 土木局経費予算追議 （付）土木局経費予算見込概略 明治一八年七月二五日 一綴

3 土木局処務書類綴 一綴

土木寮職制及事務章程（明治九年一月） 土木局処務順序（明治一七年五月） 土木局会計課処務条規（明治一

五年七月） 府県官職制第一二項中土木局ノ権限ニ関スル諸達案（明治一七年二月） 出張所処務概目（明治一

七年八月）

4 土木局各課事務取扱手続 一綴

5 諸省事務章程通則 一綴

明治一四年太政官達九四・九五号 明治一三年太政官達六〇号ノウチ工部省職制並事務章程

6 内務省処務条例

イ 明治一八年六月二五日ノ達 活版 一綴

ロ 分課章程抜粋 一綴

7 工部省職制関係書類 明治一七年五ー一〇月 一綴



営繕課員内訳 工術等級並月給表 工部大学校職制

8 仏国工部省組織

イ 仏国工部省職制 一八七三年 一綴

ロ 仏国工部省組織 （付）三島局長宛山田三等技師添書 一八七九年 一綴

9 大蔵省外各局予算・人員調 明治一八年

イ 主税局・山林局・駅逓局局員数 一綴

ロ 大蔵・内務各局予算内訳 一綴

10 紀元節参賀ニ付達 伊藤宮内卿 三島内務省三等出仕宛 明治一八年二月 一綴

11 土木局御用テイル綱ノ件上申 林田金次郎（製綱商） 明治一八年一〇月五日 一綴

当方呈出ノ見本ニヨリ他社ニ調製下命セラレタル件

五一六、 人事

1 内務省各局名簿 明治一八年 一綴

2 土木局員人名 明治一八年

イ 各課長以下四一四名 一綴

ロ 課長名一覧 一枚

3 土木局人員及分課（同文三部） 三綴

4 土木局俸給調書類 明治一八年 二綴

5 昇給推薦上申書案 明治一七年 一綴

藤尾伍鹿外七名

6 入沢敏行自薦状 明治一七年一一月二九日 一綴

五一七、 建築局

1 建築局事務書類 明治二〇年 一綴

局員履歴及昇等年限調 事務官及技師名簿 各省建築委員名簿 建築局事務分掌概則（同文二部）

2 建築局外人傭入ニ関スル書類

イ ホープレヒト傭人条約書 明治二〇年一月二八日 一綴

ロ 条約改訂ニ付ワイデマン要求書・エンデ書翰 メンツ外四名条約書条項説明 ムテージウス傭人条約書 明治二

〇年六月日 一綴

3 建築局技師出張伺 児玉建築局事務官 三島副総裁宛 明治二〇年四月二六日 一枚

エンデ氏横浜着船ニ付出迎エノ件

4 建築局関係控 明治二〇年五月 一通

五一八、 土木費

1 土木費ニ付鹿児島県ヨリ伺 内務省宛 明治一六年三月二六日 一綴

臨時急施土木費年度内余金ヲ以テ支弁ノ件 （付）内務省指令案

2 土木費調

イ 三府四〇県土木費（明治一一年ー一七年） 国庫下付金及補助費（明治一四年ー一七年） 一綴

ロ 本局経費・国庫補助費・長崎港浚疏費外 一枚

3 土木費準備法関係書類

イ 国道・河川改修ノ原資トシテ国費ト賦課金ヲ合セ土木費準備金トスル法案 （付）局長宛大塚謙三郎添書 土



木費府県別配当表 明治七年以後土木費調 全国河川航路調 国道里程調 一綴

ロ 土木費府県別配当表 （付）佐藤信義添書 一綴

ハ 明治一八年度土木費予算調表 一綴

ニ 河川航路調（同文三部） 一綴

ホ 国道里程・工費・割賦額調 一綴

五一九、 河川

1 明治一七年度直轄河川工費予算 一綴

2 静岡県治水費ノ件ニ付内申 奈良原静岡県令 山県内務卿・松方大蔵卿宛 明治一七年四月 一綴

県民治水費負担ニ苦シム 定額超過分国庫支弁・治水元資金貸与・県債起債ノ件許可願ウ

3 治水ノ儀ニ付上申 山県内務卿 三条太政大臣宛 明治一七年五月 蒟蒻版 一綴

全国治水計画及着手順序調整ニ付財政上遠大ノ計画ヲ要ス

4 高〓川工事直轄之儀ニ付副申 千坂岡山県令 内務卿宛 明治一八年六月二四日 一綴

高〓川工事土木局直轄ノ請願（同文二部）

5 明治一八年水害関係書類

イ （大阪府）修復報告 淀川工事費ノ件請願（同文二部） 水害状況報告 内務卿宛土木局長出張復命書 作業精

励者昇級等土木局長宛淀川出張所長上請 一綴

ロ （京都府）修繕費支出内訳 被害概況調表 一綴

ハ （山梨県）修繕費国庫補助ニ付藤村山梨県令上申書 （付）支弁ノ目的取調書 一綴

ニ （埼玉県）修繕費ニ付吉田埼玉県令上申書 （付）水災概況書 一綴

ホ 宮城・栃木・広島・鳥取各県被害報告 （付）三島局長宛中村大書記官添書 一綴

6 破壊堤防堰留法上申 市川義方（内務五等属） 土木局長宛 明治一八年七月一二日 一綴

7 河川別在勤人員調書 明治一八年九月二八日

イ 河川別在勤人員及俸給調 一綴

ロ 測量従事者名及俸給調（同文二部） 一綴

8 河口水制横断面之図 一枚

9 砂崩防止法図解 一綴

10 水谷忠厚矢田川架橋ニ付賛助願 山田顕義 活版 一枚

五二〇、 道路

1 道路ノ制ヲ更定スルノ議 山県内務卿 三条太政大臣宛 明治一七年二月 蒟蒻版 一綴

国・県・里道制度ノ大要ヲ定メルコト 国道管理制度ノ概要

2 北海道道路開修ニ関スル書類

イ 土木局長巡視ノ儀ニ付禀請北海道三県令山県内務卿宛 明治一八年二月 一枚

ロ 国庫金御下付ニ付上請 時任函館県令 土木局長宛 明治一八年三月一八日 一綴

3 清水越新道関係書類

イ 開鑿委員山城祐之開道式祝辞 式順序 来賓宿割 往復里程表 式場図 明治一八年八月 一綴

ロ 清水越新・旧道通行状況届 阿部吉五郎（群馬県利根郡） 明治一九年一月 一枚

ハ 清水越新道絵図 一枚

4 函嶺開鑿之儀建言 山城祐之（土木局） 山県内務卿宛 明治一八年一〇月二七日 一綴



5 ブロック著内外比較仏国統計志抄訳 二綴

第三篇内地通航ノ事 第一五篇通路ノ事

6 日本陸地面積概算 明治一八年二月 一枚

7 道路高低勾配図 一枚

国府津─御殿場─沼津

8 国道並六五河川略図 一枚

五二一、 疏水・築港・鉄道外

1 疏水課工事予定 一綴

（付）課員昇級及俸給一覧

2 琵琶湖南北開鑿案 山中国三郎（浅草） 明治一九年三月二九日 一綴

長浜─敦賀及勢多橋─大阪間開鑿案

3 女川湾築港ニ付意見 遠藤温（宮城県士族） 明治一八年五月 一綴

女川湾築港ノ利点七項 （付）大森内務書記官添書

4 トコビール鉄道布設概算書 宮本甚蔵 明治一八年一二月九日 一綴

新宿・八王子間

5 水門図面 一綴

6 箱根付近鉄道路線図 一枚

五二二、 市区改正

1 市区改正意見草案 明治一七年一一月 活版 一綴

（付）芳川東京府知事上申書

2 入府税法新設之儀ニ付上申 芳川東京府知事 明治一八年三月二日 活版 一綴

市区改正・築港費ヲ入府税収入ニ求メル件 （付）入府税規則草案及説明

3 東京市区改正・品海築港審査〓末 東京市区改正審査会 明治一八年一〇月二〇日 活版 一綴

（付）芳川内務大輔添書

4 市区改正ニ関スル意見書 今村和郎（入府税法案調査委員） 井上参議宛 明治一八年一一月 一綴

東京市区改正論─東京市区改正財源ニ関スル提案 東京ニ入府税ヲ行ウ可カラサル論 一部蒟蒻版

5 口演 明治一九年七月 一綴

市区改正視察ノタメ総監洋行ノ件

6 建議I 臨時建築局総裁井上馨・副総裁三島通庸 伊藤総理大臣宛 明治一九年一二月

イ 上州遷都ノ建議 （付）本都新造地所買上ゲ及建物移転料予算取調書 各国都府比較表 （同文二部） 一綴

ロ 同建議草案（同文九部） 一綴

7 建議II 臨時建築局総裁井上馨・副総裁三島通庸 伊藤総理大臣宛 明治一九年一二月

イ 官衙・議院建築ハ市区改正ト併セ実行スベキ旨建議 （付）道路開通経費予算 府下火災調査表 付録 （同文

三部） 一綴

ロ 同建議草案（同文二部） 一綴

ハ 副申並計算書 （付）説明 （同文二部） 一綴

8 本都新造及東京市区改正両費概算比較取調書（同文四部） 一綴

9 市区改正ニ付建言 弓野俊夫



イ 改正経費公債ト官庁諸費節減ヲ以テ充当ノコト（同文二部） （付）各省庁節減割当表 明治二〇年三月 一綴

ロ 品川沖払下ゲ民間ニテ埋立テノ件 （付）地図 添書 明治二〇年八月二七日 一綴

10 市区改正ノ議ヲ府会ニ発セラレンコトヲ企望スルノ建議 筒井明俊（第五課長） 明治二〇年一二月 一綴

11 維廉国街路及公場設置並変更ニ関スル法律 一八七五年

イ （花房直訳） 一綴

ロ （別訳） 一綴

12 東京市街直写願 高橋由一 明治一八年五月 一綴

市区大改正ニテ旧観ヲ没スルモノ油画ニ直写後世ニ伝エン

13 東京市区改正審査会開会通知（六部） 芳川審査会長 三島審査委員宛 明治一八年三月ー六月 一綴

五二三、 官衙・議院

1 諸官衙建築費ニ関スル書類

イ 陸軍関係移転費並私有地買上費下付ノ件閣裁請求 井上建築局総裁 総理大臣宛（同文二部） 明治一九年一一

月一九日 一綴

ロ 移転費大巾増加ノ件追申 井上総裁 総理大臣宛（同文二部） （付）陸軍省回答書及入費見積書 建築局見込

概算書 明治一九年一二月九日 一綴

ハ 移転費並買上費節減ニ付明治二〇年度ヨリ下付上申 井上総裁 総理大臣宛 （付）各費用明細書 明治二〇年

三月四日 一綴

ニ 右件ニ付大蔵省トノ往復書類 明治二〇年三月四日ー一四日 一綴

ホ 仮議院建築費追加下付願 井上総裁・三島副総裁 総理大臣宛 明治二〇年四月 一枚

ヘ 右件ニ付大蔵大臣宛総理大臣訓令 （付）総裁宛添書 明治二〇年四月一八日 一綴

ト 移転後旧官衙建築局ヘ下渡願 井上総裁 総理大臣宛 明治二〇年 一綴

2 公用土地買上規則適用ノ件 山県内務大臣宛 明治二〇年四月 一綴

民有地買上ゲノ際右規則適用ノ可否照会 （付）井上総裁宛回答 児玉少介添書

3 官衙新築ニ付各省トノ往復文書

イ 各省委員宛出頭通知 明治二〇年四月一八日 一枚

ロ 海軍省ヘ新築ノ件申入レ 一枚

ハ 司法省ヨリ書類呈出延引通知 明治二〇年五月九日 一枚

ニ 農商務・海軍省坪数申告 明治二〇年五月二〇日 一枚

4 ホープレヒト並エンデ氏意見

イ 議事堂・司法省・裁判所着手順序等 明治二〇年五月六日 一綴

ロ 日比谷練兵場ヲ用地トスル件 （付）井上総裁宛両氏報告書 一綴

ハ 海軍省図面ノ件エンデ意見（電信） 井上臨時代理公使宛 明治二〇年九月一六日 一枚

5 司法省・裁判所建築ニ付回答 山尾建築局総裁 エンデ及ビヨックマン宛 明治二一年七月 一綴

用地日比谷ヘ変更ノ件 費用調査ノタメ右ノ外議院ノ予算書モ回送ノコト

6 各国議事堂建築費・建坪比較 一枚

警視庁関係

五二四、 警視庁一般

1 林誠一警視意見書



イ 治罪法意見書─欧州治罪法実施上ノ要点及意見 明治一四年四月 一綴

ロ 実務上警察官ニ収監状ヲ発スルノ権ヲ与フル件 明治一七年一二月一日 一綴

ハ 警察ノ種類ニツイテ 一綴

2 強盗犯松村庫之助外七名ニ対スル意見書 森沢徳夫（第二局警部） 野崎東京軽罪裁判所検事宛 明治一九年一二月

二七日 一綴

3 清国水兵ニ対スル求刑書 林誠一（長崎控訴院検事長） 清国領事宛 明治一九年八月二四日 一綴

暴行事件概要 犯人厳重処分ノコト

4 京城公使館在勤報告 赤羽友春（交際官試補） 明治一九年一一月 一綴

警察事務監督諸事申立テ用イラレズ 公使館員・巡査ノ規律不可 日本商民横暴 金玉均ノ件・魯朝密約ニ付不穏

ノ件等本官ニ通知ナシ

5 宿直報告書 森沢徳夫（第二局警部） 明治二〇年一月二日 一綴

6 安立一等警視報告書 明治二〇年八月二五日 一通

林一等警視北海道出張ノ件外

7 逮捕報告書

イ 土蔵破リノ件 明治二〇年一月二日 一綴

ロ 放火及土蔵破リノ件 明治二一年三月 一綴

ハ 生糸窃盗犯ノ件 明治二一年三月 一綴

8 弥生神社祭典関係書類

イ 弥生神社祭典紀事（同文二部） 明治一八年一二月二四日 活版 一綴

ロ 弥生神社祭典式次第 明治一九年一一月一三日 一通

9 弥生社維持方之儀上申 会計局長 明治一九年二月 一綴

（付）向ケ岡弥生社規約 明治一九年弥生社通常費予算調

10 弥生社費受払調書 一綴

移転新築ニ付収支調書 建物中宮内省分覚書 支出金内訳 （同文五部）

11 弥生社落成式関係書類

イ 弥生社新築開キ鑿剣会招待状 三島通庸・和歌子 （付）招待者控 明治二〇年一一月二一日 一綴

ロ 落成式順序 一綴

ハ 行幸ニ付手続之概略 （付）御陪食席順及図面 明治二一年一月一四日 一部蒟蒻版 一綴

ニ 御陪食外招待者人名 一部蒟蒻版 一綴

ホ 撃剣組合セ 一綴

ヘ 柔術・剣術組合セ（同文七部） 明治二一年一月一六日 一部活版 一綴

ト 力持順番（同文四部） 明治二一年一月一六日 活版 一綴

チ 絵 一枚

リ 行幸・啓ニ関スル諸費調書 明治二一年一月二五日 一綴

12 品海漁遊会関係書類

イ 巡査慰労会中止願─勤務・支出増加シ水泳事故等弊害多シ 明治二〇年七月六日 一通

ロ 七月一〇日品海漁遊会次第書付則 活版 一綴

ハ 漁遊会撃剣組合セ 一綴



ニ 漁遊会費概算調 一綴

13 海防費献金願

イ 海防費献金ノ件地方長官ニ対シ伊藤総理大臣訓示 明治二〇年三月二三日 蒟蒻版 一綴

ロ 海防費献金願 三島警視総監・奏判任官総代・巡査看守雇員総代 明治二〇年三月三一日 一綴

14 「国のすがた」給賜ニ付謝辞 秋山豊松（巡査） 明治二〇年四月一一日 一綴

15 警視庁ニ関スル新聞記事抜萃

イ 「国のすがた」評（毎日新聞） 警官慰労会ノ次第（東京日日新聞） 明治二〇年七月一二日 一綴

ロ 三島総監ノ功績（香港テリグラフ・同文三部） 明治二〇年一一月二日 一綴

16 添書類

イ 撃剣場略図ノ件 赤羽久松町署々長 方面監督宛 明治二〇年六月一三日 一枚

ロ 回覧依頼 岩村石川県知事 警視庁宛 明治二〇年八月二五日 一枚

ハ 上申書ノ件 安立警察本署々長 総監宛 明治二〇年一〇月八日 一枚

ニ 電報ノ件 村上第三局長 総監宛 明治二〇年一二月一三日 一枚

17 警視庁電報綴 一綴

18 文書件数表 一枚

明治二〇年一月ー六月

19 庁内乗用馬ニ関スル書類 一綴

創立以来乗用馬ニ関スル調書 （付）明治七年騎馬飛報ノ件川路大警視伺 明治一八年飼養料ノ件大迫総監上申

書

20 旗・提灯・〓章・制服等ノ件

イ 総監以下旗．提灯．〓章ノ件伺 小笠原誠（警視属） （付）内務省ヘ伺案 達案 表及図面 朋治一九年一月二

七日 一綴

ロ 看守制服・帽改正案 一枚

21 警視総監宛通知

イ 武蔵艦進水式通知 中牟田横須賀鎮守府長官 明治一九年三月二七日 蒟蒻版 一枚

ロ 勅・奏任官正月拝賀ニ付通知鍋島式部長官 明治一九年一二月二五日 一綴

ハ 活人画陪覧ノ件 伊藤宮内大臣 明治二〇年三月二四日 一枚

ニ 近衛連隊軍旗授与式通知 鍋島式部長官 明治二〇年五月二〇日 一枚

22 北沢正誠ノ送辞 明治二一年八月 一枚

陪三島総監塩原別墅宴賦此奉呈

23 警視庁図面 一袋

五二五、 制度・組織 欧州警察制度

1 警視庁官制 明治一九年五月四日 活版 三綴

勅令第四二号（同文三部）

2 鉄道及賞勲局官制ニ関スル内閣達 明治一八年一二月 一綴

第七九号・第八二号

3 警視庁処務細則 明治一九年五月 蒟蒻版 一綴

4 警察改良ノ儀ニ付具申 東郷重光（京橋署警部） 明治一八年一二月二八日 一綴



処務規程ノ変更等九件

5 村上二等警視意見書

イ 本庁職制及処務規程中改正ヲ企望スル件上申 明治一九年四月六日 一綴

ロ 巡査定員・採用・勤務ニ付改善策外 一通

6 警視庁処務細則ニ付意見 麻布・品川・高輪・愛宕町各警察署長 明治一九年五月八日 一綴

警察署取扱事項 処務細則案 事務取扱上改正スベキ件 （付）添書

7 警視庁ノ地方警察直轄ニ関スル建言

イ 東郷重光（京橋署警部） 明治一九年一月 一綴

ロ 松山彪（浦和軽罪裁判所熊谷支庁） 明治一九年一月二七日 一綴

8 各警察署ヘ事務委任ノ建言

イ 警察署事務本庁ガ執行ノタメ各署ハ派出所ノ如シ 両者権限区分列記 山口義耀（本所元町署警部） （付）長

尾同署々長添書 明治一九年一月一三日 一綴

ロ 本庁主担事務中各警察署ヘ委任スベキ種類 藤崎品川署々長 明治一九年一月一七日 一綴

9 内・外勤部改正ノ建議

イ 内勤部組織改正ノ建議 田野熾（下谷署警部） （付）同署々長添書 明治一九年一月一三日 一綴

ロ 外勤警部会議開設之儀ニ付建議 久松町・水上・和泉橋署外勤警部 明治一九年三月一七日 一綴

10 立番ノ件ニ付上申 富岡門前署巡査一同 明治一九年一月 一綴

二四時間派出所外ヘ立番見張リノ件改良乞ウ

11 方面監督職務上ノ要件 一枚

12 官吏懲戒ニ関スル書類

イ 官吏懲戒例 長官懲戒処分心得 明治九年 一綴

ロ 処分実施上質疑応答 一綴

13 行政官吏服務紀律 一綴

明治一五年第四四号達及説明

14 司法警察官事務取扱心得 明治一八年二月一二日 一綴

東京始審裁判所ニ検事分局設置ニ付司法警察官心得 （付）山田司法卿達

15 看守押丁服務心得 一綴

16 探偵事務順序 一綴

17 憲兵ニ関スル諸規則 一綴

憲兵条例 行政警察事務規程 陸軍警察仮規則 海軍警察心得外

18 高崎岡山県令上申書 大久保内務卿宛 明治九年一一月 一綴

地方警察官ニ銃器操練ノコト

19 警視総監上申書 内務大臣宛

イ 警察官試験ノ儀ニ付建議 明治二〇年一一月一日 一綴

ロ 巡査ヨリ警部補ヘ採用ノ件看守ニモ適用ノ可否伺 明治二一年六月八日 一枚

ハ 庁中ニ高等官試補五名企望上申 明治二一年六月二七日 一枚

20 庁内外国語教育ノ件

イ 警吏巡査ヘ外国語教授ノ儀上申 黒田邨男（外国語学教授所幹事） 明治二〇年七月一五日 一綴



ロ 庁中有志英語習得ノ件上申 弓野俊夫 （付）英学会規約草案 明治二一年五月 一綴

21 定員増加ニ付意見 三橋三等警視 明治一八年一月 一綴

内局第一課定員見込 探偵一五人増員

22 看守副長増員ノ儀ニ付上申 東郷助五郎（看守長） 警察本署長宛 明治一九年九月 一綴

23 総監宛山県内務大臣訓令 明治二一年四月二一日 一枚

府中警部現員定員超過ニ付進退伺呈出ノコト

24 明治一九年官等表抜書キ 一綴

25 典獄官等ノ儀ニ付内申案 内務大臣宛 一綴

東京・大阪ノ監獄本署長ニ限リ集治監官等俸給ニ準ゼラレタシ （付）集治監典獄俸給及囚員調

26 警察署長ノ建言

イ 郡区長トノツリアイ上署長ハ高等官ヲ以テ充ツルベシ 警察署長総代 総監宛（同文二部） 明治二〇年七月

一六日 一綴

ロ 各署ニ三等又ハ五等ノ警視ヲ置クコト 永谷京橋署々長・倉内田町署々長 一綴

27 獄舎改造並典獄陞任之件建議 大浦則泰（典獄） 内務大臣宛 明治二〇年九月 一綴

28 判任官任用内規 明治一九年五月 一綴

（付）決裁案伺 御通知案伺

29 勉励賜金予算及資格認定心得 明治二〇年 一綴

30 警察改良ニ付意見書 柳田得蔵（浅草田町署巡査） 明治一九年一月一五日 一綴

警察内部弛緩

31 八丈島ニ小笠原島支庁設置ノ件上申 小野田元〓（東京府島司） 高崎東京府知事宛 明治二〇年八月二二日 一綴

32 欧州巡回取調書（甲号一） 一綴

（一号）伯林警察庁沿革並財権 （二号）伯霊府警察官財掌及権限 （三号）普国伯林警察官ヘーン氏口述 （四

号） 伯林警察庁権限並事務質問 （五号）普国地方見聞略記 （七号）伯林警察官吏採用法略記 （九号）普国伯

林府警 察庁事務報告書等目録 （一〇号）仏国警察庁章程

33 欧州巡回取調書（甲号二） 一綴

（一一号）仏国巴里府警察庁職務章程質問録

34 欧州巡回取調書（甲号三） 一綴

（一二号）仏国巴里邑警察官吏勤務法 （一三号）同警察使等事務質問略記 （一四号）仏国巴里府外ヌーイ警

察使局質問 （一五号）同内務省安寧局長質問略記 （一六号）同警察上諸規則原書目録 （一七号）英国警察大

綱記 （一八・一九号）英国倫敦府警察大区長質問 （二〇号）英国諸規則目録 （二二号）聖彼得堡府見聞略記

（二三号）魯西亜国政体組識略記 （二四号）同国聖伯得堡府警視総監事務分課書 （二五号）同国警察官組織

（二六号） 同火災電気信号器機使用法 （二七号）同警察規則目録 （二八号）米国新約克警察組織質問略記

35 欧州巡回取調書（乙号一） 杉本警視 一綴

（一号）シュルセンスタイン講述警察主旨 （二号）伯林警察庁第一局事務手続質問 （三号）伯林警察官質問

（四号）伯林鉄道馬車営業警察条例 （五号）伯林府市街警察規則 （六号）伯林水上警察掛大尉質問 （七号）

伯林警察庁第二局質問 （八号）伯林市場及営業掛質問 （一〇号）伯林屠獣場見聞録 （一三号）伯林警察庁第

三局質問 （一四号）同第五局質問 （一五号）雇人雇帳規則 （一六号）雇人受宿規則 （一七号）普国伯林府警

察庁 第五局雇人ニ係ル表抜粋



36 欧州巡回取調書（乙号二） 杉本警視 一綴

（一八号）普国雇人規則 （一九号）独逸国教師リング氏質問 （二〇号）普国警察布達規則裁制権付強迫権

（二一号）普国度量衡局事務質問略記 （二三号）普国警察規則 （二六号）仏国モーリスプロック氏質問 （二

七号）仏国巴里警察庁各局構成略述 （二八号）仏国警察庁邑警察局長コーベ氏質問 （二九号）仏国巴里警察

庁書記長質問 （三〇号）英国倫敦府沿革略記 （三一号）英国警察組織概略聞書 （三二号）英国衛生大意聞書

（三三号）英国倫敦府下セントハンクラス衛生掛質問略記

37 各国警察構成

イ ロンドン外各警察庁構成概略 活版 一綴

ロ 伯林警察庁構成（一八八一年・一八八五年） 明治一九年一月 活版 一綴

38 各国道路交通法規

イ 伯林府街路警察規則 活版 一冊

ロ リックスドルフ邑街路警察規則 活版 一冊

ハ 英国公路法規摘用 活版 一冊

39 各国馬車営業取締規則

イ 伯林府乗合馬車営業ニ関スル警察規則 活版 一冊

ロ 伯林府内定線乗合馬車営業規程 活版 一冊

ハ 伯林府鉄道馬車営業取締規則 活版 一冊

ニ 仏国巴里府待合馬車取締規則 活版 一冊

ホ 仏国待合馬車停車場ノ取締事務ニ関スル決議書 活版 一冊

ヘ 英国都府馬車規則 活版 一冊

ト 英国乗合馬車及貸馬車法規摘要 活版 一冊

40 仏国旅人宿取締規則 活版 一冊

41 仏国ニオケル亡命外国人及帰化人ニ対スル処置 一綴

42 巴里・伯林警視官人員表 一枚

（欧米視察録ヨリ小野田元〓作成）

五二六、 人事

1 警視庁職員録 一綴

2 警視庁職員録 明治一八年一二月五日改正 活版 一冊

3 警視庁奏任官及課長住所調ベ 一綴

4 警察署長名簿 一綴

5 東京府出張所職員名簿 一綴

6 警官試験成績表 明治二〇年四月 活版 一枚

警官練習所受業生警部第二学期成績表

7 巡査表彰ニ関スル書類

イ 表彰式ニオケル総監演説趣旨（同文二部） （付）署長回達 特別賞下賜人名 明治二〇年七月四日 一綴

ロ 巡査賞与資料─府下各署巡査ノ犯罪人捕縛調書 一綴

8 増給・賞与資料

イ 増給・賞与ニ付内務大臣宛総監内申書 明治二〇年一二月二〇日 一綴



ロ 現俸・勤務年月調ベ 一綴

ハ 現俸経過年月調ベ 一綴

ニ 勤務年月調ベ 明治二一年四月 一綴

9 府下各警察署人事関係書類 一綴

各署々長・警部配置控 俸給調 俸給増減比較表

10 職員採用ノ件ニ付照会・回答

イ 警部川上親賢採用承諾 関口静岡県知事 明治一九年一〇月六日 一枚

ロ 高原万三郎工部省奉職中不都合ナシ 平山大蔵大臣秘書官 （付）履歴書 明治二〇年五月四日 一綴

ハ 肥脇警視ト長須警部交換ノ件照会 山田鳥取県知事 明治二一年二月一三日 一枚

ニ 監獄書記稲垣菊太郎採用希望ニ付照会 小松原内務大臣秘書官 （付）回答案断片 稲垣後任橋本友記辞令案

明治二一年六月五日 一綴

11 市ケ谷分署中不正ノ件秘申 小原一等警視 明治二〇年 一綴

監獄市ケ谷分署新築中会計上不正 吉田分署長・川上看守長処分案

12 庁員処分ニ関スル書類

イ 内務次官ニ対シ不敬ノ件中木・栗原巡査科罰ノ件上申安立一等警視 明治二〇年一二月二六日 一枚

ロ 賞与ノ扇子注文ノ際不注意ニ付進退伺 黒田警視属 明治二一年二月二日 一枚

13 警部補及巡査懲罰一件書類 明治二一年四月

イ 通行禁止区域ニ大倉喜八郎宅行キノ山田大臣ノ車通過セシメタル件伺・上申書・進退伺 日置警部補 一綴

ロ 同平野巡査 一綴

ハ 同 仁上巡査外九名 一綴

ニ 磯野・田中大臣守衛係進退伺 一綴

14 警察官吏不正ニ付申告書

イ 久松町署々長関根警部米商会所手入レノ際横暴 一ノ関譲（八丁堀） 六月一二日 一通

ロ 巡査中スリ犯ヨリ収賄ノ者・スリ前科ノ者アリ 奥田伊介 一綴

ハ 吾妻橋署々長増山一雄ノ醜行 鹿児島人団結ノ弊 宮本木平（本所） 一通

15 人事ニ関スル投書

イ 此度ノ改革ニ得シタルモノ安立・小野田ノ台所ニ入リツケタルモノ 一通

ロ 安立・小野田ハ非職ノコト 義人 三月八日 一通

ハ 更迭ハ安立ノ党ニ有利 エンピツ書 一綴

ニ 忠告─小野田外本部長・各方面監督等更迭ノコト 一綴

ホ 総監誹謗説出所ハ安立一派 一綴

16 奉職ニアタリ決意 上妻直治（麹町署巡査） 総監宛 明治一九年一月三一日 一綴

沖縄県奉職中視察セル状況 当庁勤務ニ際シ決意

17 宮内盛高転任始末 明治二〇年一〇月一八日 一綴

不当ナル理由ニヨリ皇宮警察長ヨリ三等警視ニ転任セシメラレタル経過

18 推薦状

イ 岡銀次郎昇等願 野間政寿・原口祐之 （付）履歴書 明治二〇年六月 一綴

ロ 増田綱第一課長ヘ任用願 高田第一局長 明治二一年二月 一枚



ハ 看守橋本友記監獄書記採用内申 安達典獄 （付）履歴書 山下監獄本署長添書 明治二一年六月 一綴

19 本田親賢外二名採用願 伊地知季輝 明治二〇年四月八日 一綴

20 復職歎願書 五綴

荻善述・太田資順・鷲山貞一郎・山本政常・弓野俊夫（同文二部）

21 小原重哉事跡 吉岡保道（岡山県） 明治一二年八月 一綴

維新時国家ニ尽力セシ事跡

22 自薦状 一一綴・一枚

原田雪（福島） （付）履歴書・市来静男（鹿児島）・宮川独亭（山形） （二部）・本富時太郎（新潟）・武

者徳弥（山形）・仁平拳護（秋田） （付）政党論及履歴書・野島弥太郎（五部）・佐久間清信・鈴木昌玄・

宝田通経・尾崎又三郎（宮城）・竹田旭（長崎）

23 履歴書 一一綴・五枚

別府助保（鹿児島）・原純（福島）・本田親成（鹿児島）・井上穆（東京）・石神与吉（鹿児島）・北島兼弘

（東京）・城親治（栃木）・国生吉次郎（鹿児島）・松平親懐（山形）・三沼寿栄（栃木）・中山高明（東

京）・野中準（大分） ・野津玄宣（栃木） ・奥村新一郎（福島）・田中熊蔵（福岡）・玉利武助（鹿児島）

24 総監建築局転任反対ノ上言 北川良慎・吉田六蔵・大浦則泰（典獄） 明治一九年七月二〇日 一綴

25 御欧行ニ陪従請願 高橋仲次（栃木県警部長） 明治二〇年一月二九日 一綴

五二七、 警察費・別途金

1 賦金ニ関スル書類

イ 明治一四年大阪管内賦金月率 一枚

ロ 明治二〇年賦金収支調 一枚

2 特別警衛旅費関係書類

イ 明治一八年度経費増額ノ儀内申 三島総監 内務大臣宛 （付）特別警衛旅費ヲ通常経費ヘ併算ノ儀上申 明治

一九年一月 一綴

ロ 特別警衛旅費増額之儀ニ付上申 三島総監 内務大臣宛 （付）特別警衛旅費不足調 明治一九年一二月九日 一

綴

3 警視庁特別経費ノ件上申 三島総監 内務大臣宛

イ 警察費支出額一〇分ノ六ヲ五ニ改正シ其一分ノ金額ヲ特別経費トシテ御渡相成度儀ニ付上申 （付）予算調

書 （同文五部） 明治一九年六月 一綴

ロ 警察費支出額一〇分ノ六ヲ四ニ改正シ其二分ノ金額ヲ特別経費トシテ御渡相成度儀ニ付上申 （同文六部）

明治一九年一〇月 一綴

4 会計調査会規則制定ノ件上申 伊東会計局次長 三島総監宛 明治二〇年二月 一綴

会計局長府会答弁委員トナルハ不都合ニ付別紙規則制定願ウ （付）会計調査会規則 明治一七年会計調査会規

則及 内規

5 警察費予算ニ関スル書類

イ 明治一八年度警察費巡査俸給予算実費差引表 一綴

ロ 本庁経費明治一九年度決定額・二〇年度予算額 一綴

ハ 明治二〇年度当庁経費予算残高取調書 一綴

6 明治二〇年度監獄費予算書類 一綴



原案及修正比較 押丁俸給控

7 明治二一年度予算額内達ニ付報告 石原会計局長・林書記局長 三島総監宛 明治二一年二月二八日 一綴

当庁費中一割減ゼラル （付）内務大臣宛大蔵大臣通知書 内務省内達ニ付調書

8 府会答弁ニ関スル書類

イ 明治二〇年度警察費修正ノ上議了ノ報告 高田二等警視（答弁委員） （付）原案修正比較表 明治一九年一二

月六日 一綴

ロ 明治二一年度区部地方税支出追加予算議案説明書 一枚

ハ 府会答弁委員ノ儀ニ付上申 石原会計局長 明治二一年四月九日 一枚

9 監獄建築費支出議案ニ付府会議員発言要旨 明治二一年六月

イ 高梨哲四郎・小松崎茂助ノ廃案論 一綴

ロ 青木匡・福地源一郎ノ原案支持論 一綴

10 雇員増俸ノ件報告 石原会計局長 明治二一年七月二六日 一綴

増俸明治二一年度ノミ可能 （付）明治二一・二二年度見込高

11 警視庁官舎ニ関スル書類

イ 各局部長官舎設立ノ意見 一綴

ロ 官舎建築費明細書 一綴

ハ 警視庁官舎絵図 一枚

12 別途金取扱方之儀内申 小野田二等警視

イ 明治七年以降別途金取調書 明治一九年二月五日 一綴

ロ （別紙一号）別途金廃止ノ件伺 石原少警視 明治一二年一一月 一綴

ハ （別紙二号）西南賊徒征討費残余金ニ付伺 石原少警視 明治一二年一〇月 分捕金品及不用品払下金警視庁

経費ニ充用方陸軍卿宛伺 田辺権中警視 明治一二年三月 一綴

ニ （別紙三号）残余金上納之儀二付上申 石井中警視 松方内務卿宛 明治一三年四月二八日 一枚

ホ （別紙四号）別途備金之儀ニ付内申 小野田会計局長 明治一七年三月四日 一綴

ヘ （予算書）別途金支払予算 一綴

ト （別紙五号）庁員洋行費不足別途金ヨリ支出ノ件伺 小野田二等警視 （付）杉本・小川両警視不足金下付申

請書 外国行旅費概算調書 明治一八年一二月三日 一綴

チ （別紙六号）別途備金調 一綴

リ （別冊一号）明治一六年一〇月ー一九年一月別途金収支計算差引調 会計局出納課 一綴

ヌ （別冊二号）別途金総計差引取調簿 会計局出納課 明治一九年一月 一綴

13 監獄費別途金ノ件 小野田一等警視 明治一九年五月

イ 雑収入及別途金説明 一綴

ロ 別途金取調書 （付）別途金一万円余ノ件説明 別途金処分手続 別途金処分調 （同文二部） 一綴

14 別途金ニ関スル報告書 石原会計局長・伊東次長 三島総監宛 明治一九年一一月 一綴

明治一三年以降別途金取扱ノ概略 （付）内務大臣宛総監添書（同文三部）

15 別途金会計報告 明治一九年二ー一一月 一綴

石原会計局長ヨリ小野田書記局長宛引継書 元受ノ部

16 会計局長官金横領ニ付投書 憂国生 大和新聞宛 明治一九年一一月二〇日 一綴



小野田会計局長地方税ヲ横領庁内ニテ事件隠蔽セントスル由

17 小野田元〓辞表ノ理由 明治一九年一一月 一枚

元〓一人ニテ責ヲ負ハン 別途金ニ付釈明三ケ条

18 警視庁改革ニ付テノ世評 明治二〇年一月四日 一枚

小野田警視島司転任好評 出火時立入禁止ハ不評

19 別途金一件処分意見 一綴

担当官ノ処分ハ不問ニ付スヲ得策トス

五二八、 監獄・消防 新設小笠原監獄

1 小笠原島監獄設置ニ付内申 小野田元〓 明治一八年 一綴

東京府支庁ヲ置キ監獄管理事務委任

2 小笠原島監獄新設ニ関スル書類 明治一八年九ー一二月 一綴

府知事宛協議案 内務卿宛上申案 建築費支出方府会決議ノ件府知事宛通牒案 内務卿宛認可ノ件伺

3 明治一八・一九年度小笠原島予算書類 二綴

4 留置人遷移停止ノ儀上申 三島警視総監 山県内務大臣宛 明治一九年七月三日 一綴

留置人増加前日ノ計画差支エ遷移中止上申

5 留置者移転ノ件御尋問ニ付手続書 綿貫副総監宛

イ 予算上不行届ノ次第 小野田一等警視（同文二部） 明治一九年一〇月 一綴

ロ 同 川幡三等警視（同文三部） 明治一九年一〇月 一綴

6 三島通庸進退伺 山県内務大臣宛

イ 小笠原島監獄別房設置計画実施不能ノ件ニ付進退伺 明治一九年一二月二〇日 一綴

ロ 同（三島通庸自筆草稿） 一通

7 監獄ノ情況 吉田監獄市ケ谷分署長 平田東助外（内閣法制局参事官）宛 明治一九年一二月 一綴

監獄改良法 （付）囚情一班 服役ノ状況 構造ノ概略 乕列刺病予防法〓末

8 馬場辰猪米国新聞投書一件書類

イ 東京監獄ノ状況 （付）社説─日本監獄ノ実況ヲ読テ有感（ジャパンガゼット紙抄訳） 明治二〇年八月二日

一綴

ロ 投書中事実相違ノ件弁駁調 一綴

9 石川孝義建言稿

イ 囚徒ノ生命・財産保全ノタメ改良スベキ諸件 明治一七年一二月 一綴

ロ 復職陳情書 明治一八年一二月 一綴

10 監獄管理上改良スベキ事項 小原一等警視 明治一九年二月一七日 一綴

（内務書記官在職中巡回復命書）

11 監獄乕列刺病予防消毒法 一綴

12 監獄本署水質検査表 一枚

13 石川島監獄製革工業報告書

イ 起業ヨリ明治一六年八月マデノ実況書 重田位俊（副典獄） 明治一九年二月 一綴

ロ 工業廃業ノ次第 富田通信（典獄） 明治一九年二月 一綴

ハ 工業中止届 川幡清貞（典獄） 明治一九年三月六日 一枚



14 石川島監獄移転ニ付上申 村上二等警視 明治二〇年一二月二日 一綴

移転改築方法取調委員拝命願 委員推薦者名

15 小菅集治監沿革記 加藤得爾 一綴

16 囚人布教許可願 土谷幾太郎（京橋） 明治二一年四月一一日 一綴

17 入監者携有財貨物記入書式 活版 一枚

18 未決出監人在監日数調 明治一八ー二〇年 一綴

19 巣鴨監獄用地図面 一枚

20 未決監図面 一綴

21 失火及ビ非常信号 明治一四年一一月九日 活版 一綴

警視庁布達甲第四九号

22 非常報知設備ニ関スル書類

イ 火災報知設備ノ件上申 折田消防司令 三島総監宛 （付）内務大臣宛三島総監添書 明治二一年 一綴

ロ 非常報知線架設入費見積書 （付）要所配置図 一綴

23 非常・出火心得 一綴

警備配置指令

24 明治一八・一九年火災比較表 一枚

25 出火・落雷報告

イ 仏国公使館出火ノ儀ニ付上申 川幡麹町署々長 （付）地図 警察本署長添書 明治二〇年一月四日 一綴

ロ 火災報告電報 一綴

ハ 府下落雷報告 安立一等警視 明治二〇年八月 一綴

ニ 明治一九・二〇年年末年始火災取調書 一綴

26 出火危険箇所ニ付忠告 明治一九年一月二八日 一綴

27 消防法改正ノ大意 一綴

（付）東京府下一五区火災調査表 消防組編成表 詰所配置法 給与表 消防本署一覧表

28 消火液ノ儀ニ付御諭告願 西谷伊兵衛（青森県） 三島総監宛 明治二〇年六月二九日 一綴

米国人発明消火液県下普及ノタメ染筆願ウ

29 消防司令長欧米派遣願 沢井近知（消防司令副長） 明治二〇年六月一九日 一綴

30 管内出火時署長所在ニ付上申 伊藤秀英・田中発（愛宕署警部） 明治二〇年一二月一〇日 一綴

桜田善右衛門町出火ノ際小川政孝署長官宅不在ノ件

31 消防第一分署組合セ 一枚

五二九、 衛生・風俗取締

1 中央衛生会関係書類 蒟蒻版 一綴

開会通知 議事報告─伝染病予防ノ件・薬剤師試験及営業監督ノ件・医術開業試験規則ノ件外 明治一八年ー二

一年

2 医業停禁ニ関スル議案 活版 二〇綴

兵役免除共謀・変死隠蔽等ニヨリ医業停禁ノ件 （明治一八年）六〇ー六九号 （明治二〇年）一八ー二〇号・

二二ー二六号 （明治二一年）三・四号

3 乕列刺病ニ関スル書類



イ 死亡者報告書 一綴

ロ 明治一九年赤坂地区乕列刺病発生地図 一枚

4 土木衛生事業拡張ノ建言 竹村公友（東京府衛生課） 明治一九年一月 一綴

5 上水払下ゲ請願書 登坂作弥外九名 高崎東京府知事宛 明治二〇年五月一六日 一綴

樋管ヲ鉄管ニ改造ノタメ玉川・神田両上水払下ゲ願

6 下水築造ノ規則ヲ設クルノ議 富沢〓（深川八名川署々長） 明治一九年 一綴

7 屎尿運搬方法改良案 筒井明俊（第五課長） 一綴

封臭肥壷使用ニ付警察令追加ノ件 （付）追加案 知事宛照会案

8 水質検査成績書 田原良純（東京衛生試験所長）・丸山長四郎（検査主任） 明治二一年六月 一枚

9 水上掃除会社創立特許願 明治二〇年一〇月 一綴

（付）同社規約

10 飲用水販売業ノ件上申 二階堂昇（本所元町） 三島総監宛 明治二〇年九月一四日 一綴

灑水会社深川警察署御用ノ由 奸商保護ハ行政上弊害アリ

11 屠殺場ノ件ニ付歎願書

イ 白金村共有屠場再業願（二部） 鏑木勝蔵外 明治一九年五月一三日 一綴

ロ 屠牛ノ件歎願書 大沢成遂外 明治一九年九月 一綴

ハ 屠牛馬場開設願 椎原雪秀外 明治一九年一一月 一綴

12 貸座敷引手茶屋娼妓取締規則 明治二〇年四月二八日 活版 一綴

訓令甲第三二号

13 密売淫罰則並処分手続 明治二〇年八月 蒟蒻版 一綴

（付）内訓 警察令

14 密売淫取締ニ関スル上申書

イ 風俗取締規則制定ノ件 （付）風俗取締規則 売淫罰則 一綴

ロ 刑法第四二五条ヲ廃シ私娼取締条例制定ノ件 一綴

ハ 本庁風俗掛巡査ヲ各署ニ分属セシムル件 一綴

15 第一局掌管事務ニ関スル上申書 村上第一局長 三島総監宛 明治一九年四月

イ 貸座敷・引手茶屋・娼妓等主管之区分更定之儀ニ付上申 一綴

ロ 〓毒検査之事務及〓毒病院管理之儀ニ付上申 （付）明治一五年〓毒病院職務心得 一綴

16 遊興人取調書 明治一九年二月八日 一綴

（付）安立警視宛倉内浅草田町署々長添書

17 営業許可ノ概略 荒賀直哉（第一局第二課長） 明治二〇年一月 一綴

（付）別表

18 府下三業地域別統計表 明治二〇年七月三〇日 一枚

19 取締状況視察報告 荒賀直哉（警視属） 明治二〇年八月一六日 一綴

20 吉原取締所書記不認可ノ件上申 吉田第一局第二課長 明治二一年五月一日 一綴

浅田錬蔵書記採用ハ不可 （付）巡査探偵書

21 洲崎遊廓取締報告書 安立富岡門前署々長 明治二一年七ー八月 一綴

22 新吉原沿革 明治二一年七月 一綴



（付） （別紙一号ー七号）新吉原通路閉鎖ニ付人民歎願書 （八号）通路閉鎖ノ件府・警視庁往復文書 （九

号）祭礼時諸口開閉伺 （一〇号）浅草田町ノ業者新吉原ヘ合併願 （一一号）非常口開閉各警察署ヘ委任ノ件

（一二号）地図 （番外）〓毒検査所建築予算

23 遊廓新設願 宮本甚蔵外二九名（深川区） 高崎府知事・三島総監宛 明治二〇年一〇月 一綴

遊廓新設願・図面・総代御届・上申書 献金額 洲崎遊廓新築ノ件上申書 （付）総監宛宮本甚蔵添書

24 遊廓改良建言 栃木荘吉（新吉原副元締）

イ 娼妓出稼介保所設立願 （付）規約書 追申 予算調 明治一九年五月 一綴

ロ 遊廓改良ニ付建言 一綴

ハ 上申書 明治一九年七月 一綴

五三〇、 府下取締一般

1 第一局関係取締規則改正案 蒟蒻版 一綴

街路取締規則 営業人力車取締規則 乗合馬車取締規則 宿屋取締規則 不登簿汽船取締規則 水上取締規則 牛乳 営

業取締規則 営業牛馬小屋取締規則

2 戸口調査法改正之儀 小川政孝（四等警視） 大迫総監宛 明治一八年一二月三日 一綴

捜索上現行法不備ニ付本庁ニ戸籍局ヲ各署ニ係ヲ設置ノ件 （付）住所届出規則 戸籍編整順序及手続 戸籍表調

整費予算

3 旅券法施行ニ付建議

イ 本籍扱所ノ信票ヲ持タシメ無籍暴徒取締ノコト 旧警部某 明治一九年一月六日 一綴

ロ 旅行切符御施行アルベキノ議ニ付建白書 高山忠二（東京府） 大木元老院議長宛 （付）旅行切符施行規則

総監宛高山忠二添書 明治二〇年四月二六日 一綴

4 墓地及埋葬取締規則 明治一七年一〇月四日 一綴

第二五号布達 （付）施行方法ニ付府県宛内務卿達

5 火葬場取締規則 明治二〇年四月一一日 活版 一綴

警察令第五号

6 火葬場改良案 筒井明俊（第五課長） 明治二〇年一〇月三日 一綴

構造法及千住火葬場移転案

7 千住小塚原供養関係書類 明治二一年四月二六日

イ ボアソナード演説筆記（同文二部） 一綴

ロ 発起人安達純ノ祭文（同文五部） 活版 一綴

ハ 供養執行手続（同文二部） 活版 一綴

ニ 千住小塚原旧死刑場略記（同文四部） 蒟蒻版 一綴

8 府下火葬統計調 一綴

（付）甲部火葬場仮予算 明治一四年ー一九年

9 火葬場距離 一枚

10 街路取締規則案 明治二〇年六月 一綴

11 乗合馬車営業取締規則案 一綴

12 営業人力車取締規則案

イ 営業人力車取締規則草案（同文二部） 活版 一綴



ロ ヘーン氏建議 蒟蒻版 一綴

ハ 人力車営業取締規則 一綴

13 人力車廃止ノ建言 森正隆（山形県） 三島総監宛 明治一九年三月三〇日 一綴

14 東京乗合馬車会社地所拝借願 江木保男外六名 高崎府知事宛 明治二一年四月 一綴

（付）馬車写真

15 古物商取締意見書 林誠一（三等警視） 樺山総監宛 明治一五年九月 一綴

16 古物商取締ニ付上申 大沢基輔 明治二〇年三月二五日 一綴

巡査ノ古物商ニ対スル「品触レ」配達ノ労ヲ省キ警察半官報配布ノコト

17 質屋取締条例改正ノ建議 渋沢東京商工会々頭 山県内務卿宛 明治一八年九月二一日 一綴

18 取引所改革関係書類

イ 共同相場会所設立ニ付上陳書─市場混乱防止ノ件 東京株式取引所総代 山県内務大臣宛 （付）頭取河野敏鎌

添書 明治一九年一一月五日 一綴

ロ 取引所改革ニ付鄙見 河野敏鎌 明治二〇年二月 一綴

ハ 取引所条例・理由書・逐条説明 施行規則・同説明 仲買人収税規則・同説明 明治二〇年 蒟蒻版 一綴

19 鯱鉾座新設再願ノ件 明治一九年一一月 一綴

願人死亡ニ付再願人営業相続人タルヲ得ズ （付）調査復命書

20 蒸気汽鑵検査ノ件上申 中山幸吉（京橋区） 三島総監宛 明治二一年五月二日 一綴

21 精米所ノ儀ニ付歎願書 野村文夫外一七名 明治二一年五月一一日 一綴

精米所騒音・煤煙被害ノ件 （付）第一局第一課〓末書

22 庁中糧食ニ麺包御採用ノ件禀請 雨宮敬二郎・野村忍介 明治一九年三月二五日 一綴

23 府下郡区諸職工人員調 明治一九年一月 一枚

24 米艦主計長失踪ノ実況 明治一九年四月二三日 一枚

会計上失態ニテG・ワトキンス失踪入府ノ恐レアリ （府）各警察署長宛綿貫副総監添書

25 外国人不法銃猟処分心得

イ 遊歩規程外銃猟ノ外国人処分ハ当然 鳩山外務省取調局長 三島総監宛 （付）群馬県令宛回答 明治一九年二

月 一綴

ロ 犯則外国人厳重処分ノコト 伊藤外務・山県内務大臣 三島総監宛 明治二〇年一〇月 一枚

26 府下取締上ノ忠言 山内瑞円（芝） 明治一九年二月六日 一綴

宿泊取締・巡査色眼鏡着用禁止・派出所便所人民使用等ノ件

27 詐偽取締願 山越小三太（下谷） 明治一九年三月 一綴

28 府下人民保護上ニ付愚見 松園忠貫（神田） 明治一九年四月一六日 一綴

旅宿制限・祢津三業禁止・芝居及相撲制限等八条

29 町内取締歎願書 佐田半三郎（下谷） 明治二〇年三月二〇日 一綴

人力車夫ノ悪風・犬放チ飼・古着商不正等厳禁

30 上三島警視総監書 土谷幾太郎（京橋） 明治二〇年七月一四日 一綴

行商人・娼妓取締ノ件

31 無尽師取締願 無尽加入者（本郷） 明治二一年七月二四日 一綴

32 増田辰之助ニ対スル告訴状芝神明町人民惣代 明治二一年一月 一綴



旧幕府征長ノ役ニ主人殺害軍用金持チ逃ゲ

治安取締関係

五三一、 取締訓令・布告

1 金玉均国外退去ニ関スル命令書 山県内務大臣 三島総監宛 明治一九年六月一一日 一綴

国外退去命令執行ニ関スル訓令 執行心得

2 条約改正ニ関スル内務大臣訓令 明治二〇年八月五日 一綴

会議延引ハ諸法律制定具備ヲ先ニスルトノ事由ニ依ルモノナルヲ告明ス 流言・浮説取締ノコト （付）総監宛

大臣 秘書官添書─漏洩注意

3 旧自由党取締ニ関スル内務大臣訓令 三島総監宛

イ 高知県知事報告ニ基ヅキ取締方訓令（同文二部） 明治二〇年九月二日 一綴

ロ 示威・抗官・不穏ノ集会取締上遺漏ナキヨウ訓令 明治二〇年九月二〇日 一枚

4 地方長官ニ対スル総理大臣訓示 明治二〇年九月二八日

イ 立憲政体・行政・条約改正ノ三項ニ付訓示 蒟蒻版 一綴

ロ 総理大臣訓示実施ニ付内務大臣ノ訓示 蒟蒻版 一綴

5 建白書類取扱ニ関スル布告 蒟蒻版 一綴

明治一三年第五三号布告 明治一五年第五八号布告請願規則 明治二〇年内務省令第二号

6 保安条例 明治二〇年一二月二五日 活版 一枚

勅令第六七号

7 退去者之儀ニ付伺 三島警視総監 山県内務大臣宛 明治二〇年一二月二六日 蒟蒻版 一綴

後藤象二郎等一七〇名退去命令執行認可願ウ （付）名簿

8 退去命令執行関係書類

イ 執行心得 退去名簿調整順序 後藤象二郎・福沢諭吉退去命令執行認可願 明治二〇年一二月二七日現在執行状

況 一綴

ロ 木内伊之助・井上篤太郎・小島忠八・中村克昌・伊賀我何人ニ付執行報告 明治二一年一月ー五月 一綴

ハ 山田東作・松田彦馬退去命令解除ノ件佐々木宮中顧問官ヘ報答案 松田彦馬ノ退去地報告 一綴

9 退去者人名簿 蒟蒻版 一綴

明治二〇年一二月二七日ー二一年九月三〇日

10 各府県出京人視察名簿 明治二〇年一二月二三日 蒟蒻版 三綴

（三部トモ多少異同アリ）

11 標柱建設之儀ニ付上申 高崎東京府知事・三島警視総監 山県内務大臣宛 明治二一年二月九日 一枚

条例第四条ニヨリ境界線ニ標柱建設シタク府庁費増費ノ件

12 皇居ヨリ府下各地ヘノ距離 一枚

五三二、 出版・集会等取締書類

1 処女姦一件記事出所ニ付取調報告 村上第三局長 三島総監宛

イ 日々新聞記事ノ出所分明 本庁ヨリ発露セシモノニアラズ 三紙発行停止方下達 （付）発行停止ニ関スル内務

大臣訓令 明治二〇年五月五日 一綴

ロ 第三局詰警視属上野直温取調ベノ所鈴木京都府警部トハ雑談セシノミト申立テ （付）上野直温上申書（同

文二部） 明治二〇年五月二三日 一綴



2 秘牒第一二号 清浦警保局長 三島総監宛 明治二〇年一〇月四日 蒟蒻版 一枚

ボアソナード意見書新聞掲載ノ件取締方通牒

3 井上敬次郎等秘密出版計画ノ件 明治二〇年一〇月 一綴

井上・長塩亥太郎・大木権平・大橋平三郎等政府ノ失策・高官醜聞等秘密出版計画 原稿ノ一部探知

4 秘密出版物一覧 明治二〇年 一綴

条約改正関係意見書・「西哲夢物語」等ノ出版人別一覧

5 類書抜抄 明治二〇年 一綴

「新日本」・「花間鴬」・「雪中梅」抜萃

6 濫妄著書抄録 一綴

「文明論ノ概略」・「民権自由論」等六書抜萃

7 「西哲夢物語」ノ件第三局長上申書 三島総監宛 明治二一年四月一六日 一綴

印刷所・印刷及発売部数取調 （付）印刷人申告書

8 星亨等秘密出版事件判決写 明治二一年七月三日 一枚

（付）第三局長添書

9 第三局長上申書 三島総監宛 明治二一年三月二七日 一綴

「公論新報」．「めざまし新聞」記事取消命令ノ件 （付）総監辞職ニ関スル記事抜萃

10 「訴天下之仁人志士」出版禁止一件書類

イ 村上第三局長内申─起草者栃木県三木平三郎処分及密刷者青木十三郎等捜査ノ件 （付） 「訴天下之仁人志

士」 ─金玉均ヲ米国ヘ亡命セシムル件檄文 蒟蒻版 明治二一年三月 一綴

ロ 内務大臣訓令 出版人三木平三郎外三名ヘ達案 各署・地方長官・逓信管理局・官報局ヘ通知案 明治二一年三

月三〇日 一綴

11 出版取締意見書（二部） 野口準 明治二〇年九・一〇月 二綴

12 言論取締強化ニ付記事抜萃 明治一九年二月 一綴

（英和評論・横浜ガゼット新聞）

13 黒田帰朝後ノ政局ニ付各紙抜萃 明治二〇年四月 一綴

（朝野新聞・めざまし新聞・時事新報）

14 保安条例発布ニ付記事抄訳 明治二〇年一二月二七・二八日 一綴

（ジャパン・メール）

15 日本ノ政情不安ニ付外国紙抄訳 明治二一年二月 一綴

（倫敦支那エキスプレス）

16 演説会処分統計 鍋島青森県知事 三島総監宛 明治二〇年一月二四日 一綴

明治一九年一二月中県下演説会報告 （付）集会条例処分月表

17 示威行進取締報告 永谷京橋署々長

イ 書生五〇名銀座通リ行進ノ件 村上第三局長宛 （付）旗持チ氏名・旗幟ノ図 明治二〇年一〇月二三日 一綴

ロ （同文） 安立警察本署々長宛 一綴

18 集会取締ニ関スル書類

イ 集会条例改正追加ニ付三島総監ノ建議 （付）改正追加案 （同文三部） 明治二〇年一一月 一綴

ロ 集会前禁止ノ便ヲ得ベク届出認可警察令ヲ以テ布達ノ件三島総監伺 （付）警察令案 （同文三部） 明治二〇



年一一月 一綴

ハ 明治一一年集会取締警官心得 一綴

19 政談演説会届

イ 会主及川信次届 演説者名・演題・要旨 （付）第三局長添書 明治二一年三月 一綴

ロ 諸橋浅三郎演説中止解散ノ件第三局長上申書 演説筆記 演説禁止命令書 明治二一年三月一四日 一綴

20 国会準備演説会ノ件上申 高津第三局次長 明治二一年三月二一日 一枚

会主高畠正一集会条例違反ニ付新会主ニテ届出

21 改進党演説会届 明治二一年四月三日 一綴

会主中野武営届 演説者・演題届 追加届 （付）第三局長添書

22 政談演説会届 明治二一年四月二一日 一綴

会主綾井武夫届 演説者名・演題・要旨 大石正已演説要旨再説明 猿屋町署長電信写─無事閉会 （付）第三局長

添書

23 嚶鳴政談演説会届 明治二一年五月 一綴

長島清橘ノ届 演説者名・要旨 討論者名・題 （付）第三局長添書

24 政談演説会届 明治二一年五月 一綴

会主春木英治届 演説者名・演題・要旨 （付）第三局長添書

五三三、 要人護衛

1 大臣参議護衛ニ関スル書類

イ 警衛員配置報告 明治一一年五月 一綴

ロ 警衛巡査本署直轄ニ付取扱伺・達案 明治一二年六・七月 一綴

ハ 警衛巡査廃止ニ付宮内卿達 明治一三年一一月 特務巡査分遣所設置伺・守衛掛ト改称ノ指令案 明治一四年

一・二月 一綴

ニ 特務巡査分遣所ヲ廃シ各邸内詰トスル旨達案 明治一四年九月 一綴

2 幟仁親王葬送ニ付警邏報告 野村平四郎外四名 明治一九年一月三〇日 一綴

不平徒怪シキ挙動ナシ（五部）

3 自衛巡査ノ件依頼 陸軍大臣秘書官 明治一九年八月一日 一枚

大山邸詰巡査ヲ自衛トシテ相付ケタシ

4 虚偽密告ノ件報告 林第二局長 明治二〇年一月一二日 一綴

青森県斎藤準吉総理暗殺一件ニ付虚偽ノ密告セル次第 （付）大迫警部上申書 調書・復命書

5 皇后還啓報告電報 明治二〇年三月二五日 一枚

6 皇室ニ対スル陰謀密告一件書類

イ 天皇暗殺陰謀探知ニ付歎願書・密告書・具状書 長沼富寛 内務大臣宛 明治二〇年三月二四日 一綴

ロ 大臣暗殺予告電報 ナガヌマトミノブ （付）榎本逓信大臣宛静岡電信分局長伺 明治二〇年三月二五日 一綴

ハ 長沼ハ精神異常ナル旨静岡県警部長回答 明治二〇年三月二八日 一綴

7 黒田帰朝ノ件

イ 宮内大臣宛帰朝通知電報 黒田清隆 明治二〇年四月二日 一枚

ロ 黒田出迎エノ件報告 中山高明 明治二〇年四月一八日 一枚

8 外国皇族送迎ニ付宮内省通知 三島総監宛



イ ヘッセン州伯フリードリッヒ・ウィルヘルム出迎エノ件 明治二〇年五月 一枚

ロ シャム国デヴァオングセ親王告別ノ件 （付）当直属添書 明治二〇年九月 一綴

9 天長節警戒巡査配置報告 村上第三局長 明治二〇年一一月三日 一綴

10 総理大臣ニ付報告電報 伊東総理大臣秘書官・守衛掛外 一綴

佐世保出発・広島出発 伊東秘書官宛警視総監電文案 明治二〇年一二月六ー一五日 無事帰邸 一一月四日

11 発狂者主上ヘ物品奉呈ノ企テ二件 明治二一年三月 一綴

12 大臣警衛ニ関スル訓令及伺 明治二一年四月一七日

イ 大臣付警視庁御用掛ヲ廃シ警衛員ヲ各大臣ノ指揮下ニオク件訓令（同文二部） 一綴

ロ 同訓令ニ付内務大臣宛伺 一綴

13 締盟各国公使住所 一通

14 各大臣守衛掛据置ノ分名簿 一枚

五三四、 探聞書・報告書 一 明治一八年・一九年一月ー六月

1 三浦・高島中将人物評 一枚

（明治一八年一一月気象台警報通知用紙ニメモシタモノ）

2 吾妻橋警察署長上申書 明治一八年一二月二八日 一綴

小梅村稲垣示方及押上村有一館探偵報告 密偵二名雇入レノ件

3 東京専門学校ニ付報告 明治一八年 一綴

得業生吉田直太郎「輿論新誌」ニ論文発表英和辞書編纂 受験生ノ状況 矢野文雄消息 同攻会発行「中央学術雑

誌」 ノ件

4 岐阜県警部長ヨリ通報 明治一九年一月二五日 一枚

小池勇官途ニツカントテ上京予定中止 警戒スベシトノ前回照会取消シ

5 長野県警部長ヨリ内報 明治一九年一月二七日 一綴

栗岩愿二長野滞在中ノ聞込ミ 同人在京中動静 （付）添書

6 福井県警部長ヨリ通報 明治一九年一月二九日 一綴

政府改革ニ付県内各層意見 （付）添書

7 嚶鳴政談演説会筆記 明治一九年一月三一日 一綴

沼間守一─国会ノ準備 島田三郎─政府近日ノ改正ヲ悦デ冀望スル処ヲ陳ス 青木匡─政費ノ節減ヲ論ズ 田口卯

吉─地方制度ノ改良ヲ望ム波多野伝三郎─一夫一婦ハ人ノ大倫ナリ角田真平─前相国ノ勇退志摩万次郎─鉄道

論 小川三千三─政治ト商業トノ関係ヲ論ズ （付）渡辺猿屋町警察署長添書

8 今般政府ノ改革等ニ付評判 明治一九年一月 一綴

改革ハ華族征伐ナリトテ華族不平 大阪事件ヲ強盗犯トシテ審理ノ件政党員論評 黒田井上大臣ニ乱暴ノ件ニ付

世評 淫売取締苛酷

9 福沢諭吉ノ談話 明治一九年 一綴

政府改革評 伊藤・井上・後藤・大井人物評

10 箕浦勝人ノ談話 明治一九年二月一日 一綴

政権ヲ得ルニハ党員ヲ撰ブベシ 大阪事件請願ニ付旧自由党員上京セン外

11 茨城県旧自由党動向外林退蔵 明治一九年二月二日 一枚

北島喜一郎・小口富三・奥村亀三郎動向 肥塚竜中止解散ニ憤激



12 愛知県警部長ヨリ探偵依頼 明治一九年二月四日 一綴

改進党三枝光太郎着京後注意 （付）広瀬重雄ノ湊省太郎ニ関スル情報

13 斬奸状ノ件通報中村某 明治一九年二月七日 一通

三条及有栖川宮ノ処遇・抑圧政策等ニ付大臣暗殺云々斬奸状見セラル 調査ノコト

14 静岡県旧党員動向 林退蔵 明治一九年二月九日 一綴

小勝俊吉方探偵 湊省太郎等ノ動向

15 官吏試験登用ノ件外 野村平四郎 明治一九年二月一〇日 一綴

官吏試験登用ノ主唱者ハ山田伯 閣員概ネ賛成 慶応義塾々生ソノ準備中 丁卯堂出版書籍ノ件

16 雑件探聞書 野村平四郎 明治一九年二月一一日 一綴

湊省太郎・林包明・伊藤平四郎・加藤勝弥・広瀬重雄・河津祐之・古沢滋・荒川高俊等ノ動静

17 神奈川県警部長ヨリ回答 明治一九年二月一六日 一枚

静岡県山本弥一郎ハ当県警部ガ依頼セル国事探偵ニ相違ナシ

18 沼間守一ノ談話 明治一九年二月一七日 一綴

嚶鳴社及自由党ノ演説会現況 宮城県会人足使役法ニ付法制局裁定申請ノ件 田中正造消息ナシ 陸奥就官確実

19 肥塚竜ノ談話 明治一九年二月一八日 一綴

出火信号改正意見 地方党員ヘ通信ノ約不履行弁解 嚶鳴社々則設置反対意見

20 愛知県警部長ヨリ電信 明治一九年二月一九日 一枚

広瀬重雄着京後止宿先

21 門馬尚経ノ談話 明治一九年二月 一綴

相馬家紛擾ニ付多忙 東北七州懇親会ノ件 大井善友事件大臣暗殺云々ハ虚説ナラン外

22 山形県書生着京以来ノ景況 明治一九年二月 一綴

暗殺論主張大井通明・管原秀俊ハ明治法律学校入校予定 管原有一館入館コトワラル

23 地方景況ノ一班 明治一九年 一綴

神奈川・静岡・山梨県下景況 不景気人民負債多シ 一般人心・旧党員・博徒等動向

24 阿部又郎ニ付探聞書 明治一九年三月二七日 一枚

近来沈着トナリタル如シ

25 改進党大会関係書類 明治一九年四月四日

イ 出席人名及概況 蒟蒻版 一綴

ロ 地方分権ヲ請ウノ建議（尾崎行雄） 言論集会ノ自由ヲ求ムルノ建議（島田三郎） 蒟蒻版 一綴

26 求友会ノ件 明治一九年五月一日 一綴

井上敬次郎・長塩亥太郎・弘瀬重正・小勝俊吉・荒川太郎等求友会組織 （付）規約 会員名簿

27 大阪府警部長ヨリ内報 明治一九年五月四日 一綴

宮地茂春等ノ金策ハ板垣事業ノタメト称スルモ実ハ政治目的ニテ米価操作一攫千金ノ目論見 （付）宮地茂春

ノ密話

28 佐藤宇吉ニ付探聞書 明治一九年五月 一綴

更始義会設立ト称シ挙動不審ニ付茨城県警部長ノ探偵依頼 在京中探聞書（二部） （付）更始義会緒言 仮規則

29 探聞書綴 明治一九年五月 一綴

イ 赤坂署々長報告─苅宿仲衛消息及同人福島県政ニ付意見



ロ 小崎弘道・松山高吉方出入ノ人物報告

ハ 林泰報告─荒川高俊方出入矢野由次郎・宮本鏡太郎・湊省太郎・広瀬重雄等ノ動向

ニ 渡辺某報告─苅宿・杉山来訪ノ件

ホ 耶蘇説教会出席ノ旧自由党員 湊省太郎建言書キカエ 来月島田・肥塚栃木・茨城ヘ遊説

ヘ 宮本・湊強盗計画ノ件外

ト 岐阜県警部長報告─秋季懇親会招待ノ件県下党員宛岩田徳義書翰写

チ 見光社懇親会通知発送 出席回答者 探偵トテ警戒中ノ人名

リ 林泰・野村平四郎報告─見光社ヨリ懇親会通知先一覧表

30 清水綱義口供書抜萃 明治一九年六月一六日 一綴

志士ラ国家ニ害ヲナサントスルトキハ精忠ヲ尽スノ心得ヨリコレラト交ワリタルコト 押入強盗ノ次第 （付）

小野田警視添書─湊省太郎モ白状ノ由

31 時事新報社内ノ状況 明治一九年六月三〇日 一綴

福沢中上川ニ外務大臣秘書官斎藤修一郎トノ絶交ハ不利益ナリト説ク外

32 探聞書綴 明治一九年六月 一綴

イ 前島密ノ談話─馬場辰猪・大石正已ノ無罪判決ハ公正 故小野梓追悼会ノ件

ロ 吉田祥三郎ノ談話─馬場・大石批判

ハ 岡本柳太郎後藤ノ勧メニヨリ布教会新設ノ件

五三五、 探聞書・報告書 二 明治一九年七月ー一二月

1 矢野由次郎・斎藤壬生雄等ノ動静 明治一九年七月一日 一枚

矢野有一館類似ノモノ創設ニ付金策ニ帰県 斎藤耶蘇教布教ノ名目ニテ上州ヘ出発外

2 加波山事件判決後ノ景況 明治一九年七月七日 一綴

宣告ニ付旧党員激評 死刑被宣告者親属近況 横山信六実父・門奈竜太郎ノ動静

3 金浩然ニ付探聞書 明治一九年七月七日 一枚

別名金森浩横浜ニテ同国人ニ殴打サレタル件

4 金玉均投書掲載ニ付毎日新聞処分ノ件 明治一九年七月

イ 内務大臣宛内申 一枚

ロ 社員ノ談話─停止処分ノ事情 記事ニ付対政府遠慮ハ不可 一綴

ハ 召喚ノ際宿直員出頭手違イアリ評議中 一枚

5 武田悌吾・岡本惇ニ付探聞書 明治一九年七月 一綴

両名英国公使館ニテ日本語教授 中江篤介ノ親友ニテ我国内幕内通ノ趣ニ付探偵中

6 福島県下ノ状況 明治一九年七月 一綴

安積三郎動静 蚕糸業組合ノ件官民折合ワズ巡査富田直次組合側ニ買収サレシ〓末

7 陸軍部内ノ党派ニ付探聞 明治一九年七月 一綴

三浦一派ト高島一派ノ対立

8 肥塚竜ノ談話 明治一九年八月 一綴

長崎事件機密入手ノ件 親交アル官吏 公証人規則発布ニ付代言人ノ評 一〇月旧自由党集会準備ノ件

9 内藤魯一ニ付探聞書 明治一九年九月九日 一枚

帰県有志団結ニ尽力カ 陸奥・後藤ニ政党上協力ヲ約セシム



10 箕浦勝人ノ談話

イ 洲崎埋立地議決ニ付意見 元老院議官評 福地源一郎政府ノ金デ新居建築 明治一九年七月五日 一枚

ロ 長崎事件退守策不可 朝・露密約ノ件 対鮮策評 明治一九年九月一三日 一綴

11 実学会英和学校長赤峰瀬一郎ニ係ル景状書 明治一九年九月一四日 一綴

五日淡水会開会 熊本専門学会ノ組織・目的 英和学校ノ内情 在籍教員名簿

12 淡水会員益田信五郎ノ談話 明治一九年九月 一枚

紫溟会ニ篭絡セラレオル青年輩ヲ我党ニ引入ルベシ

13 熊本人ノ結合ニ係ル淡水会ノ景況 明治一九年 一綴

武藤十蔵淡水会入会九州改進党親睦会及同党ノ目的ヲ語ル

14 小勝俊吉宛秋田県旧自由党員書翰写 明治一九年九月 一綴

石塚三五郎書翰─一〇月大会ノ主意書送付願 川村養助書翰─秋田大同聯結完了 篭谷定雄書翰─秋田ヨリ出席

者協議中

15 末広重恭ノ談話 明治一九年一〇月二日 一枚

余着実主義ニ変説トノ世評ニ付意見

16 杉浦吉副死体引取リノ景況 明治一九年一〇月六日 一綴

榊原経武等引取リ万福寺ニ移ス 葬送スルモノモナク読経中止早々埋葬

17 旧自由党員動向探聞 明治一九年一〇月六日 一枚

星亨有事使用ノ壮士ヲ招ク 高知ニテ決死隊組織中 開化亭ニ幹部集合募金・相談会議題協議

18 加波山事件刑死者祭事執行ノ件 明治一九年一〇月八日 一綴

親属・旧党員・代言人等横山・小針・三浦・琴田ノ祭事執行 （付）四士ノ憤霊ヲ慰ムルノ表

19 政党組織ノ件外雑報 明治一九年一〇月 一綴

林有造帰京 大井実兄上京 政党組織ニ付星派ト協議ノタメ高知県特派員弘瀬重正上京 両派分裂カ 旧自由党代言

人集会規約制定

20 探聞書綴 明治一九年一〇月 一綴

イ 見光社ニテ大会準備会 超党派合同ノ方針外議決 星・弘瀬激論

ロ 沼間守一ノ談話─河津祐之ニ忠告ノ件 府会常置委員会ノコレラ予防費追徴協議ニ付意見外

ハ 二四日大懇親会ニ付星・高橋基一矢野・島田ニ面会申込ミノ件

ニ 朝鮮人ト往来ノ者姓名

ホ 見光社ニテ大懇親会準備ノ景況

ヘ 下妻懇親会ノ景況 星・荒川・加藤・小勝出張 演説要旨 偵吏多数 茨城県合同策外

21 旧自由党員懇親会ノ件 明治一九年一〇月二二日 一綴

一〇月二四日井生村楼臨会予定人名

22 有一館解散ノ件 明治一九年一二月一日 一枚

解散ノ原因 神山八弥企業ノ件

23 後藤象二郎東北遊説ノ状況 明治一九年一二月

イ 一〇日三春着 演説要旨 懇親会概況 （付）折田福島県知事添書 一綴

ロ 三春漫遊概況 蒟蒻版 一綴

ハ 第二回演説筆記 蒟蒻版 一綴



ニ 滞在中挙動ニ付付記 一枚

ホ 長崎事件及対馬ニ関スル意見 （付）折田福島県知事添書 一綴

ヘ 宮城県滞在中ノ詳報 演説要旨 付記 一綴

24 栃木県自由・改進両党和睦懇親会ノ件 明治一九年一二月一一日 一綴

大同団結ノ趣旨ニテ県議外有志集会 出張者島田三郎・末広重恭・荒川高俊等演説要旨

25 島田三郎ノ談話 明治一九年一二月二二日 一綴

党派心ヲ去ルハ今日ノ急務 報知社論調ノ変化ハ政府ヨリ保護金ヲ受ケタルタメカ

26 歳末各新聞社景況 明治一九年一二月二三日 一綴

時事新報好況年末配当多額 日報免職ノ福富消息 絵入自由新聞社員ノ不満 毎日値下ゲ後景気ヅク 島田ノ星亨評

27 栃木県下ノ概況 大道寺政博 明治一九年一二月二七日 一綴

不明金六千円一件県会・旧党員動向等県下巡回聞書キ

28 改進党書記原弥一郎ノ談話 明治一九年一二月二九日 一枚

改進党維持ハ沼間ノ尽力 報知系ハ非協力 報知新聞論調変化外

29 報告書 明治一九年一二月二九日 一枚

鳥取県石原常一郎・高知県議吉良順吉帰県

30 森・松方・西園寺素行ノ件各新聞社探訪 野村平四郎

イ 森大臣令閨密通ノ件各社聞込ミズミ 警視庁改革評 明治一九年一二月三〇日 一綴

ロ 森令閨一件ノ出所 松方大臣芸妓請出シ 西園寺氏観菊会芸妓同伴 明治一九年一二月三一日 一綴

31 探聞雑報 明治一九年一二月 一綴

ノルマントン号事件判決ニ付不満 同事件義捐金巨額 長崎事件ニ付伊藤・山県ノ政略 府会ノ角田・青木警察・

監獄ニ付研究

32 府中駅出張復命書 戸枝利誠（警部） 明治一九年一二月

イ 神奈川県府中駅ニテ渡辺岡一・望月兵八爆発物製造中破裂事件調査 （付）渡辺岡一訊問調書 一綴

ロ 菊地貫平捕縛ノ件 府中駅被告受取リ中止ノ件 （付）菊地貫平及強盗共犯者訊問経過 爆発物製造伊藤政一ノ

件報告 渡辺岡一・望月兵八性行原籍調査 一綴

ハ 渡辺岡一検察診断書 関田三七郎 一綴

33 菅井警視ノ探聞書添書 明治一九年 一綴

五三六、 探聞書・報告書 三 明治二〇年一月ー三月

1 報告

イ 神奈川県旧党員倶楽部設立計画 県議地方税軽減建白決定 星洋行ノ件 明治一九年一二月三〇日 一綴

ロ 県議新聞発行計画中ナルモ灯新聞買取リ断ル 有志家精選集会ノ件 星過激派ヲ戒ム 荒川高俊宅年賀客名 明

治二〇年一月二日 一綴

2 栃木県旧自由党員等ノ動向 明治二〇年 一綴

六日ノ壮士会ハ星ノ援助 矢野・小口富左右事業計画 密偵厳戒中要注意 井上敬次郎・山田勇治等死ヲ覚悟 小山

ヘ倶楽部設立計画ノ件

3 報告書

イ 千葉県人奥宮庸人沼津ノ新聞編集人トナリ出発 明治一九年一二月二八日 一枚

ロ 渡辺竜蔵・大橋平三郎・斎藤又郎・奥宮庸人ノ挙動 明治二〇年一月 一枚



4 内藤魯一ニ付探聞書 明治二〇年一月四日 一枚

板倉家相続ノ件デ三月頃マデ滞京

5 総理洋行ノ風説外 明治二〇年一月四日 一綴

伊藤総理洋行ノタメ辞職ノ風説 日報社紛紜福地退社カ

6 福地源一郎ニ付探聞書 明治二〇年一月四日

イ 社主ヲ石川ニ譲リタル内情 一枚

ロ 日報社雑報記事ノ件 一枚

7 旧自由党員ニ係ル雑報 明治二〇年一月一〇日 一枚

井上仁太郎・荒川太郎等演説会計画 後藤東北遊説ニ満足上京者用応接所建築中

8 軍艦畝傍号ノ行方外

イ 畝傍号ハ支那海測量中トノ風説海軍省督買部官吏収賄ノ件 明治二〇年一月八日 一枚

ロ 同号清国軍艦ニ沈没セシメラルトノ巷説 明治二〇年一月一五日 一枚

9 探聞雑報 野村平四郎 明治二〇年一月一七日 一綴

ノルマントン号事件義捐金ノ件 末松謙澄ト中山寛六郎トノ関係 井上伯夜会小演劇ノ模様外

10 金玉均ニ付探聞書 大道寺政博 明治二〇年一月

イ 服部毎治ノ談話─金玉均スリカエノ件 栃木県ヘ潜伏セシメル件 知人多久完造汽船買入レノ件外 一綴

ロ 高橋兵右衛門ノ談話─南波登発等伊藤大臣ノ刺客呼ビヨセヲ怒リ金ヲ小笠原ヨリ米国ヘ送ルベク奔走ス 一

綴

11 福沢諭吉ノ談話 明治二〇年一月 一綴

日本亡国論

12 後藤象二郎漫遊計画ノ件 明治二〇年一月 一枚

坂崎斌同行近々東海道筋ヲ京阪地方ヘ赴ク

13 尾崎行雄ノ談話 明治二〇年二月七日 一綴

明治協会ハ借金嵩ミ名称ノミ存続ニ決ス外

14 日本改良会ニ係ル探聞 明治二〇年二月八日 一綴

同会主催演説会主意 弁士ハ田口卯吉・黒岩大・荒川高俊 同会会計ノ件外

15 探聞二件 明治二〇年二月一〇日 一綴

長崎事件終局ニ付新聞社員等ノ評 群馬県旧自由党員宮部〓等談話ノ略─宮部出獄ヲ喜ビ星ト面会尽力ヲ約ス

（付）村上第三局長添書

16 報告書 明治二〇年二月一一日 一綴

長崎事件巡査処分等ニ付新聞界意見 絵入自由社ノ税権回復記事 新聞代値下ゲノ件外

17 森田文蔵ノ談話 明治二〇年二月一一日 一綴

長崎事件ニ付政府償金支払決定不甲斐ナシ

18 長崎事件終局ニ付評 明治二〇年二月一三日 一枚

清国ヘ一〇万円密贈ノ風説不評

19 佐藤琢治・奥村亀三郎等ノ挙動探聞 明治二〇年二月一五日 一枚

後藤佐藤琢治・井上敬次郎・荒川太郎等ヲ煽動 茨城県奥村亀三郎火薬買入レノ件

20 後藤象二郎ノ対話 明治二〇年二月



イ 荒川高俊ニ政府外交上ノ失政ニ付意見 一綴

ロ 荒川太郎ニ長崎事件終局ニ付意見 一綴

21 改進党月次会ノ概況 明治二〇年二月一五日 一綴

出席者名 四月大会ノ議題・会場等討議

22 演説会計画ノ件 明治二〇年二月一六日 一枚

長崎事件終局ニ付旧自由党員演説会予定

23 見光社内探聞書

イ 荒川高俊尾行 灯新聞ノ長崎事件社説ハ発行禁止覚悟 宮部〓消息 徳富猪一郎新聞発行 明治二〇年二月 一一

日 一綴

ロ 同業各社ハ社説ニ対シ処分ナキヲイブカル 明治二〇年二月一三日 一枚

ハ 灯新聞廃刊協議 停止ノ原因ハ長崎事件記事 明治二〇年二月一六日 一綴

ニ 灯新聞社員解雇負債処理 新企画 政府清国ヘ一〇万円密贈ノ聞込ミ 明治二〇年二月一八日 一綴

24 自由党員懇親会概況 明治二〇年二月二〇日 一綴

加藤平四郎演説 板倉中・林包明等密偵嫌疑ノ件デ争ウ 出席者名簿 照山謀殺事件弁護費醵金

25 岡本柳之助・岡本貞烋ノ談話 明治二〇年二月二〇日 一綴

柳之助法門ニ入リ布教会設立 貞烋交詢社ニヨリ改革ニ尽力

26 東北人相談会探聞書 明治二〇年二月二六日 一綴

門馬外八名東北七州連合大会ニ付決議 福島県懇親会ノ件

27 星亨ニ付探聞書

イ 予審終結ニ付国事犯弁護費募集広告ノ件 洋行計画 明治二〇年一月九日 一綴

ロ 二月七日帰京 大阪ノ模様 広告掲載差止メニ憤激 明治二〇年二月九日 一綴

ハ 広告差止メノ件警視総監ニ面会希望 明治二〇年二月一二日 一枚

ニ 板垣ノ支那貿易計画批難磯山陳述ニ憤慨 明治二〇年二月二七日 一枚

28 矢野文雄ノ談話 明治二〇年二月二八日 一枚

大隈等ノ諸氏ト連絡ヲ密ニシ運動方法改善セン

29 後藤象二郎近況 明治二〇年三月一日 一綴

後藤ノ名望板垣ヲ超ユ 新潟県人ニ接近新潟物産会社拡張ヲ策ス

30 大臣暗殺計画ノ件 明治二〇年三月一三日 一枚

井上敬次郎・荒川太郎・佐藤琢治等計画中 準備金入用ノ由

31 五事御誓文記念会探聞 明治二〇年三月

イ 一四日記念会準備会ノ模様会主諸橋浅三 蒟蒻版 一綴

ロ 五事御誓文記念懇親会届 会主栗山庄五郎 出席者名簿 一綴

32 加藤政之助ノ談話 明治二〇年三月一五日 一枚

明治協会維持困難 振興ノタメ大親睦会計画

33 改進党書記原弥一郎ノ談話 明治二〇年三月一六日 一綴

月次会ニテ打合セノ党大会細目

34 高知県会議長等出京ノ真意 明治二〇年三月一八日 一枚

弘田議長・坂本南海男・武市安哉等県庁ヲ県人ニテ固メントノ真意



35 在京府県会議員懇親会ノ件 明治二〇年三月一九日 一綴

蚕糸業及鉄道ノ件デ上京中ノ府県会議員ラ集会ノ由要警戒

36 灯新聞存廃一件

イ 信州地方金策不成功 明治二〇年三月一三日 一枚

ロ 新聞廃刊カ 星洋行ノ件 信州遊説 明治二〇年三月一七日 一枚

ハ 存続ノ勧告ニテ廃刊中止 「めざまし新聞」ト改題 板倉中尽力 明治二〇年三月二〇日 一綴

37 矢野文雄ノ談話 明治二〇年三月二一日 一綴

咽喉病ニテ大会演説不能 党費滞納対策 脱党者増加ノ原因

38 黒田伯毒殺ノ件 明治二〇年三月二三日

イ 米国ニテ日本人ニ毒殺セラルノ風説 一枚

ロ 毒殺云々報道人名野村平四郎コト漆間朝野新聞記者及大橋平三郎（朱書） 一枚

39 長崎事件ニ付清国公使館内偵書

イ 徐公使書翰ノ趣旨 公使ノ人柄 事件終結ノ清国側内情 清朝関係外 明治一九年八月二六日ー二〇年三月二八

日 一綴

ロ 徐公使大津警察署巡査処分要求ノ件 一枚

40 福沢諭吉ノ談話 明治二〇年三月三〇日 一綴

所得税法公布ニ付意見

41 雑報 明治二〇年三月三一日 一枚

加波山事件刑死者石碑建立ノ件 浄土宗紛紜ト旧自由党員トノ関係

42 浄土宗紛紜ノ件 明治二〇年三月 一綴

知恩院住職罷免ノ件増上寺・知恩院ノ対立 紛紜ノ原因外

43 井上外務大臣宛書翰ノ件外 明治二〇年三月 一枚

富田如雲書翰写─名妓領収願 死猫拾得報告

44 民間有志者中重立チシ者及ビ軽躁者現今ノ挙動大略 明治二〇年 一綴

後藤・星・加藤平四郎・小勝俊吉・岡本柳之助・林包明・荒川高俊・荒川太郎・井上敬次郎・佐藤琢治・南波

登発・川島烈之助

五三七、 探聞書・報告書 四 明治二〇年四月ー六月

1 改進党大会ノ景況 明治二〇年四月三日 一綴

出席者一覧 会計報告・規約改正・地方制度改正・選挙法調査・憲法起草・党費滞納者処分等討議 事務委員改

選

2 生徒臨時退校ノ件 明治二〇年四月四日

イ 改進党演説会傍聴ノタメ東京専門学校生徒一時退校再入学ノ件報告 一枚

ロ 臨時退校ハ黙許ノ便法 一枚

3 星亨洋行ニ付評判 明治二〇年四月九日 一綴

名目ハドイツ社会党研究 陸奥宗光ヲ通ジ伊藤伯ノ依頼ニテ同国制度取調トカ後藤ヨリ一万円受取ルトカノ評

判アリ

4 岡本貞烋・宇都宮三郎ノ談話 明治二〇年四月一〇日 一綴

岡本─福沢ノ米国行・政府〓覆論・政府人民武力平均論・矢野文雄ノ対政府策 宇都宮─所得税及献金ニ付意



見

5 板垣・後藤会談ノ件外

イ 両雄会セシメント西山志澄上京 後藤拒否 星周旋予定 明治二〇年三月二七日 一綴

ロ 星ノ説得不成功 星洋行ノ件 谷中天王寺追悼会ノ件 明治二〇年四月一一日 一枚

ハ 後藤ノ大阪行実現セズ 西山帰県 一枚

6 報道書 明治二〇年四月一二日 一綴

中上川山陽鉄道社長就任ハ井上伯ノ政略 海防費献金ニ付毎日新聞社員ノ説

7 門馬尚経ノ談話 明治二〇年四月 一枚

黒田伯首相後任歓迎 東北懇親会開催 福島懇親会ノ趣意 府会地方税予算削減ハ藤田・沼間等改進党ノ尽力ニヨ

ル

8 静岡県警部長ヨリ報告 明治二〇年四月一六日 一枚

当県私立文武館設立事情及近況

9 全国有志大懇親会通知写 明治二〇年四月一七日 一枚

国事犯事件開廷中ニ付五月一五日大阪ニテ開会

10 御下問ノ人物ニ付探聞書 明治二〇年四月二三日 一綴

大河原毎三郎・増野国吉・野村角太郎等格別ノ人物ニアラズ

11 交詢社大会ノ件

イ シモンズ及後藤象二郎演説要旨 明治二〇年四月一六日 一綴

ロ 岡部伊三郎上申書─福沢・後藤ノ演説激烈要警戒 明治二〇年四月二四日 一綴

12 後藤象二郎漫遊始末 岩田熊太郎（甲府出張警視属）

イ 同行者ノ件 明治二〇年四月二三日 一枚

ロ 谷村滞在中挙動 明治二〇年四月二四日 一綴

ハ 書画会政談ナシ 明治二〇年四月二五日 一枚

ニ 不快ノコトアランカ早々帰京希望 明治二〇年四月二六日 一綴

13 伊藤伯収賄説 明治二〇年四月 一枚

日本土木会社設立ニ付藤田・大倉ヨリ収賄ノ風聞

14 波多野伝三郎ノ談話 明治二〇年四月 一枚

黒田伯帰朝後伊藤伯退官説ノ根拠

15 伊藤伯素行ノ件外 野村平四郎 明治二〇年五月三日 一綴

伊藤伯強姦及伊国曲馬団芸人ト交情ノ件 三島総監同罪ノ件 井上伯主催天覧観劇会ノ評判

16 強姦記事一件外

イ 記事出所ハ「絵入自由」探訪人大森 紙上黒田伯言行ハ想像説多シ 中上川山陽鉄道会社引受ケニ付福沢ノ演

説 キリスト教徒全国大会 強姦記事ニ付三紙同時停止処分ノ評判 明治二〇年五月五日 一綴

ロ 大新聞ノ強姦記事取消シニ付「絵入自由」 「今日」 「めざまし」各社ハ伊藤ヨリ金受取リタル結果ナリト

云ウ 一綴

17 明治協会親睦会景況 明治二〇年五月五日 一綴

協会存廃ニ付討議

18 福島県警部長ヨリ内報 明治二〇年五月七日 一綴



松本芳長上京 黒田伯帰朝ニ付薩長離間策ノ件後藤ト談話ノ旨探知 （付）折田福島県知事添書

19 全国有志大懇親会ノ件外建野大阪府知事ヨリ内報

イ 東西有志間不和 板垣・後藤会談計画 大阪事件弁護ニ付対立アリ 板垣着神ノ景況 大会景況及演説要旨

（付）出席者名簿 明治二〇年五月一六日 一綴

ロ 板垣辞爵ハ本心ト推測ノ理由六条 星等方針協議 板垣実業ヲ起ス件 明治二〇年五月一九日 一綴

20 府下新聞界探聞 明治二〇年五月二一日 一綴

伊藤伯醜聞ニ付聞込ミ 大山大臣めざまし新聞告訴ノ件 黒田伯好評総理引受ケノ風説 板垣辞爵ノ素志

21 甲州鉄道ノ件外 明治二〇年五月二一日 一枚

後藤東北漫遊見合セ 甲州鉄道ノ件後藤思案中大隈渋沢等ヘ着手勧誘

22 鉄道一件探聞 明治二〇年 一枚

藤田茂吉鉄道実地調査中

23 雑件探聞書 明治二〇年五月二一日 一綴

取引所条例ニ付毎日新聞社員ノ評 代言人組合紛紜ノ件 近々入閣手ゼマニテ大隈邸沼間ニ売却カ 大岡育造売家

ヲ求ム

24 板垣授爵ノ件

イ 授爵ニ付同志意見 一綴

ロ 板垣着京 明治二〇年五月二六日 一枚

25 処女強姦説外 明治二〇年五月 一綴

処女強姦真疑諸説 「時事新報」ノ改革・取引所条例発布ニ付「朝野」ノ評

26 探聞雑報 明治二〇年五月 一通

大隈舞踏会誹謗 伊藤伯醜聞ニ付諸説 森夫人素行ノ件 高官醜聞ノ虚構ハ黒田引出シノタメ 相馬家紛紜ノ原因

ブールス条例発布ニ付河野敏鎌動静

27 伊藤伯醜聞ノ件外 明治二〇年五月 一綴

華族集会ニテ鳥尾等三中将伊藤ト戸田ノ妻トノ関係ヲ摘発セントノ動キ 渡辺義方「事実新聞」設立計画

28 政界ニ付世評 明治二〇年五月 一通

地方官会議ニテ国会開設尚早論 舞踏・観劇会ハ失政糊塗手段 政界黒田ニ注目

29 政府交替ニ付新聞界風説 明治二〇年五月 一綴

総理黒田ノ沈黙ヲ恐ル 後継ニ西郷伯希望カ 黒田伯ノ技〓

30 伊藤醜聞外ニ付落書写 明治二〇年六月二二日 一綴

31 大臣強姦記事ノ件 明治二〇年六月二三日 一綴

見光社新聞解停後ノ方針 星伊東ニ面会強姦記事停止処分ハ内務省ノ意向ノ由外

32 宗像穆起ノ談話 明治二〇年六月二三日 一枚

醜聞家伊藤大臣放逐スベシ 河野敏鎌評 偵吏ノ嫌疑ヲ受クル件

33 鴎遊館集会人名 明治二〇年六月二六日 一綴

34 在京旧党員定期会合ノ件外 明治二〇年六月 一枚

五〇名精選月一回集会ノ予定 幹事加藤平四郎外 西山板垣辞爵協議ノタメ帰県

35 新聞社探聞 明治二〇年六月 一綴

本年中黒田伯総理トナルベク民間有志決起ノ時 警察令糞尿汲取リニ付評判



36 福沢諭吉ノ談話 明治二〇年六月 一綴

授爵・強姦事件・天覧劇・取引所問題ニ付意見

37 島本仲道ト早川勇ノ談話 明治二〇年六月 一枚

板垣財事援助ノ件 辞爵表却下辞意堅シ

38 板垣辞爵ノ件 明治二〇年六ー七月 一綴

辞爵第二表呈出マデノ景況

五三八、 探聞書・報告書 五 明治二〇年七月ー九月

1 谷大臣帰朝後ノ動静 明治二〇年七月 一綴

洋行後自由論者トナルカ 野ニ下リ人民気力振起スベシトカ板垣辞爵ハ故ナキニアラズナド語ル

2 谷大臣ノ去就ニ付風説 明治二〇年七月 一綴

宮内大臣ヘ転任カ秘書官柴四郎ニヨレバ退官カ 鳥尾・三浦卜伊藤トノ対立激化

3 建野大阪府知事ヨリ内報 明治二〇年七月一六日 一綴

星大阪事業家ヲ説得板垣ノ貿易事業ヲ扶助セシメント画策中 岡崎高厚・稲辻与四郎協力

4 高橋基一ニ付探聞書 明治二〇年七月一六日 一綴

小説著述 見光社出社セズ

5 板垣受爵後ノ景況 明治二〇年七月二五日 一綴

在阪星ヨリノ板垣攻撃分離論見光社ニテ新聞掲載ノ可否討議 土佐派分離論ニ激怒板垣ヲ批難セルハ中江ノミ

6 板垣受爵ノ件 明治二〇年七月二五日 一綴

受爵各地ニ悪評分派ノ動キ

7 政権動揺ニ付世評 明治二〇年七月三一日 一枚

閣議頻繁井上大臣ノ地位危シ 吉田農商務次官閣議ニテ陳弁 黒田・大隈・後藤・板垣密会説

8 安立警察本署長ヨリ報告 明治二〇年八月一〇日 一綴

条約改正会議中止及器材買入レ先ドイツ偏重ニ関スル評判 板垣意見書浄書

9 近来ノ巷説 明治二〇年 一枚

官吏登庸・条約改正等ニ付巷説 島本仲道ノ華族制度評

10 谷氏辞職ニ付諸説 明治二〇年八月 一綴

一片ノ意見書ニ進退ヲカケタルハ不可解意見書起草ハ柴四郎ニテ鳥尾中将等ノ意見トノ説アリ土方後任ハ総理ノ 政略

11 板垣意見書ノ件外

イ 板垣箱根ニテ意見書下調ベ 同意見書概要 板垣受爵ニ星不満 一綴

ロ 谷帰郷反対ノ動キ 板垣等意見書内容 井上敬次郎等黒田動クベシノ論 明治二〇年八月五日 一綴

ハ 板垣・後藤意見書内容 大隈財政意見書呈出カ 谷意見書印刷ノ件 磯山清兵衛ノ評判 明治二〇年八月六日 一

綴

ニ 柳赫魯金玉均渡米ヲ策ス 在朝・野意見書呈出者名 谷板垣訪問同道帰県カ 徐公使条約改正ノ件本国ヘ報告カ

明治二〇年八月七日 一綴

12 村上第三局長報告 明治二〇年八月一三日 一枚

板垣本日帰郷

13 谷干城邸出入報告 一綴

明治二〇年八月五日ー八月一四日



14 条約改正問題ニ付巷説 明治二〇年八月 一綴

会議中井上大臣独公使トノミ親密他国公使ノ不快ヲ招キタル由 後藤ノ演説計画及憲法草案 板垣意見書奉呈帰

郷 ノ内情 谷帰郷ニ付旧自由党員反響

15 旧自由党員内閣変改方針探聞 明治二〇年八月二八日 一綴

政府内批判者・顧問党・元老院党・寺島宗則等ヲ利用 地方請願促進ノタメ失政現状ヲ印刷郵送外

16 土佐派請願ノ件 明治二〇年八月二九日 一枚

池田応助帰郷委員上京セシムル件 林有造動向 九月中旬請願書呈出予定

17 自由党員書翰 明治二〇年八月 一枚

新加盟者別紙誓約書ニ血判致サセタシ 充分注意セヨトノ主事意見 宮部・長阪・深井・鈴木縛サレシ由

18 照山峻三謀殺事件ニ付報告 明治二〇年八月三一日 一枚

宮部等予審終結

19 中村敬太郎ニ付探聞書 明治二〇年八月 一綴

中村等出京途中巡査内命ニヨリ旅費周旋ノ件（同文三部）

20 高官近況 明治二〇年八月 一枚

大隈・井上伊香保滞在往来アリ 伊東土佐派討伐論 黒田伯近況

21 各県上京者動向

イ 新潟県中村敬太郎等暗殺目的ニテ上京 青森県斎藤新一郎等外相ニ面会要求 熊本県井上敬次郎等宮内省ヘ建

白外明治二〇年八・九月一綴

ロ 同伴人名控 一綴

22 危険ノ計画アル見込ノ人名外 明治二〇年 一綴

23 旧自由党員出京ノ件 池田半 明治二〇年 一綴

各県旧党員出京状況加藤平四郎星等ト密談 大隈大金貯蓄ノ件秋月種樹隠謀カ

24 星等請願書呈出ノ件 明治二〇年九月二日 謄写版 一枚

高知派ニ対抗シ星帰京ノ上請願書呈出決定

25 中島信行等ノ動向 明治二〇年九月三日 謄写版 一枚

中島信行・島本仲道等請願書起草着手

26 大阪ノ状況報告 明治二〇年九月四日 一綴

建白問題ニ付寺田寛・西山志澄意見不一致 塩見等岡山県建白計画 在阪土佐派動向

27 建野大阪府知事ノ添書 明治二〇年九月七日 一枚

（五三八ー二六ノ添書カ）

28 井上敬次郎等上奏ノ件

イ 井上敬次郎等上奏予定 （付）建言書写 明治二〇年八月三〇日 一綴

ロ 乾門前ニテ皇宮警部ト応接 明治二〇年九月二日 一綴

ハ 吉井宮内次官宅ニテ面談 明治二〇年九月二日 一綴

ニ 第二手段元老院ヘ呈出ノ運ビ 明治二〇年九月四日 謄写版 一枚

ホ 上書奉呈委任状 一綴

ヘ 元老院議長宛願書 蒟蒻版 一綴

ト 東京府ヘ上書奥書キ願出属官ト問答 明治二〇年九月一一日 一枚



29 坂崎斌等小集会ノ件 明治二〇年九月一三日 一枚

上野八百善集会将来ノ計画協議

30 高知県建白計画ニ付探聞 明治二〇年九月 一綴

建白ノ件板垣ト協議ノタメ星出発 建白党ト事業派対立ノ事情

31 高知県警部長ヨリ通報 明治二〇年九月二二日 一綴

旧自由党員岡本方俊・西内正基爆烈物製造中負傷ノ件電信 両人容態外続報 （付）第三局長添書

32 上書内容細目 明治二〇年九月二三日 一枚

官吏無責任ノ弊外一四項目決定 荒川外四名分担起草シ地方ヘ回ス

33 大阪事件ニ付報告

イ 判決ノ件大阪府警部長ヨリ電報 （付）村上第三局長添書 明治二〇年九月二四日 一綴

ロ 自由党朝鮮事件関係人名 一枚

34 在京党員名簿ノ添書 村上第三局長 明治二〇年九月二八日 一枚

35 ボアソナード宛感謝状写 明治二〇年九月

イ 宮城県山上太右衛門書翰 蒟蒻版 一綴

ロ 青森県三田村玄竜・西村嘉吉外二名書翰 蒟蒻版 一綴

36 島本仲道ノ談話 明治二〇年九月 一綴

後藤演説計画大隈勧誘ノ件 中島・大江・竹内消息 大臣邸押カケノ書生ハ改進党カ

37 黒田顧問ニ付風説 明治二〇年九月 一綴

総理ノ奸計ニカカリ黒田酩酊榎本大臣ヲ打擲トノ新聞界風説

五三九、 探聞書・報告書 六 明治二〇年一〇月ー一二月

1 高知県下ノ近況

イ 組織変更 出京委員人選ノ件 植木起草建白書骨子 林有造・谷干城帰郷談話概略 明治二〇年九月 一綴

ロ 組織再興ノ件 板垣動向 建白書印刷中 土佐・長岡両郡景況 県外遊説報告 明治二〇年一〇月 謄写版 一綴

2 稲辻秀重ニ付探聞書

イ 保釈中帰郷ニ付動静探聞 （付）石川県知事添書 明治一九年一一月 一綴

ロ 湯浅ト面会醵金相談 （付）福井県知事添書 明治一九年一二月 一綴

ハ 重病決死上京暗殺計画中トノ大阪府警部長ノ内申ニ付内偵中 明治二〇年一〇月 一綴

3 久松義典演説要旨 明治二〇年一〇月一日 一綴

内閣更迭ノ原因明示スベシ 有志大同団結セン （付）村上第三局長添書

4 谷中墓地弔祭ノ概況 明治二〇年一〇月二日 一綴

荒川高俊・星亨演述要旨外

5 ボアソナード顕彰会ノ件 明治二〇年一〇月二日 一綴

会主斎藤新一郎 ボアソナード氏ニ謝辞ヲ呈ス件決議 仙台草刈親明時事切迫急手段ヲ要スト反論

6 星亨帰京後ノ旧自由党新方針 明治二〇年一〇月二日 一枚

条約改正一件ニヨリ現内閣変更セシメン

7 山田武甫・松山守善書翰ノ写

イ 古荘幹実宛山田武甫書翰─細川護美公ト会談 谷意見書ノ件 在野政界景況 済々校一件 一綴

ロ 嘉悦氏房宛山田武甫書翰─内閣改造 政党動向 紫溟会混乱 一綴



ハ 長尾景輝・草野門平宛松山守善書翰─政府ノ方向 政党動静 紫溟会内情 後藤招宴ニ出席 明治二〇年 一〇月

三日 一綴

8 連合有志親睦会ノ件

イ 改進・自由・独立三党大懇親会ノ景況探聞 明治二〇年一〇月四日 一綴

ロ 有志親睦会景況書 （付）来会人名 山本猿屋町署々長添書 明治二〇年一〇月五日 一綴

ハ 猿屋町署々長上申書─会場混乱ニ付巡査出張ノ件 （付）巡査手続書（二部） 明治二〇年一〇月八日 一綴

ニ 解散報告電報 一枚

9 後藤象二郎三縁亭招待ノ景況 明治二〇年一〇月四日 一綴

来会者名簿 後藤演説要旨

10 連合演説会ノ件外 明治二〇年一〇月六日 一枚

九日演説会ノ演説者及演題 沼間暴行一条平和ニ結局ノ様子 出京者増加

11 第一高等中学校経費委員会景況 明治二〇年一〇月六日 一枚

陳情委員ニ沼間・田中正造・浜名信平選出 沼間裏面工作主張

12 松岡信太郎ニ付探聞書 牛込警察署々長 明治二〇年一〇月八日 一綴

山口県人 伊藤・山田等ノ邸ニ出入リシ扶助ヲ受ク

13 盗難ダイナマイト発見ノ件内報 村上第三局長 明治二〇年一〇月一六日 一枚

犯人ハエ事下請ケ人ノ由長崎県ヨリ報告アリ

14 演説会傍聴中学生徒ノ件上申 猿屋町警察署々長 明治二〇年一〇月一八日 一綴

中学生徒一時退校ノ名義ヲ以テ傍聴 集会条例第七条ハ徒法 （付）一〇月九・一〇日演説会傍聴生徒名簿

15 下谷警察署長ヨリ電信 明治二〇年一〇月一九日 一枚

中村敬太郎ノ罪証隠匿者引致 （付）村上第三局長添書

16 猿屋町警察署長ヨリ電信 明治二〇年一〇月二二日 一枚

演説会無事終了 （付）村上第三局長添書

17 上野公園全国有志大運動会関係書類

イ 準備会探聞（同文二部） （付）広告案 明治二〇年一〇月一二日 一綴

ロ 運動会ノ景況 明治二〇年一〇月一六日 一綴

ハ 市ケ谷小学校教員新内岩太郎外二名調書 （付）始末書 一綴

ニ 参加生徒取調ノ件上申 小川町署々長 明治二〇年一〇月二四日 一枚

18 後藤東北ヘ出発ノ件 明治二〇年一〇月二四日 一枚

加藤平四郎金沢ヘ後藤東北ヘ出発予定

19 各県警部長ヨリ電報抜萃 明治二〇年一〇月三ー二七日 蒟蒻版 一綴

旧自由党員出京状況等通報

20 加藤平四郎起草上書案ノ添書 村上第三局長 明治二〇年一〇月二七日 一枚

コノ草案ノ主旨ヲ以テ地方有志ヲ誘導ノ趣

21 嚶鳴社演説会ノ件報告 村上第三局長 明治二〇年一〇月三〇日 一枚

本日演説会異状ナシ

22 高知県人海路上京ノ状況

イ 片岡等神戸ヲ経相模丸ニテ横浜着ノ状況 兵庫県警部長・兵庫出張官・神奈川県警部 明治二〇年一〇月二四



日 一綴

ロ 山城丸ニテ上京ノ分ニ付報告 村上第三局長 明治二〇年一〇月三一日 一綴

23 有志懇親会ノ実況 明治二〇年一〇月三一日 一枚

向島墨田亭 集会員少数

24 東京通信者ヨリ発送ノ出京依頼状 明治二〇年一〇月三一日 謄写版 一綴

九月以降活動報告 一一月一〇日ヲ限リ建白ノコト

25 金虎館景状 明治二〇年一〇月三一日 一枚

片岡建吉等ノ動静 福沢諭吉来館

26 雑報 明治二〇年一〇月三一日 一枚

地方ヨリ建白書呈出期日確定 「公論新報」ハ星ノ玩弄物

27 古荘嘉門ト広島県人ノ挙動 明治二〇年一〇月 一綴

同進社松浦・寺尾・多田古荘嘉門ヨリ秘密文書入手県当局ニ発覚ノ件 県議秋友・黒川地方官ニ対スル総理訓

示ヲ誹謗

28 大阪府警部長ヨリ電信 明治二〇年一一月三日 一綴

大阪有志運動会中之島ヨリ安部神社マデ行進 在京片岡ヨリ寺田寛ヘ出京日限等通知要旨 （付）第三局長添書

29 飛鳥山運動会取締ノ件上申 村上第三局長 明治二〇年一一月三日 一枚

牛込英和学校・本所江東義塾生徒運動会ニ付手配済ミ

30 探偵復命書 明治二〇年一一月五日 一綴

某病院内部宿直状態

31 伊藤邸推参者ノ件 明治二〇年一一月七日 一綴

土方ノ名刺持参高知県人楠本・和田来邸 （付）第三局長添書

32 関東以北土佐派ト分裂ノ兆探聞 明治二〇年一一月七日 蒟蒻版 一枚

鈴木・八木原等上書ニ代ル第二手段ヲ主張シ片岡等ト対立

33 全国有志懇親会ノ概況 明治二〇年一一月一五日 一綴

来会者名 末広・後藤・星演説要旨 謄写版 （付）第三局長報告書・添書

34 松園忠貫ニ付報告 斎藤利三郎外二名 明治二〇年一一月二四日 一綴

長崎県士族 陰謀家 後藤・大隈・星ト往来

35 板橋警察署々長ヨリ電信 明治二〇年一一月二七日 一枚

井上敬次郎等飛鳥山親睦会無事終了 （付）第三局長添書

36 高知県下景況

イ 建白書送達出願者・捧呈委員名簿 県下騒然 上京者多数 在京片岡ヨリ山田宛電信及板垣宛後藤書翰ノ大意

蒟蒻版 一綴

ロ 県下殺気ヲ帯ブ 捧呈委員名簿 蒟蒻版 一綴

ハ 高知発電信写─山田・西山等残留者上京用意 明治二〇年一一月二八日 一枚

ニ 高知出張警部ノ内報─残留壮士ハ東京ヨリ建白ニテハ事ナリガタシトノ一報アル時決死出京 柴四郎来県 板

垣出京モ一報待チ 一綴

37 紫溟会ノ状況 明治二〇年一一月 一綴

四月仮装会醜聞ニ付会員意見 六月新報社説変革ヲ希望 七・八月佐々友房上京中ノ行動 白木会長死亡反対運動



渋滞思想変更ノ兆候

38 片岡健吉等ニ付評説 明治二〇年一一月 一枚

在京高知少年輩片岡ニ失望

39 富山県ヨリ内報

イ 富山県知事ヨリ電信─野崎・金瀬等一二名建白書添書請求 明治二〇年一二月二日 一綴

ロ 警部長ヨリ電信─野崎外三名今朝上京 明治二〇年一二月三日 一綴

40 愛媛県警部長ヨリ報告 明治二〇年一二月五日 一綴

高知県旧自由党員横田重馬別子銅山内偵高知ヘ通報 （付）森沢外宛横田重馬書翰写（五通）

41 全国壮士懇親会ノ件 明治二〇年一二月七日 蒟蒻版 一綴

猿屋町署々長ノ電信 懇親会概況 来会人名 （付）村上第三局長添書

42 下谷警察署々長ヨリ電信 明治二〇年一二月一一日 一枚

上野公園ニテ共立学校生徒無認可運動会差止メ

43 忘年会景況 明治二〇年一二月一八日 蒟蒻版 一枚

政談演説ナシ 会主足立真雄・鷹取田一郎・庄司徳次郎外

44 宮城県知事ヨリ内報 明治二〇年一二月一九日 一綴

窪田総次郎「井上・ボアソナード両氏対話筆記」ニテ教唆煽動 仙台評議会建白書ノ件 （付）井上・ボアソ

ナード 両氏対話筆記 謄写版

45 大隈伯入閣ノ件

イ 大隈河野・矢野ト協議 改進党属官数ニ付議整ワズ入閣立消エカ 細部合意不成立 報知新聞ノ態度 大隈農商

務大臣説デ株価騰貴 伊藤邸デ黒田等ト会談 一綴

ロ 大隈・伊藤・黒田会談 花房次官大隈邸訪問 入閣ニ付前島密意見 入閣ノ地位・属官・方針等ニ付改進党員ノ

談話 一綴

ハ 長派勢力減退 薩派政権ヲ欲ス 黒田ノ入閣交渉ニ対シ大隈財政担当トノ難条件持出シタル由 明治二〇年 一

二月二三日 一綴

ニ 黒田伊藤ニ外相トシテノ大隈入閣熱望 大隈財務ノ職ヲ希望 一綴

ホ 伊藤・山県・大隈黒田邸ニ集会 明治二〇年一二月二九白 一枚

46 総理帰京ニ付示威計画ノ件 明治二〇年一二月 一枚

林包明煽動新橋停車場ニテ書生ダイナマイトニ見セカケタル大福ヲ喰ウ計画アリ

47 岡崎修身ニ付探聞書 明治二〇年一二月 一枚

旧自由党員ト交通 官吏偽称

48 改進・自由・急激・改革四政党ノ事情 明治二〇年 一綴

改進党ハ政府一致ノ間ハ活動セズ 自由党土佐派星派ノ相違 伊藤星紹介ヲ希望セルニ陸奥反対セル由 後藤一派

節操ナク撲滅容易 地方総代建白三ケ条ニ付何モ知ラズ 谷・三浦・曽我一派最モ恐ルベシ

49 世評探聞 明治二〇年 一枚

寺島顧問官総理辞職ヲ予想 山県大臣圧制策主張 「西哲夢物語」ハ総監ヨリ漏洩カ

50 横山直陽・和田稲吉ニ付探聞書 明治二〇年 一綴

横山ノ妻ハ片岡ノ従妹 建白賛成派 和田モ片岡ノ協力者

51 書生運動会ノ件 内務・総理・農商務各大臣宛 明治二〇年 一枚



書生体ノモノ靖国神社内ニテ運動会企図ニ付解散セシム

52 条例執行後府下ノ景況 川幡皇宮警察長 吉井宮内次官宛 明治二〇年一二月二八日 一綴

暗殺派黒子兵三ノ件 武市安哉・西山志澄獄中箇別繋留ノコト 未執行者及退去者動向 （付）岡田警部補復命書

─金乕館探偵中雇ノモノト共ニ留置サル 吉井宮内次官添書

53 川崎派出警部ヨリ報告 明治二〇年一二月二九日 一綴

高知人横浜・川崎間往来ノ件（同文二部）

54 庄野義幸宅捜索報告 明治二〇年 一通

森下兼造被告事件ニ付元宮内省給仕庄野義幸宅捜索押収物件

55 旧松前家紛紜ノ件 大橋幸正 明治二〇年 一綴

五四〇、 探聞書・報告書 七 明治二一年

1 長野県警部長発信電報添書 村上第三局長 明治二一年一月五日 一枚

2 旧高知県士族山田東作ノ密告書 明治二一年一月九日 二通

広島県士族戸田十畝・高知県士族津田亀之助上京中ノ動静 （付）山田東作履歴書

3 高知県警部長ヨリ電信 明治二一年一月二一日 一枚

壮士云々承知 不穏ノ景況ナシ （付）第三局長添書

4 陸奥宗光裁判干渉ノ件 松木義路・加藤直治 明治二一年一月 一綴

和歌山県議高橋・中松大阪控訴院ニテ無罪トナルハ児玉仲児・望月右内ヲ通ジ陸奥干渉シタルタメ

5 大隈入閣ノ影響

イ 福沢入閣ニ賛成 矢野ハ在野ノ見込ミ 外務官吏大隈邸ニ伺候外 明治二一年二月二日 一枚

ロ 大隈入閣ハ伊藤ノ術中ニ陥リタルモノ 秘書官ハ加藤高明外 一綴

6 有志懇親会ノ件 明治二一年二月二三日 一綴

開化亭ニ五〇名集会政談ナシ 出席者新人多シ 退去者ノ動静 （付）水上署々長添書

7 星亨拘引ノ件復命書 阿南尚（警視属兼警部） 明治二一年二月二六日 一綴

二五日横須賀ニテ拘引 押収書類共予審判事ニ引渡ス （付）第三局長添書

8 第三局長報告 明治二一年二月二七日 一枚

嚶鳴社演説会無事閉会 自由政談演説会佐藤真一中止解散命ゼラル

9 栃木県日里兼作取調報告 村上第三局長 明治二一年二月二八日 一綴

請書トリ放免セリ （付）日里兼作請書

10 地方党員ニ送リタル矢野文雄書面ノ大意 明治二一年二月 蒟蒻版 一枚

大隈入閣後モ主義変更セズ

11 尾崎行雄洋行費ノ件 明治二一年二月 一枚

三千円大隈ガ朝吹ヲ通ジ出金セル内幕

12 慶応義塾生徒退塾ノ件 明治二一年二月 一枚

規則修正ニ不満

13 条例執行後ノ高知県下景況 明治二一年二月

イ 山田平左衛門等今後ノ方針協議 蒟蒻版 一枚

ロ 板垣ノ談話再上京委員選定中 蒟蒻版 一枚

ハ 吉田正春貧窮 板垣大運動会計画後藤ニ忠告サル 後藤漫遊計画 蒟蒻版 一枚



14 紫摺投込ミノ件 明治二一年三月一四日 一枚

渡辺仁助方ヘ車夫体ノモノ紫摺投込ミ取調中

15 近時探聞雑報 明治二一年三月一八日 一綴

仏人チェフビコー本国ヘ政治上ノ事投書ノ件 尾崎米国新聞ニテ日本政府論告カ 三浦中将画策中 後藤・勝改革

方針懇談 一四日鴎遊館演説会景況

16 諸大臣大隈新外相ニ対面ノ件外 明治二一年四月二一日 一通

対面ノ際松方大臣狼狽ノ由 病中高崎府知事後任ニ付風説

17 福島県ヨリ電信 明治二一年四月二四日 一枚

後藤伯一行帰京

18 柴四郎ノ談話 明治二一年 一枚

長派大臣劣勢挽回ノタメ新聞発行カ 黒田・大隈両大臣勢力強大 退去ヲ免レタル者偵吏ナリトノ評盛ン

19 時事新報記事ノ出所 明治二一年五月六日 一綴

総監更迭後任ハ折田トノ説ハ三島氏中央ノ権ヲ左右スルノ嫌イアルガ如ク云々或ル顧問官ヨリ耳ニスル所

20 高平富右衛門ニ付探聞書 明治二一年五月九日 一綴

当時中講義 庭ニ木曽御岳分教所ヲ設ケ祈祷治療

21 伊藤議長邸出入報告 明治二一年五月二一日 一枚

22 自明治二〇年五月至明治二一年一月高知県民情一班 高知県書記官 高知県知事宛 昭和二一年五月 一綴

板垣受爵批難ト星ノ土佐派批判ニヨリ決起セル壮士ガ保安条例ト警視庁員派遣ニヨリ気概挫折セル経過

23 黒田総理ノ評判外 明治二一年五月 一枚

黒田伯淡白ニシテ新聞界ト対立ナシ

24 農商務大臣人選ノ件外 明治二一年六月

イ 薩派ガ井上勝ヲ推選セル事情 一枚

ロ 大隈大臣ハ河野敏鎌ヲ推ス由 谷氏処遇ノ件 一枚

25 板垣自宅集会ノ件 明治二一年七月二一日 一綴

山田平左衛門等集会 選挙準備・片岡放免運動等協議 板垣内話─授爵ノ際黒田・大隈ヨリ入閣勧誘サル黒田ノ

内意モアレバ県治上時任知事ニ協力セン

26 井上角五郎ニ関スル書類

イ 井上角五郎日録・手書写（同文二部） 明治一八年 （付）都筑馨六添状 一綴

ロ 在韓井上角五郎ノ挙動内申 （付）高平代理公使書翰 明治一九年一月九日 一綴

ハ 東郷助五郎（看守長）伺─井上福沢諭吉ヘ内密伝言依頼ニ付加担ノ風ヲ見セ探知スベキヤ 明治二一年一月

二九日 一通

ニ 東郷看守長報告書─井上一人罪ヲ負担トノ伝言ニ福沢「外務省原因ノ事件ニ付井上捕禁ハ薮カラ蛇」ノ由

明治二一年二月三日 一通

ホ 井上角五郎官吏侮辱事件裁判言渡書 明治二一年八月一日 一綴

27 後藤象二郎横手遊説景況 明治二一年八月二日 一綴

懇親会景況 後藤演説要旨 （付）第三局長添書

28 大隈重信内偵書 八綴

明治二一年一月一六日ー八月六日



29 総理ト後藤伯ノ対話 明治二一年 一綴

総理入閣勧誘 後藤総理政略ノ非ヲ論ズ

五四一、 探聞書・報告書 八 年代不明

1 高良二ニ付探聞書 明治 年一月二六日 一枚

元外務書記官 非職ノ〓末

2 華族等ニ関スル雑報 明治 年一月 一綴

佐竹家元勤王党ノ暗殺計画 和久井東北銀行頭取ノ陰謀 松平信正自由主義ヲ唱ウ 有馬家等消息外

3 武者徳也ニ付探聞書 明治 年三月二二日 一綴

山形ヨリ出京巡査志願 福島事件ノ際県令ニ内使セラレタル由 挙動尋常

4 藤田茂吉ノ談話 明治 年一二月二九日 一綴

諸機関幹事辞メタシ 被選挙者資格ニ付意見 我党起ツトキハ大隈ヲ首領トス

5 星松三郎ノ談話 一綴

宮城県下有志四分五裂 結合ノタメ新聞発〓東京ヨリ記者招聘ノ件

6 北畠治房ノ談話 一枚

国会・責任内閣ノ設置ハ皇室ノ安穏ニ通ズ

7 天野虎雄ニ付探聞書 一枚

岡山県士族 黒田邸辺居住窮乏

8 野村文夫ニ付報告書 一枚

旧藩主浅野家ノロンドンニオケル事件ニ付各社ヘ記事差止メ奔走中

9 三島総監暗殺策外 一枚

10 青森県ヨリノ電報 一枚

中尾ギハン改進党会議ノタメ弘前出発

五四二、 檄文・脅迫状

1 某氏ノ醜態密告 鄭徳明 黒田清隆宛 明治二〇年四月二二日 一枚

閣下洋行不在中彼ノ多智狡猾者醜態極マリヌ

2 伊藤総理告発状 石坂光丸・日野善・佐竹一等三七名 明治二〇年五月一六日 一綴

強姦一件外国ニ対シ面目ナシ 我等徒党致シ総理ヲ害セン （黒田・三島宛各一部）

3 脅迫状 葉書 四枚

三島・山県・大山・伊藤暗殺予告 明治一九年三月一一日ー二〇年七月二日

4 規約及斬姦状 高松清通（高知県）・小川辰之助（岐阜県）外 明治二〇年九月

イ 立憲政体樹立運動規約（後部欠） 一通

ロ 政治専断姦悪懲戒セン 一通

5 政府攻撃ノ檄文 大日本草莽之民 明治二〇年一二月 蒟蒻版 一枚

各大臣ノ罪状

6 忠君愛国ノ志士ニ訴フ 明治二一年二月 蒟蒻版 一綴

政府ノ罪跡泣告 奸賊誅戮セヨ（同文二部）

7 絵入自由新聞市川弘光宛同盟会幹事書翰写 三月一七日 一通

伊○大臣暗殺 明後日実行ニ付御出会願ウ



8 上書按 蒟蒻版 一綴

伊藤総理外五大臣暗殺表明上奏文 （高知県原田音吉携帯書類中）

9 大阪有志家ニ配送ノ檄文 国尽組 蒟蒻版 一枚

身命ヲ以テ国ニ尽シ大臣ヲ除カン

五四三、 建白書・意見書

1 ボアソナード意見書 明治二〇年六月一日 蒟蒻版・エンピツ書 二綴

裁判権ノ条約草案ニ関スル意見（同文二部）

2 元老院章程ニ関スル意見書 起草者鳥尾小弥太・賛成者津田真道外五議官 元老院議長宛 明治二〇年九月二七日 蒟蒻

版 一綴

内閣行政・立法ノ大権ヲ一手ニ掌握セバ国家後来ノ大患ヲ生ズ （同文二部）

3 斉藤新一郎外ノ上書

イ 条約改正ノ件引責辞職スベシ 井上外務大臣宛（同文二部） 明治二〇年八月 一部蒟蒻版 一綴

ロ 井上大臣ト進退ヲ共ニスベシ 伊藤総理大臣宛（同文二部） 明治二〇年九月 一綴

4 現内閣諸公ニ呈スルノ書 明治二〇年 蒟蒻版 一綴

（宮城県佐藤琢治大阪ニ持参セルモノ） （同文二部）

5 建白草案 明治二〇年 蒟蒻版 一綴

条約改正ハ現内閣更迭ノ後公明ニ議スベシ（後藤象二郎起草苅宿仲衛等呈出セントスルモノ）

6 茨城県筑陽社請願書 湯山治亮・川島烈之助・鈴木立三郎・山本佐輔

イ 内務大臣山県伯爵閣下ニ上ル之書 明治二〇年九月五日 謄写版 一綴

ロ 筑陽館主意書 （付）館則 謄写版 一枚

7 千葉県長柄郡外二郡ノ建白書 斉藤自治夫外二七二名 明治二〇年一一月一五日 蒟蒻版 一綴

減租之儀ニ付上言

8 新潟県有志建白書草案 明治二〇年 蒟蒻版 一綴

（鈴木昌司・八木原繁祉・山際七司等ノ企テオルモノ）

9 条約改正ニ付建言 西潟為蔵外一一〇名 明治二〇年一一月一八日 蒟蒻版 一綴

議決ノ不当不利 決議ノ抵触 改正条約ノ決議ト現行条約トノ比較（新潟県高岡忠郷等主唱ニヨル）

10 福井県南条郡外二郡有志ノ建白書 明治二〇年 蒟蒻版 一綴

地租軽減 出版集会言論ノ自由 郡戸長ノ公選

11 愛知県有志ノ建白書 庄林一正・川出光三郎・鈴木公盛外九五〇名 明治二〇年一一月 蒟蒻版 一綴

12 荒川太郎等上書摘要 明治二〇年 蒟蒻版 一綴

13 中国地方有志ノ建白書案 鷹取田一郎・武俣欽明・長部房太郎外 明治二〇年一二月一四日 蒟蒻版 一綴

三権分立・憲法制定ノ後条約改正ノコト

14 板垣退助ノ封事 明治二〇年八月一二日 一綴

15 高知県三大事件建白書 明治二〇年一〇月

イ 建白書議案 蒟蒻版 一綴

ロ 三大事件建白書 蒟蒻版 一綴

16 高知県国民派建白書 明治二〇年一一月一六日 蒟蒻版 一綴

外交・財政ニ付猛省ヲ求ム（旧帝政党池知春水ノ主唱ニヨル）



17 元老院議官諸公ニ呈スル書 片岡建吉外九〇名 明治二〇年 蒟蒻版 一綴

建白書ヲ是認シ内閣ノ拒否ニ会ウモ意思貫徹立法府トシテノ責ヲ尽サレヨ

18 林有造ノ建白書 明治二〇年 蒟蒻版 一綴

19 保安条例廃止之嘆願 （同文二部） 長沢理定・横山又吉・安喜喜代香・門田智・黒岩一二 明治二〇年一二月二九日

蒟蒻版 一綴

20 政府弾劾文 明治二〇年 一綴

（漢文）

21 某県有志建白書 明治二〇年 蒟蒻版 一綴

22 憂国ノ念上陳 岡本集二 明治一七年一月 一通

国体護持ノタメ国会開設停止ノ詔下付ノコト

23 県治局小島鋼次郎意見書 明治一九年八月四日 一綴

国会開設・条約改正ヲ前ニ警察力ノ完全ヲ期スベシ （付）園田安賢宛小島鋼次郎添書

24 総監欧行ノ建議 小野田一等警視 内務大臣宛 明治一九年 一綴

国会開設・条約改正ヲヒカエ警察権拡張ノタメ総監欧行ノコト

25 国事ニ関スル建言書 沼沢与三郎（宮城県） 明治二〇年一一月一七日 蒟蒻版 一綴

財政意見 民権家ノ政府批難ハ富国強兵策ノ障害

26 海防費ニ付建言 明治二〇年 一綴

海防費ヲ義捐ノ金ニ委スハ不可 人民疲弊ニ付教育・勧業・農政費ヲ充テシカルノチ国民ニ賦課スベシ

27 世説 明治二〇年 蒟蒻版 一綴

後藤・大隈・谷等理論ニ走リ事実ニ疎クイタズラニ人民ヲ口実トス

28 犠牲者利用ノ儀上申 田中義雄（鹿児島県） 明治二〇年一二月三〇日 一綴

条例執行ハ外形上ノ制裁ニ過ギズ 密偵利用煽動セシメソノ極点ニオイテ処分スベシ

29 大隈重信入閣反対意見書 明治二一年一月

イ 八木信行 宮内盛高 赤羽友春 入江惟一郎 安達純 樋脇盛苗 弓野俊夫 椎原国太・和田勇・島崎友連 一綴

ロ 三島通庸意見筆記 一綴

30 警察権拡張ニ付献言安達純（典獄） 明治二一年二月 一通

大隈入閣ニソナエ警察権拡張独立ノ一省設置総監欧行ノコト

31 保安条例ノ善後策 明治二一年 一綴

民心帰一ノタメ国学・国教ヲ興スベシ

32 国是私議 一綴

政教一致 国税・地方税ノ件 議員被選挙権ニツイテ

33 中外雑居論 一綴

34 法ノ活用ニ付意見 一枚

法理ニノミ拘泥セズソノ精神ヲ活用スベシ

五四四、 憲法

1 国憲編纂関係書類 宮島誠一郎 一綴

国憲編纂宮内省創設ノ大意（明治一二年） 諸規取調所覚書（明治一五年） 野芹ー伊藤参議宛国憲編纂ニ際シ

意見 （明治一六年八月二六日）



2 ロエスレル氏答議 明治一四・一五年 一綴

執政責任連帯 孛国憲法執政責任条外

3 グナイスト氏談話 四綴

第一回（明治一八年一〇月二五日）ー第二〇回（明治一九年三月三〇日）

4 私草大日本帝国憲法案 田村寛一郎（新潟県） 明治二〇年七月 蒟蒻版 一綴

（南魚沼郡田村寛一郎起草有志者ニ配布ノモノ）

5 憲法草案入手ノ件 明治二〇年八月一七日 一枚

板垣帰県前大江・竹内等ヘ預ケ置キタル草案

その他

五四五、 維新関係

1 慶応二年芸藩使ト長藩トノ問答覚 一通

毛利父子広島表ヘ出頭ノ件

2 武村庄助軍功上申書（同文二部） 明治二年三月 二通

3 処刑人名簿 一綴

横井平四郎事件・パークス襲撃事件処刑人名簿

4 旧広島藩応変隊組織ノ原由 石沢蔵六 明治二〇年七月 一綴

5 戊辰役戦死者改葬ノ儀歎願 辻源之助（秋田県） 三島総監宛 明治二一年六月二〇日 一枚

五四六、 宗教・教部省

1 神田明神ニテ教官説教ノ形状 匝瑳胤常 明治五年五月一二日 一綴

2 教導ニ付意見 明治五年五月 一綴

教官教部ノ大旨ヲ忘レ各々ノ学習ヲ紛議各神社説教ノ形状

3 大教院教導職名簿 一通

4 教会大意 大教院 明治六年 活版 四綴

三条教憲 教会大意 教会取結ノ節心得（同文四部）

5 三条教憲及兼題 一綴

教憲 「一一兼題」・「一七兼題」

6 小教院設置願 川南盛謙（権中講義）外一名 教部省宛 明治六年一一月 一枚

7 御火葬所ニ関スル書類 明治六年一一月 一綴

御火葬所ヲ一般ノ地籍ニ帰セシムル件ニ付教部省宛達 従前ノ通リ仕リ度キ旨右大臣宛教部大輔伺

8 教部省ノ正院ヘ伺案

イ 大神宮神璽ヲ全国民ニ携帯セシムル件 一綴

ロ 陰陽師等当省ノ管轄トスベキ件 戸長・盲目者ヲ教導職ニ補スベキ件 一綴

9 伊勢神宮鎮祭ニ付建白書

イ 各府県ニ伊勢神宮鎮祭ノ件建議 宍戸教部大輔・黒田教部少輔 明治六年一月八日 一綴

ロ 伊勢神宮皇都還座ノ件建言 一綴

10 三島教部大丞宛出頭通知

イ 巌谷権大内史ヨリ 明治七年五月一八日 一通

ロ 式部寮ヨリ 明治七年一二月二日 一通



ハ 史官ヨリ 三月七日 一通

11 栃木県下出張伺 三島教部大丞 明治八年 一通

神道各宗分離布教ニ付教務上協議ニ及ビタシ（三島自筆）

12 教部省ヲ神祇官ノ旧ニ復スベキ件建言 三島通庸 一綴

13 日本教法草案 一綴

14 講社ニ関スル書類 一綴

家満登教会許可願 講名願 神風講社教会大意ニ基ヅキ教化盛行ノ段御届 講社規則案 （三島自筆）

15 神宮教院内紛ニ付申入レ 落合直亮（中教正）外五名 田中頼庸（大教正）外三名宛 明治一六年八月二九日 一綴

調停者三島通庸外六名依頼ノ件

16 神宮教院借受金ニ付報告 明治一八年九月 一通

（田中頼庸書翰ヨリ出タルモノ）

17 神宮教院教報 明治二〇年三月一日 活版 一綴

第一一号

18 神宮教院維持策意見 小山田嘉平 明治二〇年九月八日 一枚

良書刊行事業ノ件

19 懇願書 斉藤普春（神宮教教師） 明治二〇年一一月一三日 一綴

布教雑誌ヘ教院ヨリ保護金支給ノ件

20 神宮教院詰員小山田嘉平上申書 横山東京軽罪裁判所検事宛 明治二〇年一一月二四日 一綴

塚田菅彦・斉藤普春ノ告訴ハ冤罪

21 狭野神社遥拝所造営由来記（同文三部） 川南盛謙外一名 明治六年一二月 三通

22 石峯社奇霊由縁（二部） 二綴

23 石峯稲生神霊記（同文四部） 一綴

（付）石峯稲荷旧図

24 母智丘神社祭神等ノ儀御届（同文四部） 乙守速比古外二名 明治四年六月 四綴

25 母智丘神社宝鏡銘

イ 母智丘神社宝鏡銘（二部） 田中頼庸 明治四年六月 一綴

ロ 御神鏡銘付録 一綴

ハ 御神鏡神威 一綴

26 母智丘神社遥拝所造営ノ件

イ 遥拝所造営願 新穂一外二名 大久保東京府知事宛 明治六年一〇月三一日 一枚

ロ 造営由来記（同文四部） 明治六年一二月 四通

27 母智丘神社由緒記出版願 川南盛謙（権中講義）外一名 教部省宛 明治七年一月 一枚

28 母智丘神社上納金ニ付証書 三島通庸 新穂一・川南盛謙宛 一通

29 母智丘神社縁起

イ 母智丘神社略縁起 一綴

ロ 母智丘神社伝記 常世長胤 一枚

30 母智丘諸所之図 二綴・一枚

31 駿河国浅間神社昇格願 岩満重武（宮司） 明治一八年 一綴



32 御合祭ノ神殿建設ノ建議芳村正秉（神習教管長） 土方宮内大臣宛 明治二一年二月二八日 一綴

神武・孝明天皇合祭ノ神殿建設ノ件 （付）総監宛添書

33 政教ヲ一致スベキ議 青木幸躬（平野神社宮司） 明治七年一月 一綴

（付）官社・公社ノ実ヲ挙行スベキ方法案 神社区別表 公布案 教院ヲ創立スベキ方法案 教会区別表 院職等級

表

34 神官ノ職務ニ付建言

イ 神官ノ職務ニ付建言 明治一五年一月 一綴

ロ 神官職務上之儀ニ付建白書 須田秀臣（小講義） 山田内務卿宛 （付）建白同盟員名簿 神道事務局副総裁岩

下方平宛添書 追加名簿 明治一五年五月五日 一綴

35 神道関係意見書

イ 与講義某書 一綴

ロ 明道論 一綴

36 国民教化ノ大策建議 筒井明俊・三輪田高房 黒田総理大臣宛 明治二一年五月二四日 一綴

教部省再設 （付）伊勢太廟・都城施政ニ付三島君事蹟

37 皇典学拡張ノ建議ニ付口上 三島通庸宛 一通

「建議ノ精神ヲ山県内務卿ヘ篤ト申込マレヨ」トノ山田参議ノ返答

38 皇典講究所分所委員事務取扱心得 一綴

（付）神官仮試験科目

39 耶蘇一致協会ノ決議 一枚

天皇・皇后ニバイブル奉呈 一夫一婦制ヲ皇室ニ建議

40 キリスト教ニ関スル意見書 一綴

欧州ヲ模範トスル上ハキリスト教ヲ嫌悪スルノ念ヲ醸成セシメザルコト

41 黒住大人ノ伝ノ意義ヲ詠メル長歌 一綴

42 大山祇神御伝記略 一綴

43 多麻加豆良抜萃 一綴

44 静女蛙蟆竜舞衣略縁記 下総国光了寺 木版 一綴

45 宮城県塩〓神社絵図 明治一一年 木版 一枚

46 目黒不動ノ由来 一通

47 日向ノ埃ノ山陵 大橋長憙（宮内六等属）外一名 明治一六年一〇月 一綴

48 上記二三之綴直訳稿本抜萃 一綴

49 対馬国或社之宝物 一枚

五四七、 教育・学術

1 学制 明治四年七月 活版 一綴

2 学制改正ノ建議河島醇 明治一五年一月 一綴

学制改正ハ治安確立ノ基礎

3 小学修身書編纂方大意 一綴

4 高橋由一上申書

イ 美術振興ニ付上申 明治一五年一月二一日 一綴



ロ 古宝物真写願 （付）方法及び費用予算 明治一六年八月 一綴

5 伊能忠敬建碑ニ付寄付願 渡辺洪基外四名（東京地学協会総代） 明治二〇年九月 石版 一綴

（付）地図 活版 一枚

6 海軍兵学寮自費生徒入寮布告 明治六年一〇月 活版 一綴

7 東京盲唖学校慈善油画陳列会招待状 明治二〇年一〇月 活版 一枚

8 帝国大学運動会番組 明治二一年一〇月二七日 活版 一枚

五四八、 北海道・他県

1 開拓使職員録 明治一四年 活版 一冊

2 農商務卿北海道視察ニ関スル書類

イ 西郷殿復命書 三条太政大臣宛 明治一五年九月 一綴

ロ 北海道諸事業維持方法建議 佐々木工部・西郷農商務・山田内務卿 （付）北海道将来施設スベキ事業概略 明

治一六年一月 一綴

ハ 農商務卿北海道巡回紀行 一綴

3 北海道巡視意見書 山県内務大臣・井上外務大臣 明治一九年一二月

イ 開墾並ニ運輸等ノ事 蒟蒻版 一綴

ロ 北海道漁業ニ関スル意見 （付）道庁管内物産税率表 蒟蒻版 一綴

4 北海道ノ事業・官員ニ関スル世評 一綴

既着手ノ箇条ー小樽港埋立・道路・官舎・庭師雇入・札幌土産製造場補助・長官邸内家屋等ノ件 未着手ノ箇

条 ー長官別荘・郡衙新築・大江卓ノ計画・バタ製造起業・桑園屯田ヨリ引揚ゲ・札幌綿羊場貸下ゲ等ノ件

5 屯田兵配置図

イ 配置図（同文三部） （小・中・大隊編成記載） 三通

ロ 屯田兵ノ構成 一綴

6 笹田埼玉県書記官ノ悪業哀訴 日下為国 三島総監宛 明治一九年二月 一綴

7 磯貝茨城県書記官不正ノ件上申

イ 水戸鉄道工事計画ニ付不正三ケ条 一三郡人民代理 明治二〇年五月一五日 一枚

ロ 鉄道架設私情ニ出ヅ茨城県有志総代三島総監宛 明治二〇年五月一六日 一枚

五四九、 会社・団体

1 大日本帝国水産会社書類

イ 創立許可ニ付河野主一郎招待状 （付）同社定款 活版 明治二一年一月二二日 一綴

ロ 加盟依頼状 蒟蒻版 奈良原繁外二名 （付）株式申込書 活版 明治二一年六月一九日 一綴

2 水産伝習所開設ニ付寄付願 大日本水産会 明治二一年三月 活版 一綴

（付）水産伝習所規則

3 大日本農会趣意書及地方官有志意見書（同文二部） 上京地方官宛 明治一四年一二月二〇日 活版 一綴

4 大日本家畜保護会設立趣意書 西郷従道・吉田清成 明治一九年七月 一綴

発起人承諾願 活版 （付）大日本家畜保護会会則 蒟蒻版

5 日本土木会社書類 明治二〇年三月

イ 創立約定書・定款 渋沢栄一・藤田伝三郎・大倉喜八郎 活版 一綴

ロ 申合規則 一綴



6 婦人慈善会第一次報告書 明治一七年六月二八日 活版 一綴

7 慈善会関係書類

イ 東京府養育院慈善会創設ニ付規程・沿革 役員決議 議定員集会通知 出品依頼 売場組合セ 活版・蒟蒻版 一綴

ロ 府下芸妓合同慈善会開催ノ件 一枚

8 鹿児島郷友会書類

イ 会費請求書・領収書 一綴

ロ 懇親会招待状 明治二〇年二月四日 一綴

9 布帛防湿法会報告書 一綴

フランス陸軍軍服防湿法ニツイテ

10 三益会会規 一枚

11 保剣会総則 一綴

12 絵画共進会入場券送付通知 品川弥二郎 明治一七年五月九日 一枚

13 角力界ノ件小民久五郎建言 一綴

（付）日本力士取締規程 小民久五郎履歴

五五〇、 華族

1 華族会館ヘ臨幸勅諭 明治八年一〇月七日 活版 一枚

2 華族同方会入会依頼 鍋島直彬 明治二一年四月三〇日 蒟蒻版 一枚

3 華族禄券利子ノ利用ニ付建議 一綴

品川湾埋坦費ノ補助トスベシ

4 宮内省宛華族届書式 一綴

5 華族類集 一綴

華族関係法規写

6 叙爵〔大迫貞清〕章等受領書 外山政彦 三島通庸宛 明治二〇年五月二四日 一枚

7 勅任官・華族名簿 蒟蒻版 一綴

8 大久保利通記念建碑ニ関スル書類

イ 大久保参議銅像建設願 三島通庸外一二名 西郷農商務卿宛 明治一六年 一綴

ロ 寄付金送金方通知 真中忠直 明治一六年八月 活版 一枚

ハ 建碑会議議題 （付）図面（二枚） 明治一七年 一綴

ニ 建碑ニ関スル回章ー石材揚陸通知 吉田市十郎 三島通庸外六名宛 （付）建碑計算書 明治一八年一月 二一日

一綴

9 相馬家騒動ニ関スル書類

イ 植松琢磨外三名ノ拝謁願 三島総監宛 明治二〇年四月一四日 一綴

ロ 旧臣門馬尚経上申書 三島総監宛 明治二〇年四月一九日 一綴

ハ 植松琢磨外四名ノ拝謁願 三島総監宛 明治二〇年四月二六日 一枚

ニ 相馬家騒動ニ付探聞書 二月二六日 一綴

10 有馬家ニ関スル処分願 旧久留米藩士族 明治二一年四月 一綴

家政上内紛ニ付願書 事件概況 （付）別紙一ー六号

11 松前修広・小笠原長育ノ貸下金及所有株数 一枚



五五一、 詩文・碑銘

1 国のすがた 明治一九年 五冊

イ・ロ 活版

ハ・ニ・ホ 未定稿

2 思昔集 明治一六年 活版 一綴

高崎正風序歌集

3 箱根草 明治一二年 活版 一綴

末広鉄腸閲歌集

4 玉石百首 一綴

海上胤平撰

5 漢詩・和歌 三綴・一通・短冊一枚

大久保一翁・高橋由一・海上胤平外

6 三島通庸和歌 七綴・短冊一枚

7 平田篤胤短冊 二枚

（付）桜田誠一郎添状

8 特恩賜杖恭賦奉謝 元田永孚 一通

9 照顔録 一綴

（付）坐獄日録

10 幽理聴記 肥藤阿伎良 明治九年 一綴

（付）肥藤添書

11 出師表 一枚

12 宋〓公敗於泓論 一綴

（漢文）

13 毎泣客窓干茲殆五年未曽忘一日 一綴

14 旧藁 一綴

（漢文）

15 福島妙音廟碑 一綴

16 碑記

イ 重闢茶場碑記 一綴

ロ 山崎闇斉等撰碑文 一綴

17 太田原警察雇松本忠直殉職碑文 一綴

18 笠石碑 明治一六年 軸一巻

五五二、 新聞・雑誌

1 太政官日誌 木版 一二二冊

明治元年（第一ー一七八号中三・四・一六四号欠） 明治二年（第一ー一二一号中七九・一〇一号欠） 明治三

年 （第一ー七〇号） 明治四年（第一ー一一五号中八五・八六・一〇九号欠） 明治五年（第一ー二五号）

2 官報 活版 七部

一七〇号（明治一七年一月） 一七二号（明治一七年一月） 三〇四号（明治一七年七月） 七二〇号（明治一八



年一一月） 号外（明治一九年四月） 九六〇号（明治一九年九月） 一一四八号（明治二〇年四月）

3 絵入朝野新聞 活版 一部

九八八号（明治一九年四月一八日）

4 改進新聞 活版 三部

一一四五号（明治二〇年一月七日） 一六九四号（明治二一年一〇月二七日） （同文二部）

5 公論新報 活版 二部

五〇号付録（明治二一年二月） 一二八号（明治二一年五月）

6 団団珍聞 活版 三部

六四〇号（明治二一年三月一七日） 六四一号（明治二一年三月二四日） 六五五号（明治二一年六月三〇日）

7 明治日報 活版 二部

七七一号（明治一七年一月二五日） 七七七号（明治一七年二月二日）

8 めさまし新聞 活版 一部

一〇一九号（明治二一年五月四日）

9 農芸志林 活版 一冊

第一号（明治一五年五月）

10 奥羽日日新聞 活版 一部

二六一六号（明治一九年三月二八日）

11 下野新聞 活版 一部

四八九号（明治一九年一一月二八日）

12 トバエ 活版 五部

二三号（明治二一年一月） 二六号（明治二一年三月） 二九号（明治二一年四月） 三〇号（明治二一年五月）

三三号（明治二一年六月）

13 東京朝日新聞 活版 二部

一一七〇号（明治二一年一〇月三〇日）（同文二部）

14 東京絵入新聞 活版 一部

三七二九号（明治二〇年一一月六日）

15 東京輿論新誌 活版 一部

三六七号（明治二一年一〇月三一日）

16 東京日日新聞 活版 二部

五〇九四号（明治二一年一〇月二五日）（同文二部）

17 東京横浜毎日新聞 活版 三部

三九三一号（明治一七年二月二日） 三九三五号（明治一七年二月七日） 四一九四号（明治一七年一二月一二

日）

18 朝野新聞 活版 四部

七一二号（明治九年一月一三日） 三〇七八号（明治一七年一月二四日） 三〇八五号（明治一七年二月二日）

三九六七号（明治二〇年一月七日）

19 やまと新聞 活版 一部

七一号（明治二〇年一月六日）



20 山形新聞 活版 一部

四三一号（明治一三年一二月一三日）

21 読売新聞 活版 二部

四一四一号（明治二一年一〇月二四日）四二〇七号（明治二二年一月一五日）

22 自由新聞 活版 二部

四六七号（明治一七年二月二日） 四七七号（明治一七年二月一五日）

23 自由新報 活版 一部

一一号（明治一五年六月三〇日）

24 時事新報 活版 三部

一八二六号（明治二一年二月六日） 二〇八八号（明治二一年一〇月二五日） （同文二部）

25 TheJapanDailyMail 活版 二部

一七一七号（明治二一年一〇月二五日） （同文二部）

26 TheJapanHeraldMailSummary 活版 二部

（明治二一年一一月六日）（同文二部）

27 RomajiZasshi 活版 二部

四号（明治一八年九月一〇日） 九号（明治一九年二月一〇日）

28 TheSpringfieldUnion 活版 一部

（明治二一年六月二七日）

五五三、 地図・図面

1 宮城県白石付近新道路線図 一枚

2 宮城県多賀城址壷碑図 一枚

3 新潟みちのしおり 明治一〇年一二月 木版 一枚

4 新潟県地図 活版 二枚

5 豆州熱海全図 活版 二枚

6 長禄二年江戸縮図 一枚

7 宮崎県地形ノ概要 明治二一年 活版 一枚

8 松平忠敬賜邸取調図 一枚

9 拝借願地図面 一枚

今野村・田代村付近

10 不明地図・図面 一綴・四枚

玄関図面外

11 博覧会場並付属売店地図 活版 一枚

五五四、 雑書類

1 国体学・国体学演義 筒井明俊 一部蒟蒻版 二綴

2 日本道徳原論・国体維持論 野中準 二綴

3 謹テ遣独逸公使ラヘル君閣下ニ啓ス ニコラス・マキャベレ 一綴

公使職務ノ要件（同文二部）

4 仏国革命論抜萃・独逸学ノ利害及国家ニ対スルノ得失 リョースレル 一部活版 二綴



5 露国紀行 一冊

6 類聚国史 一冊

7 諸家系図仁明天皇記 一冊

8 尾部御陵紀原 一冊

9 両宮及山田近辺名跡抜萃 一冊

10 桜雲一夜談 一冊

11 大泉軍物語抜萃 一冊

12 東国戦記・真田三代記抜萃 一冊

13 藤葉栄衰記 一冊

14 大三河志抜萃 一冊

15 白河風土記 一冊

16 会津旧事雑考 （二部） 二冊

17 会津風土記 信達一統志 一冊

（付）奥羽志諸記

18 旧上ノ山藩士金子六左衛門履歴書 一冊

19 奥羽史志引用書抜 一綴

20 奥羽志 二冊

21 奥羽全誌 二五冊・九綴

22 松島案内記 木版 一綴

23 有耶無耶ノ関由来 一綴

24 湯浜温泉由来記 木版 一綴・一枚

（付）湯之浜温泉図

25 最上川埋木記

イ 最上川埋木記 朝川鼎（同文三部） 明治一七年八月 石版 一綴

ロ 詠最上川埋木長歌並短歌 鈴木重胤 （同文三部） 石版 一綴

26 塩原記 一綴

27 遠乗リ開催通知 明治一八年四月 一枚

28 井上邸観劇会番付 明治二〇年四月二七日 活版 一枚

29 石版画 当時流行箱庭盆石類大安売 石版 一枚

30 暗号使用説明書 一綴・二枚

（付）暗号表（二部）

31 出納予算方法 一綴

旅人宿・安泊宿・下宿ニ関スル出納予算方法及積立金予算見込

32 特別割引運賃一覧表 一枚

33 三島通庸文書書類目録 一綴

五五五、 家事

1 三島家石高報告 三島弥兵衛 高奉行宛 明治二年二月 一通

2 馬代上納ノ件問合セ 庶務方 三島千木宛 四月二日 一通



3 永田町家作払下ゲ願 三島通庸 明治四年一一月一二日 一枚

4 建築見積書 明治一五年 一綴

5 御道具取調帳 明治一六年 一綴

6 地所・建物買受ケ書類

イ 地所・建物売渡証書 杉本正徳・浅草宇一郎 三島通庸宛 （付）建物図面 建具畳調 明治一五年 一綴

ロ 地所分裂売買ニ付地券書換願 売渡人三島通庸・買受人村上楯朝 明治一六年二月 一綴

ハ 地所売渡証 大浦則泰・河島清 三島通庸宛 （付）河島清開墾鍬下年季願・期明税納願・河島宛地所売渡証書 大浦則

泰官有地払下願・税納願・図面 明治一八年 一綴

7 譲地ニ付地価調 一枚

8 伊豆山村地所売渡証書 浜田文作・千葉亘 三島通庸宛 明治二〇年 一綴

9 栃木県内私有地交換証書 明治二一年一二月二五日 一綴

10 東京府芝区ノ達 明治一六年 一綴

家屋建築及取毀ニ付達 区長新任ノ達 区内世話掛廃止ニ付告示

11 所得税納人心得方備考 明治二〇年 活版 一綴

（付）所得税法 所得税法施行細則 所得税調査委員選挙及委員会細則

12 納税通知書 東京府芝区長 活版 一綴

13 福島長平ヘ預ケ金控 一綴

14 横浜正金銀行配当金支払通知 明治一四年七月一一日 活版 一枚

15 公債証書交換ノ件 川崎銀行 一通

16 金禄公債証書控 二綴

17 株券計算書 一綴

18 為換手形之事 東京第五国立銀行宛 一通

19 地券下付書換手続及手数料 明治二一年一月一七日 一綴

（大蔵省令第一号）

20 印鑑届 明治一七年 一枚

21 実印ノ件ニ付拝謁願 富田義和 一枚

22 印鑑証明ノ効力外 一通

23 世襲財産交換ノ件願書 （同文二部） 子爵三島通庸 土方宮内大臣宛 明治二〇年九月二八日 一綴

24 三島通庸嗣子届 明治二〇年一〇月五日 一綴

（付）華族局戸籍課添書

25 三島通庸死亡後手続書類 明治二一年一二月

イ 内務省ヨリ履歴書送付通知 一枚

ロ 府知事宛扶助料願 （付）戸籍書・履歴書 一綴

ハ 芝区長宛三島弥太郎家督相続証明願 一枚

26 家督相続ニ関スル書類 三島弥太郎 明治二一年一二月

イ 地所証明願（同文二部） 一綴

ロ 地所登記済証下付願 一枚

ハ 相続ニ付地所所有登記願 一枚



27 届書類下書キ 一通

28 家族届 二綴

29 家族生年計算表 一綴

30 学習院建築費納付通知 爵位局 子爵三島通庸宛 明治二一年六月一四日 一枚

31 三島稲熊外四名改葬願 三島通庸 明治一九年四月一九日 一枚

32 葬儀次第 一通

（三月六日・七日神道葬）

33 病状記録 一綴

（九日・一〇日分）

34 遠藤宗兵衛訴訟一件書類 明治一五年七月

イ 三島家下婢遠藤よし解雇ニ付損害金請求事件裁判記録 一綴

ロ 遠藤宗兵衛勧解願出タル事件取調（同文二部） 一綴

35 雇用人ニ関スル書類

イ 解雇通知 一綴

ロ 門衛受書 明治一七年 一綴

ハ 召抱人族籍調 明治一九年 一綴

ニ 大工請書 明治二一年 一綴

ホ 東京慈恵医院看護婦送状 明治二一年 活版 一綴

36 三島家盗難届 明治九年 一綴

37 三島氏吉兇占 一通

38 家族間私信電報 （四部） 一綴

39 米国ヨリ書籍未着ノ回答 東京郵便局発着科 明治二〇年五月一六日 一枚

40 明宮御殿ヨリ大盆返却通知 一枚

41 請求書・領収書 三綴

五五六、 葬儀

1 三島通庸死亡前後新聞抜萃 一綴

明治二一年一〇月二日ー二一年一二月二五日

2 病状問合セ電報 明治二一年九月 一綴

遠竹秀行 浜田文作

3 患者ノ容体 一通

高木・実吉両氏ノ診断ニヨレバ諸症稍軽快

4 三島通庸死亡通知 二通

5 薨去報知人名簿 一綴

6 弔状 三三通

辰野宗治 高相豊見 高崎親章 妻木狷介

7 弔電 一綴

8 三島正三位薨去一牧 一綴

9 三島正三位薨去ニ付諸費積書 一綴



10 葬儀会計控 二綴

11 受領書類 二綴

12 供物控 五綴

13 香花料外 二綴

14 来客人名控 七綴

15 三島正三位病気訪問・来弔・送葬人名簿 一綴

16 葬儀行列次第（二部） 二通

17 会葬礼状下書 柴山景綱・牧野伸顕 明治二一年一〇月二七日 一通

18 埋葬後御見舞帳 一綴

19 五〇日祭案内状 一三枚

回章・下書キ・活版案内状

20 忌明挨拶状 活版 五枚

21 一年祈願日課念仏書写供養 綱川晃南 明治二二年 一綴

22 一周年祭関係書類

イ 青山墓参人名帳 一綴

ロ 一周年祭通知状（同文八部） 活版 八枚

23 墓碑建築関係書類

イ 墓碑建築書類 一綴

ロ 墓標代金支払書類 一綴

ハ 墓碑建築図（二部） 二枚

24 建碑書類 三綴

25 三島通庸碑文材料（同文二部） 筒井明俊 明治二二年四月一一日 一部蒟蒻版 二綴

五五七、 伝記資料

1 伝記未定稿 一

イ 西郷ヲ謫居ヨリ救ワントス 一綴

ロ 維新期資料写 一綴

ハ 都之城事歴 一綴

ニ 母智丘神社造営記 一綴

ホ 東京府在勤中事歴 一綴

ヘ 教部省在勤中事歴 一綴

2 伝記未定稿 二

イ 酒田・鶴岡事歴 一綴

ロ 西南戦争 一綴

ハ 栗子工事 一綴

ニ 山形県道路・教育・勧業等事歴 一綴

3 伝記未定稿 三

イ 会津三方道路・自由党事件 一綴

ロ 霊山神社関係 一綴



4 伝記未定稿 四 一綴

土木局関係事歴

5 伝記未定稿 五 一綴

警視庁関係事歴

6 薩摩藩時代資料覚書 一枚

7 三島公事蹟 鶴岡県ヨリ土木局長ヘ転ズルマデ 一綴

8 三県土木工事略記 一綴

9 三島邸史談集会速記録 明治二八年一〇月一〇日 一綴

出席者ー田中頼庸・高崎五六・市来四郎・富田通信・大野義方・柴山景綱・三島家家族

10 廻武彦談話筆記 二綴

山形・福島県下ノ事蹟（同文二部）

11 荒賀直哉談話筆記 明治二八年一二月八日 一綴

栃木県国道改修・県庁移築・県会及田中正造拘引ノ件 山形県森藤右衛門事件 福島事件外

12 中村章重談話筆記・略記

イ 栗子隧道測量ノ件 明治二八年 一綴

ロ 月山山底隧道ノ御話外 一綴

13 物集高見談話筆記

イ 三島ノ教育意見（第一回） 一綴

ロ 神道・皇族教育・出版ノ件（第二回） 一綴

14 林三介談話筆記 一綴

保安条例執行ノ件

15 柴山景綱回顧覚書（山崎忠和宛） 一通

16 三島通庸伝記草稿 柴山景綱 一綴

17 ワッパ事件・保安条例執行ニ付懐古覚書 一綴・二枚

18 大隈入閣反対ノ件外ニ付懐古談 一綴

19 三島通庸談話聞書キ 三綴・二枚

政情意見・訓話等（五部）

20 三島夫人ヨリ聞取リ覚書 一枚

21 訪問録 明治二八年 一綴

伝記資料収集ノタメ各氏訪問ノ記録

22 三島通庸自筆メモ 七綴

23 伝記資料ニ付回答

イ 内田政風ー資料焼失（同文二部） 明治二一年一二月 一綴

ロ 河島清ー山形県下取上坂新道落成ノ〓末 明治二二年二月 一枚

24 仮装会旗指物 布地一枚

（明治二〇年四月二〇日ノ夜会デ三島ガ持ッタモノ）

五五八、 辞令・願書・履歴

1 戊辰戦争戦歴届 三島弥兵衛 軍務局宛 明治二年五月 一通



2 都之城地頭職辞退願 三島弥兵衛 三月四日 一通

3 改名願 三島弥兵衛 明治四年一〇月 一通

4 授三島弥兵衛奉幣式・神拝式 四枚

5 木盃壱個 鶴岡県令三島通庸宛 一枚

6 兼官被免ニ関スル願書・御届・御請書 三島通庸 明治八年一二月 一綴

7 公立病院建築費献金願書 三島通庸 明治一一年六月六日 一枚

8 賞状 太政官 三島山形県令宛 明治一二年一一月一四日 二枚

東京府学校資金寄付ノ件 （付）回送通知

9 三島通庸辞表 三条実美宛 明治一六年一二月 一綴

病気ニ付本・兼官共免官願

10 授爵ノ詔勅写 明治一七年七月七日 一枚

11 三島通庸履歴書 三綴

明治一五年一二月マデ（二部） 明治一九年五月マデ（一部）

12 辞令送付通知 伊藤総理大臣 三島総監宛 明治一九年五月八日 一枚

13 依勲功特授子爵（写） 明治二〇年五月二四日 一枚

14 三島通庸辞表伊藤総理大臣宛 明治二〇年一二月二六日 一枚

15 湯治御暇願 三島通庸 山県内務大臣宛 明治二〇年一二月二七日 一綴

（付）宮内大臣宛届 内務大臣宛安立利綱代理ノ件上申

16 賞状賞勲局三島通庸宛 明治二一年一〇月一五日 一枚

芝区水道新設費寄付ノ件 一枚

三島通庸略年譜

天保六年

六月一日 薩摩国鹿児島郡武村に生まる（林太郎・弥兵衛・千木）父通純は島津家に仕え皷を師範す安政五年没 母池上

氏 三才年少の弟伝之丞一六才の時千田某と決闘自殺 妹ぬい

文久二年 二七才

四月二三日 島津久光出京に随行 寺田屋騒動に連座帰国命ぜらる

元治元年 二九才

五月一一日 柴山権助の娘和歌と結婚

慶応三年 三二才

四月 長男弥太郎出生（のち日本銀行総裁）

慶応四年 三三才

一月五日西園寺鎮撫総督に小荷駄方差引として随従山陰道数ケ国出張

三月 帰京 山陵取調べ命ぜられ帰国

八月 越後路へ一大隊出兵に際し差引として出発九月一六日会津着 落城後西帰

明治二年 三四才

二月 長女その出生（のち秋月左都夫夫人） この年日向国都之城地頭命ぜらる

明治三年 三五才

一一月 二女みね出生（のち牧野伸顕夫人）



明治四年 三六才

六月二三日 都之城母智丘神社新築還御式臨席

一一月七日 任東京府六等出仕

一一月一五日 任東京府権参事

明治五年 三七才

五月二五日 任東京府参事

一一月二四日 任教部大丞

明治六年 三八才

三月 三女たけ出生（のち日高栄三郎夫人）

明治七年 三九才

七月 松平内務少丞酒田県出張ワッパ事件取調べ

一二月三日 兼任酒田県令

明治八年 四〇才

二月二五日 ワッパ事件報告のため上京

三月 二日 三条太政大臣・岩倉右大臣・大久保参議等に報告

六月 五日 兼任五等判事

六月初旬 帰県

六月二〇日 第一回地方官会議 酒田県大参事松平親懐県令代理として出席 森 藤右衛門・河野広中傍聴

八月一〇日 この頃より県下巡回

八月三一日 酒田県鶴岡県と改称

一〇月七日 沼間守一元老院権大書記官等鶴岡へ出張 ワッパ事件取調べ始まる

一〇月二九日 元老院取調べの不当を訴えるため伺を経ず出京

一二月 二男弥二出生

一二月一九日 免教部大丞専任鶴岡県令

一二月二四日 免兼官（五等判事）

明治九年 四一才

六月二〇日 ワッパ事件大審院判決

七月 三男弥六出生

八月一七日 東京発帰県

八月二一日 鶴岡県山形県に合す 任山形県令

一二月二八日 着京

明治一〇年 四二才

二月二一日 鶴岡士族不穏なるも三島重病のため船越内務権大書記官県地へ派遣仙台経由山形入り

二月二七日 「鶴岡士族西郷に呼応す」との誤報により船越書記官・薄井山形県大書記官仙台鎮台へ派兵依頼打電 三島

病をおし東京発

三月二日 海路仙台へ航す

三月八日 山形入り

三月一三日 県庁着の松平親懐と会談反乱の志なきことを確認



一〇月三日 鶴岡城外鶴見橋開橋式臨席

一一月三日 山形県庁開庁式臨席

明治一一年 四三才

二月中旬 出京

四月一〇日 第二回地方官会議（議題三新法）出席

五月一四日 大久保参議暗殺さる

六月一一日 ワッパ事件判決 松平親懐有罪

七月二二日 三新法発布

八月 四女つる出生（のち日野資秀夫人）

明治一二年 四四才

一月八日 山形済生館開院式

二月 県庁前に山形師範学校落成 この頃家族山形移住 長男弥太郎師範学校入学（一二才）

一〇月 福島県喜多方地方に愛身社創立さる

明治一三年 四五才

二月五日 第三回地方官会議出席

七月中旬 関山新道起工

八月三日 那須三島農場貸下げ許可

一〇月一九日 栗子隧道貫通

一二月一五日 月俸五〇円増給

一二月 五女千代出生（後西村寅三夫人）

明治一四年 四六才

四月 河野広中福島県会議長となる

七月三〇日 天皇東北・北海道巡幸に出発

九月二二日 秋田・山形県境へ天皇を出迎え 五時新庄着

一〇月三日 山形県内巡幸し天皇米沢発 栗子隧道通過 六時五〇分福島着

一〇月一二日 国会開設の詔勅 大隈参議罷免

一〇月二九日 自由党結成

一二月六日 地方官諮問会出席

一二月二二日 自由党福島支部設立さる

明治一五年 四七才

一月二五日 兼任福島県令

二月七日 自由党会津支部設立さる

二月九日 天皇より苅安新道に「万世大路」の賜名あり出省

二月一〇日 東京発山形へ向う

二月一七日 福島へ赴任

三月一四日 第一回会津六郡連合会開かる

五月一二日 福島県会議案毎号否決決議

六月二日 三島在京 五日原案執行権を得る



六月二九日 会津三路線決定・強制賦課徴収を六郡々長へ達す

七月五日 河野議長福島病院費に付請裁定書を参事院へ呈出

七月一三日 専任福島県令

八月一七日 三方道路起工式強行

九月一一日 事務引継のため山形県出張

九月二〇日 裁定一件で参事院の呼出しに応じ河野議長福島発 この月弥太郎山形師範卒付属小学校助教となる（一五

才）

一〇月一日 安積疏水通水式 岩倉右大臣 山田内務卿臨席

一一月一〇日この頃会津地方公売処分着手河野議長帰県

一一月一一日板垣退助出航

一一月二四日 地方官に対し軍備拡張・増税の詔勅

一一月二五日 地方官諮問会出席

一一月二八日 喜多方事件発生

一二月一日 河野広中等福島無名館で逮捕さる

一二月二日 樺山警視総監と面会巡査派出要請

一二月五日 未明東京発帰県

明治一六年 四八才

一月八日 東京へ向け出発

六月 七女しげ出生（のち中村進午夫人）

九月一日 福島事件高等法院判決

九月 弥太郎駒場農学校入学

一一月八日 被進勅任 月俸五〇円増給 兼任栃木県令

一一月一七日 地方官諮問会

明治一七年 四九才

二月 栃木県庁宇都宮へ移庁

九月一〇日 土木費予算追加の件に付横堀栃木県会議長参事院に裁定を請う

九月 開道・開庁式招待の件で山県内務卿・吉田外務大輔等と交渉

九月一四日 弥太郎アメリカ留学のため横浜出港（一七才）

九月二三日 加波山事件

一〇月一五日 地方官諮問会

一〇月二二日 栃木県庁開庁式

一〇月二三日 三島農場事務所で開道式

一〇月二九日 自由党解党

一〇月三一日 秩父事件

一一月二一日 補内務省三等出仕（土木局長）

一一月二八日 被仰付中央衛生会委員

一二月 四男弥吉出生

一二月一九日 事務引継のため福島・栃木両県出張



明治一八年 五〇才

一月一日宇都宮発東京へ向う

一月二二日 被仰付東京市区改正審査委員

二月 土木局組織改正の建議内務卿へ呈出

七月六日 関西水害視察のため出張

八月二九日 清水越新道開道式のため群馬・新潟・栃木県出張

一一月下旬 この頃より黒田清隆の右大臣問題で奔走

一二月八日 依願免市区改正委員

一二月二二日 任警視総監

明治一九年 五一才

二月 五男弥彦出生

五月四日 警視庁官制制定

五月八日 叙勅任官一等

七月二四日 兼任臨時建築局副総裁

八月 この夏一家で塩原滞在

一二月 「上州奠都ノ建議」井上馨建築局総裁連名で呈出

明治二〇年 五二才

一月 熱海滞在

二月 「国のすがた」著者問題おこる

四月九日 「国のすがた」警視庁内に配布

四月二〇日 伊藤総理官邸夜会出席

四月二一日 黒田清隆帰国

四月二四日 井上馨邸天覧劇陪観

五月二四日 依勲功特授子爵

六月一日 受爵祝宴

七月九日 品川沖漁遊会

七月二三日 二女みね牧野伸顕と結婚

七月二六日 谷千城農商務大臣辞任

七月二九日 条約改正会議無期延期さる

七月三〇日 塩原行

九月一六日 井上馨外務大臣辞任 黒田清隆農商務大臣就任

九月二八日 依願免臨時建築局副総裁

一一月二八日 弥生社新築開き撃剣・角力会

一二月二六日 保安条例公布・施行

明治二一年 五三才

一月 栃木県庁全焼

一月一四日 弥生社行幸

二 月一日 大隈重信外務大臣就任



二 月・三月 大磯滞在

四 月上旬 一たん帰京 この頃大磯別邸新築

四 月三〇日 黒田清隆総理大臣就任

五 月五日 牧野伸顕総理大臣秘書官就任

六 月 大磯再訪

六 月二九日 弥太郎ボストン大学より学士の称号を受く

七 月三日 帰京

七 月下旬 塩原行

八 月二八日 病状悪化 別仕立て汽車にて塩原発東京へ向う

九 月一七日 弥太郎帰国

一〇 月二二日 叙正三位

一〇 月二三日 没

一〇 月二六日 青山にて葬儀 会葬者一万二千


	ローカルディスク
	三島通庸関係文書目録


